



    
  
  





    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




第七部　輝け！　黄金の海月の灯台II






プロローグ◆だんだんと増えて、広がって……


第　一　話◆ヴェールガの釣りマニアアングラー


第　二　話◆水面に映る月のごとき……


第　三　話◆ミーア姫、耳寄り情報をゲットする


第　四　話◆目指す剣に向かって


第　五　話◆第一回　大釣り大会……第一回？


第　六　話◆ミーア姫の釣り宣言！


第　七　話◆蛇の毒、あるいは、海月の一刺しのような……


第　八　話◆ミーア・ヒロイン・ティアムーン


第　九　話◆それ、ムーンボウかなにかなんじゃ……


第　十　話◆真友（アースワームメイト）の夜明け


第 十一 話◆ミーア姫、宣戦布告を受ける


第 十二 話◆煽あおれや煽れ！　起死回生の一手！


第 十三 話◆無欲の勝利か？　初心者の幸運か？


第 十四 話◆オウラニアは楽しいことのためだけに生きる


第 十五 話◆いい話風にまとめると……


第 十六 話◆……かげんの海月、ミーア姫


第 十七 話◆ミーア姫、成長する


第 十八 話◆ミーア姫、自らの考え（注：ラフィーナ曰くの）の解説を求む


第 十九 話◆ミーア、ラフィーナの推理を……採用する！


第 二十 話◆ミーア姫、真摯しんしに答える


第二十一話◆オウラニアの胸に深々と刺さる！


第二十二話◆ミーア姫、人を教え導く難しさを痛感する


第二十三話◆ミーア姫、ベルに苦言を呈す


第二十四話◆そびえ立つ……黄金の……灯台


第二十五話◆些細な不幸


第二十六話◆神の御旗を振りかざせ！


第二十七話◆ミーア、ちょっぴりお祖母ちゃんっぽくなる


第二十八話◆規格外ヒロイン（）ミーア！


第二十九話◆ミーアは主張したいのである！


第 三十 話◆ミーア並み感


第三十一話◆……状況は錯綜さくそうしているのだった


第三十二話◆男たちの酒飲み話


第三十三話◆ツッコミを入れる者はなく……


第三十四話◆ローレンツ・エトワ・イエロームーンの訪問


第三十五話◆過去への一撃


第三十六話◆熟練のイエスマン、ミーアは平常運転である


第三十七話◆ミーアのお茶目な冗談……冗談？


第三十八話◆作戦会議


第三十九話◆ミーア＝オト○○オネーサン・ルーナ・ティアムーン


第 四十 話◆刻み込まれる鮮烈なイメージ


第四十一話◆悲報！　ダレカの春、終わる……


第四十二話◆まさか……やっちまったんじゃあ……？


第四十三話◆作戦会議は買い食いの後に


第四十四話◆ベルのすべきこと、見つか……らず？


第四十五話◆北網の儀の暗殺騒動


第四十六話◆正統派王女と子どもたち、頑張る！


第四十七話◆混迷する状況






皇妃パトリシアの趣味


ミーアのシンカイショク日記


あとがき


巻末おまけ四コマ


巻末おまけコミカライズ第四十話話試し読み


電子版特典SS聖女ミーア皇女伝夢典むてん　ガヌドス港湾国、撤退線！







イラスト──Gilse


デザイン──名和田耕平デザイン事務所







    
  
  




    
  
  




    
  
  




プロローグ　だんだんと増えて、広がって……


その日、ミーアはセントノエル学園の廊下を歩いていた。


これから始まる会議──すなわち、ガヌドス港湾国王女、オウラニア・ペルラ・ガヌドスと友誼ゆうぎを結ぶべくミーアが立てた作戦、釣り大会のための会議に参加するために。


「ふふふ、作戦は完璧ですわ。これならば、オウラニアさんと友誼を結び、ガヌドス港湾国への橋頭堡きょうとうほを確保することもできるはず……」


勝利を確信し、にんまーりとほくそ笑むミーア……であったが、不意に、なんともいえない不安感に襲われる。


「妙ですわね……なにやら、胸騒ぎが……。そういえば、前にもこんなことがございましたわ……。こうして、勝利を確信していたがゆえに、大いなるショックに襲われるという……あれは確か……」


それは、そう……前の時間軸のこと。


ミーアは、ある人物と友誼を結ぶべく、努力を重ねていたのだ。


学園の支配者、聖女ラフィーナ・オルカ・ヴェールガと……。






「ぐぬぬ、いったい、ラフィーナさまとお近づきになるにはどうすればよろしいんですの？」


「大丈夫ですよ、ミーアさま。このプレゼントを持っていけば完璧です！　なにせ、最近、セントノエルで流行っている髪飾りですから」


「まぁ！　わざわざ、用意してくれたんですの？」


専属メイドのペトラが持ってきた箱を受け取り、ミーアは笑みを浮かべた。


「先日のミーアさまの黄金のアクセサリーは、さすがになかったと思いますよ。派手派手で、あれじゃあ、ラフィーナさまだって受け取りませんよ。もう、あんな商人の口車に乗せられちゃうんですから」


「ええ。我ながら愚かでしたわ。ラフィーナさまは、もっと垢あか抜けた、最新のデザインのものがお好きでしたのね。考えてみれば、セントノエルは流行の最先端の地。ラフィーナさまだとて、ファッションに詳しいに決まってますわ！」


けれど、今度こそは完璧、間違いなし、と持参したプレゼントはすべて受け取ってもらえず、美味しい超豪華ケーキを用意したお茶会の誘いも断られ……何度も何度も完璧な作戦を覆されてきたミーアは……すっかり、それがトラウマになってしまったのだ！






「ううむ、あの時のことを思い出してしまって、完璧な作戦と思えば思うほど不安になってしまいますわね……」


あの時のラフィーナの、清らかだけど冷たぁい視線を思い出し、ミーアは震え上がる。


まさに、その時だった！


「あら、ミーアさん、これから生徒会室に向かうところかしら？」


後ろから声をかけられる。


涼やかにして、圧倒的な存在感を放つその声の持ち主は……。


「ひっ、あ、ら、ラフィーナさま？」


ラフィーナ・オルカ・ヴェールガは、ミーアの顔を見て眉まゆをひそめた。


「大丈夫かしら、ミーアさん。なんだか、顔色が悪いようだけど……」


気遣きづかわしげに声をかけられたミーアはギクシャクと頷うなずき、


「え……ええ、問題ありませんわ。今日の会議のことを考えていて、昨日はあまり眠れなくって……」


無論、大嘘おおうそである。ミーアが寝られないということは、ほとんどあり得ないことである。


けれど、ラフィーナはそっと胸に手を当てて、小さく息を吐く。


「そう。それならば、よいのだけど、無理だけはしてはダメよ？」


優しい声でそう言ってから、小さく首を傾かしげた。


「それにしても、ミーアさんがそんなに不安がるなんて、珍しいこともあるわね」


「いえ、その……今度の釣り大会が本当に上手くいくのか、と少しだけ不安になってしまいましたの」


思わず口をついたのは、先ほど感じた不安のことだった。


確かに釣り大会ならば上手くいくと思う。でも……、完璧であると思えば思うほどに失敗してしまいそうな……なんともいえない嫌な感覚があるのだ。


と、その時だった。ラフィーナはそっとミーアの手を取り、向かい合う。


「え……？　ラフィーナさま？」


「心配する必要はないわ、ミーアさん」


はっきりと言い聞かせるように、ラフィーナは言う。


「必ず上手くいくわ。それに、もしも仮に失敗したとしても、また別の手を考えればいいだけだから……」


それから、穏やかな優しい笑みを浮かべて続ける。


「私も一緒に考えるから、そんなに思いつめないで。ミーアさんが言ったのよ？　友とは、重荷を分かち合うものだって……」


「ラフィーナさま……」


そんなこと言ったかな……？　と一瞬思いかけたミーアであったが、当然、それを顔に出すこともなく、しかつめらしい顔で頷くのみ。


「そう、ですわね。ええ、では、もしも失敗してしまったら、ラフィーナさまにも、そして他のみなさまにも考えていただくようにしますわ。それにしても、ふふふ……」


「あら？　どうかしたの、ミーアさん？」


突然、笑いだしたミーアにラフィーナが不思議そうな顔をする。


「いえ、なんでもありませんわ」


ミーアは小さく微笑んで首を振る。


ただ……そう、ちょっとだけ不思議な感じがしたのだ。


あれほど、振り向いてもらえなかったラフィーナと友人になり……そして、オウラニアと友になることを相談しているという……かつては全く想像できなかったそんな状況が、なんだか、おかしくて仕方なかった。


「そうですわね。あれだけ振り向いてもらえなかったラフィーナさまとも、こうしてお友だちになれたのですから、ふふ、オウラニア姫殿下も、きっと大丈夫ですわね」


「え？　え？　どうして、私がお友だちになりづらい、みたいな扱いなのか、よくわからないのだけど……」


なにやら混乱した様子のラフィーナに、ミーアは小さく首を振り、


「なんでもありませんわ。さ、行きましょう、ラフィーナさま」


そうして、二人は生徒会室へと向かうのだった。







第一話　ヴェールガの釣りマニアアングラー


釣り大会の準備は始まった。


ミーアの招集によって生徒会室には、いつもの生徒会のメンバーに加え、特別初等部の教師ユリウスや、サンクランド島の警備を担当するサンテリ・バンドラーなど、主だった面々が集められていた。


「ということで、生徒間の親睦を兼ねた釣り大会を開こうと思っておりますの。子どもたちの教育のためにも、よいのではないかと思いまして……」


っと、そこでユリウスのほうに目を向ける。ユリウスはそっと頭を下げて、


「ありがとうございます。ミーア姫殿下。そのように楽しみながら自然の知識を得ることは、子どもたちにとって財産になるでしょう」


そんなユリウスの承認を得て、ミーアは続ける。


「それで、みなさまにはいろいろとご協力いただくこともあるかと思いますけれど、どうか、よろしくお願いいたしますわね」


なにしろ初めてのこと。全校生徒でやろうとすれば、釣り竿ざおから餌えさから、準備はそれなりに必要だ。


さらに、大会と称する以上、いろいろなルールを話し合う必要もあるだろう。


「まぁ、とはいうものの、今回の大会は、あまり順位を競うようなものにしないほうがいいような気がしますわね」


ミーアの言葉に、生徒会の面々は、それぞれ納得の頷きを返した。


「そうだね。趣旨からいっても、魚の大きさを競うような会ではなく、純粋に釣りを楽しむ会としたほうがいいんじゃないかな」


そう言って、優しい笑みを浮かべるのはアベルである。


彼の応援を後押しに、ミーアは言った。


「勝敗を競うものも楽しいですけれど、今回は、みなで釣りをして、それから釣ったものを食す。これを大切にいたしましょう」


みんなで思い切り遊び、美味しいものを食べて笑い合う。


ミーアの基本的な外交のやり方である。


──お腹が満ちれば、いろいろ面倒くさくなる。オウラニアさんには、なにかわたくしを避ける理由があるようですけど、それだって、たっぷり食べて眠くなれば、どうでもよくなるに違いありませんわ。


そんな確信を持つミーアである。


「とすると、魚をその場で、食べられるものかどうか判断する熟練者も必要になりますわね。それに、料理はわたくしたちで……」


などと、ミーアが言いかけたところで、すぅっと手を挙げる者がいた。


「あら、キースウッドさん、なにか？」


シオンの従者、キースウッドが主あるじを差し置いて発言するのは珍しいこと。はたして、なにを言うつもりなのか？　と興味津々、ミーアが見つめる先で。キースウッドは小さく一つ咳せき払い。それから、口を開いた。


「今回は、自分たちで料理するのではなく、しっかりとした料理人を手配するのがよいのではないでしょうか？」


「あら？　でも、みんなで料理するのは、とても楽しいですわよ？」


「……ええ、ええ。それはもちろん、存じ上げております」


キースウッドは一瞬遠い目をして、なにかを噛かみしめるように、グッと口をつぐんでから……すぐに小さく首を振り、


「けれど……ミーア姫殿下は、一つ大切なことを忘れているのではないでしょうか？」


「大切なこと……？　はて、なんですの、それは」


キースウッドは、確信に満ちた顔でミーアを見つめる。


「それは、今回の釣り大会の楽しさは〝自分が釣った魚を食べることにある〟ということです」


「ほう……」


ミーアは腕組みをして、その言葉を吟味ぎんみする。沈思することしばし、その正しさを見つめて、深々と頷く。


「それで？」


「つまり、自分たちで料理するとなると、どうしても失敗してしまう可能性が高いのではないでしょうか？　取り寄せた材料で料理するならまだしも、自分が釣ってきた魚で失敗するのは……どうでしょうか？」


「なるほど。自分の釣果を台無しにしてしまう可能性があると、そう言いたいのですわね？」


「はい。今回のお料理は失敗できない。そこで、専門の料理人を手配するのがよろしいのではないかと……」


「ふむ、それはなかなかに、説得力がありますわね」


それから、ミーアはラフィーナのほうに目を向ける。っと、ラフィーナは小さく頷いた。


「そうね。セントノエルの料理人たちと、他にも手配が必要かしら……？」


ミーアは、それから、キースウッドのほうに目を向けた。


「ありがとう、キースウッドさん。そこまでは思いが至りませんでしたわ。助かりましたわ」


「いえ、お役に立てたのであればなによりです」


満足げに目をつむるキースウッド。その……握りしめられた拳が、まるで歓喜に震えるように、微妙にぷるぷるしているのを見て、はて？　と首を傾げるミーアだったが……。


その時だった。そこで、声を上げる者がいた。


「……そもそも、釣りというのは、いささか危険なのではないでしょうか？」


むっつりと、険しい顔をするのは、セントノエル島の警備を担う男、サンテリ・バンドラーだった。


「万に一つでも、湖に落ちれば大変なことになります。生徒の中には泳げない者もおりましょう」


その指摘に、ミーアは思わず眉根を寄せた。それは、実に筋の通った指摘だったからだ。


「確かに、サンテリさんの言うことも一理ありますわね。貴族の子弟で泳げるなどという者は稀有けうですわ」


さて、どうしたものかしら……？　とミーアは首を傾げる。


──生徒会と特別初等部の子どもたち、という限られた人員であれば、なんとかいけそうですけど。しかし、そこにオウラニアさんをお誘いするのは……。下手をするとお断りされてしまうかもしれませんし。


だからこそ、全校生徒のイベントにしたわけで……。などと、ミーアが真剣に悩みだそうとした、その時だった。


「やれやれ、仕方ありませんな……」


小さく肩をすくめ……サンテリは言った。


「ここは、わたくし、このサンテリ・バンドラーが……長年の経験を生かして、安全かつ、素人のみなさまでもある程度は釣れるような釣り場をご紹介いたしましょう」


ものすごく……ものすごぅく！　得意げな顔で言った！


そうなのだ……。


騎馬王国ならぬ、ティアムーン帝国にウマニアがいたように……。


ガヌドス港湾国ならぬセントノエルにもまた、いたのだ。


海沿いの国の民に決して負けない釣りマニア……。サンテリ・アングラー……もとい、サンテリ・バンドラーが……。







第二話　水面に映る月のごとき……


「安全な釣り場となりますと、岩場は避けたほうがよろしいでしょうね」


「なるほど、確かに、あそこは滑りやすいですしね」


「とすると、釣り場として考えられるのは……」


サンテリ・バンドラーを筆頭に、釣りマニアの職員たちが生徒会室に集つどう。やおら賑にぎやかになった室内には、熱い……あつぅい！　熱気が渦を巻いた。


「釣りのスポットはよいとして、餌を針につけるのは、貴族のご令嬢には厳しいのでは？」


「そうですな。釣り上げた魚を外すのもなかなか難しいでしょうし。同志諸君つりマニアを何人か手配して、各所に配する必要があるのではないかと……」


などと……。自らの思いつきが細部まで具体化されていくのを見て、ミーアは満足げに頷いた。


──ふむ、やはりこの辺りのことは専門家に任せるのが早いみたいですわね。釣りに詳しい方がいてよかったですわ。ここは、任せてしまっても大丈夫かしら？


ミーアは、そっとラフィーナに視線を送る。っと、ラフィーナが頷くのを見て、ミーアは部屋を後にした。


本来の目的、すなわち、オウラニア姫を懐柔かいじゅうするために動きだしたのだ。


──釣り大会を開いたはいいけれど、オウラニアさんが参加しない、とか、ゴネ始めたら大変ですし。きちんと外堀を埋めておく必要がありますわ。


そうして、オウラニアの部屋に向かおうとしたところで……ミーアは廊下を歩いてくる二人の子どもたちの姿を見つけた。それは、ヤナとパティだった。


「あっ、ミーアさま」


先にヤナのほうが気付いて、小走りに近づいてきた。


「こんにちは、ミーアさま」


ミーアの前で、ちょこん、と頭を下げるヤナに、ミーアは優しい笑みを浮かべた。


「ああ。ヤナ。うふふ、すっかり元気になったみたいですわね」


そうして頭を撫なでてやると、ヤナは恥ずかしそうにはにかんだ。


「あの、この前はありがとうございました」


「いいえ。いつものあなたに戻ってなによりですわ。それで、あれ以降、オウラニアさんになにか言われたりとか、そういうことはあったかしら？」


オウラニアを訪ねる前に、なにか弱味が握れないか……っと、情報収集に勤しむミーアである。が、ヤナは小さく首を振り、それから、前髪を軽くいじった。


「オウラニア姫殿下には、見られないように前髪で隠してます。キリルも、バンダナを巻かせました」


「ああ。なるほど、不必要なトラブルを避けるための配慮ですわね……」


ガヌドス港湾国において、差別されるヴァイサリアン。その証たる額の刺青いれずみだが、隠そうと思えば隠せないこともない。ないのだが……。


「でも……いいのかしら？　それで、あなたは……」


「別に、気にしてません。あたしも、この刺青、あんまり好きじゃないから」


そうは言うものの、ヤナの言葉は微妙に歯切れが悪かった。


──ふむ、きっと、あの刺青にもいろいろと思い入れがあるのでしょうね。ご両親の思い出とか……。


だが……、とミーアは同時に思う。もしも、ヤナがそれでいいというのなら、こちらから何かを言う必要はないのかもしれない。確かに無用のトラブルを避けられるならば、それでもいいのかもしれないし……。


「ミーアさま？」


ふと見れば、ヤナが不思議そうな顔で見つめていた。


「ああ、いえ、なんでもありませんわ。ところで、あなたは港湾国の出身でしたわね？　ということは、もしかして、釣りもお上手なのかしら？」


貴族の子女たちは、根本的に釣りなどしたことがない者たちがほとんどだ。


ミーア自身も知識として持っている程度で、実際にやったことはない。餌を自分でつけられるか、あまり自信はないわけで……。


それゆえ、全校生徒でやるとなれば、釣りに詳しい者を随所に配する必要があるだろう。場合によってはグループを作り、その中に一人教官をつけるような形になるかもしれない。


──まぁ、詳しいことは、釣りマニアたちが詰めて考えてくれているでしょうけれど……。


もしもヤナが釣りに詳しいのであれば、ユリウスとヤナに特別初等部を教導してもらえるかも、と期待したミーアであったが……。ヤナは申し訳なさそうに首を振った。


「いえ……あたしは、その……釣りとかしたことなくって……」


「あら、そうなんですのね……。それは意外ですわ」


騎馬王国の民が、全員、熟練の騎手であるように、ガヌドスの国民は全員が釣りマニアだと思い込んでいたミーアであったが、そうでもないらしい。


ミーアの反応を見て、ヤナは、途端に表情を曇らせる。


「申し訳ありません。ミーアさま。海洋民族のヴァイサリアンなのに、あたし、そういうの全然詳しくなくって……。それに、全然、泳げなくって……」


しょんぼりと肩を落とすヤナに、ミーアは静かに首を振る。


「あら、謝る必要などどこにもございませんわ」


これでは、まるで自分がいじめたみたいなので、ミーアはきっちり言っておくことにする。パティの手前、危険の芽は手っ取り早く摘んでおかねば、教育上よろしくない。


「今のは、ただ聞いただけのこと。なにができるとか、できないとか、そんなことであなたの評価は変わりませんわ。それに、あなたはまだ子ども。これから、いろいろなことを身につけていける立場なのですから……」


それから、ふと思いついたように、ミーアは笑った。


「ふふふ、そうですわね。それでは、今度、わたくしが泳ぎ方を教えてあげますわ」


「え？　ミーアお姉さま、泳げるの？」


目をまん丸くするパティに、ミーアはちょっぴり得意げな顔で、


「ふふふ、造作もないことですわ。水面に映る月のごとく美しき泳ぎ、などと言われたものですわ。ねぇ、アンヌ」


っと、自らの後ろを振り向けば、


「はい。ミーアさまの泳ぎは、とても素晴らしいものでした」


忠臣、アンヌは大きく頷く。アンヌの頭の中で、若干の記憶の改竄かいざんが行われているような気がしないではないが……。人は、自分に都合よく記憶を書き換えてしまうものなのだ。


ともあれ、水面に浮かぶ海月くらげのごとき泳ぎの体得者、ミーアは微笑みながら言った。


「まぁ、でも、もう泳ぐには寒い時期になっておりますし、今回は水泳ではなく釣りですわ。特別初等部のみなさんも、楽しんでもらえればよろしいのですけど……」







第三話　ミーア姫、耳寄り情報をゲットする


ヤナとパティと別れたミーアは、女子寮のオウラニアの部屋を目指した。


「オウラニアさん、いらっしゃるかしら……？　また釣りに行っていたりしなければいいのですけど……。あっ！」


っと、ちょうどタイミングよく、オウラニアの部屋のドアが開く。中から現れたオウラニアは、ミーアのほうを見ると、小首を傾げてみせた。


「あらぁ、ミーア姫殿下……。なにかありましたかー？」


おっとりとした口調で言う彼女に、ミーアは小さく頷いてみせて。


「ええ、実は、あなたに少しお話があるのですけど、よろしいかしら？」


「あー、えーと、お茶会でしたら、またの機会にー」


などと、そそくさと逃げ出そうとするオウラニアだったが……、ミーアは目ざとく、彼女の手元に視線を送る。オウラニアは……なんと、釣り竿と魚籠びくを持っていた！


まさに、これから釣りに行くところだったのだ！


──ほほう、これは、想像以上の釣りマニア……。やはり、わたくしの狙ねらいは当たったようですわね。


静かな確信を胸に、ミーアは厳かな口調で言った。


「いいえ、お茶会ではありませんわ。釣りについてのことなのですけど……」


ミーアの言葉を聞いた瞬間、オウラニアは、ピクンッと立ち止まる。


「釣りについて……ですかー？」


ゆるーりと振り返るオウラニアに、ミーアは深々と頷いた。


「ええ。釣りですわ」


「それはそのー、お魚を針と糸で釣り上げる、あの？」


「ええ……。というか、それ以外の釣りというものは、寡聞かぶんにして存じ上げませんけれど……」


ミーアは穏やかに笑みを浮かべて。


「それに、魚の詳しい話についてもお聞きしたいですわ。ご存知かしら？　生徒会主催で釣り大会を開こうとしている、と……」


「あー。ええ、まぁ、そのー」


などと言いつつ、オウラニアが体をこちらに向けた。それを見て、ミーアはニンマーリと笑みを浮かべる。


──ふふふ、食いついてきましたわね？


ミーアは澄まし顔で、オウラニアの手元を見た。


「ちょうど、釣りに行く途中だったようですわね。ならば、あなたのおススメの釣り場に向かいながら、少しお話しいたしましょうか。釣りのお話を……」


こう言われてしまえば、もうオウラニアに逃げ場はない。


今から部屋に戻るわけにもいかないし、急いでどこかに向かっているから、と断ろうにも、一緒に行くと言われてしまえば断れない。


逃げ場はすべて潰つぶしている。


追い込み漁のごとき巧みさで、ミーアはオウラニアを捕まえる。


「さ、では、参りましょうか」






オウラニアは女子寮を出て、学園の裏手に回った。そこから延びる細い道を、ずんずん進んでいく。


──あら、この道は、確か以前、アベルと通りましたわね。あの、秘密の砂浜に降りる道ですわ。


そう気付いた瞬間、ミーアは、シュシュッと足元を確認。馬の落とし物は……ない！


「ええとー、それで、その、お話ってなんなんでしょうか？」


「へ？　あ、ああ。ええ。実は、みんなで釣りをした後で、釣り上げた魚をその場で料理して食べようと思っておりますの」


そう言って、チラリと目を向ければ……。


「なるほどー！　それはとーっても、良い趣向ですねぇ」


目をキラッキラ輝かせるオウラニアの顔が見えた。


「自分で釣ったお魚をその場で食べるのって、とっても美味しいし、楽しいんですよねー」


そうして、彼女は上機嫌に笑う。


──ふふふ、ですわよね。美味しいお魚を釣った以上、食べたくなるのが人情というもの。森で採ってきたキノコは、すぐにお料理して食べたくなるものですもの。同じですわ。


正直なところ「甘いものがそれほど好きではなくってー」などと言われた時には、この想像の埒外らちがいの存在をどのように扱ったものか……っと、頭を抱えたミーアであったが……。


オウラニアは、今、この瞬間に、ミーアの理解の範疇はんちゅうに入ってきた。


そうなのだ、彼女は得体の知れない不気味な人ではない。ただの、魚介類好きなお姫さまに過ぎなかったのだ！


やがて、頭上を覆っていた木がなくなると、視界が開ける。


空から降り注ぐ柔らかな日光に照らされて、白い砂浜が輝いて見えた。


オウラニアは、意気揚々ようようと砂浜に降りると、波打ち際まで行き、湖の中を覗のぞき込んだ。


「私はお魚も好きですけどー、貝なんかも大好きですよー。ノエリージュ湖にも貝がいるって聞きましたけど、この辺りにはいませんねー」


靴のまま、水をぱしゃり、と蹴り上げて、オウラニアは笑った。


「ああ、貝類も、こりこりしてて美味しいですわよね」


などと返事をするミーアであったが、実は、貝類については、そこまで思い入れはない。のだが……。


「貝の中に、海のキノコって呼ばれてる貝がいて、それがすごーく、美味しかったんですよー」


「ほう……海のキノコ……？　そんな変わった貝がいるんですのね」


ミーア、思わず唸うなり声を上げる。俄然がぜん、ミーアのテンションも上がってくる。が、ミーア、いったん、その耳寄り情報を脇に置き……。


「まぁ、それはともかく……。お魚の中には、食べられる魚と食べられない魚がおりますでしょう？　その見分けをどうやろうかと思ってまして……。それで、あなたのお知恵を借りたく……」


「わかりましたー。それは、ぜひ、協力させてください」


やや食い気味に返事をするオウラニアに、ミーアは勝利を確信する。


「ありがとう、助かりますわ。オウラニアさん」


「うふふ、それにしてもー、ミーア姫殿下が、こんなに楽しい方だとは思っていませんでした」


「あら？　そうなんですの？」


きょとん、と首を傾げるミーアに、オウラニアは言った。


「楽しい人って、私、大好きですよー。やっぱり、人生、美味しいものをたくさん食べて、たっぷり遊んで、楽しく生きないとダメですよねー」


そうして、オウラニアは朗らかに笑うのだった。







第四話　目指す剣に向かって


さて、ところ変わってセントノエル学園の剣術鍛練場。


そこに、二人の王子の姿があった。


「しかし、釣りとはね……。相変わらず、ミーアの思考はこちらの想像を上回ってくるな」


鍛練用の剣を手に取りながら、シオン・ソール・サンクランドは楽しげにつぶやいた。


「オウラニア姫を懐柔するためと言っていたが……あれは、おそらく、それ以外にも意図があるのだろうな」


その言葉に、アベルは頷いた。


「そうだろうね。ミーアのなすことは大抵がそうだ。表面に見えていることは、あくまでも全体の一部のみ。その裏には、幾重にも考えが張り巡らされているんだ。帝国でルードヴィッヒ殿やディオン殿、それに近衛兵らと話す機会があったが……いろいろと聞くことができた。ミーアの、あの行動力と発想の自由さには、驚かされるよ」


答えつつ、アベルは剣と、そばに置いてあった丸い盾を手に取る。


「シューベルト侯爵邸での料理会の後の話か。旧クラウジウス侯爵邸を訪ねたと聞いたが……まぁ、どんなことがあったのか気になるといえば気になるが……今はそれよりもっと気になることがあるな」


そうして、シオンはアベルに目を向ける。


「しかし、驚いたよ。君が盾とはね……」


微かに眉をひそめて、シオンが言った。


「先制攻撃により相手を圧倒するのが、君の剣の真骨頂だと思っていたが……」


レムノ流剣術、第一の構え。上段からの振り下ろしこそがアベル・レムノの最大の武器だと、シオンは指摘する。


「それは、君自身もわかっていると思ったが……」


「ああ、もちろんだ。それに、そちらのほうが性に合っているしね。一太刀に全身全霊をかける、そんなやり方のほうがね……だけど」


アベルは苦笑いを浮かべながら、続ける。


「これから、ボクが果たすべき役割はなにかと考えたんだ。敵陣に斬り込む剣は、華麗で魅力的ではあるが……それ以上に、ボクはミーアを守り、支えたいと思った。ボクが目指すのは、そういう剣なんだ」


闇雲に突っ込み、できるだけ多くの敵を斃たおす剣ではない。最後まで彼女を守り、彼女とともに歩む剣、それこそがアベルの目指すべき剣だった。


「なるほど。それが、君が出した答えだというのなら、是非もない」


言って、シオンは剣を構える。普段の下段構えではなく、中段。相手に突き付けるようにして、刃を立てて。


「友として協力させてもらうよ」


そう言ってから、シオンはニヤリ、と口元に笑みを浮かべた。


今日のこの場は、アベルのほうから願い出たものだった。


今度、帝国に行った時、ディオン・アライアに剣の稽古をつけてもらう約束を取り付けてあったのだが……。


──さすがに、なんの鍛練もしていない盾の稽古をお願いするのは失礼にあたる。


ということで、シオンに付き合ってもらうことにしたのだ。


「さて、どんなものかな……」


小さくつぶやきながら、アベルは構える。


盾を持つ左手を前に突き出し、右手の剣を肩に担ぐ。


相手の一撃を盾で止め、剣を制したうえで、上から斬り伏せるための構え。それを見たシオンが、ふと表情を緩める。


「実を言うと、少しばかり憧れがあったんだ。アベル……」


「え？」


「後先考えない攻めの剣。徹底した攻撃の剣というものに、な」


鋭い踏み込み、同時に剣の振り下ろし。剣の先端が加速し、かすむ！


なんとか、上げた盾で受け止めるも、重たい衝撃にアベルは呻うめく。


──以前より、さらに重くなっていないか？　あるいは、これが、剣の天才が攻撃のみに集中した時の威力か？


体を反転させ、すり抜けるようにして、シオンの背中側へ。シオンもそのまま前に進むことで、互いに位置を入れ替える。


振り返ったシオンが、静かに剣を構え直すのが見えた。そのままの体勢で、彼は瞳を細める。


「盾を持つと、わずかだが油断が見えるな。確かに防げる攻撃は増えるかもしれないが、集中力が分断されれば、防げるものも防げなくなるぞ」


「痛いところを突いてくるな」


言いつつ、アベルは右肘みぎひじを上げる。盾の位置は変えないまま、盾に添えるようにして刃を上げて、突きの構えを取る。


──シオンの剣を封じるのは難しい。受け流し、最小限の動作で反撃を狙うか。


「行くぞ」


言うが早いか、シオンが向かってくる。


先ほどのように振り下ろしか、それとも横から来るか？　敵の動きに即応できるよう盾に意識を集中させるが、次の瞬間っ！


ドツっと不意打ちのように盾に衝撃が走った。


「ぐっ……」


盾の、ちょうどど真ん中に、重たい突きが決まっていた。


「こちらの突きを警戒していないのは、油断が過ぎるというものだ」


天才、シオンの放つ突き。その速さ、威力は、アベルの予想をはるかに超える。盾を通じて走った衝撃に、アベルの口から息が漏れる。


「盾を通して相手に打撃を与える術もないわけじゃない。しっかりと衝撃を殺さないと、骨をやられるぞ」


「なるほど。覚えておくよ」


三度、構え直す。


次こそ、敵の攻撃を受け切って、反撃する。


そう気合を入れるアベルを、まるであざ笑うかのように、シオンが向かってくる。


最初と同じように大きく剣を振りかぶり……。それを受け流すべく、アベルが盾を上げたところで……シオンが消える！


「なっ！」


「当然、盾をくぐって、直接、体を狙ねらうという戦術もあり得る」


体勢を低くして、シオンが剣を構えていた。


「ぐっ」


苦し紛れに右手の剣で受け止めにかかるが……。


「片手で受け止められるほど、軽い斬撃ではないぞ」


下から上へ。一閃いっせん、シオンの剣が軌跡を描く。


ガツン、と激しい音を立て、手の中の剣が飛ばされるも、アベルはそこで止まらなかった。


左腕の盾を思い切り、シオンに向けて叩たたきつける。


それを肩で受けながらも、シオンは後退。感心したように笑った。


「なるほど、それは利点だな。剣が飛ばされても、盾で戦うか……。レムノ王国の剛鉄槍の姿を思い出すよ」


「そう言ってもらえるとありがたいが、あれほどの剛の者と比較されるのは、面はゆいな」


アベルは苦笑いしつつ、剣を拾い上げた。






そうして、打ち合うこと一刻ほど。


結局、アベルは、その日、一本もシオンに打ち込むことはできなかった。


「確かに、盾には利点はあるが、難しさもあるみたいだな。盾と剣、両方に意識を割かなければならない分、器用さが求められるな。先は長いんじゃないか？」


そう評するシオンに、アベルは肩をすくめてみせた。


「別に構わないさ。難しいことをしようとしていることは、わかっているからね」


それから、彼は朗らかに笑う。


「ようやく、ボクは、レムノ流第一の構えから一歩進めるんだ。のんびり、着実に進んでいくだけだ」


「……なるほど。覚悟の上ということか……。それならば、俺は友として、その歩みが少しでも速くなるように協力するとしようか」


そう軽口を叩くシオンに、冗談めかした口調で、アベルは言った。


「おや、いいのかい？　手伝ってもらったからといって、次の剣術大会で手を抜いたりはできないが……」


「ははは、言うじゃないか。アベル・レムノ。そういう大口は、せめて、俺の攻撃を捌さばけるようになってからにしてもらおうか」


かくて、王子二人による剣術鍛練は続くのだった。






ちなみに、二人の鍛練を、たまたま見かけたベルが、


「ほわぁ……天秤王シオンとアベルお祖父さまの戦い、再びだぁ」


なぁんて、物陰で歓声を上げていたり、いなかったりしたが……。まぁ、それはどうでもいいことなのであった。







第五話　第一回　大釣り大会……第一回？


『……どうして、こんなことに……？　なぜ、誰もわたくしに、言ってくれなかったんですの？』


耳の奥、聞こえた声。それは、前の時間軸、セントノエルで一人ぼっちになっていた頃の、自分の声で……。






釣り大会当日の朝……。ミーアは、珍しく朝早くからパッチリ目を開けていた。


「ふぅむ……やはり、オウラニアさんには、しっかりと教えて差し上げなければならないかしら……」


ベッドの上、寝転がったまま腕組みして、ミーアはつぶやく。


「言ってわかるものでもありませんけれど、言って聞かぬはあちらの罪。言わずにおくのは、わたくしの罪でしょうし……。下手をしたら、オウラニアさんにお尻を蹴っ飛ばされてしまいますわね……よし！」


気合の声を一つ上げ、それから、ミーアは起き上がった。






着替えを終えたミーアは、朝食をのんびり楽しんだ後、部屋に戻ってベルを起こし。それから、アンヌを伴って釣り大会の会場を訪れた。


晴れ渡る青空からは、さんさんと豊かな日の光が降り注ぐ。まるで夏がぶり返したような、暑い日だった。


否、冷夏であった今年の夏には、これほど暑い日はなかったのではないか、というぐらいに、素晴らしい快晴の日だった。


「晴れましたわねぇ……。少し暑すぎるぐらいですわ」


「そうですね。ミーアさま。どうぞ、これを……」


そう言って、アンヌが差し出してきたのは、真新しい帽子だった。


「ありがとう。アンヌ。あなたも気をつけて。とっても暑いですから」


帽子を被かぶりながら、ミーアは、釣り大会の会場である港に目をやり……。


「はて……奇妙ですわね……」


小さくつぶやいた。


ミーア発案の釣り大会の準備は、サンテリをはじめとした釣りマニアたちの手により、順調に進められていった。実に順調だった。それはそう、言ってしまえば、雪山の上から、雪の玉を転がし落とすような……そんな感じで。


コロコロ、コロコロ、転がり始めた雪玉は、周りの雪をくっつけて……大変、大きな、大きな雪玉になっていき……。そして。


「実に、奇妙なことですわ。この、盛り上がりはいったい……」


港には、たくさんの露店が並んでいた。


そこから感じられるのは、いつぞやの剣術大会や馬術大会を上回る熱気！　大変な熱気である！


「……なんだか、こう……思ったより遥かに大変なことになっているような……」


ミーアのイメージとしては、もっとこじんまりというか……、もう少し内輪の集まりのつもりだったのだが……。


「ちょっとした学校行事ぐらいのつもりでしたのに、なぜ、こんなに盛り上がっているのかしら？」


ふと、視線を向けた先には、


『第一回　セントノエル学園、大釣り大会』


などという、巨大な横断幕が揺れていた。


「第一回……」


ミーア、それを見て、思わずクラァッとする。


──第一回ということは、二回目以降も行うことが前提となっている、ということかしら……？　そんなつもりは、まるでないのですけど……。


これは、なかなか面倒なことになってきたぞぅ、とミーアは頭を抱える。


そもそも、声をかけた釣りマニアたちが、まずかったのだ。


騎馬王国で乗馬大会を開く、などと口にすると、トンデモないことになってしまうように……。ノエリージュ湖近辺で、あるいは、ガヌドス港湾国の関係者の前で釣りの大会を開く、などと言ったら大変なことになるのだな、ということを、ミーアは遅まきながらに気がついた。


「こちらでは、釣った魚の大きさを競うコンテストを開いています。証拠として魚拓を取った後は、こちらで調理して食べられまーす」


なぁんて、元気のいい声が聞こえた。


「あれは……魚の大きさコンテスト……？」


その男の隣では、同じように、学園の職員が声を上げている。


「ノエリージュ湖には、たくさんの種類のお魚がいます。そのレア度で、順位を……」


「あちらは、レア度……っていうか、あそこに貼ってある魚リストは、オウラニアさんにまとめていただいたものでは……？」


さらにさらにさらに！　そのすぐ隣には……。


「さぁさぁ、ノエリージュ湖の主ぬしを釣り上げた者には賞品として、ラフィーナさまの肖像画を進呈……おや？　ラフィーナさま、視察に来られたのですか？　へ？　裏に行くのですか？　それはいったい……はぇ？」


なんだか、最後に、チラッと獅子ししの気配をまとったラフィーナの姿が見えた気がするが……。まぁ、それはともかく……。


「勝負とか、そういうことにはしなくてもいいと言ったのですけれど……」


こうした催し物を開くと、やはり、勝負をしたくなるものらしい。人というものは、互いに争わずにいられないものなのだな……などと、人間というものの悲しいサガを思うミーアである。


「いやぁ、素晴らしい盛り上がりですな」


声をかけられ、振り返る。っと、そこにいたのは、釣り衣装できっちり決めたサンテリだった。その腰には、使い古された魚籠が結び付けられていた。


「あら、サンテリさん……。面白い格好をしてますわね」







    
  
  




確か彼は、生徒が海に落ちたりしないように、監視する役だったはずだが……。


「ああ、これですか。なぁに、大会が終わった後で、夜釣りをしようと思いまして。いつでも釣りに行けるよう、準備してきたのです。ははは」


どうやら、釣りマニアの血が大いに騒いでいるらしい。


「それにしても、想像していたより盛り上がっておりますわね。学生たち以上に、この島の人たちや、学園の職員の方たちが盛り上がっているように見えますけれど……」


っと、首を傾げるミーアに、サンテリは、しかり、と頷く。


「ええ。その通りです。なにしろ、ヴェールガ公は、もともと漁師だったという伝説があるぐらいですからな」


「ああ。そうでしたわね。そういえば、ヴェールガの歴史的には、確かに漁師が大きな役割を果たしておりましたわね」


騎馬王国の建国神話があるように、ヴェールガ公国にもまた、それが存在している。


羊飼いの末裔まつえいである騎馬王国に対して、ヴェールガの初代領主は、ノエリージュ湖で魚を捕る者であったといわれている。


「ええ。それにちなんで、中央正教会の中心となる教義を魚の頭文字で作るなど、ヴェールガ公国では、とかく、魚は親しまれた存在なのです」


サンテリは、穏やかな笑みを浮かべて続ける。


「さらに、ヴェールガ公オルレアンさまも、魚がたいそうお好きな方で。食べるだけでなく、あの形がとてもお好きだとか。それで、ある時、同じように大切にされている愛娘、ラフィーナさまと合わせてみたらよいのではないかと、伝説の人魚の肖像画をモチーフに……」


「サンテリ……。少し、いいかしら？」


唐突に……音もなく現れたラフィーナに、ミーアは思わず息を呑のむ。


「ら、ラフィーナさま……？」


ミーアのほうを見たラフィーナは、涼やかな笑みを浮かべて……。


「ああ、ミーアさん。後で、一緒に釣りをしましょう。私もしたことがないから、楽しみね」


なぁんて言いつつも、


「じゃあ、サンテリを借りていくわね。あ、それと、開会の挨拶あいさつも楽しみにしているわ」


そうして、むんずっとサンテリの腕を掴つかんで去っていくラフィーナであった。







第六話　ミーア姫の釣り宣言！


「ラフィーナさま、ご苦労されているのですわね……人魚のような肖像画」


ミーア、思わず、それを想像し……。


「……大変な、ご苦労ですわ。おいたわしや」


歩み去るラフィーナに同情の視線を送りつつも、ミーアは気持ちを切り替える。


「まぁ、それはそれとして、開会宣言ですわね。しっかりと盛り上げないといけませんわ」


今日の釣り大会において、ミーアの一番の役目は、それだった。


実のところ、ミーアは、それをそこまで大事な役割とは思っていなかった。


なにしろ、今回の釣り大会の目的は、オウラニアとの仲を深めることにある。この開会宣言で、ミーアがどんな失敗をしたとしても、この釣り大会自体がなくなることはないだろうから、特になんの問題もないわけで……。実に気楽なものだった。


戦争を止めるためのものやら、生徒会長に相応しいものやら、子どもたちの居場所を守るためのものやら……。今まで幾度も修羅場しゅらばを潜くぐり抜けてきたミーアである。


たかが、学校行事の開会宣言程度、どうということもないのだ。


そのはずだったのだが……。会場の雰囲気を見て、ミーアは考えを変えた。


──これは、もしや、なにかの波が来ているのではないかしら……？


っと……熟練の波乗り海月ミーアのセンサーが、反応しているのだ。


ミーアは腕組みして、ふぅむ、っと唸うなる。


──今日、わたくしは、オウラニアさんと仲良くなって、できれば味方につけたい。けれど、同時に、少し彼女の耳に痛いことも言わなければならないかもしれませんわ。


先日のオウラニアの言葉が、ミーアの胸に残り続けていた。


『やっぱり、人生、美味しいものをたくさん食べて、たっぷり遊んで、楽しく生きないとダメですよねー』


あの言葉……あれは、まるで……。


──わたくし自身の言葉のようでしたわ。過去の、わたくしの……。


今のミーアは知っている。美味しいものをたくさん食べることも、遊ぶことも、楽しく生きることも大切だけど……ものすごーく大切だけど！　でも、それ以上に大切なことがあるということ。


否、正確に言うなら、幸せな生活を守るためには、相応にしなければならないことがあるのだ、ということを、知っているのだ。


──そうしないと、楽しく生きていたはずが、気付けば断頭台の上だった、なんてことになりかねませんし……。ここは先達として、しっかりと警告をしておいてあげるべきですわ。


断頭台にかけられることに関して語らせれば右に出る者のいない、断頭台の姫ミーアだからこそ語れることがきっとあるはずなのだ。けれど……。


──お説教しつつ仲良くなるのは、まあまあ大変なこと……。なんとか、お説教で痛くなった耳が気にならなくなるようにしなければなりませんわ。


そのために、参加する職員たちの士気を上げ、イベントを盛り上げるのは大切だ。


ミーアから多少お説教くさいことを言われたりもしたが、全体としては楽しい一日だった……と、そう思わせられれば重畳ちょうじょう。楽しさの中に教訓がある一日だった、みたいになってくれれば言うことなしである。


──とすると、この開会宣言でも手を抜くことはできませんわね。


「ミーアさま、そろそろ……」


声をかけられたミーアは一つ頷いて、アンヌのほうを見る。


「どこか、おかしいところはないかしら？」


念のために、服装と髪型のチェック。


アンヌは、すっすっとミーアの髪を梳とき、それから一歩後退。顎あごに手を当て、むむむ、っと唸った後、


「はい。完璧です。ミーアさま！」


厳正なるアンヌチェックを終えたミーアは、力水ならぬ、力ジュースをコクリと一杯。うーん、甘くて美味しい！　もう一杯！


そうして、脳みそに栄養を注ぎ込んだうえで、満を持して演壇の上に登った。


「ご機嫌よう、みなさん」


その声に、思い思いの場所で談笑していた生徒たちが、一斉に姿勢を正す。


「ああ。かしこまらず、気楽に聞いていただいても構いませんわ。今日は楽しい日ですもの」


朗らかな笑みを浮かべて、周りを見回してから、ミーアは言った。


「さて、本日は、このように素晴らしい会を開くことができて、とても嬉しいですわ。この会は、たくさんの方の協力で、開催にこぎつけることができた。まず、はじめに、今日の釣り大会の準備に携わってくださった方々に、感謝したいですわ」


そう言って、ミーアはそっと頭を下げた。


それから、ミーアは、サンテリの同志たちに目を向ける。どこか誇らしげに胸を張る彼らに向かい、ミーアは……。


「しかし、ここで白状いたしますけれど……わたくし、実は釣りにはなーんの興味もございませんの」


冷めた顔で、いささか演技めいた仕草で、ゆっくりと首を振ってみせた。


それは、いわば釣り針……。釣り好きならば、噛みつかぬわけにはいかない、でっかい釣り針だった！


当然、自分たちの愛する趣味を馬鹿にされたと思った人々は、一斉にミーアに鋭い視線を向けてくる。それを一身に受けたところで、ミーアは表情を崩し、


「ふふふ、正確には、興味がございませんでした、と過去形で言うのが正しいかしら。幼い頃は、あんなことして何が楽しいのか、なんて思ったものですけど……。ある時、それが食べ物を得る手段だと知って、少しだけ興味が湧きましたわ」


その言葉に嘘はない。革命軍からの逃避行で使える、食料の獲得方法の一つとして。ミーアは釣りを調べたのだ。


「それにね、実はわたくし、先日、無人島で遭難しかけましたの」


その言葉に、聞いていた者たちは一瞬、ギョッとした顔をする。それを見て、ミーアは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて続ける。


「まぁ、大したことはなかったのですけど、その時、同行していた方たちが釣りで魚を捕ってきて……。それで、ますます興味が湧いてきましたの。これはなかなか、趣深いと。今回も準備をすることで、ますます釣りの奥深さを知って、心から驚かされましたわ」


注目を集めたうえで、すかさず、ヨイショする。


人は、自分の趣味を褒められると嬉しいもの。そして、今日一日、生徒たちの面倒を見てくれる釣りマニアな職員たちのテンションが上がれば、今日の会はより盛り上がるだろう。


それに、釣りが趣味のオウラニアや、魚に親しんでいるラフィーナも、悪い気はしないだろう。二重、三重に考え抜かれた、熟練のヨイショ芸を披露するミーアである。


「もちろん、わたくしが、その奥深さのすべてを知れたなどとは思っておりませんけれど、それでも、その一端に触れられたことは大いなる喜びですわ」


それから、ミーアはセントノエル島の住民へと目を向けた。


商店街から駆り出され、露店の準備を進める者、学園から依頼を受けて、船を出そうとしている者、その他さまざまな人々が、今日の大会に関わっている。


そして、その住民のほとんどは、ヴェールガ公国の出身なのだ。


その証拠に、彼らは、みな、ミーアのほうに視線を向けて話を聞いていた。釣りを礼賛するミーアの宣言を聞き、熱い表情を浮かべていた。


──ふふふ、事前にヴェールガの釣り人事情をお聞きしておいてよかったですわ。


サンテリとの会話を思い出しながら、ミーアは思う。


──言われてみれば、確かに、神聖典の中でも魚は役割を与えられておりますし、ヴェールガの方たちの思い入れが強いことも頷けますわ。釣りマニアの職員たちのみならず、彼らにも気合を入れることができるならば、この開会宣言にも意味があったというものですわ。


自分を押し上げる強力な波を感じながら、ミーアは切々と訴えかける。


釣りは楽しく、それ以上に、貴いものなのだ、と。


「釣りとは、まさに、高貴にして典雅な趣味。これは、貴族の嗜たしなみといっても過言ではないのではないかしら？」


ヨイショヨイショ─！　とばかりに、ぶち上げてから、ミーアは優しい笑みを浮かべて。


「とまあ、あまり長く話すのも気の利かぬことですし、わたくしからは、このぐらいで。では、みなさん、今日一日、釣りを楽しみ、ぜひ、その良さを知っていただきたいですわ」


最後に、セントノエルの学生たちに目を向けて、ミーアは言った。


「島内の指定されたスポットで釣るのもよし。船に乗って湖の深みに漕ぎ出して釣るという、熟練者の仕方を試してみるのもよし。場所を選んだり、移動したりも釣りの醍醐味ということですから、ぜひ、いろいろ試してみていただきたいですわ」


ミーア、そこで、チラリとオウラニアのほうに視線を送ってから……。


「さぁ、釣り竿と魚籠を受け取って、今日の釣り大会を楽しみましょう」


そうして、一礼してからミーアは演壇を降りるのだった。







第七話　蛇の毒、あるいは、海月の一刺しのような……


「釣りとは、まさに、高貴にして典雅な趣味。これは、貴族の嗜みといっても過言ではないのではないかしら？」


そのオーバーな物言いを、オウラニアは冷静に聞いていた。


「んー、どうして、ミーア姫は、あんな風に媚こびるようなことを言っているのかしらー？」


彼女は……ミーアの演説を、どこかわざとらしい、作為的なものとして受け取っていた。わざとらしく釣りに興味がない、などと言って、人々の注意を惹き、その後で釣りを褒めたたえる。


下げて上げる、波のような演説。見事なご機嫌取り（ヨイショ）だったが……。


「釣りを褒めることで、魚に特別な思い入れのあるヴェールガの民の好感を買うのが目的かしらー？　それとも、ラフィーナさま？　あるいは、私かしらー？」


なんと、ミーアの狙いを完全無欠に看破するオウラニアである。極めて鋭い洞察力を有するオウラニアなのである。


「まぁ、やっぱり、一番はラフィーナさまかしらー。ヴェールガの聖女だし、ああ言っておけば、ご機嫌取りができるっていうのが、一番大きな理由ー？　んー、でもそれって浅ましくって、俗物っぽいわー」


そうして、無知の姫の、その鋭い観察眼が、叡智の皮を被ったミーアの正体を見透かそうとした……まさに、その時だった！


「でも……お父さまは、そんな人と私をお近づきにさせたいはずじゃないのかしらー？」


生じたのは……小さな疑問。


父の言動に覚えた違和感だった。


普通に考えれば、浅ましく俗っぽい人物と娘を遠ざけようとするのが、親としては当たり前のことかもしれない。あるいは、ミーアの権力に惹かれるような親ならば、ミーアの浅ましさにかかわらず、お近づきにさせようとするだろうが……。


でも、オウラニアは知っている。


自分の父は、そんな人間ではない。


俗人から遠ざかり、健やかに育つことを望みもしなければ、ミーアの権力目当てに犠牲にしようとも思わない。


父は、自分にそんなことを望みはしない。


──そもそも、あの人は、私にはなにも……。


と考えかけたところで、オウラニアは、うーんっと声を上げる。


「ともかく、お父さまの口調は、明らかにミーア姫殿下を警戒するようなものだったわー。あの、お父さまが警戒する？　あーんな見え透いたお世辞を言う人のことを？」


頬ほおに手を当て、オウラニアはつぶやく。それは、あり得ない、と。


「ということは……ミーア姫殿下のあの宣言はフェイク……。あんなことをやった理由が、ほかにあるってことかしらー？」


出発前に見た父の態度が、その言葉が、オウラニアの思考に、じんわりとした違和感を広げていく。


それは、さながら蛇の毒のよう……否、どちらかといえば、海月の一刺しのように……。彼女の思考を侵し、麻痺させて……曇らせる！


「うーん、まぁ、どうでもいいかしらー。別に、ミーア姫殿下の思惑も、お父さまの思惑も、私には関係ないしー。うふふ、今は釣りを楽しみましょう」


などと、そこで思考を切り替えるオウラニアである。






彼女がミーアの真意（……どこかの聖女たちによる解釈による）に直面し、打ちのめされるのは……もう少しだけ先のことになるのだった。






さて、改めて、オウラニアは今日の釣り大会の釣り場を確認する。


指定されている釣りスポットは、港近くの旧大橋跡か、森を抜けたところにある砂浜など。船釣りも選択肢に入っているらしく、学園で借り受けた船が三艘そう、港にとまっていた。


「船釣り……」


オウラニアは、感極まった声でつぶやいた。


釣りスポットに関しては、正直、面白みに欠ける。というか、一人でも行ったことがあるところばかりだ。


釣りはいつどこでやっても楽しいものだけど、せっかくだから、こういう時しかできないことをしたい。


──ガヌドスでは、毎日のように船を出させて釣りを楽しんだものだけど、ここではそういうわけにはかないからー。うふふ、楽しみー。


ということで……オウラニアが選んだのは、船釣り一択だった。


意気揚々と船に乗り込もうとした、まさにその時だった……。


「ああ、オウラニアさん、やっぱり来ましたわね」


ニコやかな笑みを浮かべるミーアが、船の上で手を振っていた。


「なっ……！？」


彼女の周りには、生徒会の面々と特別初等部の子どもたちの姿があった。


「さ、早く乗ってくださいな。ともに、釣りを楽しみましょう」


「ええーと、でもー」


っと、慌てて別の船に目をやるも……。


「ささ、行きますわよ。オウラニアさん」


いつの間にかそばに来ていたミーアに手を掴まれてしまっては、もはや逃げることはできず……。


──うーん、まぁ……いいかー。


オウラニアは、結局、その結論に落ち着く。


すべてのことは、どうでもいい。


考えても疲れるだけだし、考えてもどうにもならない。


今日を楽しめればいい。目の前の船釣りを楽しめれば重畳。


それこそが、オウラニア・ペルラ・ガヌドスの基本理念。


「それで、この船は、どこを回るつもりなんですかー？」


「ええ。それなのですが……」


スチャッと一歩前に出たのは……ヴェールガの釣りマニア代表こと、サンテリだった。


キリリッとした顔をした彼は、地図を広げ……。


「島からでは行きづらいのですが、船だとちょうどいい釣り場が……」


「あー、そこ、私も行ってみたいと思ってたところよー」


ニッコニコとご機嫌な笑みを浮かべるオウラニアだった。







第八話　ミーア・ヒロイン・ティアムーン


港に係留されていたのは、それなりの大きさを持つ船だった。さすがに馬車ごと乗せて運べるほどには大きくなくとも、おそらく、二十人ぐらいまでならば乗れるのではないだろうか？


──さて……撒まき餌えは仕込みましたし、オウラニアさん、来てくれるかしら……？


先ほどの開会宣言で、船釣りの存在を強調しておいたが……はたして、オウラニアは上手く食いついてくれるかどうか……。


そんなことを思いつつ、ミーアは、ふーぅ、とため息を吐いた。


「しかし、暑いですわね……。日差しがとっても強いですわ」


じーわじーわと、肌を焼く日の光に、じっとり汗が滲しみ出してくる。


額の汗をハンカチで拭きながら、ミーアは、獲物がかかるのをじっと待っていた。けれど、待ち時間は、それほどかからなかった。


獲物……オウラニア姫が、いそいそと船のほうに向かってきたためだ。


──ふふふ、かかりましたわね！


計算通りだった。釣り好きなオウラニアが、素人向けの釣りスポットに行くはずがない、と。来るならば、船に違いない、と。


そんなミーアの予想は見事に的中した！


ミーアは、満足げな笑みを浮かべて、オウラニアに声をかけた。


「ご機嫌よう、オウラニア姫殿下。やっぱり来ましたわね？」


声をかけつつ、逃げられぬように、と素早くオウラニアに歩み寄る。


「さ、早く乗ってくださいな。ともに、釣りを楽しみましょう」


「ええーと、でもー」


キョロキョロ、とほかの船に目をやるオウラニア。その腕をがっしり、ミーアは捕まえる。


「ささ、行きますわよ。オウラニアさん」


にっこり微笑みかけてやると、オウラニアは諦めたように、ため息を吐いた。






船が港を出たところで、ミーアはほうっと安堵あんどの息を吐く。


──とりあえずここまでは計画通りですわね。


これで、港に帰るまでオウラニアが逃げることはできない。一安心である。


サンテリから、楽しそうに釣り場の情報を聞くオウラニア。そんな彼女を見て、ミーアはうんうん、っと頷き……。


──嬉しそうでなによりですけど……一人で釣りを楽しませてしまっては、意味がありませんわ。次なる策を早々に打たねば……。


そうして、ミーアが視線を向けるのは、特別初等部の子どもたちのほうだった。


大軍師アンヌの「殿方は趣味を褒められると嬉しいものみたいですし、そこで培われた技を頼られると、さらに喜ぶ……と書いてありました」という進言を受けて、ミーアが立てていた作戦……それは……。


「オウラニアさんに、子どもたちが釣りをする、お手伝いをしていただくのはどうかしら？」


というものだった。


「殿方だけでなく、ご令嬢であったとしても自分の技術を褒められるのは嬉しいもの。頼られれば、悪い気持ちはしませんわ。たぶん……」


もちろん、オウラニアとしては、一人でじっくり釣りを楽しみたいのだろうが、それでは、ミーアの目的を達成するのは難しい。


「仲良くなるためには、わたくしと話をしてもらわなければなりませんけれど、露骨にわたくし、避けられておりますし。なんとかして隙を作る必要がありますわ」


そのための、子どもたちである。


子どもたちのお手伝いをしがてら、話をする機会は、きっと増えるはず。素人を手伝う煩わずらわしさは、自らの技術と知識を披露する喜びで緩和し、楽しい雰囲気を維持する。


──それに、オウラニアさんに、ご自分の危あやうさを自覚してもらうためにも、子どもたちと接することは意味がありますわ。


実際に、貧しい民の子どもたちと接することで、オウラニアが少しでも、自己の行いを反省する機会を作れれば……と。


そんなことを考えるミーアである。


過去の自分と似たオウラニアに……あの日、かけてもらえなかった言葉をかけるのだ。


『あなたのそれ、今のうちに、ちょっと悔い改めたほうがいいですわよ』


と。


さて、それじゃあ、子どもたちを紹介しよう……っと、ミーアが振り返った瞬間だった。


びょうっと強い風が吹いた。船が揺れ、ミーアはよろけないよう、ふんぬっと足を踏ん張る。


「おお、すごい風ですわね……。ふぎゃっ！」


突如、顔にぶつかってきたものに、カエルが潰されたような悲鳴を上げるのは、ミーア・ヒロイン・ティアムーンである。


手をバタバタさせつつ、顔に張り付いた布のようなものをはがす。


「なっ、何事ですの？　これは……」


それは、可愛らしい帽子だった。


「もっ、申し訳ありません。ミーアさま！」


慌てた声に目を向ければ、そこには、顔を真っ青にして立っているヤナの姿があった。


「ああ。風で帽子が飛ばされたんですのね」


手の中の帽子をヤナの頭に被せてあげて、それから、彼女の乱れた前髪をすっすっと整えてあげてから、ミーアは小さく笑みを浮かべた。


「風が強いですし、飛ばされないように気をつけて。今日は日差しも強いですし、帽子は必須ですわよ？」


そうして、頭を撫でて上げた……その時だった。


ふと視線を感じて、振り返る。と、オウラニアが、ビックリした顔でこちらを見ていた。


──はて？　どうかしたかしら？


首を傾げるミーアから、オウラニアは、そっと目を逸らすのだった。







第九話　それ、ムーンボウかなにかなんじゃ……


──あらぁ？　今のって……。


突如として現れた光景に、オウラニアは、かっちーんと固まっていた。


スッと……頭が冷えていく。これから、ノエリージュ湖に漕ぎ出して釣りを楽しもう！　などというお気楽な興奮は、一瞬で霧散していた。


──まさか、まさかねー？


心の中で否定しつつも、頭に浮かぶのは、先ほどのシーン。風で帽子を飛ばされたヤナの、露わになった額……。そこに見えた、目の形をしたタトゥーだった。


──もしかして、あの子はー、か、海賊？


「あら？　どうかしましたの？　オウラニアさん？」


不意に、声をかけられて、オウラニアはビクンッと跳び上がる。見れば、ミーアがニッコリ笑みを浮かべて、話しかけていた。


「い、いいええ、なんでもありませんー」


「そうなんですの？　ですけど、なにやら、顔色が……」


「平気ですよー。ただ、暑かっただけですからー」


「まぁ、それはいけませんわね。帽子を被って……なにか、飲み物がないか、聞いてきましょうか？」


っと、ミーアが動き出そうとしたところで、とてとて、っと小さな男の子が近づいてきた。


オウラニアは……そこで気がついた。男の子が、まるで自らの額を隠すかのように、バンダナを巻いているということに……。


──もっ、もしかして、この子もー？


よくよく見ると、バンダナを巻いたその姿は、オウラニアが聞いていた海賊の風貌ふうぼうそのもので……。無邪気そうに見えるその顔からも、なにやら得体の知れない恐ろしさを感じ取ってしまって……。


オウラニアは思わず、顔を引きつらせる。


男の子は、ミーアに陶器の器を手渡した。中には何かの液体が入っている。


「あら、キリル、これは……？」


「ジュースだって、パティお姉ちゃんが……。はい、どうぞ！」


そうして、バンダナの子どもは、オウラニアにも器を差し出してきた。


「あ、ああ、ええ、ありがと、う？」


ぎこちない笑みを浮かべつつ、オウラニアは少年の顔を凝視した。


──このバンダナ、やっぱり、海賊みたいだわー。こ、こわぁー！　こわぁ！


ガヌドス港湾国において、海賊は恐怖の対象だった。


海からやってくるという亡霊海賊をはじめ、海賊の幽霊船や、人々を海に引きずり込む無数の海賊のかぎ爪の話などなど……その怪談のほとんどを海賊が占めている。


なかでも、第三の目を持つという、こわぁい海賊団の話は、幼き日のオウラニアに大変な心の傷を植え付けていた。それは、幽霊としての怖さではなく、現実的な恐ろしさを持った話だった。


捕まれば外国に売り飛ばされて酷い目に遭うだとか。場合によっては両腕を縛られたうえ、ワニがうようよいるような場所に落とされたりだとか。樽に入れられて海に沈められて、魚釣りの餌にされたり……ちょっぴりリアルな怖い、こわぁいお話なのだ。


そして……基本的に、世間知らずに育てられたオウラニアは、そのお話を全体的に信じていたりもして……。


──こわぁ……。


だからこそ、彼女は海賊が怖いし、第三の目のタトゥーを持つ者たちには、たとえ子どもであっても近づきたくはないのだ。


「ありがとう。キリル。うふふ、これ、とっても美味しいですわ」


そんな海賊の子どもの頭を、ミーアは笑顔で撫でていた。


高貴なる身分の姫が、平民の子どもの頭を撫でるだけでも、あまりないことなのに、怖い、こわぁい！　海賊の子どもの頭を撫でている……。それが、オウラニアには信じられなくって……。


──こっ、ここ、こわぁ！　ミーアさまって、もしかして、海賊団のボスなんじゃあ……？


ミーアの背後に、恐ろしい巨大ザメの姿を幻視するオウラニアである……！


もし仮にミーアの後ろにナニカの影が見えたなら、おそらくムーンボウかなにかだと思うのだが……少なくとも、オウラニアには、ミーアがおそろしーい存在に見えたのだ。


「ミーア姫殿下、間もなく釣り場に到着いたします」


その時だった。


タイミングよく、サンテリが声をかけてきた。


それで、オウラニアも気がついた。


船は港を出て、セントノエル島から反対岸に向かって真っすぐ進んでいったらしい。ちょうど、馬車を乗せて船が行き来している航路と同じようなコースだった。


湖面に目を落とせば、水の色がわずかに濃い。深さがそれなりにありそうだった。


「この辺りは、湖底にかつての橋の残骸が沈んでいるとかで。そこを住処すみかにしている魚が釣れるのです」


「おおー。これは、大物がいそうかもー」


無理やりに、先ほどの恐怖心を呑み込んで、オウラニアは釣りに集中することにする。


大丈夫、今日はともかく釣りだけして、後はミーアや子どもたちと距離を置けばいいのだ。っと、気持ちを切り替えようとした、まさにその時だった。


「あ、オウラニアさん。実はお願いがございますの」


ニッコリ、またしても満面の笑みを浮かべて近づいてくるミーア……。


「へ？　えーと、なんですかー？　ミーア姫殿下」


恐る恐る問い返したオウラニアに、ミーアは事もなげに言った。


「子どもたちに、釣りを教えてあげてほしいのですけど……」


「うぇ……？」


思わずヘンテコな声を出して、オウラニアは固まる。


「なっ、どうして、私がー？」


「実は、生徒会でも釣りをしたことがある人が少なくって……。サンテリさんや、この船の船長さんはもちろんできるのですけど、手が足りませんの。それで、オウラニアさんにも少しだけお手伝い願えないかな、って思っているのですけど……」


ふと見れば、ミーアの近くには、先ほどの帽子の少女がいた。前髪から、今もちょぴっとだけ、タトゥーが見え隠れしている。隠しきれていないウッカリさん……などと思いかけて、オウラニアは、間違いに気付く。


──うっかりじゃない。わざとだわぁ！　私を脅してるのねー。


しかも、その隣には、バンダナを巻いた男の子の姿もある。さらにさらに、よくよく見れば、その男の子の隣に立つ無表情の少女も、なんだか怖そうだ。ミーアに似た顔立ちだが、こちらの心をジッと探るように見つめてくるのが、実に恐ろしい。


「あ、あの、私はー」


「ああ、心配しなくっても大丈夫ですわ。なにも、すべて任せようなんて思っておりませんわ。わたくしもお手伝いしますし……」


と、そこで、ミーアは悪戯っぽい笑みを浮かべて、


「ここはぜひ、今日を楽しい一日にするために、オウラニア姫殿下の素晴らしい腕前をご披露いただきたいですわ」


実に見え透いたお世辞を言うのだった。


──うう、こ、ここが船の上じゃなかったら、逃げられるのにー。


オウラニアは、泣く泣く頷くのだった。







第十話　真友（アースワームメイト）の夜明け


──キリル、ナイスですわよ。


美味しいジュースを飲んだミーアは、満足げに頷く。


別に、美味しいジュースを持ってきてくれたから、ではない。いや、それもあるのだが、それ以上に、オウラニアに親切にしたことが大きかった。


──見ず知らずの子どもたちに釣りを教えろというより、さっき親切にジュースを持ってきてくれた子に釣りを教えて、と言ったほうが断りづらいはずですわ。


ミーアは、キリルに指示を出したパティのほうにも目を向ける。っと、パティは、無言で頷いた。いつも通り、表情のうかがい知れない顔ながら……心なしか、胸を張って得意げな様子がうかがえた！


──ふふふ、さすがは、わたくしのお祖母さま。きちんと、なにも言わずとも、連携が取れるところが素晴らしいですわね。しかし……。


っと、そこでミーアは自らの孫娘のほうに目を向けた。そこには……。


「ふっふっふ、今日はこの湖の主を釣りますよぅ！　釣りスキルは、冒険家としては必須のスキルですから、諸君もきっちりと身につけておくように！」


「おー！」


などと、特別初等部の子どもたちを、冒険家の暗黒面へと誘いこもうとしているベルの姿があった。


──ベルは……どうしてこう……いえ。でも、まぁ、あれはあれで、場を盛り上げるのに必要な人材と言えないこともない、はずですわ。うんうん。


そう、誰かと誰かを比べてはよくない。


ミーアは知っているのだ。人にはそれぞれ役割があるのだということを。


ルードヴィッヒは優秀だが、全員がルードヴィッヒでは息が詰まる。気の抜けた、それこそ、ベルのような存在が必要なのだ。


──そう考えると、わたくしもあまり気を張り詰めてルードヴィッヒのようになるのは避けないといけませんわね。意識的に肩の力を抜くようにしておきませんと……。さておき、ベルにだって、相応しい役割というものがございますわ。もっと、こう……その……ええと、まぁ……。


ミーアは、思わず腕組みして、考え込んで……。


「ベルがこなすべき重要な役割って、なにかしら……」


なんぞと、思わずつぶやいてしまう。


まぁ、それはさておき……。


オウラニアの目が子どもたちに向いたタイミングで、ミーアは親しげな微笑みを浮かべて、オウラニアに言った。


「子どもたちに釣りを教えてほしいのですけど……」


「なっ、どうして、私がー？」


ものすごく断りたそうな顔をしているオウラニアだったが……ミーアは気付いていた。


オウラニアの視線に、どこか、恐怖の色が混じっていることに……。


──ふふふ、そうですわよ？　その恐怖は正しいこと。下手なことは言えませんわよ？　なにしろ、ここには、ラフィーナさまがいらっしゃるのですから……。


そうして、ミーアは振り返る。っと、ラフィーナは、


「うふふ、楽しみだわ。釣りに来るなんて、はじめてだから……」


なぁんて、上機嫌にニッコニコしていた。頬をちょっぴり赤らめて、無邪気な少女の笑みを浮かべる。


──今は、あの笑顔に隠されてはいますけど、時折見える獅子のオーラが恐ろしいのですわ。そう、ラフィーナさまはその身の内に怒れる獅子を秘めた方。それが目覚めた時を恐れるのは、とても正しい認識ですわ。それに、シオンやティオーナさんだって、子どもたちに酷い扱いをしたら、きっと怒るはずですわ。


自らの背後に控えるものを確認してから、ミーアは、ゆっくり、じっくりと、逃げ道を塞ふさいでいく。


釣りを教えられる人があまりいないから、手伝ってほしい、と、きちんとやむにやまれぬ理由を伝えつつ、あくまでもお手伝いでいいですよ、と責任を軽減させ……。さらに！


「ぜひ、オウラニア姫殿下の素晴らしい腕前をご披露いただきたいですわ」


必殺、ヨイショで締めくくる。


やはり、ヨイショだ。世を潤滑に回すもの、それこそが、ヨイショなのだ。


そんなミーアのヨイショに押されるようにして、オウラニアは静かに頷いた。


──ふふふ、計算通りですわ。ああ、これほどまでに計画通りに事が運んだことがあったかしら？　うふふ、なんだか、絶好調すぎて怖いぐらいですわ。


などと上機嫌なミーアに、アンヌが釣り竿を渡してきた。


「ミーアさま。これをどうぞ」


「ほほう。これが釣り竿……。わたくしも手にするのははじめてですわね」


「この糸を押さえながら、竿をお持ちください。糸の先に針がついておりますので、お気をつけて」


「針……？」


ゴクリ、と喉を鳴らしつつ、ミーアは糸の先についた針を見つめて……。


「あら、この針……、この先っぽのところが……」


「それは返しといいます。一度、刺さったら抜けづらいような造りになっているのです。間違って指にでも刺したりしたら大変ですので、お気をつけください」


横から、サンテリの注意の声。ミーアは真剣そのものの顔で頷いて……。


「気をつけますわ。しかし、釣りがこれほど恐ろしい道具を使ってするものとは思いもしませんでしたわ」


怖々と、その針を眺めていると……。


「この餌を針に刺すんですよー」


ふと見ると、オウラニアが、なにかの入った箱を差し出していた。


どうやら、無事に手伝ってもらえるらしい。


内心でニンマリ笑うミーアであったが……、直後……、


「ふひゃあっ！」


とヘンテコな声をあげた。


「はっ、針に刺すんですの？　そそ、その気持ち悪いのを？」


箱の中、ウニョウニョと蠢うごめく赤いもの……その不気味な姿に、ミーアはゾゾッと背筋を寒くする。


「はいー。ウミミズといって、とってもいい餌なんですよー」


オウラニアは、特に気にした様子もなくソレを手に取り、躊躇ちゅうちょなく針に刺してみせた。


「ほら、簡単でしょう？」


「なっ、なるほど……。や、やってみますわ」


ゴクリ、と生唾なまつばを飲みつつ、ミーアは……ウミミズを指先で摘つまみ上げる。にゅるん、っとした手触りは、実になんとも気持ち悪かったが……。


「こ、これも、美味しい魚料理のためですわ……えい！」


などと、我慢して針に刺す。っと、


「ひっ……」


不意に、息を呑むような、可愛らしい悲鳴が、後ろのほうで聞こえた。


振り返ると、ミーアの手元を覗のぞくようにして、パティとヤナ、それにラフィーナが立っていた。


──はて、今の声は……？


ラフィーナと目が合うと、ラフィーナは、ニッコリ、涼やかな笑みを浮かべていた。いつもと同様、否、いつも以上に透き通るように白い肌が、陽の光に輝いていた。


──ふむ、ラフィーナさまは、このぐらいで動揺するような方ではないでしょうし……。パティは、こういうのあんまり気にしなさそうですし、そうなると、ヤナかしら。うふふ、可愛い子どもの反応ですわね。


ミーアは、安心させるように、ニッコリとヤナに微笑みかけておく。


「ほら、大丈夫ですわよ？　ちょっぴり気持ち悪いですけど、こんなの余裕ですわ」


針先にウミミズをつけて、得意げにミーアは言った。


基本的にミーアは……、実は、普通の令嬢と変わらないセンスの持ち主である。


ごく当たり前のことながら、ウネウネした虫だの、ムカデだのミミズだのは、好きではない。もちろん、触るのもごめんである。


けれど……釣りのために必要と聞けば、話は別だ。生存術に関わる技術と聞けば、ミーアの頭の中で、意識が切り替わる。


有事の際、割と断頭台送りにされがちなミーアとしては、いついかなる時にも、脱出する準備はしておきたいところ。


水を確保しながら、食料も得られる釣りというのは、ぜひとも身につけておきたい技術の一つである。


──ふっ、お腹が減ることに比べれば、この程度の気持ち悪さなど、どうということもございませんわ。


などと笑うミーアである。


その姿勢を見たベルが「おお、さすがミーアお祖母さま！　いついかなる時でも、冒険に出られるための生存術……。あれこそが帝国の叡智の根幹なのですね！」なぁんて冒険家魂を燃え上がらせているわけだが……。まぁ、それはともかく。


「おお、さすがでございます。ミーア姫殿下。てっきり、針につけるのは我々の仕事とばかり思っておりましたが……」


意外そうな顔をするサンテリに、ミーアは静かに首を振ってみせた。


「いいえ……。気持ち悪いことだけ従者にさせて、楽しいことだけは自分がするなどと……それは都合のよい話ですわ」


貴族の中には、汚れ仕事はすべて従者に押し付け、自分はいいとこどりをしよう、などという考えの者がいる。けれど、ミーアは、できるだけそういうことをしたくなかった。


アンヌにすべて押し付けて、自分は美味しいところを取るなど、もってのほか、と思っているミーアである。


それに、そういうことは、きっとラフィーナだって嫌いだろう。


ラフィーナへのアピールがてら……あるいは、ラフィーナが味方であることをオウラニアに誇示するために、ミーアはラフィーナのほうに目を向けて、


「そうですわよね、ラフィーナさま？」


話を振ると、ラフィーナ、一瞬、ピクンッと体を震わせて、それから静かに瞳を閉じた。まるで祈るように、お腹の当たりでギュッと手を握り合わせて……。


「……ええ。そのとおりだわ、ミーアさん」


それから、そっと目を開ける。


そのかすかに潤んだ瞳は、何かを訴えかけてくるように、切実な輝きを宿していた。


はて？　ラフィーナさま、どうかされたのかしら？　と首を傾げつつも、ミーアはサンテリのほうを見た。


「それに、それでは本当の意味で釣りを楽しむことにはならないのではないかしら？　餌をつけるところから、釣り上げるところまで、一連の動作をしてこその釣りではないのかしら？」


「なるほど。それは大変、素晴らしいご意見です」


サンテリは、熟練の釣り師のような表情で、深々と頷いた。


「確かに、餌をつけるところから一人でやってこそ、釣りの醍醐味だいごみといえるでしょう。みなさまも、ぜひ挑戦してみてください」


「でも……サンテリ？　子どもたちには少し難しいのではないかしら？　ほら、それを手に取るのは少し気持ち悪い……」


などと、ラフィーナが気遣うようなことを言いかけたが……。


「みんな、冒険家になるには釣りは必須の技能。しっかり自分でつけられるようにならないとダメですよ？」


その言葉に食い込むように、元気のいい声が聞こえてきた。


後の世に、冒険学の第一人者として知られるベルに率いられ、特別初等部の子どもたちが元気よく「はーい！」と返事をした。ヤナをはじめとした女の子たちは、キャーキャー言いながらウミミズを摘まみ上げているが……なんだか、とっても楽しそうだ。


「……ええと、ラーニャさん、やはり、王族の方がするのは、難しくないかしら？」


優しげに、気遣うように話を振るラフィーナに、ラーニャはニッコリ笑みを返した。


「お気遣いありがとうございます。でも、畑に行けば、もっと気持ち悪いのとかたくさんいるので」


っと、ラーニャはティオーナに視線を向ける。っと、ティオーナも笑顔で頷いて、


「そうですね。作物について悪さをするものもいますから、よく捕まえてぷちっとやりますよね」


「はい。森にも、似てるの、よくいる、です」


うんうん、っとリオラが頷く。自然豊かな地域で暮らす令嬢たちは、楽しげに地元トークで盛り上がっていた！


さらにラフィーナは、涼やかな笑みを浮かべたまま、王子たちのほうへ視線を送る。が……。


「無人島では機会がなかったが、今日は釣りの腕を存分に競い合うとしようか」


「先日の鍛練では後れを取ったからね。今日は意趣返しさせてもらおう」


王子たちもノリノリである。それを見てキースウッドが、やれやれ、と首を振っていた。


ラフィーナは、さらに、そのまま視線を巡らせる。まるで、助けを求めるように……っと、その視線が向いた先にいたのは、可憐かれんな笑みを浮かべる少女、シュトリナだった。


視線を受けたシュトリナは、なにかを察したような顔をして……。


「あ、ええと、リーナは、そういう虫とかは、ちょっと……」


などと、言いかけるも……。


「え？　リーナちゃん、そんなんじゃ、一緒に冒険に行けませんよ？」


ベルの言葉に押されるように、シュシュッと、その手を動かして！


「なんか、苦手かと思ったけど、やってみたら、案外、簡単だったみたい」


あっさりと、針にウミミズをつけた。実に洗練された手際だった！


「…………」


ラフィーナは、一瞬、裏切られたような、ショックを受けた顔をしたが、すぐにいつもの笑みを浮かべ直し、視線を転じて……。


「く、クロエさんは、部屋で本を読むのが好きなんじゃなかったかしら……？　だったら……」


「この、ウミミズで人面魚って釣れるでしょうか？」


「人面魚ー？　そんなのいるのねー？　私も釣ったことがないから、わからないけどー」


などと、オウラニアと談笑するクロエを見て、ラフィーナは言葉を呑み込んだ。


もう……ほかに声をかける人物はいない。


「ラフィーナさま……もしや……」


っと、そこで、ようやく気付いたのか、気遣いの人、ミーアが声をかけようとしたのだが……。


「えいっ！」


気合の声と同時にラフィーナがウミミズの入った箱に手を伸ばした。そのまま、ほっそりとした指で摘まみ上げる。ひっ、と息を呑み込みつつ、鬼気迫る顔で、震える指を制し！　ウミミズを針に突き刺して！


「どっ、どど、どう、かしら？　ミーアさん……！　ほら、私も！」







    
  
  




などと、涙目ながら、ドヤァッとした顔をするラフィーナに、ミーアは気圧されつつも、なんとか頷いてみせて、


「え、ええ。お見事ですわ、ラフィーナさま」


などと言ってやる。っと、ラフィーナはほわぁっと、無邪気な笑みを浮かべて、


「案外、簡単だったわ」


ちょっぴり胸を張るのだった。


──ううむ、これ……なんか、どうでもいいですけど、怪しげな秘密結社の入会式みたいになってますわね……。


それは、セントノエル学園に人知れず、魚釣りアングラーズの秘密結社アングラクラブが生まれた……その夜明けの瞬間だったのかもしれないが、酷くどうでもいい話であった。


「まぁ、それはさておき。釣りますわよー」


竿を持ち、意気揚々と船の縁に出て、ミーアは湖面を覗き込んだ。


「おお、ここからでもお魚が見えますわね」


ノエリージュ湖の水は、とても澄んでいて……。だから、湖の底までがよく見通せた。


「本当はー、あまり水が澄んでないほうが警戒心を持たれないんだけど、こればっかりはしょうがないかしらー」


オウラニアは、ちょっぴり残念そうな口調だったが、


「うふふ。でも、それはそれで、魚との勝負が楽しみかも─」


などと笑っていた。


「さぁ、釣りますわよ！　この湖の主を釣って差し上げますわ！」


ミーアの号令を合図に、釣り友たちは、一斉に船の各所に散っていった。






さて、それぞれの場所で釣りを始めた面々であったが、ミーアは、こっそりとオウラニアの姿を探した。船首のほうに歩いていく彼女を追って、シュシュッと歩み寄り……腰かけた瞬間に声をかける。


「お隣、よろしいかしら？」


ニッコニコと、かつて、いろいろとプレゼントを持って、ラフィーナのもとに通った時に匹敵するほどの愛想笑いを浮かべるミーアである。


──やはり、仲を深めるためには、たっぷり話をしなければなりませんし、近くに座るのは必須ですわ。それに、先日、言っていた海のキノコについて、もう少しお話を聞きたいですし……。まあ、そっちはあくまでも、ついでで絶対ではありませんけど……。なにしろ、本当に大切な秘密というのは仲良くならないと教えてもらえないもの。海のキノコも、すぐに教えてもらえるとは思えませんわ……。ということは、やはり、先に仲良くなっておくことが大切か……。


なんのために仲良くなるのか、若干、迷走を始めるミーアであった。


「えー、ええーと……」


ミーアの声に、ビクッと体を震わせて、距離を置こうとするオウラニアだったが、ミーア、逃がさない。


「ほら。ヤナたちも、ここに来るといいですわ。オウラニアさんは釣り名人。きっと近くで釣りをすると、いろいろ教えてもらえますわよ？」


ミーア、すかさず特別初等部の子どもたちを召喚する。彼らに釣りを教えるよう、お願いされているオウラニアとしては逃げづらくなったはずである。


さらに……。


「ラフィーナさまも、ご一緒にいかがかしら？」


釣りをする場所を決めかねていたのだろうか、ソワソワしつつ、ミーアのほうをチラチラ見ていたラフィーナにも声をかける。ミーアや子どもたちに非道なことができないように、監視役をしてもらうためだ。


──ラフィーナさまの目の前で『子どもたちのため』という理由をお断りするのは、かなり難しいはず。わたくしを無視するのも、やりづらくなるはずですわ。それに、ラフィーナさまとは釣りをする約束をしてましたし、一石二鳥というものですわ。


っと、ミーアの呼びかけを受けたラフィーナは、一瞬、ぱぁあっと笑みを輝かせるも……すぐに小さく咳せき払い。それから、いつも通りの涼やかな笑みを浮かべ直して……。


「そうね。子どもたちの近くにいたほうがいいでしょうし……それじゃあ、ミーアさんのお隣で釣りをさせていただくことにするわね。サンテリ、他の方のことはお願いね」


などと言いつつ、ミーアの隣にそそくさと座る。これにより必然的に子どもたちはオウラニアの隣に座ることになった。


「ということで、お願いいたしますわね、オウラニアさん。子どもたちに楽しい経験をさせるためにも」


「えー、うう……」


などとなんとも言えない顔をするオウラニアを見て、ミーアは、ふと首を傾げる。


──ふーむ、妙ですわね。なんか、やっぱり怖がってるような気がしますけど……。それも、ラフィーナさまを、ではなく、子どもたちのほうを、ですわね。ただ単に、平民の子どもたちと接することに慣れてないだけかしら？


確かに、貴族の中には、貧民の子どもを嫌う者はいる。帝都の新月地区に貴族たちが近づかなかったのと、そう変わらない。


──まぁ、今日一日、一緒に釣りをすれば、それも変わるのではないかしら？　実際に接して、言葉を交わしてしまえば、そうそう無視はできないものですし……。話し出すきっかけがあれば……。


などと考えるミーアであったが、その時はすぐに訪れた。


オウラニアは最初こそ、ヤナたちのほうを見ないようにしていたようだったが……。それを許さぬ存在があった。他ならぬ彼女の内に流れる……釣りマニアの血である。


「あー、それじゃーダメですよ。もっと深くまで針を落とさないと魚まで届きませんからー」


っと、拙つたない手つきで竿を握るヤナに指示を飛ばす。


「時折、動かして、魚を誘ってあげるのもいいと思いますよー。あっ、あなた、引いてますよー。あ、でも、まだ引っ張ったらダメですよー。魚が突つついてるだけかもしれないので、少し我慢ですよー」


今度はキリルに、てきぱきと指示する。


──ふふふ、ですわよね。口出しせずにはいられない。それこそが、真のマニアというものですわ。


目論見通り、子どもたちの面倒を見るオウラニアに、ニンマリ笑みを浮かべるミーア。そうして、子どもたちを使って、オウラニアの口を滑らかにしたうえで、ミーアも小粋にトークを始める。


「ところで、先日聞いた海のキノコというものの話なんですけど、もう少し詳しくお聞きできないかしら？」


「えー、あれは、貝なのでー、釣りとはあんまり関係ありませんよー」


なぁんて言いつつ、くわしーくその貝の性質を教えてくれるオウラニア・ウミマニア・ガヌドスである。


「なるほど……。ガヌドスの、海底が砂地の地域によく生息していると……。あの無人島にも、もしかしたら、いたのかしら？」


などと首を傾げていたミーアは、ふと気がついた。


いつの間にやら、キースウッドがすぐ後ろで釣りをしていることに。


「あら、キースウッドさんもこっち側へ来たんですのね？　あっ、もしや、あなたもオウラニアさんの釣果にあやかりたいと思ってるのかしら？」


釣り名人オウラニアの選んだ場所の近くであれば、たくさん釣れるだろう、という安直な考えを疑ったのだが……。


「……ええ。まぁ、そんなところですよ。ハハハ」


微妙に乾いた笑い声をあげるキースウッドに、ミーアは小さく首を傾げるのだった。







第十一話　ミーア姫、宣戦布告を受ける


「おお……きっ、来ましたわ！」


釣り始めて早々に、ミーアは魚を釣り上げた。


ググイッと竿が振られるのを感じつつ、慎重に引き上げる。っと、竿の先がしなり、湖面から一匹の魚が跳び上がった。


糸を思い切りくわえ込んだその魚は、黄色みがかった銀色をした、流線形の魚だった。


ビチビチと糸を揺らしながら跳ねる魚を、恐る恐る引っ張り上げて、ミーアは、サンテリのほうに目を向けた。


「これって、食べられますの？」


確認するように聞くと、


「ええ。ハーモーという魚です。骨の処理が面倒ですが、職人が骨切りしたものは絶品です。少々小ぶりですが、腕の良い料理人ならば問題なく調理できるでしょう」


なんと、お墨付きをもらえた！


「ふふ、それは楽しみですわね。さぁ、どんどん釣りますわよー」


そして、ミーアは、その後……滅茶苦茶釣った！


意外なことに……ミーアの釣り上げた魚は意外なことに、どれも普通に食べられるものばかりだった。意外なことに！


それを後ろから見ていたキースウッドが……。


「……解せない。なぜ、ミーア姫殿下は、キノコ選びだけあそこまで……」


などと、怪訝けげんそうな顔でブツブツ言っていたが、それはともかく。


「うふふ、楽しいですわ。釣り。最高ですわね！」


ミーアは、釣りを満喫していた。


そうして、お魚さんたちとキャッキャウフフを楽しむことしばし……ミーアは重大なことに気がついた！


──って！　オウラニアさんと仲良くなる計画が、まったく進んでおりませんわ！


ついうっかり、釣りの楽しさに目覚めかけてしまったミーアである。


もともとミーアは、楽しいことに関しては、それなりに集中力を発揮してしまう性格なのだ。しかも、背浮きの極意や、葉っぱ数えの達人、など、釣り人と相性の良い特技を兼ね備えた人なのだ。


──いけませんわ。ベルを見てもっと肩の力を抜かなければ、などと思ったのが間違い。むしろ、わたくしを見習って少しは真面目になるように、とベルを説教しなければいけなかったのですわ。


などと、間違っているようで、そんなに間違ってもいないような……ちょっぴりツッコミに困るようなことを思いつつ、ミーアは気持ちを切り替え、対話を試みることにする。


「ねぇ、オウラニアさん、わたくしの釣ったお魚ですけど……」


先日来の反省を踏まえたうえで、ミーアは話しかけた。


──わたくしの普通を押し付けない。相手の普通に合わせる。相手のしゃべりやすい話題から、まず入る。


ゆえに、魚の話題を、自然な流れで振ってみる。


完璧な作戦のはず……だったのだが。落とし穴は意外なところに開いていた。


「あー、そのお魚は王女鱒プリンセスサーモンですねー。焼いてよし、煮てよし。この時期は脂がのっててとっても美味しいですよー」


そう、オウラニアは……。


「卵もたくさん産むんですけど、その卵がお腹にある状態なものが、一番、良いといわれていますー。卵がプチプチして、とっても美味しいんですよー。ガレリア海にはいないんですけどー、川にいるのは見たことがありますー。岩陰に卵を産んでー」


魚の話になると、非常に、極めて……饒舌じょうぜつになるのだ！


一つ話題を振るごとに、その魚のわかっている限りの生態、どこで釣れるか、どんな料理に適しているか、などなど。微に入り細を穿うがつ情報が返ってくる。


「私が釣った中で一番大きいのはー、こーんな大きさでー」


などと、プチ釣果自慢も交えられては、それだけで結構な時間が過ぎてしまう。


その間に別の魚が釣れでもしたら、さらに大変だ。釣れたてほやほやのお魚の話に、流れるように移行してしまうのだ。


ミーアは、これはまずい、と急いで軌道修正を図ろうと……、はしなかった。


「ほほう。なるほど、魚料理はなかなかに奥深いですわね。卵がある状態が美味しい……。なるほど、勉強になりますわ」


むしろ、聞き入っていた！


オウラニアから得られるお魚料理の情報に、すっかり興味を惹かれてしまったミーアである。


──とても……美味しそうですわ！


などと、内心でじゅるりとしつつ、自らの魚料理への知識不足、不勉強ぶりを恥じ入るばかりである。


──ふふふ、ガヌドス港湾国に行った際には、とりあえず、食べておいたほうがよさそうなメニューですわね。それに、料理長にも相談して、さらに、メニューを豊富にしていけば白月宮殿での夕食がさらに充実するはず……。


とまぁ、そんな感じで、大いに盛り上がってはいたのだが……はたして、仲良くなれているかどうかは……やや微妙なところだった。


──って、さすがに、このままお魚トークだけで終わったら、まずいような気がしますわね。少しは踏み込んでいきませんと……。


ということで、ミーアは再度、気持ちを切り替えて、オウラニアに話しかけた。


「しかし、よく釣れますわね。さすがは、オウラニアさんですわ」


まず、ヨイショ。それが基本。


「ところで、お父君も釣りは得意なんですの？」


「えー、お父さま……ですかー？」


不意に……オウラニアの声が暗くなった。


「ええ。そうですわ。隣国の国王陛下ですし、近いうちに、一度会食でも……」


言いつつ、ミーアは気がついた。オウラニアの様子が、どこかおかしいような……？


一瞬の沈黙の後、オウラニアはミーアのほうを向いて。


「ねぇー、ミーア姫殿下。私と勝負しませんかー？」


「はて……？　勝負、ですの？」


きょとん、と首を傾げるミーアに、オウラニアはニッコリ笑って、


「そう。どっちがおっきなお魚を釣れるかの勝負。それで、私が勝ったらー……もう、私に構わないでくれないかしらー？」


はっきりと、そんなことを言った！







第十二話　煽あおれや煽れ！　起死回生の一手！


「しょ、勝負ですの？」


突然のオウラニアの申し出に、ミーアは思わず頬を強張こわばらせる。


「あー、えーっと……」


目を逸そらそうとするが、オウラニアは……逃がさないようにミーアの顔を覗き込んできて……。


「もしも、ミーアさまが勝ったら、ちゃんとお話ししてあげますよー。お父さまのことも、ガヌドスのこともー。会食でしたっけー？　なにか、協力してほしいことがあるなら、しますよー？」


「いえ、まぁ、その、それは、あの、焦らなくっても……」


などと、もにゅもにゅ言って、なんとか逃げようとするミーアであったが……。


「そのかわりー、この勝負を受けてもらえないんだったら、二度と、私に話しかけないでくださいねー」


──う、ぐ、ぬぬぬ……。なぜこんなことに……？


今日は、のんびーりと釣りをしつつ、親睦を深める会であったはず。勝ち負けで物事を決めようなどと、乱暴なことをするつもりは、まったくなかったのに……。


──くぅ、しかし……。


ミーアは改めてオウラニアのほうを見た。


理由はよくわからないが……オウラニアは機嫌を損ねたらしい。こちらを見る目は、どこか冷たく、鋭い。


──これは、やってしまいましたわね……。お断りするのは難しそうですわ。いったい、なにがまずかったのかしら……？


考えるも、後の祭りだった。


こうなってしまえば、周りの力を頼るわけにもいかない。ラフィーナ辺りにお説教してもらったとしても、おそらく効果はないだろう。


──となると、最善は勝利することか、負けてもできるだけ被害を少なくすることですけど……。今回はそれも難しそう。勝つしかなさそうですわ。ぐぬぬ、しょ、勝機は……？　勝機はありますの？　この、釣りマニアを相手に……。


幼き日より、ガレリア海で慣らした腕前に、バリバリの初心者が勝てる可能性は……ミーアの見たところ、あまりにも低かった。


──うんっ……？　相手は……釣りマニア……？　競争……。あ、そうですわ！


その時だった！　ミーアの脳内に起死回生のアイデアが閃ひらめく！


思いついたアイデアにニンマーリとほくそ笑みつつ、ミーアは言った。


「なるほど。選択肢はなさそうですわね……。その勝負、受けて立ちますわ」


重々しく頷くミーアを見て、オウラニアは勝ち誇った笑みを浮かべかけたが……、そのタイミングで、ミーアは人差し指を立ててみせた。


「ただし……少しだけ、勝負の内容を修正したく思いますわ」


「なんですかー？　大きさ勝負じゃなくて、数で勝負にしますかー？　それでも負けませんけどー」


白けた顔で言うオウラニアに、ミーアは静かに首を振り、


「いいえ……。ただ、そのような勝負で雌雄しゆうを決するなど、味気ないにもほどがありますわ」


あえて悪い笑みを浮かべて、煽るように……、


「勝負の内容は『どちらが先に、この湖のヌシを釣り上げるか』にいたしましょう」


堂々と言い放つ！


「この湖の、ヌシ？」


「ええ、そうですわ。先ほど、港で言っておりましたの。このノエリージュ湖には、ヌシがいると……」


しかつめらしい顔で頷いてから、ミーアは続ける。


「釣りで勝負というからには、そのぐらいしたいですわ。それに、せっかく、子どもたちもいるのですから、ヌシと呼ばれるほど大きなお魚、見せてあげたいと思いますの」


断りづらい理由を付け足しつつも、ミーアはオウラニアを見つめた。


これこそが、ミーアが考えた起死回生の一手だった。


勝機が薄いと見て取ったミーアは、勝ち負けに加え、もう一つの逃げ道を用意したのだ。


すなわち、ドロー。あるいは、釣られなかったヌシの勝ちという落としどころを。


オウラニアが、ミーアより大きな魚を釣り上げる可能性は極めて高い。けれど、ヌシと呼んでも差し支えがないほど巨大な魚を釣り上げられる可能性は……それほど高くはないのではないか？


──それに、仮に、オウラニアさんが巨大な魚を釣り上げたとして、それをヌシだと認めなければ、結果を有耶無耶うやむやにできるかもしれませんし……。


などと悪いことを考えていると……。


「それってー、ミーア姫殿下がヌシって言わなかったらー、勝負がつかなくなるっていうことじゃないですかー？」


ジトッと上目遣いで見つめてくるオウラニア。


痛いところを突かれたミーアは、思わずヘンテコな呻き声を上げそうになるが……。


「それは……ミーアさんに失礼なのではないかしら？」


涼やかな……けれど、ちょっぴり背中がゾクリとするような声が、横から聞こえる。


見れば、ラフィーナが笑顔を浮かべながら……怒っていた！　激怒していた！


ミーアにはよくわかる。ラフィーナの中の獅子が、のっそりと起き上がったのが……！


「ミーアさんが、そのようにズルいこと、インチキなことを考えるはずがない。そうよね、ミーアさん？」


確信に満ち溢あふれた声に、ミーアは……刹那せつなの判断！


──オウラニアさんは、割と鋭い感じがしますわ。となれば、嘘は見抜かれる不安がある。であれば……！


咄嗟とっさに、悪戯っぽい笑みを浮かべて、ミーアは言った。


「うふふ。そんなことありませんわ。ラフィーナさま。わたくしだとて、清廉潔白せいれんけっぱくではありませんから、そのようなインチキを考えてのことだったかもしれませんわよ？」


冗談めかして肩をすくめつつ、


「けれど、見抜かれてしまったのでは仕方ありませんわ。ここは大人しく、審判員を置くのが良いのではないかしら……ええと……」


辺りを見回す。そうして、その役に最適の人間を選び出す。それは！


「サンテリさん、お願いできるかしら？」


「私、でございますか？」


意外そうな顔をするサンテリに、ミーアは静かに頷いた。


「ええ。サンテリさんが、この中では最も釣りに詳しい方ですわ」


釣りに詳しい釣りマニア、ということは……。


──きっとヌシにだって大変なこだわりを持っているはず。ヌシに関して最も厳しい基準を持っているのは、おそらくこの方ですわ！


計算しつつ、ミーアは念押ししておく。


「ぜひ、あなたの釣り人としての誇りにかけたジャッジをお願いしたいですわ」


気を使い、中途半端な魚にヌシ判定を与えることは、あなたの釣り人としてのプライドを傷つけることになりますよぅ！　と暗に伝えつつ、ミーアは微笑みかける。っと、サンテリは静かに頭を下げて……。


「かしこまりました。公正なジャッジをお約束いたします。我が、釣り人魂にかけて……」


実に、毅然きぜんとした口調で言った！


「うーん……」


その様子を見て考え込むオウラニアに、ミーアは駄目押しとばかりに……。


「もしかして、オウラニアさん……ヌシを釣り上げる自信が、ないのかしら？」


煽る！　煽る！


「そういうことでしたら、仕方ありませんわね。確かに、どちらもヌシを釣れなかった、となる可能性も十分にありますし？　オウラニアさんが、ヌシを釣る自信がないというのなら、仕方ありませんわね？」


大いに煽る！


ノエリージュ湖には、ヌシと呼ばれる、巨大なお魚がいるらしいけど……それを狙わなくって、いいの？　釣り好きなのに？　本当にいいの？


なぁんて、実にイラァッとする顔で、煽っていく！


「ああ、せっかく、子どもたちに、大きなお魚を見せて喜んでもらおうと思ったのですけど、まぁ、オウラニアさんが無理と言うのであれば、仕方ないですわね」


やれやれ、と肩をすくめたところで……。


「いいですよー。ヌシ釣り勝負、受けて立ちますよー」


オウラニアは、剣呑けんのんそのものの目つきで、ミーアを睨にらみつけてくるのだった。







第十三話　無欲の勝利か？　初心者の幸運か？


「では、早速、勝負を……」


「ここじゃあ、ヌシは釣れませんよー、ミーア姫殿下」


オウラニアは、湖を眺めながら言った。


「いい釣り場だとは思いますけどー、ヌシを探すならばもっと、人が寄りつかない場所を選ばないとー」


その言に、サンテリは深々と頷いた。


「なるほど。良い目をお持ちですな。オウラニア姫殿下」


それから、サンテリは思案げな顔で腕組みしてから、


「実は、ヌシが目撃された釣り場は、誤って落ちると少し危険な場所なので、今回の釣り場には入れなかったのですが……まぁ、大丈夫でしょう」


ニヤリ、と笑みを浮かべて言った。


「ヌシを釣るというミーア姫殿下の心意気にお応えしなければなりませぬゆえな……」


そうして、サンテリが指示したのは、セントノエル島を挟んだ反対側だった。島の地形がやや入り組んでおり、あまり船の出入りのない場所である。


「ここは水の色が、少し濃いですわね」


「ええ。この辺りは少々深さがありまして。しかも人の出入りが少ないために、大きめの魚が育っているのです」


「なるほど。いかにもといった雰囲気ですわ」


ミーアは、深みを増した水の色に、うむむっと唸る。


──できれば、ヌシとか、ヌシっぽい魚とかいないほうが嬉しかったのですけど、仕方ありませんわ。ここは、とりあえず正攻法。わたくしがなんとかヌシを釣り上げてやりますわ！


意気揚々と釣り糸を垂らすこと、しばし……。


ひょーい、ひょーい、っと、ミーアの隣で、次々に大物を釣り上げていくオウラニア。


負けじとミーアも、ひょーい、ひょーい、っと、釣り上げていく──小魚を！


初心者の幸運ビギナーズラックの期間が終わったのか、はたまた、この釣り場の大きめの魚の頭脳が、帝国の叡智を上回るものであったのか……。


ともかく、ミーアは、ひょいひょい小魚を釣り上げていくも、狙っている大物は一切かからなかった。


──ああ、まぁ、そうですわよね……。そうそう都合のいい話なんか、ありませんわよね。


ミーアは、はぁっとため息を吐いた。


こういう時のために、ヌシ釣りを提案したのだから、それはよいのだが……。


──うーむ、けれど、諦めて途中で勝負を投げ出すのも感じが悪いですわ。ここは、釣っているふりだけはしておくのがいいですわね。


っと、一応、釣り竿を下ろしたままにしておくも……、すでにやる気は、しなしなと萎しぼんでいた。


──しかし……ちっちゃいのはやたら引っかかるんですわよね。小さくて可愛らしいお魚さんたちを釣り上げすぎるのも気が引けますし。いちいち、釣り上げて針にウミミズをつけるのも、やや、面倒……。ここはあえて、釣り針を垂らしたまま、波の数でも数えて過ごすのがよろしいかしら。ヌシがオウラニアさんの釣り針に引っかからないようにお祈りしつつ……。


などと、小さい魚たちの身を案じたり、ヌシが引っかからないようにお祈りしたり、と、パッと見、魚界の愛の女神めいたことを考える、ものぐさ海月姫ミーアである。


竿を動かさぬよう固定し、ジッと波に目を落とし、そのまま波の数をカウントし始める。


魚を釣り上げようという欲も、勝負に逸はやる気持ちも、もはやミーアの中にはない。そこにいるのは、ただ、波の数を数えるだけの、無の境地に達した一匹の海月であった。


……実のところ、ミーアに本当の『初心者の幸運』が舞い降り始めたのは、まさに、この瞬間だった！


釣り竿が軽く、ピクピクッと動くのを感じるも、感触から小魚だと判断。そのまま、素知らぬ顔で、ミーアは竿を垂らし続け……じっと、じぃぃっと波の数にのみ集中する。


それに気がついたサンテリが、様子を見に来て「なるほど……」っと、小さくつぶやきをこぼした。刹那っ！　ミーアの竿が、ぐぐぐいいっ！　と引っ張られた。


「ふひゃっ！　なっ、なな、なんですの？　こ、この手応えは……」


「おお、やりましたな！　ミーア姫殿下。これは、なかなかの大物ですぞ」


興奮した様子で声を上げたのは、様子を見ていたサンテリだった。


「まさか、釣れた小魚をそのままエサにしようとするとは、思いませんでしたぞ！」


そう、それは奇跡……。


ミーアの針にかかった哀れな小魚を、より大きな魚が丸呑みにしたという珍しい状況！


それはミーアの、海月のように存在感を消す能力と、初心者の幸運が起こした奇跡。あるいは、ミーアの、魚たちに対する〝慈悲深き祈りクラゲのいのり〟を聞いた湖の女神が与えてくれた恩寵おんちょうか？


いずれにせよ……。


──こ、こんなこと、たぶん二度は起こりませんわ！　となれば、逃がすわけにはいきませんわ！


両足を踏ん張り、腕に力を込めて竿を引く。が、魚の力は思いのほか強く……逆に引きずり込まれそうになる。


「ミーアさま、失礼いたします。お気をつけて！」


ミーアの腰の辺りをがっし、とアンヌが支える。こうして、ミーアが落ちる心配はなし！　あとは、うっかり竿を離したりしない限りは大丈夫だ！


周囲の者たちがミーアの周りに集まってきた。湖を覗き込むようにして身をかがめていたキリルが、声を上げた。


「あっ！　あそこ、大きい！」


その小さな指が向かう先、湖面から一瞬跳ね上がった魚は、太くて、長くて……なにより、口がとっても大きかった。あれならば、小魚を丸呑みにしてしまったとしても納得だ。


「おお！　あれは、まさしく女帝の魚エンプレスフィッシュ。この湖のヌシと呼んでも差し支えのない威容いよう」


サンテリのちょっぴり興奮した声を聞きつつ、ミーアは満身の力を込めて竿を引く。


「ぐ、これは、千載一遇せんざいいちぐうのチャンス。なんとしても、ものにしなければ……！　いよーっこいしょー！」


っと、いささか姫っぽくないというか……若干、アレな声を上げ、ミーアは思いっきり竿を引いた。いささか乱暴な引き方であったが、手応えは変わることがなかった。


どうやら、あの女帝の魚エンプレスフィッシュ、一度、食べ物に食いつけば離さない、不屈の食いしん坊のようだった！


ぐん、ぐぐんっと、魚の姿が湖に浮かび上がり……。バシャン！　と音を立てて、宙を舞う女帝の魚エンプレスフィッシュ！


船に向かい跳び上がった、その大きな口から……次の瞬間、スポーンッと糸が外れた。


どうやら、ギリギリのところで危機を察知する小心者さも兼ね備えていたらしい女帝の魚エンプレスフィッシュである。


「あ！　ああ……！」


ミーアの落胆するような声。


「まかせて、ミーアさま」


その時だった。キリルが、身を乗り出すようにして、魚に手を伸ばしていた。ヌシ（仮）を空中でキャッチするべく、体を大きく湖のほうに乗り出して。


「キリル、危ない！」


ヤナの注意する声が響いた、瞬間！　ひときわ強い風が吹き、それに押されるようにして……。


「あっ……」


キリルの体が湖のほうに押されて、落ちていく！


「キリルっ！」


咄嗟とっさにヤナが手を伸ばすも、それが届くことはなく、小さな体は湖に落ちていき、落ちていき……。


どんぼっと音を立てて、湖に呑み込まれた。


「まっ、まずいですわ。引き上げないと」


慌ててミーアが立ち上がりかけたところで、隣から誰かが飛び込むのが見えた。


スラリとした長身を宙に躍らせて、綺麗な飛び込みを披露した少女、それは……。


「オウラニアさん！？」


ガヌドス港湾国の姫殿下だった。







    
  
  




第十四話　オウラニアは楽しいことのためだけに生きる


「いい？　オウラニア、あなたは、立派な姫になるのですよ？　そうすれば、あの人は……私を愛してくれるでしょう」


それは、オウラニアが幼き日、母から言われ続けた言葉だった。


オウラニアの母は、夫からの愛に飢えた人だった。


夫からの愛を欲し……渇望していた人だった。


それは、普通の夫婦にとっては当たり前のようでいて、王家に嫁いだ者にとっては贅沢な願いだった。


王侯貴族にとって、結婚は家と家との結びつき。自らの家にとって、国にとって、それがどれだけ有利になることか……合理的なメリット、政略こそが重要であって、そこに感情は必要なかった。


けれど、オウラニアの母は、夫からの愛を求めた。


政略結婚で結び合わされた縁なれど夫は夫。妻として愛されたいという強い想いが、彼女の胸を焦がしていた。


彼女は高貴なる身分の女性として家のためにその身を捧げ、義務を果たし、そのうえで夫からの愛を求めたのだ。


だから、それは当然の権利だったろうが……、彼女が愛を得ることは叶かなわなかった。


彼女の夫、ガヌドス国王は、どこまでも妻への無関心を貫いた。


別に、嫌ったのではない。憎んだのでもない。


ただ……関心を示さなかった。


ゆえに、彼女は考えた。


良き跡継ぎを産み、育て上げれば、きっと夫は私を愛するに違いない……と。


オウラニアは物心ついてから、しばらくの間、そんな母の期待を背負って、日々を過ごしていた。


辛くはなかった。むしろ、母から期待されることは誇らしかったし、父に褒められるよう立派に振る舞うことも、やりがいがあった。


けれど、そんな日々は唐突に終わりを迎える。






母が、いなくなった日に。






……と言っても、別に死んではいない。


オウラニアの母は悲劇の女性ではなかった。


オウラニアが十歳になった日、母は、父から離縁された。


そのうえで、他国の貴族の男を紹介された。


そして、彼女の新たな夫となった人は適度に優秀で、温厚で……なにより、情に深い男だった。


かくて、オウラニアの母は、新たな夫からの愛を得て幸せになった。


遠回りはしたものの、彼女は幸福を得て、今では二児の母として、家族とともに幸せに暮らしている。


オウラニアによって得ようと思っていた愛を、惜しみなく与えてくれる相手と無事に出会えたのだ。


それは、完璧なハッピーエンドで……。


ただ一人……取り残されたのはオウラニアのみ。彼女に残されたものは、母の願いの残滓ざんしのみで……。


幼き日の彼女は、それをギュッと握りしめたまま、父に問うた。


「お父さま、私は立派な王女になれるように頑張ります。私は、どうすればいいですか？」


どこかの国から有能な王族を婿として迎えればいいだろうか？


それとも、どこかの国の有力者と婚儀を結び、国に殉じゅんじようか？


父が、母の代わりに新たな王妃を迎え入れれば……そして、男児が生まれれば、そういう未来だってあり得るかもしれないが、それはそれで構わない。


それも王家に生まれた者の務めだろう、と。


オウラニアは自らの役割を父に問うた。


生き方を……存在意義を、父に問うた。


そんな彼女に父は言った。


「オウラニア、お前は……なにもしなくていい」


「……へ？」


不意を突かれ、オウラニアは、パチパチと瞳を瞬かせた。


「なにもしなくて……いい？」


「そうだ。なにもする必要はない」


曖昧あいまいに頷くと、父は、オウラニアから視線を外した。まるで彼女から興味を失ったかのように……。


否、オウラニアは、気付いていた。


この、ひときわ観察眼に優れた少女は……、とっくの昔から気付いていた。


父がそれ以前からずっと、ずっと……！　娘になんの興味も抱いていないということを。


それだけではない。この世界に対しても、彼は、なんの興味も抱いていないのだ。


かつての妻にも、オウラニアにも、愛を注ぐことはない。さりとて、放棄もしない。王宮から追い出すようなこともしない。


ただただ無関心で、なにもしない。


ただ、黙って成り行きを眺めるのみ……。


それこそが、父、ガヌドス国王、ネストリ・ペルラ・ガヌドスであるということ……。オウラニアは理解していた。


知っていたのに、見ないふりをしていたのだ。


いつか、父が自分を見てくれる日が来るのではないか、と。そうすれば、母はきっと喜んでくれるに違いない、と……。


それだけを導しるべに生きてきた彼女は……その瞬間、生きる意味を失った。


「王族の義務など果たすことはない。なにができようができまいが、関係ない。このガヌドスの次の統治者はお前になるだろうが、だからといって、なにかをする必要はない」


オウラニアの耳に父の言葉が届く。


「好き勝手に生きるがいい」


酷く冷淡で、乾いた言葉が……。


──それはー、私が必要ないっていう意味ですかー？


心の中に浮かんだ問いを口にすることなく……。


オウラニアは、迷子になった。


今まで彼女の指針としていたものは幻のように消え……どう生きればいいのか、わからなくなった。


周りの者たちも、彼女に生きる目的を与えることはなかった。


彼女は、自由になんでもできたし、なにをせずとも注意されるようなこともなかった。


いてもいなくても同じものとして、無関心の中を、ただ無為に過ごした。


そうして……、いつしか、オウラニアは思うようになっていた。


なにもしなくていいのなら……なにも求められていないのなら、楽しいことだけのために生きていこう、と。


なにも期待されず、自分が生きることになんの意味もないのであれば、好き勝手に生きてなにが悪い……と。


だけど……楽しいことのためだけに自由に生きる日々は、あまり楽しいものではなかった。






──なーんで、そんな昔のこと思い出してるのかしらー？


湖に飛び込んだオウラニアは、沈んでいく男の子に向かって、懸命に泳いでいく。


──っていうか、どうして、私、こんなことをー？


そうは思うものの、手を止めることはない。


──そもそもヴァイサリアンなのに泳げないとか、どういうことかしらー？　海賊の子なのに泳げないとか、ほんと、どういうことなのかしらー？


手足をバタつかせながら、湖に沈んでいく男の子。


体の力さえ抜けば、難なく浮くというのに、そんな簡単なことすら知らぬ……馬鹿な、ヴァイサリアンの子ども……。海に生きる民のくせに、釣りの仕方一つ知らない仕方のない子……。


恐ろしい海賊を助ける必要などない。


そんなもの、放っておけばいいのに……気付けば、体は勝手に動いていて……。


──さっき、笑ってありがとうって言われたのが嬉しかったからとか……。まさか、そんなことでー？　私、ちょっとチョロすぎないかしらー？


頭の中にモヤモヤ浮かぶ疑問の答えも出せないまま、オウラニアはキリルに、懸命に手を伸ばすのだった。







第十五話　いい話風にまとめると……


キリルの落下と後を追うようにして湖に飛び込んだオウラニア。


事態の急転に、ミーアは目をぐるぐるさせるばかりだった。


──こ、これは、どど、どうすれば……。あっ、そうですわ。ヌシを釣り上げかけたわたくしの腕前をもって、キリルとオウラニアさんを釣り上げれば……。


などと、間違っているような、でも、微妙に間違っていないような？　ことさえ考えてしまうミーアである。


一方で、


「だっ、だめ。ヤナちゃんまで、溺おぼれちゃいますよ」


慌てた声。視線を向ければ、そこには、ヤナを後ろから抱いて止めるアンヌの姿があった。


さらに、別の場所では……。


「王子殿下は、どうかこちらでお待ちを。上から引き上げてください」


素早く、男子勢に指示を与え、華麗に飛び込んだのは、釣り師サンテリ・バンドラーである。


オウラニアとキリルのもとにすぐさま飛び込んでいく勇ましき湖の男の姿が、そこにあった……のだが……？　そもそも、彼は、釣り師だっただろうか……？　なにかもっと、重要な仕事に就いていたような気がしないではないのだが……。


ともかく、サンテリと船の船員が湖に飛び込んでいく。


っと、そこで、キリルを抱きかかえたオウラニアが、水面に浮上した。


少し流されたのか、船からやや離れた場所だった。


キリルの頭を自分の左肩の上に乗せるようにして抱きかかえ、背浮きのまま、こちらに近づいてくる。


その横にサンテリらが近づいていき、サポートしていく。


さらに彼らを、船上からアベルとシオン、キースウッドが引き上げる態勢を整えていた。


一方で、令嬢たちは、その様を固唾かたずを呑んで見守っていた。


手伝えそうなことはなにもなかった。なにしろ、貴族のご令嬢というのは、基本的にそこまで泳げないわけで……。


かつて、人魚姫の肖像画のモデルにもなったラフィーナにしても、仮想イメージ仮装コスプレさせられただけで、別に泳ぎが得意というわけではない。むしろ、水浴びぐらいしかしたことがないので、泳げない疑いが強い。


なんと、ご令嬢たちの中で泳げそうなのは、下弦の海月ミーアぐらいのものだった。ミーア万能説なる珍説が生まれてしまいかねない事態である。


そうこうしているうちに、オウラニアとキリルが船に上がってきた。


けほ、けほっと小さく咳せき込み、水を吐いているキリルだったが、意識はあるらしく、どうやら無事のようだった。


一方で、オウラニアも、はぁはぁと息を切らしているが、こちらも問題なさそうだった。


ふぅー、っと安堵のため息を吐くミーアである。


「これを……」


っと、素早くティオーナとリオラが拭き布タオルを持ってくる。それで水を拭いながら、オウラニアがキリルのほうを睨にらんだ。


「泳げないのに、あんなふうに船から身を乗り出したらダメよー。今日は暖かかったからまだよかったけど、もっと寒い日なら体が固まって動けなくなってしまうんだからー」


ちょっぴり厳しめの注意をしてから、今度はヤナのほうに目を向ける。


「あなたもよー。海賊のくせに水場での振る舞い方がなってないわー。弟から注意を逸らすなんて、言語道断なんだからー。もっと気をつけなさい！」


ぴしゃり、と怒気のこもった声で言う。


「ごっ、ごめんなさい……」


ヤナが、首をすくませて、頭を下げた。


熟練の釣り師による、釣り初心者へのお説教には、実にまっとうな説得力があった。


──ふむ、正論ですわね。姉には、幼い妹弟の面倒を見る責任というものがあるのでしょうし、注意を怠れば大変なことになる……うん？　責任……？


ふと、そこで、ミーアの頭に冷静さが戻ってきた。


つい先ほどまでは、キリルが落ちたことで、それを助けることだけで頭がいっぱいになっていたが……彼が船の上に引き上げられたことで、思考する余裕が出てきたのだ。


そうして、ミーアは考える。


被害が出なかった、誰の命も損なわれなかったから問題ない……はたして、本当にそうだろうか？


子どもが湖に落ちて、それを助けるために一国の姫君が水に飛び込んだのだ……。


そこに、本当に問題はなかっただろうか……？


無論、言うまでもなく、そんなことはない。責任問題は生じるのだ。


では、それは、誰の責任か……？


今回の準備を整え、なおかつ危険な釣り場に案内したサンテリの責任はあるだろうが、大本をたどれば、この釣り大会の開催を主導した……。


──あら、もしや、これって、巡り巡ってわたくしのせいにされるやつなんじゃ……？


そのことに気付いた瞬間、ミーアの背中に冷たい汗が流れる。


セントノエルで、危険な水難事故を起こしかけた責任、それを追及されたらどうなるか……。まして、飛び込み、体を張ったのは、ミーアとはあまり友好関係にないオウラニアである。追及される可能性は極めて高い！


──ふむ、これは、先手を打つべきですわね。


刹那の決断、ミーアは即座に動きだす。


ヤナのほうを見て、まだ、プリプリお説教をしているオウラニアの手をそっと握って……。


「オウラニアさん、あなたがいてくれて、よかったですわ」


ミーアは、静かに、穏やかに言った。


「え……？」


驚くオウラニアの、その瞳を真っ直ぐに見つめて、ミーアは続ける。


「あなたがいなければ、キリルが溺おぼれて大変なことになっていたかもしれませんわ。姫の身でありながら躊躇なく飛び込み、無垢むくなる子どもを助けるその思いやり、わたくし感動いたしましたわ。泳げて、なおかつ、そのような心の持ち主であるあなたがこの場所にいた……これは、まさに神の配剤はいざいと言っても過言ではないのかもしれませんわ。本当に、感謝いたしますわ」


そんな、ちょっぴり大仰な言葉を、熱量を込めて語るミーアである。


そう、ミーアの狙いは、ずばり……いい話風にまとめて、責任の追及を有耶無耶にしてしまうこと、である。


ちょっとしたアクシデントが起きたが、その場に居合わせた泳ぎ名人の姫オウラニアの活躍で事なきを得て、よかったね……と、まぁ、こんな具合でまとめてしまいたいのだ。


オウラニアは、なにやら、口をもにゅもにゅさせつつ……。


「べ、別にー？　わ、私は、お礼なんか言われることしてないしー。た、ただ、私は、そう。あのヌシを私の手で捕まえてやろうと思って飛び込んだだけでー、海賊の子どもがどうなろうと、全然、興味も何にも……」


などと早口に言うオウラニアである。その口調は、嬉々として魚の説明をしている時と同じぐらい早口だった。


っとその時だった。ヤナがオウラニアに頭を下げて……。


「それでも、ありがとうございました。弟を助けてくれて……。キリルは、あたしの唯一の家族なんです。だから、本当に、ありがとうございました」


「だっ、だからー、海賊の末裔まつえいにお礼なんか言われても─」


と言いつつも、オウラニアの頬は赤く染まっている。それを見て、周りの者たちは穏やかな、優しい笑顔を浮かべていた。


とても……いい雰囲気だった。


本当であれば、そこで終わらせてもよかったのだが……。


「とはいえ、今後、こうした事故が起こる可能性も考慮に入れておくべきですわね。今回は、オウラニアさんのおかげで何事もありませんでしたけれど、次またオウラニアさんのような方がいてくれるとは限りませんし……」


ミーアは、それからラフィーナに視線を振る。と、ラフィーナは一つ頷いて。


「ええ、ミーアさんの言う通りね。今回は、イレギュラーの事態で、危険な釣り場に来てしまったとはいえ、同じようなことが起こるかもしれない。泳げる者の随伴ずいはんはもちろん、危険地域への立ち入り禁止は厳げんにすべきだわ」


穏やかなラフィーナの声に、サンテリが深々と頭を下げるのであった。






と、まぁ……このようにして。


起きてしまった事故の責任をいい話で有耶無耶にしつつ、今後の事故防止への対策をきっちりやるよう指示を出すことで、責任を果たした風を装うミーアなのであった。







第十六話　……かげんの海月、ミーア姫


港に戻った一行は、そのままそこで解散になった。


サンテリらは、他の釣り場の様子を見るために散っていき、隊長ベルを筆頭に特別初等部の子どもたちは、焼き魚料理体験授業へと移行する。


随伴するのは、ベル、シュトリナはもちろんのこと、熾火おきびでの焼き料理には定評があるリオラや、みじん切りには定評があるティオーナ。さらに、無言でキースウッドが付き従う。


アベルとシオンも、どうやら、そちらに参加するらしい。


一方で、湖に落ちたキリルとオウラニアは体を温めるべく、学園の大浴場へと連行された。こちらは、キリルの付き添いとしてユリウス先生が。そして、オウラニアのほうには、ミーアとアンヌ、ラフィーナ、クロエ。


さらには、キリルを待つ間のついでということで、ヤナとパティが同行することになった。






一通り体を洗い流してから、オウラニアは湯の中に身を浸ける。じんわりと湯の熱さが肌にしみこんできて……思わず、ふぅっと吐息が漏れた。


──思ってたよりも、体が冷えてたみたいねー。


暑さが残っているとはいえ、今は秋だ。泳ぐには、当然、気温が低いわけで……。


ほんのりと顔を赤くしながら、はぁ、っと息を吐く姿は、ちょっぴり色っぽくって。


誰とは言わないが「おふぅっ！」などとアレな吐息を零すどこかの姫君とは大違いであった。同じ姫殿下なのに、大きな違いであった。まぁ、誰と比べてとは言わないが。


──あーあ、魚釣りの大会なのに、ぜーんぜん、楽しくなかったわー。


お湯の中、ぼんやーりと天井を眺めながら、オウラニアは思う。


──というかー、どうして、私が、海賊の子どもなんか助けなきゃいけなかったのかしらー？


今、考えてもまるでわからない。どうして、自分があんなことをしなければならなかったのか……。いや、どうして、あんなことをしてしまったのか……。


「うーん……」


オウラニアは膝を抱え、丸まるようにしてお湯に浸かる。顔の半分までお湯に沈めて、ブクブクと泡を吐きながら、ムーっと唸り声を上げる。


頭に響くは、先ほどの言葉……。


『オウラニアさん、あなたがいてくれて、よかったですわ』


『キリルは、あたしの唯一の家族なんです。だから、本当に、ありがとうございました』


ミーアの言葉と、ヤナの、素直で真っ直ぐなお礼……それを思い出すたびに、なんだか……。


バシャバシャとお湯を顔にかけて、オウラニアは、再びため息。


──あーあ、やっぱり、ミーア姫殿下に近づくんじゃなかったわー。


その要注意人物ことミーアは、今、ちょうど頭を洗っていた。しかも自分のじゃなく、特別初等部の少女のを、である。確か、パティとかいう名前だっただろうか……。


──ミーア姫殿下にどこか似てるけど、親族の子かしらー。それにしたって、お姫さまなのに洗ってあげるなんて、変なのー。


ミーアのそばでは、あの、ヴァイサリアンの少女、ヤナが、ミーアのお付きのメイドに頭を洗ってもらっていた。ギュッと目を閉じ、体を固まらせるヤナに、やっぱりオウラニアは首を傾げる。


──水が嫌いなんて、あの子も、やっぱり変だわー。海賊のくせにー。というか、あの子の弟も情けない。泳げないし、釣りだってできない。あんなんじゃ、生きていけないじゃないの。


船を使い、各地の港を襲い、人々を攫さらっていく。それこそが恐ろしい三つ目の海賊ではないか。それなのに泳げなかったら、船から落ちただけで死んでしまう。いったい、あの子たちはどうやって生きていくつもりなのだろう、と少し心配になりかけたところで、オウラニアは、首を振った。


──って、そんなの私には関係ない話だったわー。どうでもいいわ。うん。ともかく、釣りだけしていたかったのに、こんなの、ぜんっぜん、楽しくない、楽しくない、楽しくない!!


確認するように……あるいは、自分に言い聞かせるように、つぶやく。


そう、楽しくない……そのはずなのだ。まったくもって楽しくなんかなかったはず……なのに……だというのに……。なぜだろう……？


その胸にあるのは、満ち足りた感覚だった。


体験したことがないような……いや、でも、遠い昔に感じたことがあるような……どこか懐かしい充足感……。


その正体がなにか、と考え込んだ、その時だった。


「オウラニア姫殿下、少し、よろしいかしら？」


見上げると、そこに立っていたのは、ラフィーナ・オルカ・ヴェールガであった。


聖女ラフィーナは涼やかな笑みを浮かべたまま、オウラニアの隣に身を沈める。


「ええとー」


「少しお話をしようと思ったのだけど、構わないかしら？」


──あんまり、気は進まないんだけどー。


なにしろ、相手はミーアの親友を公言してはばからない人である。


できれば、あまりお近づきになりたくはなかったが……。


無意識に体を離しかけたオウラニアであったが……反対側には、いつの間にやら、クロエが座っていた。


お風呂の中だというのに、眼鏡をかけたままだったため、そのレンズは思いっきり曇っている。それを、お湯に浸けて湯気を取ってから……、改めてクロエが見つめてきた。


──あら、これってー。






オウラニアは、知らなかった。


水の上が、ガヌドスの姫君たるオウラニアのテリトリーとするならば、この大浴場が誰のテリトリーなのか……。


この大浴場こそが、（いい湯）下弦かげんの海月くらげことミーアの絶対的縄張りであることなど……オウラニアは知る由もないのであった。







第十七話　ミーア姫、成長する


さて……風呂好きミーアが、浴槽に行かず、パティの背中を流してあげているのには、わけがあった。


それはもちろん、今のうちにお祖母ちゃん孝行しておこう！　などという殊勝な心掛けではなく……ヤナへのフォローをするためだ。


──弟を危険に晒さらした者と思われては、後の禍根かこんにもなりかねませんし。


客観的に見て、ヤナは、取るに足りない子どもだ。仮に、ミーアに恨みを抱いたところで、さほどの脅威とは思えない……というのは、大きな誤りだ。


ミーアは決して、その恨みを軽視しない。なぜなら、ミーアは、ルールー族という取るに足らない小部族の恨みで、痛い目を見ているからだ。


──帝国末期の帝国軍によって壊滅させられたルールー族。そのわずかな生き残りがああも恐ろしいものに変貌へんぼうした……。というか、リオラさん一人だって、恨みに駆られた姿は恐ろしいものでしたわ……。わたくしの安眠のためにも、ヤナにはしっかりとフォローをしておかなければ……。


かといって、いくらなんでも平民の子どもであるヤナの頭を洗ってあげるのは不自然。というか、さすがにわざとらしい。


ゆえにこそ、ヤナの隣に座るパティに目をつけたミーアなのである。


ミーアなりに、しっかりと間合いを読んだのだ。


「キリルが無事に助け出されて、本当によかったですわ」


ミーアは、なにげないふうを装って、ヤナに話しかける。キリルのことを心配しているアピールをすることで、「姫さまは、我々、一平民のことなんか、そこらの雑草と同じに思っているに違いない」などと言われないようにするのだ。


アンヌに背中を洗ってもらっていたヤナは、恥ずかしそうに、こくり、と頷き……。


「申し訳ありません。キリルが落ちたから……釣り大会が台無しに……」


「なにを言っておりますの？　そんなことまったくありませんわ。途中までは楽しかったですし、あなたは違いますの？」


そう尋ねてから、ヤナの立場では肯定しづらいかも、と即座に判断。


「パティは楽しかったですわよね？」


っと、すかさずパティに話を振っておく。


「はい。とても楽しかったです。ミーアお姉さま」


心得たもので、パティはすぐに淀よどみなく返事をしてくれた。


「きっとほかの子どもたちだって楽しかったはずですわ。だから、あなたもキリルも、落ちたこと自体は気にしないで。それ抜きにしても、楽しくなかったのなら、申し訳なかったですけど……」


と言うと、ヤナはもう一度、ぶんぶん、っと首を振り、そして……。


「楽しかったです。釣り、したことなかったから……」


それから、ヤナは少しだけ、考えてから……。


「ここに来てからは……ずっと楽しいです。楽しいって思える、余裕があります。前は、生きていくだけで精いっぱいだったけど、今は……。キリルもよく笑うようになりました」


「そう。それならば、今日のことも罪悪感ではなく、楽しい思い出として記憶してもらえれば嬉しいですわ。ちょっとしたアクシデントも、振り返ってみれば楽しい思い出……と、そのぐらいに思っていただければ……」


「ミーアさま……」


こちらに目を向けてきたヤナに、ニッコリと笑みを浮かべて、


「ああ。それと、くれぐれもキリルを叱しかってはいけませんわよ？　危ないことをしたことについては、しっかりと注意するべきですけれど……。わたくしが釣り上げた魚を思ってのことですし、むしろ、わたくしはお礼を言うべきだと思っておりますわ」


そうして、じっくりとフォローをした後、ミーアは立ち上がる。


「さて、それじゃあ、わたくしもお湯に……ん？　あら……？　あれは……」


浴槽のほうに目を向けた時、ミーアの嗅覚が敏感に、新たな危機を察知する。


ラフィーナとクロエがオウラニアと話している光景、そこに、何やらきな臭さを覚えたのだ。


（いい湯）下弦の海月ミーアにとって、浴場は自らの縄張り。勘が働きやすくなるのだ。


すすす、っと音もなく、そちらへ近づいていく……っと。目ざとくミーアを見つけたラフィーナが声をかけてきた。


「ああ、ミーアさん。ちょうどよかったわ」


お湯に温められて、ほんのりと赤く染まった頬、その顔に穏やかな笑みを浮かべて……。


「そろそろ、ミーアさんが、この前から考えていることを聞きたいと思っていたところなの」


ラフィーナは、静かに言った。それから、火照ほてった体を冷ますように、お湯から上がって、浴槽の縁に腰かける。


……どうやら、ラフィーナはそれなりの長期戦を想定しているようである、のだが……。


──はて？　わたくしの、考えていること……？


無論、ミーアには思い当たるものはなにもない。なんのことやら、といったところである。


今まで、今日の不祥事の責任を追及されないことで、その小さな頭はいっぱいいっぱいだったのだ。


けれど、そこはそれ、数多の危機を乗り越えてきたミーアである。


傾げかけた首をぐるん、と回し、首の体操をした風を装いつつ……。


「なるほど、そういうことですのね……」


っと、小さく頷く。


オウラニアが、なにやら、疑わしげな目を向けてきている気がしたので、あえて、そちらに目を向けることなく、ミーアはお湯の中に身を沈める。


とりあえず、お湯を味わうふりをして……考える。考え、考え、考える！


そうして、しばしの黙考の後、ミーアは静かに目を開き……言った！


「ええ。そうですわね……、それでは、この場で……答え合わせをしましょうか」


そこで再び目を閉じ、腕組みし、ラフィーナらの見解を聞く構えを取る。


そうなのだ、ミーアとて生徒会長として、幾多の会議を経て、成長しているのだ。


イエスマンに徹さんとするその際の言葉遣いと語彙ごいについては、かなりの成長を見せるミーアなのであった。


「うふふ、そうね。私たちの出した答えが合っていればいいのだけど……」


そんなミーアの言葉を聞いてラフィーナは、嬉しそうに頷いた。







第十八話　ミーア姫、自らの考え（注：ラフィーナ曰くの）の解説を求む


「では、私から話をするわね。実は先日、クロエさんと話していて……」


と、そこで、ミーアは静かに手を挙げた。それから素早く思考を巡らし……。


──オウラニアさんが、この場にいるということは、彼女にも聞かせたい話のはずですわ。ならば……。


一つ頷いてから、


「ラフィーナさま、ここは、オウラニアさんにもわかりやすくお話ししていただけると助かるのですけれど……」


そう言うと、ラフィーナは心得たとばかりに頷き、


「もちろん、そのつもりよ。大切なことですものね」


そうなの？　と首を傾げたくなるも、グッと堪えて、ミーアは微笑む。


オウラニアにもわかるように話してくれるということは、同時に、ミーアにとってもわかりやすく話すということだ。イエスマンにとって、提案者の意見をしっかりきっちり把握することは重要なことなのだ。


「それは助かりますわ。では、改めて聞かせていただきますわ」


そうして、ミーアは目を閉じる。ポカポカしたお湯で頭がポーッとなってくるも、ラフィーナの話に集中、聞き逃さないように気をつけて。


「それでは、改めて。私は先日、図書館でクロエさんと相談したことがあったの。ミーアさんが、セントノエル・ミーア学園の共同研究として、どんなことを考えているのか……」


──ああ、そう言えば……そんなこともありましたっけ……。


言われるまで、すっかり忘れていたミーアは、お湯に浸かっているのに、背中に、冷たい汗が流れるのを感じる。


そんなこととは露知らず、ラフィーナの話は続く。


「それで……。そうね。オウラニア姫、ミーアさんがどうして突然、釣り大会がしたい、なんて言ったのか、わかるかしら？」


「えー、それはもちろん、釣りが楽しいからでー」


などと、釣り好き一直線なオウラニアの答えを、ラフィーナは笑顔で寛容に受け止める。


その笑顔、まさしく慈愛の聖女のごとく……。


そうなのだ、端的に言ってしまうと今日のラフィーナ、なにげにちょっぴり機嫌がいいのだ。


なにしろ、お友だちと一緒にお風呂に入り……しかも、一緒にクイズを解くなどという、ちょっとした戯たわむれをしているのだ。


これは、ラフィーナの持つお友だちイベントのイメージを直撃するような出来事であって、涼しい笑みを浮かべてはいても、彼女の心はウッキウキと弾んでいたのだ。


なので、オウラニアのちょっぴり的外れな答えにも、笑顔でいられるのだ。


「もちろん、楽しいから、というのは一つの理由でしょう。特別初等部の子どもたちを楽しませるのは良いことだし、オウラニア姫を歓迎したい、という狙いももちろんあったのよ？　帝国とガヌドス港湾国とはお隣同士。ミーアさんが仲良くしたいというのはよくわかるわ……それと……」


と、そこでラフィーナの声色が、微妙に変わる。


「あなたが、ミーアさんを避けていたということも聞いているわ。ミーアさんは隠そうとしていたみたいだけど……まぁ、いろいろと事情があることでしょうし、ミーアさんも大事にしたくないようだから、その件については、今回は不問にするとして……」


ミーア、チラリと横目でラフィーナの顔を見る。っと、


──ひ、ひぃいいっ！　ら、ラフィーナさま、目が笑っておりませんわ！


その瞳に力強き獅子の怒りを見て、ミーアはすぐさま目を閉じる。


──わたくしは、なにも見ませんでしたわ。見てないものは、なかったのと同じことですわ。わたくしはなにも見なかった。だから、ラフィーナさまも怒りまくってなどいない……。


などと自分に言い聞かせている間にも、話は進んでいく。


「実はね、オウラニア姫は知らないでしょうけれど……先日来、生徒会で話し合っていたことがあるの。それは、セントノエル学園とミーア学園との共同研究について……」


「共同研究？」


「そう。この大陸すべての民を救うための研究……。飢饉ききんに対する研究よ。あなたは、知っているかしら？　ミーアさんがなしてきたこと……。各国を襲っている小麦の不作と、それを飢饉としないための対策のことを……」


そうして、ラフィーナは説明する。これまでのミーアの活躍を、だいぶ誇張を加えて、誇らしげに、高らかに……。


それを聞いたオウラニアは、思わずと言った様子で目を見開き……。


「そんなことがー」


「今回は、小麦ではなく、別のものが研究テーマになるのだけど……クロエさんは、それを魚だと見た、そうよね？」


ラフィーナの視線を受け、クロエが小さく頷く。


「はい。少し前、お風呂でミーアさまがお魚のことをすごくよく話されていて……。だから、そうなんじゃないかなって、思ったんです」


「魚……？」


オウラニアは首を傾げる。


「そう。オウラニア姫、あなたも覚えがあるんじゃないかしら？　ミーアさんから、魚について聞かれたこと……」


「ああー、そういえば、さっき釣りしてる時も、すごーくしつっこく聞かれたかもー」


それから、オウラニアは驚きに目を見開いて……。


「まさか、あれがー、意味のあることだったなんてー」


──いや、あれは、あなたが勝手に……。


思わず言ってやりたくなるミーアだったが、グッとそれを呑み込んだ。


──しかし、なるほど。魚の研究。虫とかと同じく、今まで食べていなかった魚を食べられるようにする、とか、そんな感じかしら……？


なぁんて推理していると……。


「つまりー、釣り方の研究とか、食べ方の研究とかそういうことですかー？」


「いいえ、違うわ」


オウラニアの質問に、ラフィーナは自信満々の顔で首を振って……。


「ミーアさんが考えていること、それは、魚の養殖ようしょくよ……」


それから、ミーアのほうを見て、ラフィーナは涼しげで……控え目なドヤ顔をして！


「どうかしら？　ミーアさん」


対して……。腕組みしたまま、目を閉じていたミーアは……しかつめらしい顔をして……。


「ええ……まぁ、そんな感じですわ。よく、おわかりになりましたわね？　ええと、なぜ、養殖だと……？」


再び、解説を求める、聞き上手のミーアなのであった。







第十九話　ミーア、ラフィーナの推理を……採用する！


「そうね……。いろいろ考えるヒントはあったわ。例えば、ミーアさんの夏の過ごし方とか……」


「わたくしの夏の過ごし方……というと、旧クラウジウス領へ行ったこととか……」


「いいえ。その前、親戚のヒルデブラント・コティヤール殿と会ったと言っていたでしょう？　そして、コティヤール領は服飾が盛んな土地。絹織物も多くあるわね。そして、絹といえば……」


「月糸虫シルクワームですね」


クロエが、スチャッと眼鏡を直しつつ言った。


「ミーアさまは、ヒルデブラントさまと久しぶりにお会いになったことで、月糸虫シルクワームの養蚕業から連想して、魚の養殖に行きついたんじゃないか、と、そう推理しました」


「なるほど……。月糸虫シルクワームのように魚を飼い育てる養殖を発想したと……」


唸るミーアに、クロエは嬉しそうに続ける。


「あ、ちなみに、絹糸を吐く月糸虫シルクワームのこともついでに調べたんですけど、茹ゆでると食べられるって書いてありました！」


などと余計な情報を追加するクロエを見て、ラフィーナは、


「ええ……まぁ、それはまた今度ということで……」


華麗なステップでかわしにかかる！


そうなのだ。ダンス上手として知られるミーアであるが、ラフィーナとて公爵令嬢。ダンスの腕前では負けていない。事前に危険がありそうだ、とわかっていれば、避けることなど容易いことなのだ。


ということで、涼しい笑みでクロエの言葉をスルーしてから、ラフィーナは話を元に戻す。


「とはいえ、これは少し強引な発想だったと思うわ。『養殖』という答えが先にあったからこそ言えることね。それよりも、直接的にヒントになったのは……やっぱり今回の釣り大会かしら？」


ラフィーナは頬に指を当てて、悪戯っぽい笑みを浮かべる。


「釣り大会が、ですの？」


「ええ。そう。いきなり、生徒会でミーアさんが提案した時には、すごくびっくりしたわ。どうして釣り大会なんだろうって……クロエさんと思わず頭を悩ませてしまったわ」


「はい。ラフィーナさまと、すごく考えたんですよ。釣り大会を開く意味はなにか……。最初は、ミーアさまがおっしゃられていた通り、オウラニア姫殿下を歓待するためだけかと思ったんですけど……」


湯気で真っ白く曇ったレンズをキラリと光らせ、クロエは言った。


「思い出したんです。前にお父さまが、ミーアさまのすることには、いくつもの意味があるんだって言っていたこと……。だから一生懸命、考えました。釣り大会に隠された意味を……」


クロエの言葉を引き継いで、ラフィーナが口を開く。


「それでね、話しているうちに、原点に立ち返ろうということになったの。そもそも、この共同研究をする意義はなんだったかって……」


「共同研究の意義……？」


首を傾げるオウラニアに頷いてから、ラフィーナは言った。


「共同研究によってセントノエルの名を出すのは、研究の内容を周辺国の有力者に受け入れやすくするためだった。もしかしたらそれと同じことを、ミーアさんはしようとしているんじゃないか、と、そう考えたの……」


ラフィーナはお湯の中に、その身を沈めてからミーアのほうを見て……。


「単刀直入に言うわね。ミーアさん、あなたはこの釣り大会を開くことで……各国の貴族に『釣り』という娯楽を流行らせようとしたのではないかしら……？」


その問いかけに、ミーアは思わず「おお！　なるほど！」などと感嘆の声を上げかけるも……実際に声を上げたのはオウラニアだった。


「なるほど！　つまり、この学園に集う各国貴族の子弟を釣り好きにしてしまうとー？」


釣りの楽しさを熟知するオウラニアは、昔から疑問に思っていたのだ。なぜ、他国の貴族は、釣りを嗜たしなまないのか？　もしも、一度でもやってみれば、きっとみんなハマるに違いないと……、確信を持っていたのだ。


だからこそ、ラフィーナの理屈がよくわかった。行事という形でやらせてしまえば、趣味として普及させるのは簡単なことで……。


「でも、釣りが趣味になると、なにかいいことがあるんですかー？」


「もちろんよ。民を飢えさせないために、という理由では素直に聞く貴族たちではないけれど、楽しい趣向のためならば、どうかしら……？　彼らはきっと、お金を惜しまないのではないかしら？」


澄まし顔で瞳を閉じて、ラフィーナは、まるで指揮でもするかのように、人差し指をふりふり続ける。


「では、ミーアさんが彼らにさせようと思ったことは何か……？　釣りを流行らせて、何にお金を使わせようとしたのか？　領内のよい釣り場を探すことかしら？　それとも、今まで食べられていなかった魚を探すこと？　いいえ、そうじゃないでしょう」


もったいをつけるように言葉を切ってから、ラフィーナはミーアを見つめる。


「ミーアさんが狙ったこと、それは、各国の貴族に、屋敷や領内に池を作らせること。そこで魚を育て、いつでも釣りが楽しめるようにすることじゃないかしら？　それこそ、オウラニア姫のような、王族が釣り好きになれば、接待のためにそういう施設を作ろうという貴族も出るかもしれない。もしかしたら、そこにたくさん魚を放流して釣りやすくする、みたいな……気遣いも、必要になるんじゃないかしら？」


「なるほどー。確かに私みたいな玄人くろうとは、そういうわざとらしいのは好きじゃないですけどー、たくさん釣れたほうが楽しいって人はたくさんいそうですねー。私は玄人だから、そういうの好きじゃないですけどー」


うんうん、っと頷くのは、ガヌドスのベテラン釣り師オウラニアである。


「では、そんな貴族にこう提案したら、どうなるかしら？　釣りごたえがあって、育てやすい魚があります、と。そして、実は、その魚がいざという時には、食料として、人々に提供できるものであったとしたら？　どうなるかしら？」


鼻歌でも歌いださんばかりに楽しげに、ラフィーナは続ける。


「食べ物がなくて民を切り捨てることは、あるいは許容されるかもしれないわ。仕方がないことだったって……。自分の子どもや家族に食べさせるためのものしかないと貴族が言い張れば、王はなにも言えないのではないかしら……まぁ、私は許さないけれど……」


ぼそり、と付け足された一言が怖くて、ミーアは、ラフィーナの顔からそっと目を逸らす。


「けれど、もしも食べ物があるとして、それを趣味に使うものだからと出し渋る貴族がいたら……たぶん、私でなくとも許さないでしょう。各国の貴族たちは娯楽のために金を出しているつもりで、気づかぬうちに飢饉への備えのためにお金を出すことになる。それも、大喜びでね。それこそが、ミーアさんの狙いなのではないかしら？」


「それに、研究が進めば、もしかしたら、繁殖力に優れたもの、成長力に優れたものを見つけられるかもしれません。普段から、お魚を養殖して備えることは重要ですが……もしも、飢饉が発生した地域に魚を運び入れて、そこでも養殖する技術ができたら……。小麦による一時的な支援と、魚の養殖による中長期的な食料自給体制の確立。それが実現できたら本当に画期的です」


白く曇った眼鏡をキラキラリンッと輝かせて、クロエが付け足す。


その補足に、ラフィーナは満足げに頷いてから、ミーアのほうに目を向けて、


「これが、私たちの答えなのだけど……どうかしら？　ミーアさん」


問いかけに、それまでずっと黙っていたミーアは……静かに目を開けてニッコリ頷いた。


「ええ……。概ね正解ですわ。オウラニアさんを歓待するのが、もちろん第一目標ではありましたけれど、今言われたようなことも、頭になかったわけではありませんわ。お二人が言ったようなことほど、具体的ではありませんでしたけれど……ほほほ」


笑い方が若干、ヘンテコになるも、なんとか、普通の返事をするミーアである。


実際のところ、あまりの論理の飛躍に頭がクラクラしかけていたのだが……。


──よくよく考えれば、ラフィーナさまとクロエが言っていることは、とても理に適っていますわ。


良いアイデアが提案されれば、躊躇なく、迷いなく、即断即決する。それこそが熟練の海月ミーアである。


数多あまたの生徒会の会議で鍛え上げられたミーアは、思わぬ提案であったとしても、検討し、良いものであれば聞き入れる。柔軟さを持っているのだ。


柔らかきこと海月のごとき、ミーアなのであった。


「そして、これも予想なのだけど……ミーアさん、もしかして、今回の件にオウラニアさんにも協力してもらおうと思ってないかしら？」


さらなるラフィーナの問いかけに、ミーアは、穏やかな顔で頷いた。


「ええ。無論ですわ。あれだけ魚に詳しいのですから……。ぜひとも協力していただかなければなりませんわ」


それから、ミーアはオウラニアのほうに目を向けて。


「どうかしら？　オウラニアさん……」


「……どうして？」


「え？」


静かに視線を上げたオウラニアは、ミーアのほうを真っ直ぐに見つめてから……。


「どうして、ミーア姫殿下は、民のためにこんなに頑張っているんですかー？」


迷子の幼子のような、すがるような……どこか切実な表情で言った。







第二十話　ミーア姫、真摯しんしに答える


「どうしてって……、不思議なことを聞きますわね。そんなの、決まってますわ」


ラフィーナらの提案に乗った勢いで、ミーアはペラペラとその問いに答えようとして……オウラニアの顔を見て──考えを改める。


無論、適当なことを言うこともできた。


民を思ってのことだとか、姫として当然のことだとかなんとか……耳心地のよい言葉を適当に言うことは、できたのだ。


日夜、自らの行いを、誇張した脚色によって日記帳に書きつけるミーアは、その手の語彙を鍛えられている。だから、綺麗事なら、いくらでも口にできたのだ。


でも……ミーアはそれをしなかった。


なぜなら、オウラニアの問いかけが……まるで、過去の自分からの問いかけのように感じられたから。


──そうでしたわね……わたくしは、シオンに対して、腹を立てていたんでしたわね……。


レムノ王国に潜入した時のことを思い出す。


なぜ、まだ間に合うタイミングで注意してくれなかったのか？　と、かつてミーアはシオンに怒ったことがあった。手遅れになってから正義の味方面してくるなんて、酷いじゃないか！　と。


──今のオウラニアさんは、昔のわたくしと同じですわ。きっとこのままワガママ放題を続ければ、断頭台の運命に乗ってしまうはず……。断頭台への道は広く、なだらかで、とても歩きやすい道ですものね……。であれば、ここは半端な言葉ではなく、心からの言葉で、誠実に答えてやるべきですわ。


と、そうは思うものの、実際には簡単ではない。


なにしろ、ラフィーナとクロエが興味津々とばかりに、ミーアに視線を注いでいたためだ。


自分が断頭台にかけられないように、全力で頑張ってるだけですから！　などと、素直には言えない。なので、ミーアは知恵を振り絞り……自らの行動の要約を試みる。


「なぜ、こんなことをするのか……。それはもちろん〝わたくし自身〟のためですわ」


そう言って、ミーアは宣言する。


すべては、自分ファーストであると。


それこそが首尾一貫、ミーアが胸の中心に置いていることである以上、隠すことはできない。


「ミーア姫殿下……自身のため？」


ミーアの言葉に込められた熱量に気圧されたのか、オウラニアがゴクリ、と喉を鳴らした。


「ええ。そうですわ。わたくし自身のため」


ミーア、力強く頷いて……。


「わたくしが……これから先もずっと、この歩みを続けていくためですわ！」


歩みを断ち切られるような、断頭台の運命から逃れて、生き永らえるためだ、と。


すべては、そのためなのだ、と！


ミーアは、拳をグッと握りしめ、最大限の熱量を込めて語る！　語る！


「そして、願わくば帝国の姫としての歩みを、その姫に相応しい歩みを続けていきたいと、そう思うばかりですわ」


まぁ、最悪、どこかに亡命して平民になってもいいけれど、できれば今のまま姫として、姫に相応しく美味しいものを食べて、たっぷり寝て……それなりにぐうたら過ごせればベスト……。


「そのために、わたくしは頑張っておりますわ」


そうして、ミーアはオウラニアに微笑みかける。


「それがわたくしなりの答えですけど……いかがかしら？」


「姫らしく……、姫に相応しく……」


「ええ。だって、せっかく一国の皇女に生まれたのですもの……。姫としてできることを模索し、やらなければもったいないですわ」


皇女でなければ、できぬ贅沢がある。


例えば、何人かでケーキを分け合わなければならない状況において、上にのった美味しいイチゴは、まず間違いなくミーアが食べられる。


あるいは、美味しいキノコ鍋。程よく煮えたキノコに一番にフォークを刺す、一番茸きのこの栄誉に与あずかるのは、姫君たるミーアなのだ。


そんな特権を享受したい！　せっかく姫に生まれたのだから、それを行使しないのはもったいない、と考えるミーアなのである。


「自分のために……」


「ええ。わたくしのためですわ。誰に褒められるためでもなく、わたくし自身のためですわ」


順番は間違えない。


ミーアが頑張るのは姫として、断頭台の運命から逃れるため。


他人からの称賛や、与えられた栄誉というのは気持ちのいいものだし、断頭台の運命を遠ざけるものではあるかもしれないが……どちらが主しゅでどちらが従じゅうかを間違えるのは危険だ。


大事なことはあくまでも〝自分〟が断頭台にかけられないこと。


そうして、ミーアは朗らかな顔で、オウラニアを見つめた。


「誰に褒められるためでもなく、自分のため……。ああー、そうかー」


オウラニアは深く……深く、ため息を吐き、どこか脱力した顔をした。それは、まるで、憑つき物が落ちたかのような……すっきりとした顔だった。


それから、彼女はスッと背筋を伸ばして、ミーアのほうを向く。身長の高い彼女に見下ろされると、微妙に迫力があって……ミーア、わずかばかり、身を引く。


「ミーア姫殿下……いえ……」


と、そこで、オウラニアは言葉を切って、深呼吸した後……。


「我が師、ミーアさま……私に、姫としてー、生きる道を教えていただけないでしょうか？」


「…………はぇ？」


まったく想像の埒外らちがいの言葉に、ミーアは瞳を瞬かせるのだった。







第二十一話　オウラニアの胸に深々と刺さる！


オウラニアは……混乱の渦中にあった。


今日一日の出来事は、彼女の価値観を揺るがすものだったからだ。


──まさか、ミーア姫殿下にそんな深い考えがあったなんてー。


ラフィーナの口から語られる数々のミーアの偉業。


そして、今回の釣り大会に隠されていた意義……。


──魚の養殖だなんて……。しかも、それをきちんと各国に導入させる方法まで考えてるなんて……。なーんにも、考えてなさそうな顔をしているのにー？　ぜんっぜん、そーんなふうには見えなかったわー。


驚きは大きかったが……けれど、同時に納得感もあった。


なぜなら、オウラニアはすでに経験していたから……。


自分の観察眼、そして、常識がアテにならないということを……。


すぅっと視線を向けた先、体を洗い終えたヤナが、遠慮がちに、お湯に浸かっていた。


その額に見えるのは、恐ろしい海賊の証、「目」の刺青。けれど……。


──注意して見るまでもないわー。あの子が、そんな恐ろしい海賊のはずないじゃないー。


釣りの仕方を知らない海賊がいるわけがない。


エサをおっかなびっくりつけるような海賊がいるわけがない。


泳げない海賊がいるわけがない。


溺れた弟を助けた相手に、自分にお説教をした相手に、素直に頭を下げてお礼を言える子どもが、海賊のはずがない。


オウラニアは、そこで、改めて気付かされた。


──ああー、私、なーんにも、見えてなかったんだー。ミーア姫のことも、なにもかもー。


改めて、ミーアのほうを見る。


ほんのりと、白く立ち上る湯気、その向こう側、腕組みして、微かに眉間みけんにしわを寄せつつ、瞳を閉じているミーアは……なんだか、ちょっぴり威厳があるように見えてしまって……。


もしかしてミーア姫って他愛ない、ちょっぴりお馬鹿さんなんじゃ？　なぁんて、疑いすら持っていたオウラニアにとって、それは、大きな衝撃で……。


──そうだー、私が持っている価値観なんて、こーんなにも簡単に覆ってしまうんだ。それなら……。


だからこそ、オウラニアは聞いてみたかった。


「どうして、ミーア姫殿下は、民のためにこんなに頑張っているんですかー？」


父の期待に応えるためだろうか？　それとも母の期待に、だろうか？


周りの人たちの？　友の？　家臣の？


大切な人の期待に、応えるためだろうか……？


されど、オウラニアの予想は、見事に裏切られる。


ミーアは言った。


「もちろん、わたくし自身のため、ですわ」


と。


「え……？　ミーア姫殿下、自身のため？」


オウラニアは、思わず息を呑みつつも、問い返す。


──それってー、自分自身の矜持きょうじにかけて、とか、そういうことなのかしらー？　それとも、まさか、なにか自分勝手な事情があるとかー？


ミーアの顔を見たオウラニアは、すぐさま、その答えを得る。


ミーアは、微塵みじんも恥ずかしげのない、堂々たる様子で頷いてみせたから……。その威風堂々たる態度に、オウラニアは、ミーアの答えが前者であるということ……すなわち、答えは「自分の矜持のためである」と確信する……ついにしちゃったのだ！


さらに、続く言葉がオウラニアの確信を、より強固なものにする。


「願わくば帝国の姫としての歩みを、その姫に相応しい歩みを続けていきたいと、そう思っておりますの。そのために、わたくしは頑張っておりますわ」


帝国の姫に相応しい歩み……帝国の姫の名に恥じぬ歩み……。そのために頑張っているのだ、と……。


オウラニアは……思わず、ミーアに見惚みとれる。


一切の気負いもなく……ほんのわずかな気恥ずかしさのみを見せつつ、言い切ったミーア姫に。


──どうして……そんなふうに考えられるのー？


オウラニアの疑問は、言葉の形を取らなかったが……それにさえ、ミーアは答えてみせた。


「せっかく、一国の皇女に生まれたのですもの。姫としてできることを模索し、やらなければもったいないですわ」


せっかく、皇女に生まれたのだから……。


せっかく、民の上に立つ者として、いろいろなことができるのだから……。


弱き者に手を差し伸べ、助ける力を持っているのだから……。それをやらないのは、もったいない、と……。ミーアは言うのだ。


「誰に褒められるためでもなく、わたくし自身のためですわ。他者の評価など、些細ささいなことですわ」


「他者の評価……。ああー、そうかー」


その言葉は、深く……ふかーく！　オウラニアの心に突き刺さる。突き刺さってしまう。


かつて……母の期待を受けて、立派な王女になろうとした少女がいた。


かつて……父の無関心によって、立派な王女になろうという志を折られた少女がいた。


そんな少女の成れの果てであったオウラニアに、ミーアは言うのだ。


「他人の評価など関係ない！」っと！


「自分の誇りのためである！」っと！


──私なんか、この世界にいてもいなくっても、同じだと思ってたのにー……。お父さまにもお母さまにも必要とされない、私の居場所なんかないって……役割なんかなにもないって思ってたのにー。


先ほど、船の上で、ミーアは言っていた。


オウラニアの手を取って、


「あなたのような方が、この場所にいてくれてよかった」と。


あの時、確かにオウラニアは、キリルの命を救う、その役割を担った。そして、その役割は誰から与えられたものでもなく……。


──私自身が、しなきゃって思って、やったんだ。


そして、それを目の前のミーアは認めてくれたのだ。


「あなたがいてくれてよかった」と。


オウラニアは思う。もしも、自分に役割がないと思うなら、それは、そのように生きてきたからに過ぎないんだ、と。


なぜなら、それは、誰かが与えてくれるものじゃないから……。


なぜなら、それは、自分で踏み出して、見出だしていくものだから……。


そして、無意識に踏み出した一歩を、目の前のミーアはきちんと見て、評価してくれたのだ。


──あー、そうか……。これが、帝国の叡智……。お父さまが畏怖いふして、エメラルダお姉さまが、慕う人……。


オウラニアは、改めてミーアのほうを見て……。


──私も、自分に恥じない生き方がしたい。姫に相応しい生き方を、してみたいわー。


幸い、そのお手本が、まさに今、目の前にいる。ならば、踏み出すべき一歩目は、すでに決まっていて……。


──自分に恥じない選択を、後悔のない選択をしなくっちゃいけないわー。


そうして、オウラニアは静かに口を開いた。


「ミーア姫殿下……いえ……」


一度、言葉を切って、大きく息を吸ってから、オウラニアは言った。


「我が師……。ミーアさまー……私に、姫としてー、生きる道を教えていただけないでしょうかー？」


ミーアは、ビックリした顔で、瞳を瞬かせていた。







第二十二話　ミーア姫、人を教え導く難しさを痛感する


「し、師匠…………ですの？　わたくしが？」


突然の申し出に、ミーアは思わず声を上げる。


なるほど、確かに、最近では特別初等部の子どもたちを相手に教鞭きょうべんを執ったり執らなかったりしているミーアではある。しかも、ミーアの講義は突拍子もなくって退屈しないだとか、まるでお勉強じゃなくって遊んでるみたい、だとか……子どもたちにすこぶる人気のあるものでもあった。問題は、それが勉強になっているのかが微妙なところなのだが、ともかく、教師経験がないではないミーアである。


けれど……それは、あくまでも、ろくに教育を受けたことのない子どもに対してのこと。いきなり、同年代の姫の師になる、というのは、さすがに及び腰になってしまう。


──さりとて、無下むげに断るのも、それはそれでもったいないですし……。


せっかく、オウラニアとの距離を縮める申し出である。できれば上手いこと活用していきたいところである。


──ふぅむ……師匠……姫の道の師匠……。


ミーアは、思わず目元に触れて眼鏡けんいのしょうちょうを探してしまったりもして……。


「ぜひ私にも、姫として相応しく生きる道……姫道を伝授してくださいませんか？」


なんだ、姫道って……？　と思わないでもないミーアであったが……しかし……。


──姫道……まぁ、姫として生きる心得みたいな？　そんな精神論であれば、教えることはできなくもないかも……。


なにしろ、その手のものは言ったもの勝ちである。


それならば、まぁ……なぁんて思いかけるミーアであったが……。


「ああー、それともちろん、それだけではなくー、どのようにして国の危機を乗り越えてきたのかとかー、その辺りのこともぜひ、お聞きしたいですけどー」


早速、逃げ道を塞がれるミーアである。海月が釣り師から逃げることは、とても難しいことなのだ。


「そう……ですわね。まぁ、わたくしに、どれだけのことができるか、いささか不安ではありますけれど……」


「ミーアさん、そんなに謙遜けんそんするべきじゃないわ。オウラニア姫の申し出は、とても素晴らしいことだと私は思うわ」


パンッと手を叩き、嬉しそうな顔をしたのはラフィーナだった。


「私は常々思っていたのよ。すべての人がミーアさんのようであったなら、どれだけよかっただろうって……」


「え？　すべての人が……わたくしのようであったなら……？」


ミーア、一瞬、想像して……。


「いえ、それは……困りますわ」


そんなことになったら、いったい誰が善き提案を持ってきてくれるというのか？


自身がイエスマンになりたいのに、周りまでイエスマンになってしまったら、いったい誰が頭をひねるというのか!?　下手したら、立場が逆転し、ミーアが適当に言ったことを、周囲の者たちが、特に何も考えずに、いいね！　と言うようになるかもしれない。


そんな、怖い、こわぁい状況にゾッとしつつ、ミーアは言った。


「ただ、そうですわね。わたくしが教えられることがあるのならば、教えて差し上げたいですわ。あくまでも、オウラニアさんが、オウラニアさんとして……善き王女になるための、手助けのためですけど……」


それは、紛れもないミーアの本心だった。


知らず知らずのうちに断頭台に向かっていたであろう、ダメダメな姫が、助言を求めてきているのだ。それは、ミーアには、やっぱり過去の自分が助けを求めているように見えてしまって……。


それを放っておくことはできなかったのだ。だから……。


「まぁ、ですけど、師匠だ、弟子だ、というのは、少し……こう、水くさいのではないかしら？」


「水くさい、ですかー？」


きょとりん、と首を傾げるオウラニアに、ミーアはニッコリ笑みを浮かべて。


「ええ、そうですわ。ここはセントノエル、学び舎ではございませんの。生徒同士が互いに切磋琢磨せっさたくまし、教え合い、刺激し合う場所ですわ。ですから、わたくしから、なにか良い考えを得たいというのであれば、それは結構なことですけど、わたくしだってオウラニアさんから学ぶことだってあるでしょう？」


それから、ミーアはラフィーナに目を向けた。ラフィーナは、涼やかな笑みで頷いていた。


「ここにいるラフィーナさまやクロエからも、わたくし、たくさんのことを学ばせていただいておりますわ。そういう関係って弟子とか師匠とか、そんな肩肘張ったものではなくって……」


ミーアは、悪戯っぽい笑みを浮かべて言った。


「お友だちって呼ばれるものじゃないかしら？」


ミーアは、自らの存在を「師」から「友だち」に変化させ、責任の軽減化に努める。


友人が困っていたら、ミーアは快く助けるだろう。友人が嬉々として断頭台に向かって走っていたら、諫いさめることもやぶさかではない。


が、師として教え導くのは……正直、ちょっと面倒くさいわけで……。


「それに、学びを得られるのは、なにも、わたくしからだけではありませんわ。接する人それぞれに得意なことがあって、学ぶべきことがある。だから……」


さらに、ミーアは責任を切り分ける。


お友だちは、別に自分だけじゃないですよぅ、と。


ラフィーナやシオン辺りにもきちんと話を聞いて教わっておけよ、と……そう主張したいミーアである。


そうすれば、仮にオウラニアが何か失敗したとして、


「すべては、我が師ミーアの教えに基づいたものです」


などと言われずに済むではないか！


そうして、ミーアの言葉を真剣な顔で聞いていたオウラニアは、深々と頷いて……。


「なるほどー。それが、セントノエルでの過ごし方なんですねー。勉強になります、ミーア師匠」


「……あ、あら？　妙ですわね……。教えたはずのことが上手く伝わっていないような……？　あら？」


改めて、人にものを教えることの難しさを痛感する、師匠ミーアなのであった。







第二十三話　ミーア姫、ベルに苦言を呈す


釣り大会の日、ミーアの弟子一号に立候補したオウラニアは、それ以来、ミーアのもとに通っては、教えを請うてきた。


その日、七日に一度のミサの後、聖堂から出ようとしていたミーアは、オウラニアから声をかけられた。


「師匠ー、こんにちはー」


「あら……オウラニアさん。ご機嫌よう」


挨拶しつつ、ミーアは若干引きつった笑みを浮かべる。


これは、まずいところで会ったぞう……などと、背中に冷たい汗が流れる。


なぜか……理由はとても簡単で。すなわち！


「ミーア師匠、今日はどんなことを教えていただけますかー？」


「そ、そうですわね。ええと……」


そう、ネタ切れ、である。


ご承知のこととは思うが、ミーアには枯れることのない叡智の泉などというものは搭載されていない。どちらかというと、その知能はややペラいというか、なんというか……。ともかく、教えられるストックはそれほど多くはないわけで……。


さりとて、適当なことも言えない。もしヘタなことを言ってしまったら、


「ミーア師匠が言ったからー、こうしてるだけでー」


などと、ミーアが知らないところで言われる可能性だってあるわけで……。


それは、絶対に避けたいミーアである。


それに、よくよく考えれば……ミーアとしては、隣国は安定していてほしいのだ。


隣の国で革命の火が燃え上がった時、ティアムーンにも燃え移らないとも限らない。否、むしろ、蛇の連中は、そういう状況が訪れれば、嬉々として、油を注ぐような者たちではないか。


ということで、ミーアは自身の経験に基づき、断頭台を遠ざけるための心得を、オウラニアに伝授していた。


「いいですこと？　オウラニアさん。悪いことをするのは、もちろん罪ですけれど……我ら民の上に立つ者はすべきことをしないのも、また罪なのです」


ミーアは、静海の森での出来事を思い出しつつ、続ける。


「問題があれば、積極的に解決。これこそが大事ですわ」


積極的に遠ざからなければ、嬉々として駆け寄ってくるのが断頭台というものなのだ。


「それに、気付かなかったというのも、言い訳にならないことが多いですわ。ですから、不幸に繋つながりそうな問題は、できる限り見つけられるよう感度を良くしておいて……」


「国の……気付かないふりをしている問題、ですかー」


と、そこで、オウラニアがとても難しい顔をしていることに、ミーアは気付いた。


「どうかなさいましたの？」


「ああ……いえ、なんでもありませんー。それでは、師匠、私はこれでー」


そうして去っていくオウラニアを見送り、ミーアは自室へと入っていく。


「あっ、おかえりなさい。ミーアさま。今、お茶をご用意いたしますね」


ベッドメイキングをしていたと思しきアンヌが、素早くお茶とお茶菓子の用意を始める。


「ああ、助かりますわ。アンヌ。今、ちょうどオウラニアさんとお話をして、頭を使ってしまいましたから……」


さすがは我が専属メイド、気が利きますわ！　などと思っていたミーアは知らない。


アンヌが、あまりミーアが食べすぎないよう、今日はちょっぴり甘さ控えめの野菜ケーキを用意していることなど。


本当の意味で気が利くメイド、アンヌなのであった。


っと、そこで……。


「ただいま戻りましたー」


元気よく声を上げて入ってきたのは、ベルだった。


「あら、ベル、帰ってきましたのね」


「はい。これから準備して、特別初等部の子どもたちに冒険の何たるかを語り聞かせる時間を持とうと……」


このところ、ベルは、特別初等部にできた舎弟たちを率いて、いろいろ遊んでいるらしい。


──人徳はあるようですけど……ふーむ。ちゃんと勉強してるのかしら……？


孫娘の将来を密かに心配するミーアお祖母ちゃんなのである。


「あ、そう言えば、ベル。オウラニアさんを味方につけたことで、未来が変わったとか、そういうことはあるのかしら？」


「…………へ？」


きょっとーんと首を傾げるベルに、ミーアはジトッとした目を向ける。


「一応、聞いておきますけれど、きちんとルードヴィッヒの日記帳のチェックはしてますわよね？」


「……はぇ、い！　もちろんですよ？　当たり前じゃないですか？　毎日、隅々までよーく読んでます。ボクは帝国の叡智の血を引く者ですから……」


ベルの返事を聞いたミーアは、確信する。


これは、まったくチェックしてないっぽいですわ！　っと。


「まったく……きちんと注意してないと、あなたの知っている未来からますますかけ離れた未来になっていってしまいますわよ？　とりあえず、今の時点でどんなことになってるのか、読み直してみなさい」


指をふりふり、まっとうなお説教をするミーアである。


相対的に見て、ミーアのほうがまともなことを言っているというこの状況……帝国の未来に少々の不安を感じないでもなかったが……。


「はい。わかりました……」


ベルが素直に頷き、ルードヴィッヒ日記を取り出したところで、ミーアはふと気になっていたことを聞いてみる。


「ちなみに、ベル。あなたがいた未来では、ガヌドス港湾国はどうなっておりますの？」


「どう、とは……どういう意味ですか？」


「良好なのか、もめているのか、とか。そういったことですわ」


「あー、はい。普通に国交を保っていたと思います……たぶん」


微妙に歯切れの悪いベルに、ミーアは思わずため息を吐く。


「あ、もちろん、ものすごく敵対的だとか、そういうことなら、さすがにボクも覚えてると思いますから、敵対していたとしても、裏で目立たないようにだと思います。ルードヴィッヒ先生も何も言ってませんでしたし……あれ？　言ってなかったよね？」


などとブツブツつぶやきつつ、ベルがルードヴィッヒ日記を開き、そこに目を落として……。


「あっ！」


ビックリした様子で、声を上げた。


「たっ、大変です。ミーアお祖母さま」


「なんですの？　藪やぶから棒に。貴婦人がそのような声を出すのは、はしたないですわよ？」


時折、「おふぅ」っとか、「いよーっこいしょー」などと言う、ちょっぴり変わった声を出す奇婦人ミーアが言う。


が、ツッコミはさておき、ベルは大慌てで言った。


「それどころじゃありません。ミーアお祖母さま！　ガヌドス港湾国が……滅亡します！」


「はぇ……？」






事態は、再び動きだそうとしていた。







第二十四話　そびえ立つ……黄金の……灯台


「ガヌドスが滅亡って……。ま、まさか、わたくしが、なにか余計なことをオウラニアさんに言ってしまって、それが原因、とか……？」


恐るおそーる……、ミーアが聞いてみれば、ベルは小さく首をひねる。


「いえ、そうは書いてないみたいですけど……ふむ……ふむむ……」


その眉間に、深い皺しわが生まれていき……。


「なんだか、難しい顔をしておりますけど……ベル、ちゃんとわかっておりますの？」


基本的に、孫娘の学力のほどを、そこまで信頼していないミーアである。まったく信用していないわけではない。ただ、自分ほどにはできないんだろうなぁ、と思っているだけである。


……まぁ、ツッコミどころは、イロイロとあるかもしれないが……まぁ。


「もちろん、わかってますよ。ボクはミーアお祖母さまの血を引く、帝国の叡智に連なる者なのですから」


ドヤドヤァ、と胸を張るベル。


だからこそ心配なのだ！　とツッコミを入れる者は、残念ながら、その場にはいなかった。


「ええと要約すると、国王陛下が暗殺されて、同時期にガヌドス港湾国で革命が起きて……あっ！　オウラニア姫殿下が断頭台で処刑されてます！」


断頭台……という言葉に、ミーアは暗い気持ちになる。


「ああ……オウラニアさんも、その運命の手に捕まってしまったのですわね……」


ふぅ、っと憂いを含んだため息を吐くミーアであったが……。


「ええと、それで、王族がいなくなり、国の上層部も軒並み殺されてしまったせいで、ガヌドス港湾国内は大混乱。内乱も発生したみたいです」


「内乱……。それは、実に良くないですわね……」


革命の火というのは厄介やっかいな代物しろものだ。国が乱れれば食料が不足し、疫病でも発生すれば、その混乱は国境を越えて襲ってくる。


「なるべく、戦などは起きないほうがよろしいのですけど……」


「それで、ミーアお祖母さまが事態収拾のために、レッドムーン公に働きかけ、帝国軍を動かしたそうです。ガヌドス国内の各勢力が疲弊したところへの派兵だったため、帝国軍にはほとんど被害も出ず。治安維持活動は順調に進み、ガヌドスの国民からはとても感謝された、と書いてあります」


「ああ……わたくしが……やっぱり、そのようになるわけですわね。ん？　けれど、わたくしが解決したのに滅亡というのは、どういうことですの……？」


「ええと、王族もいないし、上層部も軒並み死亡、各勢力の長も敵対勢力の長と足の引っ張り合いで、誰が国を治めても荒れるだろうということで……ええと」


ベルは、そこでミーアのほうを見て、瞳をキラッキラさせながら……。


「ガヌドス港湾国は滅亡し、ティアムーン帝国に編入。ガヌドス領となったとのことです。ミーアお祖母さまに、国の未来を委ねたいと申し出てきたとか……」


「編入……それは、また実に……」


おうふ……っと、胃もたれするものを食べた時のようなため息を吐き、ミーアは天を仰いだ。


なにしろ、他国のことであれば、その責任はその国のトップが負えばいいわけだが、帝国の属領となってしまえば、その責任は皇帝が負うことになる。将来的に、ミーアが女帝となったりすれば、ガッツリとその肩に責任が圧のし掛かるわけで……。


──しかも、安定した地であるならばともかく、内乱で人心が荒んだ地など、厄介極まりないですわ……。海に面した土地というのは魅力的ですけれど、それはそれで、他国からやっかみを受けるかも……。下手をすれば、港を得るためにガヌドスの内乱を放置して、ちょうどいいタイミングで介入したとか言われかねませんし……。


いかにも、蛇が喜びそうな状況に、ミーアは頭を抱える。


「あ、すごい！」


っと、そこで、ベルが歓声を上げた。


「なんですの、ベル。どうかしましたの？」


「ガヌドス領は、女帝ミーア陛下の偉業を讃えて、黄金のミーア灯台を建設した、って書いてあります」


「……黄金の……ミーア、灯台……？」


ふらぁっとベッドに倒れ込みながら、ミーアは言った。


「なっ、なんですの、その珍奇かつ不吉な名前の建物は……」


「ええと……なんでも、金で作ったミーアお祖母さま形の灯台みたいで……」


「すごいスケールですわね！　灯台って、前にも見ましたけど、あの大きな塔みたいな建物ではありませんの？」


「そうみたいですね。ほら、ここに図が描いてあります」


ベルが見せたページには、松明たいまつを持った片手を高々と上げ、もう片方の手に本を持ったミーアの絵が描いてあった。


「この右手の松明が光になっているみたいですね。左手の本は神聖典、なんでしょうか？」


ベルの言葉を聞いて、ミーア、おおう……などと呻き声を漏らす。


「松明は明かりを示すものとしてわかりますけど……神聖典を片手に持ってたら、わたくしが宗教的な権威を帯びているように見えてしまいそうですわね……。これ、ラフィーナさまや中央正教会に、ものすごく喧嘩けんかを売った作りですわ」


ヴェールガと帝国の仲に亀裂を入れそうなその作り……ミーアの嗅覚が鋭く反応する。


「もしや、これ……裏で蛇の策動があるのでは……？」


黄金で灯台を作ろうということ自体、国費を浪費させ、革命の機運を高めようという意図が見え隠れしている。実にアヤしい……！


「こんなもの建てさせるわけにはいきませんわ。これは、いよいよガヌドス港湾国に乗り込まないわけにはいきませんわね……」


それから、ミーアは、やれやれ、と首を振り、


「それに、不肖の弟子が断頭台にかけられるというのも、気分が良い話ではありませんしね。可能な限り早く……ガヌドスに行かねばなりませんわ」


鼻息荒く、ミーアは宣言するのだった。







第二十五話　些細な不幸


「国の、気付いてない問題かー」


自室に戻ってきたオウラニアは、ため息混じりにつぶやく。それから、おもむろに釣りの準備を始める。


「やっぱりー、ミーア師匠、ガヌドスの問題を、きちんと把握してるのねー」


先ほどの、ミーアの真剣な顔を思い出し、オウラニアは思わず考え込んでしまう。


ミーアを師と仰いでから、しばし。彼女は気付くことがあった。


それは、普段のミーアは、相手を油断させるためなのか、ちょっぴりお間抜けなふりをしているということ……。けれど、時折、その雰囲気が変わる時があるということ。


ものすごく真剣に、注意をしてくれる時があるのだ。


今回がまさにそれであった。


──普段の抜けた仮面を脱ぎ捨てての教え……。やっぱり、アノことを言っているんだろうなー。でもー。


「オウラニア姫殿下、また、釣りですか？」


ふと振り返れば、相も変わらず、オウラニアの専属メイドが呆あきれ顔で立っていた。


隠す様子もない、露骨に馬鹿にした顔……。オウラニアはそれをなにげないふうで見つめてから……。


「ねぇ、あなたー、私のこと馬鹿にしてるでしょー？」


いつもと変わらない間延びした、ちょっぴりのんきな声……。だから、メイドはうすら笑いを浮かべて……。


「いいえ、そんなことは……」


「別にいいけどー、あなた、クビになると家族が路頭に迷うんじゃなかったかしらー？」


「……え？」


メイドの顔色がサッと変わる。が、構わず、オウラニアは続ける。


「確か、妹さんと弟さんがいたわねー。まだ幼いんじゃなかったかしら？　私もお誕生日にお金を送った気がしたけれどー」


そうして、オウラニアはジロリ、とメイドの顔を見た。メイドは、恐怖に目を見開いていた。


「あ、あの、えと、私……」


「人って、馬鹿ねー。少し考えればアブナイってわかるのに、どーして不安定な足場で踊ってみようとか、考えちゃうのかしらー？　あなた、今、自分が、沈みそうな小舟の上で、飛んで跳ねて、ダンスしてたってこと気付いてるー？」


たぶん、気付いていなかったのだろうな、と、オウラニアは思う。


自分が仕える姫さまは頭が悪くって、だから、どれだけ馬鹿にしても見過ごされる。それならば、日ごろの鬱憤うっぷんを晴らすために、少々無礼な態度を取ってもいいのではないか……？


一線を越えるようなことをしなければ、大丈夫なのではないか……？


怒られなければ、注意されなければ……あるいは痛い目を見なければ、人はその危険性に気付けない。


変わることができない。


でも、痛い目を見た時には、すでに手遅れで……。


「おっ、おお、お許しください。オウラニア姫殿下。私は決して、そのような……」


言い訳はあるだろう。


例えば、他のメイドがやっているから、とか。


例えば、先輩メイドにそう聞いていたから、とか。


オウラニアの日々の態度を見て、つい油断してしまったから、とか……。


まことに人という者は度し難く、愚かだ。


──自分がやったことの先に、どんな報いが待っているのか、想像できないのよねー。私も同じだったわー。


だけど、幸いなことに、オウラニアには注意してくれる人がいた。師と仰げる人と出会うことができた。


だからこそ……。オウラニアは言う。


「そうねー。まぁ、誰も注意する人がいなかったんなら、仕方ないってことはあるのかもしれないしー。許してあげてもいいんだけどー」


んー、っと、唇に人差し指を当てて、オウラニアは続ける。


「ねぇー、私ね、ガヌドスの姫として、相応しく行動したいって思ってるのよー？」


「へ？　姫に……相応しく？」


「そうよー。せっかく姫に生まれたのですものー。問題を解決して、より良い国にしていかないと、姫に生まれた意味がないというものよー。例えば、そうねー。あなたがクビになっても、ご家族が路頭に迷わない、そんな国だったら素敵だと思わないかしら？」


「は……はぁ」


オウラニアの変わりようについていけなかったのか、メイドはパチパチと目を瞬かせている。


「そのために、あなたも協力してくれると、嬉しいのだけどー」


そうして、オウラニアはニコリと笑みを浮かべた。メイドは気圧された様子で、それでも、膝を突き頭を下げた。


「ご無礼を許していただいたばかりか、そのように胸の内をお話しいただいたこと、心から感謝いたします。精一杯の忠勤をもって、姫殿下のご厚情にお応えしたく思います」


「そうー。それは嬉しいわー」


朗らかに笑いつつ、オウラニアはメイドをじっくり観察していた。


見たところ、彼女からは悪意は感じられない。軽んじ、侮蔑ぶべつするような気配も、今は鳴りを潜めている。


けれど、だからといって、オウラニアは簡単に信用しない。


自身の観察眼がそれほど優れていないことは、先日の件で骨身に沁しみていたし、それ以上に、知っていたからだ。


人の心は移ろいゆくものだ、と。


どれほど、忠誠を誓われたところで、ほんの些細なことで、簡単に人の心は変わる。だから到底、信頼するに値しないものである、とオウラニアは思っている。


でも……だけど……。


──ミーア師匠ならば、たぶん、このメイドを罰するようなことはしないでしょうからー。


そう考えて……オウラニアはふと気付く。


人の心は、ごくごく簡単に移ろいゆくもの。昨日は白かったものが今日は黒くなっていることなんか、よくあることで……。でも、それでも、変わってしまえば二度と戻らないものもあるのかもしれない、と。


帝国の叡智、ミーア・ルーナ・ティアムーンと出会う前の自分には、きっと戻れないだろう、と、オウラニアは確信していた。


そして、自分はミーアのことを、どんなことがあっても裏切れないだろう、ということも……。


──さすがだわー、ミーア師匠、私も師匠のように、なれればいいのだけどー。


自らが、なにに憧れているのか……よくわかっていないであろうオウラニアであった。


彼女の観察眼は、彼女が思っている以上に、アテにならないものになってしまったのかもしれなかった。不幸な話である。







第二十六話　神の御旗を振りかざせ！


「ふーむ。ガヌドス港湾国にいくのはいいとして……。どういう大義名分を掲げていくのか、ですけれど……。これはなかなかに大変ですわね……」


その日の夜、ミーアは寝間着に着替えて、ベッドに横たわりながら、考え込んでいた。


ガヌドス国王の暗殺時期は、思いのほか近かった。


「移動の時間を考えると、すぐにでも動きださなければ間に合わなくなりそうですわ」


まぁ、最悪、暗殺されたところに、オウラニアを伴って入っていって、混乱を治めるだけでもいいかもしれないが……。


「オウラニアさんの気持ちを慮おもんぱかれば、できれば、暗殺自体を防ぎたいですわ。それに、混乱が起きてから行くのでは、それを静めたわたくしの功績とやらが発生してしまい、やはり、例のアレが建ってしまうかもしれませんわ……それはできれば避けたいところ……」


ということで、基本線は暗殺を防ぐこと。その原因になりそうなことを潰すことだ。


ゴロゴロリン、と転がりながら、ミーアはつぶやく。


「しかし、となると、皇女専属近衛隊プリンセスガードを動かすわけにはいきませんわね。平時の隣国に、軍隊を伴って行くのは不穏なこと。まぁ、幸いにも、一人いれば百人襲ってきても大丈夫、みたいな方（ディオン）がおりますから、護衛や暗殺を止めることはできるでしょうけれど……。彼を動かすためにも、ルードヴィッヒを動かすためにも、なにか大義名分が必要ですわね……さて、どうしたものかしら……むにゅ」


ぶつぶつ、深刻そうにつぶやきつつ、流れるように寝落ちしそうになっていたところで……コン、コン、コン……っとノックの音が響いた。


ハッと目を開け、身を起こす。


応対に出たアンヌの背中越しに見えた人物、暗い廊下に立っていたのは……。


「あら、オウラニアさん、なにか、ございましたの？」


オウラニア・ペルラ・ガヌドスが、思いつめたような顔で立っていた。


「ミーア師匠……夜分に申し訳ありませんー」


ぼんやりとした明かりに照らされたオウラニアは、真剣そのものの顔をミーアのほうに向けて……。


「ご相談したきことがございますー」


「相談……。そういうことでしたら……」


っと、ミーアは部屋の中に目を向ける。


「ふむ……」


部屋では、すでに、パティとベルが寝る準備をしていた。まだまだ寝るには早い時間だったが、子ども（……とミーア）は早寝早起きなのだ。


「ベル、申し訳ないのだけど、今夜はリーナさんのところで寝てもらえるかしら？　それと、パティは、ヤナたちの部屋に行ってもらえる？」


てきぱきと人払いを済ませてから、ミーアは、改めてオウラニアを部屋に招いた。






「それで、相談というのは、なにかしら？」


ちょこん、と椅子に腰かけたオウラニアは、おずおずと口を開いた。


「ミーア師匠、昼間に言ってたじゃないですかー。ガヌドス港湾国にある問題に目を向けろ、と」


──はて？　そんなこと言ったかしら……？


なぁんて、首を傾げそうになるも、グッと我慢！　踏みとどまる！


「ええ……。その通りですわ。問題があれば積極的に解決。そのために、きちんと問題がないか探すよう心掛けよ、と言いましたわ」


ミーアの言葉を吟味するように、オウラニアはそっと目を閉じて……。


「ガヌドス港湾国には、大きな問題がありますー。それは、正されるべき問題で─」


そこで、オウラニアは首を振って。


「ううんー、正されるべきとかじゃなくって……私は、それを、なんとかしたいと思ってるんですー」


はっきりと言った。


その瞳に宿る力強さに、ミーアは、思わず息を呑んだ。


「でもー、私一人ではどうにもできない。どうすればいいのか、わからないんですー。だから、ミーア師匠に聞きにきましたー」


「なるほど……。それで、その問題とは……？」


ゴクリ、と喉を鳴らすミーアに、オウラニアは一度、大きく息を吸って、吐いてから……。


「ガヌドスの問題、それはー、ヴァイサリアンの隔離地区ですー」


「隔離地区……？」


きょとん、と首を傾げるミーアに、オウラニアは話し始める。


「ご存知のように、ガヌドス内には、ヴァイサリアン族への差別意識があり、人々は、彼らを忌避きひしていますー」


「ええ。そのようですわね。聞いておりますわ」


かろうじて知っていた情報だったので、ミーアは自信満々、若干、ドヤァッとしつつ頷いた。


「そんなヴァイサリアンの人々なのでー、国の一部の区画に隔離して、強制労働……奴隷どれい労働を強いているんですー」


「奴隷労働……。まぁ、まだ、そんな制度が残っているんですの？」


帝国にもかつては、農奴と呼ばれる奴隷が存在してはいた。けれど、それは、ミーアの前の前の代、すなわち……。


──あら、そういえば、農奴の制度がなくなったのは、パティの世代なんですわね。気付きませんでしたけど……。


以降、奴隷は言葉だけの存在となった。


すべての人間を表す時、皇帝から奴隷まで、という言い回しを使うが、あくまでも、奴隷はそのような表現の中でのみ存在するものとなったのだが……。


「ガヌドスには、未だにその奴隷制度が残っていると？」


「無論、奴隷とは呼びませんが、実態は奴隷ですー。隔離地区に押し込めた彼らを、造船公社で働かせているんですー。衣食住は保証するという名目ですけどー、給金はなく、移動の自由もないんですー」


ミーアは、深刻な顔で考え込む。


──なるほど。その扱いは、確かに奴隷扱いといえますわね……。しかし、ふむ、これは……。


「私も、海賊なんだからー、閉じこめて働かせるのは、当たり前だと思ってましたー。ガヌドスの者たちは、誰もそのことを疑ってません。だけどー、でもー」


すっと目を逸らして、オウラニアは言う。


「……ヤナとキリル、あの子たちも、ヴァイサリアンだからー」


「ああ……。なるほど」


その言葉で、ミーアは納得する。


ただ言葉でだけ認識している存在と、実際に遊んだ存在……。


共に釣りをし、お風呂に入り、食卓をも囲んでしまえば、もはや、その者が奴隷に堕おとされてもいいとは思えない。


人間というのは、そういうものなのだ。


「あの子たちも、もしも、セントノエルに来られていなかったらー、あの場所に隔離されていたのかも、って。隔離地区にも、あの子たちと同じような子どもがいるのかもしれないって、思ったらー」


「ええ。気持ちはよくわかりましたわ。しかし……迫害されて、隔離されている少数部族……。虐しいたげられている民、ですのね……」


腕組みし、ミーアは、ふむーむ、と唸る。


「それは……なかなか、使える状況じゃないかしら？」


「なにか、言いましたかー？　ミーア師匠？」


「いえ……」


っと、首を振りつつも、ミーアは考える。


──これは、なんだか、いけそうな気がしますわね。


なぜなら、実績があったからだ。


オウラニアが口にした事実、それは、それこそが……前の時間軸、ティアムーンが攻められた理屈であった。


民を安んじて治めよという……神より課せられた義務を果たさぬ王族を、咎とがめるという大義名分。


──あれは、どの国にも認められ得る……完全無欠の大義名分でしたわ。それを用いれば、ルードヴィッヒやディオンさんも否とは言わないはず……。であれば……。


そうして、ミーアは静かに顔を上げて、


「ガヌドスへの道が、開かれた感じがしますわね……」


確信に満ちた声で言うのだった。







第二十七話　ミーア、ちょっぴりお祖母ちゃんっぽくなる


オウラニアから話を聞いてすぐに、ミーアは行動を開始する。


はじめに訪れたのは、ラフィーナのところだった。


そこで、大義名分に、中央正教会のお墨付きをもらうためだ。


聖女ラフィーナの「いいね！」がもらえれば、ルードヴィッヒたちも嫌とは言うまい……と思っていたミーアであったが……。ラフィーナの反応は予想を超えていた。


「ご機嫌よう、ミーアさん」


「ああ、ラフィーナさま、ご機嫌よう。お時間をいただいてしまい、申し訳ありません」


上機嫌に迎えてくれたラフィーナに、ミーアはオウラニアから聞いたガヌドス国内の話をした。


「そう……なるほど……」


すべてを聞き終えて、ラフィーナは一言。


「それは、確かに許せないわね……」


大変、珍しいことに……、ラフィーナは笑っていなかった。


涼しげな笑みを浮かべて怒っている時のラフィーナを、ミーアはたいそう恐ろしく思っていたものであったが……本気で怒った時のラフィーナはもっと怖いのだと、改めて知ったミーアである。


「もっ、もちろん、あくまでもオウラニアさんから聞いただけの話で、正確なことは行ってみないとわかりませんわ。多少、誇張が入っているのかも……」


「もちろん、承知しているわ。ミーアさんに弟子入りし、オウラニアさんも自分がしなければいけないことに気がついて、気合が入っているのかもしれない。だけど……」


頬に手を当て、ラフィーナはつぶやく。


「いずれにせよ、放ってはおけない問題ね」


「ええ。わたくしも、助けを求められた以上は、全力で事に当たる所存ですわ」


ミーア、どん、っと胸を叩いた。


「そう……。ミーアさんが自分で行くのね」


「ええ、まぁ……」


不本意ながら……と、心の中でつぶやくミーア。


正直なところ、ミーアとしてはディオン辺りを派遣して、それで済むならば、そうしたいところではあるのだが……。


──暗殺を防ぐだけならばまだしも、革命が起こるというのであれば、その芽をしっかりと刈り取らなければなりませんし。ガヌドス側の姿勢をきちんと糾弾できるのは、国王と同格である皇帝の血筋のわたくしぐらい……。いっそのことシオン辺りにぶん投げてしまいたいところですわ。


それはそれでやりすぎるかもしれないが……などと考えれば、どうしたって、自分で行く以外にないわけで。


「ということは、今年は、ミーアさん、聖夜祭には出られないのね……」


そうつぶやくラフィーナは、ちょっぴり寂しそうだった。


「ええと、その代わりにはならないかもしれませんけど、今年もわたくしの生誕祭にご招待させていただきますわ。小麦の収穫事情を考えると、あまり贅沢はできないと思いますけど……」


現状、帝国内では、表立った飢饉などは起きていない。が、かといって無駄にできるほど食料が余っているわけでもない。


──正直、わたくしの生誕祭とか、やめといたほうがいいと思うのですけど……。


けれど、同時に、お祭りやイベント、楽しいことをすべて中止してしまうのも、人々の心を沈ませるもの。目端の利く人々の中には、来年あたりヤバイんじゃないか？　などと不安に思っている者もいるだろう。


その不安感を払拭ふっしょくするうえでも、みなが楽しめるようなイベントを開くのは重要なことです！　などと、もっともらしい理由をルードヴィッヒ辺りは言っていたが……。


──やめろと言っても、お父さまはやめないだろうから、それなら、有効に生誕祭を使おう、ということなのでしょうね、ルードヴィッヒの真意は。その理屈もわからなくはありませんけれど……また、今年も巨大なわたくしの雪像を立てる、などと言われたら、どうしようかしら……。


厄介なのは、黄金像などとは違って、アレは、ほとんど無料でできてしまうということ。


人件費がかかっているかと思いきや、アレを作った者たちは、みな嬉々として、自ら進んで製作に携わったのだとか……。


──まぁ、やりたいという方がいるのであれば、無理に止めることはないのでしょうけれど……。


なぁんて、物思いにふけっていたミーアは、ふとラフィーナのほうに目を向ける……と。


「ありがとう、ミーアさん。楽しみにしているわ」


なんだか、キラッキラした笑顔で言われてしまった。


「あ、それと、もしも、私に手伝えることがあったら、なんでも言ってね」


などと、心強いお言葉までいただいてしまった。


──さて、これでラフィーナさまのオーケーはいただけましたし。あとは、一緒に来ていただく方の人選ですけど……。


などと考えつつ、ミーアはラフィーナの出してくれたお茶をすする。


「あら、このお茶、なんだか、変わった香りですわね」


「うふふ、さすがミーアさん。よく気付いたわね。実は、これ、海藻を使ったお茶なのよ」


ラフィーナはおかしそうに笑って。


「東方の島国では、こうしてお茶に乾燥させた海藻を入れるんだそうよ。先日、魚について調べた時、一緒に載っていたから、試しにどうか、と思って」


「海藻……。そういえば、少し塩辛い感じもしますが……」


もう一口すすり、ミーアは、ほふぅっと息を吐き……。


「ああ、なんだか落ち着きますわね。なんとも言えぬ滋味深さがございますわ。しかし、しょっぱいからか、なんだか、余計にお茶菓子の甘みを感じますわね」


などと、ご満悦の笑みを浮かべるのであった。






ちなみに……ミーアが、そのお茶にピッタリの、モチモチした新菓子と出合うのは、翌年のことであった。







第二十八話　規格外ヒロイン（）ミーア！


さて、ラフィーナとの会談を終えたミーアは、休むことなく、目的地へと向かっていた。大変珍しいことであるが、今日のミーアはちょっぴり勤勉だった。とっても珍しいことであった。今日のミーアは、ウルトラレアミーアなのだ。


なにしろ、先ほどのラフィーナの怒りまくった顔を思い出すだけで……。


──こっ、こわぁっ！　下手なことをして失敗したら、一大事ですわ！


もしかして、ラフィーナには内緒で事を進めたほうがよかったのでは？　などと思わなくもないのだが……。聖夜祭にミーアが出られないとわかった時の、ちょっぴり寂しげな顔が、それはそれで気になってしまうミーアなわけで……。


「くぅっ、これは、失敗しないよう、全力で頭を振り絞らねば……」


決意を新たに、ミーアは廊下を急ぐ。


「しかし、ガヌドスへの潜入は、やはりある程度、人選を絞るべきかしら……」


本来であれば……誰も彼も連れていき、数の力で圧倒したいミーアである。


戦において、より多くの兵を集め、圧倒的大軍をもって敵を制圧する……物量作戦こそが、ティアムーン帝国の基本戦術。


大将軍ミーアは、いつでも、その構想に則って思考を進めていたのだが……。


「今回の場合、正式に乗り込むわけにはいきませんし、あまり大人数で行って目立つのは避けるべきかしら……」


ミーアは、うーむむ、と唸る。


「大義名分があるとはいえ、帝国皇女が訪問するとなれば、準備に時間がかかるでしょうし、警戒したあちらが横槍を入れてくるかも……。繋がりが深いグリーンムーン家から話を通してもらうのも考えられますけれど、それで上手くいくかは、まったくの未知数」


今回も、ミーアの一番の目的ははっきりしていた。


すなわち、ディオン・アライアを暗殺現場に連れていくこと。これである！


「あの方がいれば、大概なんとかなってしまいますし。敵だってなかなかに対策も練りづらいはず。となれば、ディオンさんを引っ張って、わたくしが直接行くのが一番手っ取り早いはずですわ」


腕組みしつつ、ミーアはつぶやく。


「オウラニアさんのお友だちということで入国するのもありですけど、ガヌドス国王に警戒心を持たれてしまっては、やはり動きづらいはず……」


なにより、その場合、暗殺者がこちらの動きを警戒して、姿を現さないかもしれない。


「最悪、暗殺の日付がズレて、わたくしたちが帰国した後に実行、などということにもなりかねない。ということは、暗殺を防ぎつつ、できれば犯人は捕らえておきたい。とすると……基本的には、ルードヴィッヒの日記帳の流れをなぞりつつ、暗殺の場面にだけシュシュッと介入する。それがベストですわ」


そのためには、できるだけガヌドス国王には、ミーアたちがいない体ていで振る舞ってもらったほうがありがたい。


「やはり、行くのは少数精鋭。なおかつ帝国が横暴おうぼうを働いた、などと言われぬよう、他の国の方にも監視してもらいたいところですわ。となると、また、アベルとシオンにお願いするのがよろしいかしら？」


ラフィーナについてきてもらうことも考えないではなかったが……。


「ラフィーナさまも、さっきの様子だと、割と素直についてきてくれそうな気はしますけど……さすがにネームヴァリューが大きすぎますわ。なにかあったら大変ですし、ここは、アベルとシオンに頼らせてもらいましょうか」


そうしてミーアは、目的地である鍛練場へと急いでいた。


二人はこの時間、剣術の鍛練を行っていると予想していたが……その予想は見事に的中する。


ミーアは着いて早々、剣を持ち、向かい合う二人の少年の姿を見つけた。


向かって奥側、だらりと、地面に垂らすように剣を構えるのはシオン。手前側には、アベルがこちらに背を向けて立っている。


そのしなやかな、引き締まった背中に、ミーアは思わず、うっとりしかけて……。


「行くぞ、アベル！」


気合の声。と同時に、シオンは剣を高々と頭上に掲げる。


その迫力に溢れた立ち居姿を見た瞬間、ミーアの胸が……ドックゥン！　と高鳴る！


なんと、ミーアは、シオンの凛々しい姿に思わずときめいてしまった……わけではなかった！


そんなヒロインらしい反応を、ミーアに求めるのは、いささか野暮がすぎるというもの。規格外のヒロイン（）ミーアには、そんな反応できるはずもなく。


ミーアは、ただ、シオンの放った剣気をまともに喰らい、小心者の心臓をすくみ上がらせただけだった。


ひぃっ！　と息を呑み、その場に尻餅しりもちをつきそうになったミーアであったが……寸でのところで救われる。なぜなら、


「来い。シオン！」


遮るように、アベルが、間に入ってくれたからだ。どっしりと地に足をつけ、シオンと対峙たいじするアベル。頼もしくも、威風堂々たる男の背中に、ミーア、思わず、


「アベル……」


ほわぁ、っと、ちょっぴり間の抜けた声を上げる。


直後、シオンが動く。


高々と振り上げた剣が、瞬き一つの間に、アベルに向かい振り下ろされていた。


アベルは、それを左手の……左手の？


「……はて？　盾……？　アベル、あんなの持ってたかしら？」


ドツンッと鈍い音を立てて、剣と盾が激突。勢いを殺すためか、アベルが一歩後退し、直後、盾を投げ捨てて、両手持ちにした剣で斬りかかる。


「はぁああああっ！」


気合の声とともにアベル必殺の上段斬り下ろしが入る。が、シオンは難なくそれを受け止め、さらに、鍔つば迫ぜり合いから思い切り押し返した。


両者の距離が離れたところで、アベルが、小さく肩をすくめた。


「やれやれ……。今のは決まったと思ったんだが……」


「一連の動作自体は悪くなかったが、普通に先制攻撃をする時より、斬撃が軽かったな。もしかして、第一撃を受け損なって、腕がしびれたんじゃないか？」


「ははは、かなわないな。盾だからって、楽に受けられるとは思っていなかったが……。衝撃を殺しきれないと、酷い醜態を晒さらしそうだよ」


っと、そこで、アベルがこちらを見た。


「やあ、ミーア。こんなところに、どうしたんだい？」


爽さわやかな笑みを浮かべるアベルに、ミーアもまた、柔らかな笑みを浮かべて。


「ええ、少しお二人にお話ししたいことがあって来たのですけど……」


と、そこで、ミーアは首を傾げた。


「その盾はどうしましたの？　以前から持っていたかしら？」


「ああ、これか」


アベルは左腕に持った盾を軽く持ち上げて、


「どんなものからでも君を守れるように、とね。先日から訓練しているんだけど……」


っと、照れくさそうに言ってから、


「なかなか、上手くいかなくってね」


「まぁっ！」


ミーア、その言葉に、思わず感動してしまう。


──ふふふ、アベルがまた頼もしくなってきてる気がしますわね。


「ところで、どうしたんだい？　わざわざ、鍛練場に来るなんて」


「ああ。そうでしたわ。肝心なことを忘れるところでしたわ」


ミーアは、アベルとシオンを交互に見てから、


「実は、少し相談したいことがございますの」







第二十九話　ミーアは主張したいのである！


鍛練場の一角に据え付けられた木製のベンチに三人は移動する。


タイミングを見計らったかのように、アンヌとキースウッドが、飲み物を用意してきてくれた。


「どうもありがとう。助かりますわ」


アンヌに、そう微笑みかけてから、ミーアは改めて、二人の王子たちに目を向ける。


「実は、ガヌドス港湾国に行く用事ができましたの」


そうして、ミーアは、オウラニアから聞いた話を、そのまま伝える。堂に入った伝令兵ぶりである。


「恐らく、これはいずれ露見してしまったこと。そうなれば、ガヌドス王家の威信は失墜しかねませんわ」


ミーアとしては、まず、暗殺を防ぎたいわけだが、同時に、王権移譲などという事態も防ぎたいのだ。属領扱いに……などということにならぬよう、きちんと自浄作用を見せてほしいわけで……。


──黄金の不吉なモノが建たぬためにも、できるだけわたくしは、ひっそりと行動したいところですわ。


大切なことを確認しつつ、ミーアは続ける。


「ゆえに、実態の調査と、ガヌドス国王との対談。できれば、改心にまで導きたいですわ。幸い、オウラニアさんはすでに、自国の問題解決を望んでいる。であれば、彼女に協力し、王を説得し、状況の是正をすることこそが肝要」


目標を明確にするのが大切だ。ミーアが手ずから悪い奴をとっちめに行く、などと誤解をされた日には、たまったものではないのだ。


「そうか。喜んで行かせてもらうよ。我が国も、革命騒動で痛い目を見たことがあるからね」


いの一番に言ったのは、アベルだった。


自国の王に問題を認めつつ、それでも、王権の必要性を訴えていたアベルである。ガヌドスのことも、他人事とは思えなかったのだろう。


「ふふ、助かりますわ。アベル」


満足げに頷き、今度はシオンに目を向ける。


──まぁ、シオンは、この手のことにうるさいですし、放っておいても首を突っ込んでくるはず。ガヌドスが正義にもとる状況にあるのは確かなわけで……。


などと油断していた……のだが。


「俺は……今回は遠慮させてもらおう」


「……はぇ？」


想定外の返事に、ミーアは思わず、目をパチクリさせる。


「まぁ、どうしましたの？　シオン、あなたらしくもない。どこか、具合でも……？　お腹でも痛かったり……？」


などと、ものすごぉく心配そうな顔をするミーアに、シオンは苦笑して、


「いや、そうじゃないんだ……ただ……」


と、なにか言いかけて、けれど、すぐにその言葉を呑み込んで。


「実は、エシャールに会いに行ってやろうと思っていたんだ」


「あら、エシャール王子に？」


「ああ。サンクランドを離れて、やはり寂しがっているのではないかと思ってな。頑張っているらしいから、少し労ってやりたいと思うんだ」


「なるほど……。そういえば、夏にも会いに行ってましたわね。まぁ、そういうことでしたら……」


と一応納得するミーアであったが、微妙に腑に落ちないものがあった。


あのシオンが！　あの正義のためならば、その身を顧みぬ男、シオン・ソール・サンクランドが！　このガヌドス港湾国の状況を見て黙っている……？


そんなことがあり得るだろうか？


──ふぅむ、もしや……シオンの偽物なんじゃ？


なぁんて、益体やくたいのないことを考えてしまうミーアなのであった。


──しかし、シオンがついてこないというのは、少々残念ですわね。


同時に、ミーアは思う。


ミーアは……、シオンに見せてやりたかったのだ。


かつての帝国に似たガヌドス港湾国に対し、どのように働きかけるか、しっかりと見せつけてやりたかったのだ。


世の中には黄金律と呼ばれるものがある。


自分がしてほしいことを相手にもしてあげなさい、と説くその力強き言葉。


さらに、その発展形として、自分が嬉しいと感じることではなく、相手が嬉しいと感じるであろうことを考えて、してあげなさい、というものも存在している。


ゆえに、ミーアは〝黄金律〟を利用し「ガヌドスへの自らの態度をもって、してほしいことを表明」し、シオンをはじめ、周りの者たちが黄金律の発展形を行いやすいよう……ミーアのしてほしいことを察して行いやすいように誘導したいと考えたのだ。


すなわち「もしも、帝国がヤバイことになったら、こうしてほしいですよ」と。


「わたくしは、こうしてもらえると嬉しいので、ちゃーんと、察してね？」と、訴えかけたかったのだ。


まず教えて……できれば優しく注意して……それでも聞かなければ説得して……粘り強く諭して……それでもだめなら警告して……最後通告をして……そういうプロセスをしっかり経てなおダメだったら、仕方ない。革命。断頭台、と……。


要は……段階というものがあると思うのだ。


地下牢に堕として、首を斬り落とす前に、もっともっともぉっと！　やることがあったと思うのだ！


仮に、それが普遍の定理ではなくとも、自分の時には、そうしてほしいのだ、と、きっちり伝えておきたいミーアなのである。


──ラフィーナさま同様、シオンも丸くなってきたとはいえ、油断は禁物。人の心は移ろうもの。いつの日にか、ちょっと正義の名のもとに断罪してみたくなったりするとも限らないわけですし。


ちょっと断罪されるにはちょうどよい首の持ち主であるミーアとしては、用心するに越したことはないわけで。


ミーアはそっとシオンのほうを窺う。


「では、グリーンムーン公爵領に行くつもり、と……」


「そうだな。聖夜祭に少し顔を出すか。それより前に帝国に行かせてもらって、そのままサンクランドに戻って年を越すか、と考えているが……」


──となれば……エメラルダさんに連絡を入れておけば……。さりげなくシオンをガヌドスまで引っ張ってくるように言っておけば、なんとかなるかもしれませんわね。


ミーアは、内心でニンマリと笑みを浮かべるのであった。







第三十話　ミーア並み感


「どうかしたんですか？　シオン殿下」


部屋に戻って早々に、キースウッドが尋ねてきた。


「どうかした、とは？　なんのことだ、キースウッド」


「ほう、おとぼけになる？　例のガヌドス港湾国のことです」


やれやれ、と首を振りつつ、キースウッドが言った。


「本当に、ミーア姫殿下に、すべてお任せになるおつもりですか？」


「なんだ、不満か？　てっきりお前は喜んでくれると思ったんだがな。いつも、気軽に危険地帯に突っ込んでいくな、と言っているから」


「それはそうなんですがね……。ただ、あの手のことを放置するというのは、あまりにもシオン殿下らしくはないと思ったものですから……」


キースウッドは頭をかきつつ言った。


シオン・ソール・サンクランド──自らの主は、あの手の、民を踏みつけにするような非道を見過ごすような男ではない。


今回の場合は、ミーアが対処に当たるとのことだから、見過ごすことにはならないだろうが……さりとて、手をこまねいてなにもしないというのは、実にらしくない。


まして、エシャールのもとを訪れるというのも、それほど優先順位が高いことではなかったのだから、なおさらだ。


「てっきり、怒りに燃えて、先陣をきって乗り込むものとばかり……」


「ははは。さすがにそこまではやらないが……まぁ、そうだな。聞いた限りでは確実にガヌドス港湾国が悪いと俺も思うし、放置もできないだろう。少なくとも現地に行き、王を、国の上層部を問いただす必要はあるだろうな」


思案げな顔で答えるシオンに、キースウッドは……、


──まさか、シオン殿下の偽物なんじゃ！？


などと、ミーア並みの感想まで抱いてしまう始末。重症である。


──っと、ふざけている場合ではないな……。


一度、二度、咳払いをしてから、


「もしや、ミーア姫殿下のことが、まだ引っかかっているとか？」


あえて軽い口調で尋ねた。


彼の知る限り、あれは、シオンにとって初めての失恋だったはず。いや、そもそも、恋愛自体、彼の主はしたことがなかったはずなのだ。


もしかすると、あれが、自分の思っている以上の傷になっているのでは……？　と、不意に心配になるキースウッドである。


色恋が、名君の目を曇らせるなどということは、古今東西、どこの国にでも起こることなわけで……。


こんなことなら、俺が動いて、恋の一つや二つ、経験させておくべきだったか？　なぁんてことまで考えだしてしまう苦労人、キースウッドである。


「ああ、なるほど。確かにそういう解釈もあるか」


シオンは、おかしそうに笑った。


「ミーアとともに行けば、彼女の政治手腕を見ることができる。ガヌドスに対して、どのように働きかけるのか、その叡智をそばで見ることができるし、何かしらの手助けもできるかもしれない。が、反面、フラれた女性から政治を学び、その手伝いをするのは複雑だろう、と……そんなところか？」


「ええ。まぁ、そんなところですが……。違いましたか？」


キースウッドのほうを見て、シオンは苦笑混じりに首を振る。


「そのほうが、人間らしい感情と言えるのかもしれないが……残念ながらそうじゃないんだ。可愛げがなくて、甚はなはだ申し訳ないが……俺が考えてるのはもう少し冷めたことだ」


そうして、シオンは目を開ける。その瞳に宿る知的な輝きに、キースウッドは安堵のため息を吐く。


「なるほど。つまり、サンクランドの王族としての判断だと？」


「サンクランドの王族……というよりは、どちらかと言うと、蛇と戦う仲間としての判断、ということになるかな。サンクランドの王族であれば、キースウッドのイメージ通り、一番に行き、悪を正すべきだろう」


そこでシオンは言葉を止める。しばし黙考して後、


「これは、卑下して言うわけではないんだが、知恵働きならばミーアとルードヴィッヒ殿がいる。護衛にはディオン殿とアベルがいる。ならば、俺があえてミーアに同行する理由は、あまりないのではないか？」


ミーアが築いてきた家臣団は極めて優秀だ。アベルにしても、自身の命の懸けどころを見定め、メキメキと剣の腕を上げている。そうなると、シオンがすべきことというのは、確かにあまりないかもしれない。


「ふむ……つまり、遊兵に甘んじるつもりはない、と？」


「先陣切って敵に斬り込みたいという思いはないではない。非道が行われていることを知っても、怒りもせず、なにもせず、放置する……そのような者にはなりたくはない。だから、実際、盗賊団などが相手ならば、喜んで先陣を切るのだが……」


「いや、喜んで危険地帯に踏み込まないでくださいよ……」


などと言うキースウッドの苦言を華麗にスルーして、シオンは続ける。


「蛇と戦うには、そのやり方では駄目なのではないだろうか。もっと後方から、戦局全体を見渡すような……そんな視点が必要なのではないか、と、最近は思うようになってな」


「ああ。なるほど。それで、エシャール殿下のところ……。グリーンムーン公爵家、ですか。確かに、あの家は、帝国の外交に精通している。オウラニア姫殿下も、エメラルダ嬢の友人だった。となれば、当然、ガヌドスの情報も入ってきやすい。なにかあった時には即座に行動でき、なおかつ、最前線に立つミーア姫殿下とは別行動ができる、か」


顎を撫でながら、キースウッドは続ける。


「確かに、蛇は、神出鬼没。しかも、〝堅固な城塞のある場所を、ただ一つの進軍路〟と見誤る愚は犯さない。むしろ、ガヌドス港湾国に、最強戦力であるミーア姫殿下ご一行が行ったとすると、別の場所で騒動を巻き起こす可能性もある、と？」


「別の場所かどうかはわからないがな。ともかく、引いた目で、冷静に事態の全容を見る……そんなことをしてみたいと思ったんだ」


それから、シオンはわずかに表情を引き締めて……。


「アベルが、自らの道を見定めて歩きだしたんだ。俺も負けてはいられないだろう」


静かに、決意のこもった声で言うのだった。







第三十一話　……状況は錯綜さくそうしているのだった


帝都ルナティアを目指して、馬車の一団が道を行く。周囲を護衛の兵に守られた馬車の数は二台。


一台目に乗るのは、ヤナとキリル、ベルとシュトリナの年少組だった。ミーアとアベル、アンヌ、それにパティの乗った馬車がその後に続く。


「ふぅむ、帝都ルナティアまでは、まだ遠いですわね」


窓から外を眺めながら、ミーアは、ふぅっと、切なげなため息を吐いた。


本当であれば、聖夜祭で、美味しい料理を食べられたはずなのに……と思うと、気持ちも暗くなろうというものである。


「なにか、お飲みになりますか？　ミーアさま」


そんなミーアに気遣わしげな声をかけるのは、アンヌだった。


「そうですわね。次の休憩でお茶にしましょうか……。疲れを癒やすために、少々甘みの強いものがよろしいのではないかしら？」


などと注文をつけていると……。


「ところで、ミーア、聞いても構わないだろうか？」


正面に座るアベルが話しかけてきた。


「あら、なにかしら、アベル」


「ガヌドス港湾国のこと、どうするつもりなのか聞いておきたいと思ってね」


「ああ。そうですわね。当面すべきこととしては、オウラニアさんに協力して、奴隷状態におかれているヴァイサリアンを解放することですわね」


その前に、ガヌドス国王の暗殺を防ぐというのがあるが……これを口にすると、いろいろと問題がありそうなので、とりあえず黙っておく。


──暗殺の現場に近づくなんて言ったら、きっと止められてしまいますし……。かといって、ディオンさんだけを送り込むのは、それはそれで恐ろしいですわ。やりすぎてしまいそうで……。


ということで、とりあえず、オウラニアの後ろでこっそりサポートするだけですよ、という体で言っておく。それから、ふと思い出したかのように、ミーアはポンッと手を叩いた。


「そういえば、レムノ王国は、その後、どのような様子ですの？」


その問いかけに、アベルは苦笑いを浮かべた。


「相変わらず、かな。革命騒動以降、民に過度な重税を課さぬよう、ドノヴァン伯ら良識的な政治家が頑張ってくれているが……。軍事偏重の考え方は変わっていないし、領土拡張の野心も相変わらずだね」


それから、彼は首を振って……。


「今回のガヌドス港湾国の件も、言い出したのがボクだったら、ラフィーナさまは支持してくださらなかったんじゃないかな？」


「まぁ！　そんなことないと思いますけど……」


「いや、いいんだ。それに〝相変わらず〟ではないことだってある。例えば、兄さまのこととかね」


「あら……？　ゲインお義兄さまが？」


無意識かつさりげなく、既成事実を作るミーアである。が、それに気付いた様子もなく、否、むしろ、それを自然に受け入れたような笑顔で、アベルは言った。


「ヴァレンティナ姉さまに、よく会いに行っているようなんだけどね。その影響からか、最近は、母や姉、それにメイドたちにも、あまり乱暴な態度を取らなくなったらしい。メイドたちが困惑しているようだったよ」


「まぁ、それは良いことですわね」


アベルの兄、ゲインといえば、次なるレムノ王国の国王である。アベルの母国が、このまま平和に安定してくれれば、それに越したことはないわけで……。


──しかし、ヴァレンティナお義姉さまからの影響って、よくよく考えると蛇の巫女みこ姫の影響ということかしら？　あまり良いこととは思えませんけれど……。いえ、でも逆に、ゲイン王子が良い方向に行っているとするなら、ヴァレンティナお義姉さまのほうが変わりつつある、ということなのかしら？


ううむ……などと、思わず考え込むミーアであったが……。


「だが、いずれにせよ、レムノ王国がどうなっていくのかは未知数だ。良いほうに行ってくれればいいが、逆もありうる。ガヌドスも、同じようなことにならないか、心配ではあるんだ。当面の問題は先送りにされ、どちらに転ぶかわからない、そうなってしまうことがね。だから……ボクは思っている。ミーアが直接、統治したほうが確実なのではないか、と」


そうして、アベルが視線を向けてきた。考え事から、瞬時に思考を戻したミーアは……。


「ほほほ、そのような、めん……ぼくを潰すようなことを、すべきではないと、わたくしは考えますわ」


危うく、ペラペラーッと心の内を吐露しそうになって、ミーア慌てる。


──あっ、危なかったですわ。なんとか、誤魔化せたとは思いますけど……。


などと思いつつ、アベルの顔を窺う。と……。


「めんぼく……？　それは、ガヌドス国王の面目を、潰さないため……いや、違うな。むしろ国民の、か。そのために、ガヌドスの王族であるオウラニア姫を立てる、と？」


アベルの言葉を吟味するように頷き……生まれつつある流れに乗るようにして、ミーアは言った。


「ええ、そうですわ。王政府の非道は明らか。されど、大部分の国民は、おそらくそれを許容している。それを横から別の国の皇女がやってきて、とやかく言われるのは腹が立つでしょう？　それ以前に、その地に住まう者のプライドを損なうことにも繋がると思いますの」


「そうなれば、いかに正しいことを言ったとしても素直に聞き入れてはもらえないか。確かに、その通りかもしれない」


アベルの言葉に、うむうむっと頷きつつ、ミーアはチラリとパティのほうを窺う。


──危うく、本音をポロリしてしまうところでしたわ。パティが見てますし、面倒くさいとか、不真面目なことは言えませんわ。ここは、気を抜かないようにしませんと……。


なにしろ、きちんと、パティを教育しなければ、過去が大変なことになってしまうわけで……。気合を入れ直すミーアであった……が。






パティは、静かにミーアのほうを見て……。


──今、面倒くさいって言おうとした……。


瞬時に、ミーアの誤魔化しを看破かんぱしていた！


そうなのだ……蛇に教育を施された彼女は、オウラニア以上に、他者の心情を読むことに長たけているのだ。ゆえに彼女は、ミーアの心の内を正確に把握し、そしてっ！


──この適当さが、蛇と戦うためには必要なんだ。確かに、適当さは柔軟さにも繋がるし、それに、時々、ランダムに真面目に考えたりもするから対策が立てづらい。まさに、蛇を相手にするのには最適な動き方……。さすがミーアお姉さま。


なんか、感心していた！







    
  
  




ミーアの、ちょっぴりアレな心根を読み取り、それでもなお、そこに教訓めいたものを見出だしてしまう……実はパティこそが最も重症なのかもしれなかった。


──さすがは、私の孫娘！


心の中でドヤァッとする親馬鹿……ではなく、祖母馬鹿なパティ（10歳）なのであった。


状況は……極めて錯綜しているのだった。







第三十二話　男たちの酒飲み話


ルードヴィッヒの執務室に、ディオンがやってきた。


それ自体は、別に珍しいことでもない。二人は仕事終わりに、ミーアの〝やらかし〟……もとい、なしてきた偉業を肴に酒を酌くみ交わすことがあったためだ。


ノックとともに室内に足を踏み入れたディオンは、窓際に立ち、なにかを読みふけっているルードヴィッヒに苦笑いを浮かべた。


「不用心だね。僕が蛇の暗殺者だったら、帝国を傾けることは容易だな」


「ああ。ディオン殿か……。あいにくと、俺が暗殺されたとしても、ミーアさまがいらっしゃれば、どうということはないだろう」


ルードヴィッヒは肩をすくめつつ、静かにディオンのほうに歩いてきた。


「ミーアさまがお戻りになるのだが、先んじて、このような指示が届いた」


手渡された書類に素早く目を通し、ディオンは呆れた様子で笑った。


「ガヌドス港湾国に潜入……？　これはまた……」


「少数民族ヴァイサリアンへの隔離政策と奴隷労働の強制。すべての人間の平等を宣言する中央正教会の教義に反することこの上ない。非難するに足る大義名分だ。ミーアさまご自身が行かれるのは、私としては止めたいところだが……」


クイッと眼鏡を押し上げてから、


「王族を咎とがめるのは、民の上に立つ使命を帯びた統治者の血筋でなければならないからな」


「まぁ、その辺りの大義名分の作り方は、あの姫さんのことだ。完璧にやっているだろうが……しかし、ガヌドスねぇ。なるほど。今度はそちらに手を伸ばす、か……」


ディオンは書類をルードヴィッヒに返しながら言った。


「確かにきな臭い国だし、早めに潰せればそれに越したことはない。それに、上手くすれば、属領にして、我が帝国は海を手に入れることができる……」


と、そこまで言って、窺うように、ディオンはルードヴィッヒに笑みを向ける。


「と、そんなことを考えているわけではないのだろう？　我らの姫さんは……」


「ディオン殿のお察しのとおりだ。ミーアさまは、ガヌドス国王の態度を正すことを是とされているようだな」


「相変わらずだな……。実に面倒だが、実に姫さんらしい」


やれやれ、と首を振るディオンに、ルードヴィッヒは、静かに問いかける。


「なにか気に入らないことがあるのか？　ディオン殿」


「いや、なに。ただ、なんとも中途半端なことだと思っただけさ」


言いながら、ディオンは遠慮する様子もなく、ソファに腰を下ろす。


「中途半端……というと？」


ルードヴィッヒは、グラスを二つと酒瓶を持って、対面に座る。


トクトク、と音を立て、注がれる酒の色は深い赤。葡萄酒ぶどうしゅの作る、深い赤……。グラスを手に取り、その色を楽しむように静かに回してから、ディオンは言った。


「実際に、中途半端だと、君も思うだろう？　大義名分を得て、領土拡張を狙うならばわかる。国としては妥当な戦略だし、帝国皇女が国の発展を考えるのは自然なことだ。それに、サンクランドを真似るわけじゃないが、下手な統治者に治められるより、姫さんの統治下に入ったほうが、民も幸せになれるだろうから、意味だってあるだろうさ」


酒で喉を湿らせるように一口。味を楽しむように、一瞬黙ってから、ディオンは続ける。


「だが、ガヌドス港湾国の、腐敗した王族を正す？　上層部を改心させるだって？　それは、わざわざするべきことだろうか？　他国の平和と安定を乱してまで、する必要があることなのかな、それは。余計なことなのではないか？　と、まぁ、思うわけだ」


「平和……か」


「まぁ、仮初かりそめのかもしれんがね。目下のところ、ガヌドスに騒乱の兆しはないのだろう？　だが、ミーア姫殿下が動けば、そうも言っていられなくなる。必ず波風が立ち、場合によっては火の粉を被る者だって出るだろう？　いや、ガヌドスの場合には、波しぶきと言うべきか？」


冗談めかして言うディオンに、ルードヴィッヒは苦笑する。


「確かにそれはそうだと思うが、それ以前に……。そうだな。試みに問うが、ディオン殿、平和というのは、戦がないだけの状態のことだろうか？」


「というと……？」


飲みかけたグラスを口に当てたまま、ディオンは静かにルードヴィッヒを見つめる。


「例えば、戦がなく、騒乱もなく、剣で殺すこともなく……。鞭むちで打って血を流させることすらなくとも……弱き者たちを脅し、苦難と抑圧の中に置いた状態というのは……やはり平和とは呼べないのではないのかな？」


「なるほど。戦がないのは当然として、それだけでは平和とはいえないと？」


「安定とは呼べるのかもしれないが、平和と呼べるかは疑問だ。同様に、実際に刃を交えずとも、突きつけ合った睨み合いも、平和ではなく拮抗と呼ぶべきだろう」


「戦の前段階ともいえる状態かな」


「それに、力なき国を軍事力によって圧倒し、脅しつけた状態というのも平和とは呼べないだろう？　つまり、戦がないだけの状態も、いくつかに分類できると思うのだ」


そこまで言って、ルードヴィッヒも静かに酒を口にして……。


「戦がないだけの状態を平和と呼べば、その言葉の持つ意味と乖離かいりが生じるように思う。平和と聞けば、なにか良いもののように聞こえるが、実際には、醜悪な現状を維持するために、変化させないための言い訳として使われることが多いような気がする」


「姫さんが目指しているのは、そういった偽の平和ではない、と……？」


静かに首肯しつつ、ルードヴィッヒは続ける。


「ミーアさまは、蛇とは違う意味で、現状に対する変革者なのだ」


「ほう？　統治する者というのは、体制の維持に腐心するものとばかり思っていたが……」


「それは、もちろんそうなのだろうが、ミーアさまは、そこで満足はされないのだ」


静かにグラスに目を落とし、それを回しながら、ルードヴィッヒはつぶやく。


「それに、おそらくは不公正な平和、偽りの平和は長続きしない」


「それは、どういう意味かな？」


「俺は、水準の信仰心と道徳心、倫理観しか持ち合わせていないから、本質的には正義やら平和を云々しようとは思わないのだ。正義だなんだというのは、少々、面はゆい」


「ははは、それについては同感だね。それを議論するには、お互いひねくれすぎているだろうさ」


笑いながら、互いのグラスに酒を注つぎ足すディオンに、ルードヴィッヒは言った。


「だが、合理的に考えても、今のガヌドスの状態というのは正されるべきだと思う。ある者たちを踏みつけにして成り立っている社会というのは、酷く歪いびつだ。安定しているように見えて、常に一部の層を抑圧する構造は極めて不安定といえる。そういったものは、長続きしない」


「まぁ、それはそうだろうな。蛇の力を借りるまでもなく、踏みつけにされ、殴りつけられた者は、きっかけさえあれば立ち上がるからね。寄せては返す波のようなものだ。いつそれが大きくなり、こちらに波しぶきが飛んでくる、か。いや、それが波しぶきで済めばいいが……なるほど。確かにガヌドスには平和でいてもらったほうが、都合がいいか」


そうして、ディオンはニヤリと悪戯っぽい笑みを浮かべるのだった。


「それはそうと、どうやってガヌドスに入るおつもりなんだ？」


「ガヌドス港湾国と付き合いのあるシャローク・コーンローグに協力を得たいと思っている」


「ほう。あの大商人か。確か、ペルージャンでは、こちらにちょっかいをかけてきたと聞いていたが……」


「今では、彼もミーアさまの貴重な協力者になっている。あの人脈は大いに役に立ちそうだ。恐らく、ミーアさまが目指すことは、そういうことなのだろうな……」


「なるほどね。敵だからといって排除していたら、彼の人脈は使えなかっただろうし……ふふふ、確かに姫さんらしいやり方なんだろうな」


そうして、二人の男たちは静かに笑い合うのだった。







第三十三話　ツッコミを入れる者はなく……


さて、帝都ルナティアに戻ったミーアは、早速、ガヌドス行きの態勢を整えていった。


「ルードヴィッヒ……には具体的な指示の必要はなし。むしろ、すると足を引っ張ることになりそうですし……。ディオンさんも剣さえ持ってきてくれれば問題ありませんわ。むしろ、あの方、素手でもなんとかなってしまいそうですし……」


仮に武器を持っていなかったとしても、戦狼の一匹や二匹、撃退してしまいそうだなぁ、などと思うミーアであった。


「問題は、ガヌドスへの潜入方法ですわね。さて、どうしたものか……」


などと、ぶつぶつつぶやきつつ、娘から学校での話を聞きたがる皇帝陛下を華麗にスルーして……。ミーアがやったのは、大商人シャローク・コーンローグとの対談だった。


ルードヴィッヒの要請によって、白月宮殿に呼ばれたシャロークを歓待するため、ミーアはしっかりとお茶菓子を手配していた。


「ペルージャンでの一件以降、仲良くやっておりますし、協力していただけると思いますけれど……」


つぶやきつつ……ミーアはテーブルの上のお菓子を眺めた。


そこには、エメラルダに頼んで揃えてもらった珍しい焼き菓子が並んでいた。


ラスコッティと呼ばれるそれは、二度焼きしたクッキー生地の上に、甘い果実のジャムをのせて食べる、帝国の伝統的なお菓子だった。ただ、さすがはグリーンムーン家、用意されたジャムは、エメラルダのように美しい葡萄のジャムだった。


つぶつぶの果実がそのままの形で入ったジャムは、ミーアが見たどんなジャムよりも美しく、眺めているだけで、ついついうっとりしてしまうミーアである。


基本的に、宝石などの装飾類には、そこまで興味を示さないミーアであるが、食べ物に関しては別である。なにしろ、美しく美味しいものは、お腹の中に入れてしまえば、誰かに奪われることはないわけで。


目を喜ばせ、舌を喜ばせることに重きを置く合理主義者、ミーアなのである。


「失礼いたします。ミーアさま。シャローク・コーンローグ殿がおいでになりました」


ルードヴィッヒに連れられて、シャロークが現れた。


──あら……？


その姿を一目見た瞬間、ミーアは違和感を覚える。


──シャロークさん……なんだか……。


首を傾げつつもソファーを勧め、そして……。


「今日は、グリーンムーン公爵令嬢にお願いしてとっておきのお茶菓子を用意いたしましたわ。さ、どうぞ、お召し上がりくださいまし」


などと勧めるも、シャロークは一切、それに手をつけようとはしなかった。


「申し訳ありません。ミーア姫殿下。今日は、甘いものの類たぐいは、遠慮させていただきたく思います」


「あら……あなたが、お食べにならないのは意外ですわ」


ミーアは驚きに目を見開き……直後、


「もしや、そのお体のことと関係があるのかしら……？　よく見るとシャロークさん、少しシュッとされたのでは？」


ラスコッティにジャムをぬりぬり、ぬりぬりしながらのミーアの指摘に、シャロークは嬉しそうに頷いて、


「お気付きいただけましたか……。ふふふ、実は、あれからタチアナ嬢にいろいろ指導していただきましてな」


「なんと？　そうなんですのね……。よくよく見れば、見違えるほど健康そうなお顔……。短時間で、そのように劇的に改善する効率の良い方法があるのですわね」


感心した様子でつぶやくミーアに、シャロークはほんのすこぅし、目を逸らし……。


「効率……でございますか。まぁ……その、良いといえば良いのかもしれませんな。なにしろ、もう二度と、暴飲暴食などしない、と思える程度には、その……厳しいものでございましたゆえ……」


微妙に引きつった顔をするシャローク。ミーア、それを見て察する。それを自分が実践することは決してない、と。


「……そう。で、では、まぁ、いつか機会があったら教わりに行くとしますわ」


そうつぶやいてしまうミーアであったが……彼女は気付いていなかった。


すぐ後ろ、アンヌがとても真面目な顔で、会話を聞いていたということにっ！


まぁ、そんなこんなで、シリアスな話はさておいて……。






「なるほど。我が商会の商人に紛れて、ガヌドス港湾国に……」


一通り、ミーアから事情を聞いたシャロークは、顎あごをさすった。


ちなみに、かつて弛ゆるみに弛んでいた顎の肉も、今は、ちょっぴりシュッとしている。


「ええ。そうですわ。オウラニア姫殿下と仲良くなり、ガヌドス国内の事情を聞きましたの。それを知り、相談されてしまっては、動かないわけにはいきませんわ」


「なるほど。さすがでございますな、ミーアさま。港湾国を手中に収め、港を取りに行くとは……」


港を取る──それを聞いた瞬間、ミーアの脳裏に、いやぁな想像が浮かぶ。


港を取る、支配する……その象徴としての巨大な黄金……。権威の象徴を、黄金の灯台という形で建てたとみなされ……各国から非難され、中央正教会からは思いっきり叱られて……。


「……ふふふ、港が欲しいだとか、そういった個人的な事情はございませんわ。そもそも、港が使いたいのであれば、ガヌドスにお願いすればいいだけのことではありませんの？」


まず、そのことだけは、はっきりとさせておく。決して、ガヌドスを属領にしたいとか、そういった事情はありませんよ、と明言しておくのだ。


「なるほど、それもまた理ですな。帝国が力ずくで奪い取ったとあれば、住人の反感は計り知れない。船員の確保は難しくなりましょうし、港の整備や造船などの事業も止まってしまうかもしれない。それよりは友好関係を築き、使わせてもらったほうが得である、と」


「わたくしは、一人で全部できるとは思っておりませんわ。それに、得意なことは人それぞれ。ならば、得意なことを得意な人にやっていただきたいと思っているだけのこと。商売のことは商人に、戦は軍人に、そして、ガヌドス港湾国の統治は、ガヌドス港湾国の王族に」


というか、ぶっちゃけ、なんでもかんでも自らの責任にされてはたまらないと思うミーアである。ミーアがしたいのは、味見と昼寝、ダンスと乗馬。後は、まぁ、ちょっぴり我慢して、ルードヴィッヒらが優しく、やさぁしく要約してくれた書類に「いいね！」することだけなのである。


「けれど、友のすることをすべて認めてしまうは、友にあらず。友の悪癖を指摘し、咎めてこそ、真の友と言えるのではないかしら？」


「ふふふ、高貴なる方の高貴たる所以ゆえんということですか。商人であれば、相手の隙を突き、より大きな儲もうけを求めるが理ですが……」


「さすがは、シャロークさんですけれど、ほどほどに。そうでないと、またわたくしが、咎めることになってしまいますわ」


そう指摘すると、シャロークは、上機嫌に笑った。


「それはたまりませんな。ミーアさまのご機嫌を損なえば、せっかくのミーアネットの働きから外れることになりそうだ」


それから、彼は、そっと目を細めた。まるで輝かしいものを見つめるかのように……。


「歴史に対し、意義のある仕事をするというのは、実に甘美なことですな。多くの人を飢えから救い、世界を変え得る存在……ミーアネットの設立に関わらせていただいたことは、私の生涯の誇りとなりましょう」


もうすでに、引退する気満々といった様子のシャロークに、ミーアはニヤリ、と意地の悪い笑みを浮かべる。


「ふふふ、それは少し早すぎますわね。老け込むにはまだ早く、生涯を語るにも、まだ早いのではないかしら？」


それから、ミーアは紅茶を一口飲んでから……。


「実は、セントノエルでこんな話が出ておりますの」


そうして、話すのは、例の「魚の養殖」の話だ。


「なんと……魚の養殖を飢餓対策に活用……と？」


「ええ。けれど、それを実現するためには、魚を生きた状態でいろいろな場所に運ばなければならない。そんなことが可能なものかしら……？」


「どう……なのでしょうか？　卵の状態で移動させることはできるのかもしれませんが……私も詳しくはありませんので……」


ううむむ、と唸るシャロークに、ミーアはニッコリ微笑みかける。


「やるべきことは、まだまだ、まだまだ、たくさんございますわ。シャロークさん。甘美な、意義のある仕事がたくさんあるのに、引退するようなことを口にするのは早すぎるのではないかしら？」


そう言ってやると、シャロークはきょとん、と首を傾げ……。


「はて？　私はただの一度も引退を考えているなどと申したことはございませぬが……」


それから、シャロークは、むん、っと立ち上がり……。


「この体とて、長く働くために健康が必要であればこそやっていること……ふふふ、まだまだ、老け込むつもりもありませぬよ」


朗らかな笑みを浮かべる。その笑みには邪気はなく、かつての狡猾こうかつな商人の面影すらなく……あるのは、精悍せいかんな、夢に向かう若者のような、生気に溢れた色だった。






シャロークとの対談を終えたミーアは、新たな客人を迎えていた。


それは……。


「ミーアさま、ご機嫌麗しゅう」


優雅な動作で室内に現れたのは、美しい緑色の髪を揺らす少女。星持ち公爵令嬢エトワーリン筆頭を自任する、自称ミーアの親友。


エメラルダ・エトワ・グリーンムーンだった。


スカートを持ち上げ、完璧な礼を取る彼女に、ミーアも笑顔で礼を返す。


「お久しぶりですわね。エメラルダさん。オウラニア姫のことでは、助かりましたわ」


「うふふ、なかなか、いい子でしたでしょう？」


そう微笑むエメラルダに、ミーアは思わず考え込んでしまう。


いい子……という言葉には、若干、疑問の余地がないではなかったが……。ミーアはすぐに頷いて、


「ええ。仲良くなってしまえば、そうかもしれませんわ。わたくしのことを師匠などと呼んで……ふふふ、可愛らしい方ではありますわね」


さて、楽しいお茶会が始まって、すぐに、テーブルの上にお茶とケーキが並べられた。


久しぶりに、グリーンムーン家が保有している、ちょっぴり変わったお菓子が食べたい、というミーアのリクエストに基づいて、エメラルダが持参したものだった。


「おお……これは……」


ミーアは、テーブルの上に置かれたケーキを見て、思わず歓声を上げる。


きつね色の、四角いケーキだった。その形状から、ペルージャンのカッティーラを連想するミーアであったが、上のほうに施されたデコレーションが違っていた。


白いクリームと三色のベリーがちょっこりと添えられていて、実になんとも可愛らしい見た目である。


「ふふふ、シャロークさんも、これを見たら、もしかしたら、口にしていたかもしれませんわね」


などと上機嫌で笑いながら、ミーアは、そのケーキにフォークを押し当てる。


ふんわり、とフォークを受け止めた生地から、ジュワッとシロップが滲にじむ。


「この香りは……お酒かしら？」


「ふふふ、ケーキをラムーン酒のシロップにつけたものだと聞いておりますわ」


「ほほう、変わっておりますわね。先ほど、シャロークさんに出したジャムも変わっておりましたけれど……」


つぶやきつつ、ミーアは、ケーキを一口。瞬間、口の中に、ジュジュワッと、シロップの甘みが広がった。鼻を駆け抜ける華やかな酒気の風味、遅れてどっしりと舌の上に立つケーキの甘さ。さらに、生地には、同じくアルコールにつけたであろう干しブドウが練り込まれていて、それが、しゃり、しゃり、っと良い歯ごたえのアクセントを追加する。


さらに、上にのっていたベリーからは、爽やかな酸味が追加され……重厚な甘みを洗い流していく。


「これは、なかなか……大人の味ですわね。ふふふ、でも、とても美味しいですわ」


微笑みつつも、もう一口パクリ。


ちなみに、直前に、シャロークのことを思い出したりだとか、彼が食事制限と運動によってやせた話だとか、彼が食べなかったから、一人でお茶菓子を食べることになっただとか……。そういう細々したことは、ミーアの脳内にはすでに存在しない。


そんな小さなことなど一顧だにしない、極めて器の大きなミーアなのである。


……唯一、タチアナに話を聞こうと決意しているアンヌの存在だけが救いであった。


まぁ、それはさておき……。


「ところで、エメラルダさん、シオンのことなのですけど……」


「あら、シオンお義兄さまがどうかなさいましたの？」


──お義兄さまって……。エメラルダさん、ずいぶんと気が早いことですわ。結婚前からお義兄さまだなんて……。


思わず苦笑するミーアである。


……ツッコミを入れる者は……いなかった！


「シオンは、どうもエシャール王子に会いに来るつもりらしいんですけど、そのためにガヌドスには同行しないつもりみたいなんですの。ガヌドスでどのようなことが起こるか、今のところ未知数ですけれど、彼の力が必要になる局面も訪れるかもしれませんわ。だから……」


「なるほど。わたくしのほうで、ガヌドスに行くように働きかけるようにいたしますわ……。あ、そうですわ」


っと、エメラルダはそこで、手を叩いた。


「どうせでしたら、グリーンムーン家の別邸に招待するというのはいかがかしら？」


言われて、ミーアは思い出す。


そういえば、ガヌドスの王都には、グリーンムーン家の別邸があるのだ。


そこに滞在していてもらえば、いつでも救援に来られるだろう。


「ふむ、それはありがたいですわね」


満足げに頷くミーアに、エメラルダは思案げな顔を向ける。


「それにしてもガヌドスのヴァイサリアン族、聞いたことはございましたけれど……」


エメラルダは頬に手を当てて、ううむ、と唸る。


「ヴァイサリアン族というのは、確か、ガレリア海の周辺部に集落を持つ少数部族でしたわね。先々代国王陛下の治世下で、海賊狩りが徹底して行われ、ほとんどの者たちは、捕らえられたか、投降してガヌドス国民に加えられたかしたはずですわ。未だに隠れ里に潜んでいるという話もございますけれど、海賊を大っぴらに続けているということはないのではないかしら……」


「ほう……。それはなぜですの？」


問いかければ、エメラルダは、さも当たり前と言った様子で頷き、


「当然ですわ。なにしろ、私のように美しい貴族令嬢が、毎年、海遊びをしているのに、一度も、そういった海賊に遭遇したことがございませんもの」


──美しい……。まぁ、確かに、エメラルダさんは、わたくしの親戚ですし。美しくないとは言いませんけれど、自分で言える胆力がさすがですわね。


……ツッコミを入れる者は……いなかったっ！


「イケメンの海賊に連れ去られるのは、ちょっぴり素敵かも、なぁんて思ったものですわ。ああ、今はもちろん違いますけど。エシャール殿下一筋ですわ、もちろん」


「ええ……まぁ、それはさておき……。ヴァイサリアンの問題は意外と根深そうですわね……ふぅむ……。彼らは蛇に関係あるとか、そんなことも聞きますし、これは、気合を入れて行かなければなりませんわね。栄養を、しっかりと補給せねば」


そうして、ミーアは英気を養うべく、さらなるケーキに向かって突撃を開始するのだった。


……ツッコミを入れる者は……残念ながら、いないのであった。







第三十四話　ローレンツ・エトワ・イエロームーンの訪問


さて、エメラルダが帰った時には、すでに、空は夕焼けに染まっていた。


「ふむ……」


ミーアは軽くお腹をさすりつつ……。


「今日のお夕食は……なにかしら？」


おっ、恐ろしいことをつぶやいていた！


けれど、それは仕方ないことなのかもしれない。


なにしろ、料理長の絶品料理は、どれだけお腹がいっぱいでも美味しく食べられてしまうという代物なのだ。夕食前に、メニューを気にするなというほうが無理な話なのだ。


しかしながら、料理長の腕がいいのが悪い、というのも理不尽な話。料理長は、ミーアたちの健康を気遣い、栄養豊富なものを美味しく食べられるよう、日夜研鑽けんさんを積んでいるだけなのだ。


だから結局は、誰も悪くはないのだ…………そうだろうか？


──なんだったら、少し、つまみぐ……味見もできるかしら？


なぁんて、お茶目なことを考えつつ、ミーアは部屋を出た。


ちなみに、アンヌは「今日は少しお茶菓子を食べすぎだから、デザートの量を調節して……」などということを考えつつ、料理長に相談に行っていた。


ミーアの食事量と体調を管理する、メイドの鑑アンヌなのであった。


さて、楽しい味見のために、そそくさと白夜の食堂に向かっていたミーアだったから……。


「失礼いたします。ミーアさま、少しよろしいでしょうか？」


急に声をかけられた瞬間に、うひゃっ！　などとヘンテコな声を上げて跳び上がった。ぎくしゃくと振り返れば、そこに立っていたのは……。


「あ、ああ……。リーナさん。どうかなさいましたの？」


「はい。実は、ガヌドスに出立する前に、父にお会いいただきたいのですが」


「あら……、ローレンツ卿に？」


「はい。以前、お尋ねいただいていた、クラウジウス候ハンネス殿のことについて、直接、お話ししたほうがいいだろうと申しておりまして……」


「……ああ、例の……」


ミーアは……別に忘れていたわけではありませんよ？　という顔を装って頷いてみせた。


「そうですわね。ガヌドスに行くのであれば、先にお聞きして、情報を整理しておいたほうがよさそうですわ」


ミーアの目的は、もともと、ガヌドス国王の暗殺を云々することにあらず。また、ガヌドス港湾国のヴァイサリアン族を救い出すことでもなく……。


──ハンネス大叔父さまの行方を探ることが第一目標でしたわ……。


その時、ふと、視線を感じて、ミーアは辺りをキョロキョロ見回す。っと、いた！


白夜の食堂の入り口近く！　パティとベル、さらにヤナとキリルの姿が見えた。


ハンネスの名前が出たからか、パティはジーッとこちらを見つめていた。


ミーアは、改めて「ええ、もちろん、忘れてなどいませんでしたわよ？」という顔をしつつも……。


「ちなみに、ローレンツ卿は今どこに？」


「実は、すでに白月宮殿に参上しております」


「あら、そうなんですの？　でしたらすぐにでもお会いしなければ……」


などとつぶやきつつ、ミーアはパティにちょいちょい、っと手招きをした。


そわそわした様子だったパティは、ちょこちょこ小走りにやってきて……。


「……ハンネスのことがわかったの？」


「ええ。そのはずですわ」


頷きつつ、ミーアは考えていた。


──パティは……いずれ過去に帰る。その際、ローレンツ卿に対して、悪印象を持っているようですと、いささかまずいことになりますわ。


ミーアは以前見た夢を思い出す。


イエロームーン家で出されたケーキに毒が入っている、という悪夢のことを。


ケーキに毒……それは言ってしまえば、大好きなキノコを食べてみたら毒キノコでした！　というのと同じ、大変ショックな出来事である。


否、毒キノコであれば、キノコ女帝として、まだしも愛でることができるかもしれないが、毒の入ったケーキはただの毒……。到底、容認できる代物ではない。


──そういう意味では、直接、ローレンツ卿と会わせて、人となりを知ってもらうことが必要かもしれませんわね。なにがあっても彼は悪人にならない、ハンネスを助けた人なのだ、と思っておいてもらえれば、悪いことにはならないはずですわ。


ミーアは、ふむ、とつぶやいて……。


「パティ、あなたも、一緒に話を聞きたいですわよね？」


「え？　いい、んですか？」


「構いませんわ。あなたが当事者ですし、まぁ、ローレンツ卿には上手いこと言って納得してもらいますわ」


基本的に、ローレンツは話のわからない男ではない。


ミーアと同じ、スイーツを愛する同好の士である。話せばわかってもらえるだろう、と確信するミーアであった。






さて、応接用の部屋で待つことしばし。ノックとともにローレンツが入ってきた。


彼は、部屋に入って早々、パティのほうを見て、目を見開いた。


「ミーアさま……もしや、その方は、ハンネス殿の縁者の方でしょうか？」


パティのことをどう切り出そうか、と思っていたミーアだったから、渡りに船とばかりに頷いて。


「ええ……そんなようなものですわ。よくおわかりになりましたわね？」


「先代皇妃殿下の面影がございましたゆえ」


そうして、ローレンツは、懐かしそうに瞳を細めてパティに笑いかける。


「それにしても、そうでしたか。ハンネス殿の、縁者の方が……。もしや、ハンネス殿のことを急に知りたいとおっしゃられたのは……」


「ええ、察しが良くて助かりますわ」


深々と頷いてから、ミーアは続ける。


「ハンネス大叔父さまのこと、蛇と関係の深いクラウジウス家のこと……そして、ハンネス大叔父さまが、あなたに暗殺されたという噂……わたくしは、その辺りの事情をなにも知らないから、教えていただきたいんですの」


ミーアは真剣な顔で、ローレンツを見つめる。


「とりあえず、大叔父さまが生きていることは確実だと思っておりますけれど……その辺りはいかがかしら？」


ローレンツは腕組みしつつ、頷いて言った。


「わかりました。私の知っている限りをお話しさせていただきます」







第三十五話　過去への一撃


ミーアは、ローレンツにソファを勧め、自らも対面に座る。隣にはパティがちょこん、と腰を下ろし、ローレンツの隣にはシュトリナが座った。


さて、腰を落ち着けたところで、テーブルに目をやり、おや？　とミーアは首を傾げた。


テーブルの上……出されたのは紅茶だけで……。


チラリ、とアンヌのほうを見ると、


「もうすぐお夕食になりますので……」


と澄まし顔で答えた。


「私も先に皇帝陛下のところで食べてまいりましたので、遠慮させていただきました」


「そうですの？　まぁ、ローレンツ卿がそう言われるなら……」


とつぶやきつつ、ミーアは切なげにテーブルの上を見つめた。


──まぁ、空腹は、お料理を美味しく食べるための必要条件ですし……。仕方ないかしら……。


ちなみに、糖分をとらなければミーアの頭脳労働量が下がることが懸念されるところだが、その辺りも問題はない。これから頭脳労働モードに移行したとしても、あり余るほどの糖分を、今日のミーアはすでに摂取しているためだ。


「ええと、それでは改めてお聞きしますわ。ハンネス大叔父さまのこと」


「そうですな……」


ローレンツは、しばし考え込むようにして黙ってから……。


「クラウジウス家は、ご存知の通り、蛇と関わりの深い家です。我がイエロームーン家に匹敵するほどの歴史を持ち、皇帝一族や他の家に蛇の息のかかった者たちを送り込む、そのような役割を果たしていました」


「なるほど……。皇帝の一族が蛇の道から外れぬように、と言っておりましたわね」


「当家にいたバルバラも、もともとはクラウジウス家と所縁ゆかりのある者から蛇の教育を施されたのではないかと思われます。もっとも、蛇は出自や関係が露見するのを極端に嫌うため、直接、彼女から聞いたわけではありませんが……」


「バルバラさんは、オベラート子爵に酷い目に遭わされたと聞きましたわ。その後で彼女に接近したとなると、帝国内に潜んでいた蛇のはず……。クラウジウス家の縁者である可能性は高そうですわね」


先ほど食べたジャムの糖分七割ほど消費しつつ、ミーアは言った。


「クラウジウス家では当主が領民に手を出し、子を作っては、その子を養子に引き入れて蛇の教育を施す、といったことも行われていたようで……」


その言葉に、ミーアは思わずパティのほうを窺う。パティは……ただ黙って、ローレンツの言葉を聞いていた。


「貧しい家で育てることで、金持ちや強者に対する恨みを持たせ、そのうえで引き取り、今度は、クラウジウス家で厳しい蛇の教育を施す。理想の蛇を生み出すための仕組みだったというわけです」


「なるほど……。悪質ですわね」


気遣うように、パティの頭を撫でると、パティは大丈夫、と言った様子で頷いてから、


「それで、ハンネス……候は？」


そわそわとした様子で尋ねる。


「彼は、皇妃殿下の弟君であらせられました。そして、皇妃殿下は、ちょうどミーア姫殿下と似ておられて、とてもご聡明な方でした」


「似てる……？」


パティはミーアの顔を見て……一瞬、複雑そうな顔を……顔をっ！　なんと、していなかった！　むしろ、ちょっぴり嬉しそうに頬を赤らめている！


──ううむ、これは、喜んでくれているのかしら……？　反応に困りますわね。


微妙に居心地が悪かったので、紅茶を一口すするミーアである。


「そんな聡明なる皇妃殿下の弟君ですから、ハンネス殿も、大変に明敏な方でした。彼は、クラウジウス家が姉に害をなすものだと考え、その影響力をできるだけ削ぐよう、ひそかに動いておられました。それに、どれだけ言われても自らは子を残すことはなく、のらりくらりと、上手く身を躱しておいででした。けれど、ついに、我がイエロームーン家に、暗殺の依頼が届くことになりました」


そこまで言ったところで、パティが首を傾げた。


「少し、変……。ハンネスが、そんなふうに蛇の言うことを無視できるはず、ない」


パティの言葉に、ミーアはハッと思い出す。


「ああ。そうでしたわね。ええと、ローレンツ卿、ハンネス大叔父さまは、ご病気を患っていたと聞いておりますけれど、その辺りはどうなっておりますの？　蛇にしか作れない薬を服用していたと聞いておりますけれど……。国外に逃がす時、なにか、特別な薬を渡したりとか……」


「いえ、そのようなことは致しておりません。それどころか、ハンネス殿が病気であることさえ、私は知りませんでした」


「ということは、治ったということかしら……？」


「ちなみに、その病名はわかりますか？」


ちらり、とパティのほうを窺うと、パティは小さく頷いて……。


「禁実きんじつの病と聞いた……」


その言葉に、ローレンツは、思わずといった様子で、唸った。


「これは…………珍しい病の名が出ましたな」


「ご存知ですの？　ローレンツ卿、その病気のことを……」


「はい。珍しい奇病です。名前は、我々の創生神話に基づきます。封じられた園、そこにある命の木の実と、禁じられた木の実。我らの祖先たる始まりの人は、命の木の実ではなく、禁じられた木の実に手を伸ばし、死ぬ者となった」


ローレンツは、そこで紅茶に口をつけ……。


「この出来事にちなんで、その名がつけられました。すなわち、禁実のほうに手を出したがゆえに、命の木の実を口にできなくなった者の病、と……。この病は、幼少期には、体が弱いというだけに見えますが、成長するにつれ、その身を蝕むしばみ、やせ衰えさせる。二十の半ば前には亡くなるという恐ろしい病です」


それから、ローレンツは疲れたように首を振った。


「現在のところ、治療法はありません。できるだけ栄養のあるものを食べさせて延命を図るというのが一応の対処法として知られていますが、効果のほどはあまり……」


「なるほど。しかし、ハンネス卿には、その様子はなかった、と。それならば、蛇が嘘を言っていたと……？」


そう尋ねれば、ローレンツは眉間に皺を寄せる。


「それについては、なんとも言えません。騙すにしても、不治の病というならば、もっとありふれた病の名を言うのではないでしょうか……」


「それならば、毒はどうでしょうか？　お父さま」


シュトリナが横から口を出すも、ローレンツは首を振る。


「私も、その可能性を考えていた。定期的に毒を混ぜて病のように見せる。徐々に衰弱させることは可能だろうし、体を弱らせることもできるかもしれない。『地を這はうモノの書』を読んだハンネス殿は、そこに、自分が飲まされている毒の知識を見つけて……」


「あり得そうですわね。『地を這うモノの書』には、毒の知識が書かれていたほうが自然な気がしますし……」


ミーアがそう言うと、ローレンツは苦笑して首を振った。


「そこが難しいところなのです、ミーア姫殿下。私は、『地を這うモノの書』に書かれていたことが、すべて悪しき知識だとは思わないのです。毒の知識もあれば、薬の知識もまた、書かれていても不思議ではない、そのような書物なのです」


「あら、そういうものなんですの？」


「そうですね。例えば、薬の知識を使って、人々の信頼を集める医師となれば、どうでしょう……？　毒を使って、誰かを暗殺するより、よほど人々の心を操りやすいのではありませんか？」


それから、ローレンツは小さく唸り声を上げる。


「確かに毒を飲ませていた、ということはあるかもしれないが……引き取ってきた幼い姉弟を脅すのに、そんな面倒なことをするだろうか……？　むしろ、病は本当で、『地を這うモノの書』に、不治の奇病の解決を求めたと考えるべきではないか……？」


ミーアは、そこで違和感を覚える。


──けれど、聞いた話によれば、ハンネス大叔父さまは、おそらく病が治った後まで『地を這うモノの書』を読み込んでいたはず……。失踪しっそう直前まで、熱心に読み込んでいた印象がありましたわ。どこかの時点で病が治ったのに、なぜ、そんなにも熱心に読む必要があったのかが謎ですわ……。


ふとミーアは、傍らに座るパティのほうを見て……思わず、あっと声を上げかけた。


パティもまた、その可能性に気付いたのか……目を見開いていた。


──大叔父さまがなにをしようとしているのか、わかりましたわ。ローレンツ卿は知らないから、思いつかないのでしょうけれど……。


気分を落ち着かせるために、紅茶を一口。それから、ミーアは自らの考えを整理するようにパティを見た。


──もしかして、ハンネス大叔父さまは……パティに病気の治し方を教えるつもりなのではないかしら？　『地を這うモノの書』に載っているといわれている薬の作り方……いいえ、もしかしたら、薬そのものを見つけるつもりなのかも……。そうして、それをパティに渡せば、それは過去の蛇に対する明確な一撃になりますわ。


定期的に薬を飲まなければ死んでしまうという弟を抱えて、なぜ、パティは蛇を裏切ることができたのか……？


それは、早い時期にハンネスが病気から解放されていたためだ。


では、なぜ、病気が治ったのか？


それは、パティが〝未来から持ち帰った蛇の薬〟をハンネスに飲ませたためだ。


──ハンネス大叔父さまは過去の自分を救い、姉を蛇から解放するために、今もなお、蛇の薬の作り方を調べている……。であれば、もしもそれが失敗すると……過去のパティが蛇に縛られてしまって……結果として現在が揺らぐことになるやも……。


ゴクリと喉を鳴らすミーアであった。







第三十六話　熟練のイエスマン、ミーアは平常運転である


ローレンツとの会談の翌日、ミーアたち一行は帝都ルナティアを後にした。


目指すは、ガヌドスとの国境付近に位置する村だった。


そこでシャロークの商隊と合流し、国へと侵入するのだ。


「以前、クラウジウス領に行った時にも経験済みかと思いますけれど、みな、きちんと演技するんですわよ？」


やや草臥くたびれた木綿のシャツとズボンという、ちょっぴり地味な潜入服に着替えたミーアは、馬車の前に立って、偉そうに言った。


その言葉に、生真面目な表情で頷いたのは、ヤナだった。彼女も地味なシャツとズボンに着替えている。さらに、トレンチ帽を被り、額の刺青を隠すことにも抜かりはない。そんな姉の隣に立つキリルも、しかつめらしい顔で頷いている。服装は姉とお揃いのものだった。


ちょっと可愛いかも……などと、母性を刺激されるミーアお姉さん（23）である。


さらに、キリルの隣には、パティがいつも通り無表情で立っていた。いや、よく見ると、その顔には、どこか緊張感が窺えた。


おそらく、昨日のローレンツとの会談が影響しているのだろう。


──蛇の束縛から逃れる道筋が見えているのですから、緊張するなというほうが無理な話ですわね。


と、まぁ、ここまではよしとして……。


──この子たちは意外としっかりしてるから大丈夫でしょうけれど……問題は……。


とミーアが視線を向ける先……ベルが、きょとんと首を傾げていた。


「一応、言っておきますけど、ベルもきちんとバレないようにしないとダメですわよ？」


「ふふふ、大丈夫ですよ、ミーアおば……お姉さま。なにも問題ありませんから」


「どこかで探検したり、冒険したり、目立つようなことをしてはいけませんわよ？　くれぐれも……」


「はぇっ……？　あ、はい。それは、もちろんです当たり前です当然じゃないですか、あはははいやだなぁ！」


やや軽めのその口調に、ミーア、若干不安を覚える。


「しかし、ミーアさま、どのような手順で進めましょうか？」


ミーアのやや後方、スッと背筋を伸ばして立つルードヴィッヒが、聞いてきた。


「ふむ……」


腕組みして、刹那の黙考。ちなみに、この手の話題についての、ミーアの思考はすこぶる速い。考えた末、ミーアは……。


「ルードヴィッヒ……あなたは、確か、ガヌドス国王と面識がございましたわね？」


「面識……というほどのものでもありませんが、私とディオン殿とは、一度、会ったことがございます」


「そう。ならば、どうかしら？　その時の印象をもとに、これから、どのように行動すべきかしら？」


妥当な理由をつけて、ルードヴィッヒの質問を跳ね返した！


熟練のイエスマン、ミーアにとって、自然な流れで周りから良いアイデアを聞き出すことなど造作もないことなのである。


「そうですね……」


ルードヴィッヒは、眼鏡をクイッと指で押し上げてから……。


「オウラニア姫殿下のお言葉のみで糾弾するのは危険かと……。のらりくらりと躱されるばかりか、思わぬ逆撃を被こうむる恐れもあります」


ルードヴィッヒの言に、ディオンも続く。


「確かに、食えぬ男、という印象でしたな。こちらが軍事力で攻めようとすれば、なにか、別軸のからめ手で足止めをされるような、そんな印象を受けました」


「なるほど。とすると、やはり、わたくしかアベルが実際にヴァイサリアンに対しての非道を目にする必要がございますわね」


一国の王族を責めるために、他国の王族の権威を使う……。それが今回の基本構想である。


──本当ならば、正義に関して一家言ありそうなシオンにもいろいろ言ってもらいたいところですけど……。


今回は、シオンは別行動である。


エメラルダに引っ張ってきてもらう予定であるが、ミーアたちの入国から少し遅れての到着となるだろう。


「オウラニアさんから、隔離区の場所をお聞きして、実際に見てくるのがよろしいかしら……。あ、そうですわ。ヤナ……」


名前を呼ばれ、ヤナがわずかに姿勢を正した。


「ヴァイサリアン族の隔離地区というものを、あなたたちは知っておりますの？」


小首を傾げるミーアに、ヤナは申し訳なさそうにうつむいて……。


「申し訳ありません。詳しいことは、なにも……。ヴァイサリアンだってバレないように生きなさいって、言われて生きてきたから……。もしも、それがバレたら、捕まるからって……言われてて……」


「ふむ……」


ミーアは、腕組みしつつ、つい、っとルードヴィッヒのほうに視線を送る。


「なるほど。つまり、ヴァイサリアン族であることを隠して、国の中に暮らしている者もいるということでしょうか……。先々代のガヌドス国王が行ったとされる海賊狩り……。そこで捕らえられた者たちが、隔離地区に住まわされたが、それ以前に、移り住んでいたヴァイサリアン族の者たちもいて、街中で密かに暮らしている、ということなのか……」


「それはまた、恨みも実に根深そうですな」


同意するディオンに、


「ふむ……」


ミーアは深々と頷いてから……。


「いずれにせよ、隔離地区の視察が、どうやら急務のようですわね」


とりあえず、そう結論づけるのであった。






さて、時は少しだけ遡る。


ミーアが乗った馬車を見送ったエメラルダは、屋敷に戻りつつ、考え事をしていた。


「しかし、シオン殿下に、ガヌドスに行きましょうと言っても、聞いていただけないかもしれませんわね……。とすると……」


腕組みしつつ、ふむ、と唸る。


「エシャール殿下と、ガヌドスの別邸に遊びに行く……というのがよろしいかしら……？　シオン殿下には、そちらに追いかけてきていただくということで……。ミーアさまの誕生祭までに帰ってこられれば……」


っと、シオンを上手いことガヌドスに連れていく方法を練りつつ……エメラルダは別のことを考えていた。


「しかし、ガヌドス港湾国が、まさか、そんなことになっているだなんて、思いもしませんでしたわ」


毎年、夏にはガレリア海に遊びに行っていたエメラルダである。


ガヌドスの王都だって、何度も訪れていたし、町を歩いたことだってある。にもかかわらず、隔離地区のことなんか聞いたこともなかった。


「それに、オウラニアさんも、まったく話してくれませんでしたわ……。少しでも相談してくれればよかったのに、水くさい……」


っと、そこで、エメラルダは、ふぅっとため息を吐き……。


「いえ……かつての私であれば、言っても無駄だと思われたかもしれませんわね。それに、オウラニアさんもきっと、ミーアさまに変えられたはず……。だから、話す気になったんですわね。ということは……結局は、さすが、私の親友ミーアさま、という結論になるのかしら……？」


そう考えると、なんだか、嬉しくなってくるから不思議である。


「それにしても、お父さまは……ガヌドスのことをご存知なのかしら？」


次に気になったのは、そのことだった。


ガヌドス港湾国と最も繋がりが深い帝国貴族は、間違いなく、グリーンムーン家である。かつてはイエロームーン家のほうが繋がりが強かったらしいが、今は、文句なくグリーンムーン家のはずで。だからこそ……。


「お父さまが知らない……ということがあり得るかしら？」


エメラルダは父のことを知っている。父は、切れ者ではないにしても、決して無能者ではない。自分と付き合いのある者たちの行いを見過ごすとは考えにくいわけで……。


「知っていて黙認した……ということかしら……」


そう考えると、気持ちが暗くなってしまうエメラルダである。






その日の夕食を終え、口元を拭きながら、小さくため息。それから、席を立とうとしたエメラルダだったが……。


「あの、エメラルダさん、どうかなさいましたか？」


エシャールが話しかけてきた。


眉をひそめる小さな婚約者に、エメラルダは、優しく笑みを浮かべてみせる。


「いいえ、なんでもありませんわ。少し考え事がございましたの。大したことではありませんわ」


「そう、なのですか……？　でも……」


っと、エシャール、何事か言いたげな顔をしていたので、


「大丈夫ですわ。なにも心配はありませんわ」


エメラルダは、もう一度、安心させるように言った。


それを聞いても、エシャールは浮かない顔をしていたが……やがて、なにかを思いついたのか、パッと顔を明るくした。


「そうだ。エメラルダさん。少しだけ、ここで待っていてください」


有無を言わさぬ口調で言うと、エシャールは小走りに食堂を出ていった。


「はて……？」


と首を傾げつつ、待つことしばし……。


エシャールに続いて、トレーにティーセットをのせたニーナがやってきた。


「あら……？　それは……」


「サンクランドの茶葉です。ニーナさんにお願いしていたものが、届いてました。とてもいい匂いで、気分が落ち着くから……」


そう言って、エシャールはティーポットを持った。


「まぁ！　エシャール殿下が手ずから？　そのようなこと……」


慌てて立ち上がろうとするエメラルダに、彼は小さく笑みを浮かべて、


「ニーナさんにお願いしてもいいと思ったんですけど、ぼくが淹れて差し上げたかったので……」


そう言って、優雅な手つきで、カップに紅茶を注いでいく。


お砂糖を一杯入れて、かき混ぜてから、エシャールは言った。


「少し甘みをつけるといいみたいなんですけど、二杯目を入れるかどうかは、お好みで」


そうして、エメラルダの前にカップを置いてくれる。


カップを手に取ったエメラルダは、冷めないうちに、と紅茶に口をつけた。


すぅっと鼻をくすぐるのは、心地よい、すっきりとした香り。舌の上に柔らかな甘みと、微かな酸味が広がるのを感じながら、エメラルダは小さくため息を吐く。


「ああ……この紅茶……とても落ち着きますわ」


「気に入っていただけたなら、よかったです。実は、この紅茶、シオン兄さまに嫉妬しっとしていた時、よく飲んでいたんです」


過去を恥じるような言いように、エメラルダは思わず口を開きかけるが……。エシャールは穏やかな顔で首を振り……。


「昔の話です。今は、このお茶に頼ることは、もうほとんどありません。でも……」


それから、静かにエメラルダを見つめてきた。


「エメラルダさんには必要なんじゃないか、と思ったから……」


どこか気恥ずかしげに、顔を赤くするエシャール。


「まぁ……エシャール王子……」


その……なんとも純粋な心遣いに、エメラルダ、思わず、キュキュンッとしてしまう！







    
  
  




イケメンの、弟と同い年ぐらいの王子さまが、自分のために紅茶を淹れてくれるというレアなシチュエーションっ！


かつて、イケメン護衛に囲まれつつ、海水浴だの、街歩きだのをしていたエメラルダを、未知なる興奮が襲う！


──ああ、ダメですわ。エシャール殿下は、まだ子ども。お子さまですわ。この程度のことで心が揺れるはずもありませんわ。それに、私と婚約者にという話は、有耶無耶になっているわけで……。でも、可愛い……。


などと、目をグルグルさせるエメラルダだったが……、そこで小さく咳払い。それから、気分を落ち着けるため、もう一度、紅茶を一口。


ほふぅー、っと息を吐き……。


「感謝いたしますわ。エシャール殿下。このお紅茶、とても美味しいですわ」


落ち着いた、お姉さんスマイルを浮かべる！


そう、エメラルダは、これでもお姉さん。年下の男の子に翻弄ほんろうされるなどということは、決してないのである。ないのである！


でも……。


「ふふ、淹れて、よかったです」


嬉しそうに笑うエシャールに再び、ときめいてしまうのだった。






──でも、そうですわね。私もまた、ミーアさまに救われた者ですもの……。


エシャールの顔を見て、小さく頷く。


──エシャール殿下に偉そうに言ってしまった手前、なにもしないわけには参りませんわ。


あの日、サンクランドからティアムーンにやってくる途上でのこと……。エメラルダはエシャールに言ったのだ。


許された者、救われた者に相応しく生きることを心掛けよ、と。


その言葉もあったからか、エシャールは頑張っていた。慣れないミーア学園で、この帝国の地で、なにかをなさんと懸命に勉学に励んでいた。


だからこそ……。


「私も、しっかりしなければなりませんわ。ガヌドスのことを、調べなければ……。とりあえず、お父さまの部屋……いえ、ガヌドスの別邸のほうかしら……？」


静かに気合を入れるエメラルダであった。







第三十七話　ミーアのお茶目な冗談……冗談？


ガヌドス港湾国は、ティアムーン帝国に比べると、とても小さな国だった。


それでも王都には、国の要である港や海産物を売る鮮魚市場、造船所などの大型施設が集まっていて、街行く人々の顔には活気が溢れていた。


「ふむ、なかなかの賑わいですわね」


馬車から降りて、まずミーアたちが向かったのは宿屋だった。


ほかの客たちに紛れるようにして部屋に入り、ようやく安堵のためを息一つ。


「まぁ、ここは商人の出入りが比較的ありますし、海に出たまま数日漁師が帰ってこなかったり、出稼ぎにやってきた身分不確かな者がいたりしますので、まず見つかりませんよ」


などと悪い笑みを浮かべるのは、シャロークの子飼いの商人だった。


──なるほど、さすがは、あのシャロークさんのところの方ですわ。実に悪そうな顔をしておりますわね。


などと頷きつつ、ミーアは窓の外に目をやった。


以前、泊まったグリーンムーン公の別邸は、ここよりさらに王城に近い、高級住宅地のほうに見えた。


最初はそちらを使わせてもらおうかと思っていたミーアであったが、さすがに、そこは監視の目がありそうだったので、今回は普通に宿屋を使うことにしたのだ。


「さて、それでは、オウラニアさんが来るまでに、なにか、腹ごしらえでも……。ええと、ケーキかなにか……」


「ミーアさま、変わったお菓子をいただきましたよ」


どこに行っていたのか、タイミングよくアンヌが戻ってきた。


「変わったお菓子？　なんですの、それは……」


「はい。小魚を干したものにタレを漬けたのだそうです」


そう言ってアンヌがお皿の上に並べたのは、茶色いタレのかかった、開きにした魚だった。


「あ、それ、美味しいやつ！」


と、横で見ていたキリルがニコニコしながら言った。


「ふふふ、それではみなで一緒にいただきましょうか。ほら、ヤナもこちらへ」


「え？　あ、でも……そんなに、たくさんないから……」


などと躊躇ためらうヤナに、ミーアはおかしそうに笑った。


「なにを遠慮しておりますの？　子どもは気にせず、たくさん食べるべきですわ」


ミーアは、そこで、小さくウインクして、


「それに、わたくし、あまり食べるほうではありませんし、余ってしまうかもしれませんわ」


「えっ……？」


「え……？」


ミーアの言葉に、なぜか、きょとん、と首を傾げるヤナとキリル。


その反応に、はて？　と同じく首を傾げるミーアだったが……。


横で見ていたパティがおもむろにヤナたちのほうに歩み寄り……、小声で……。


「……たぶん冗談。たぶん」


「あ、ああ。そうか。ははは」


などと、曖昧あいまいな笑みを浮かべる子どもたちに、ミーア、またしても首を傾げ……。


──冗談……？　はて、なんのことかしら……。


と、その時だった。


「ミーア師匠ー！」


ドアを開け、オウラニアが入ってきた。


「ああ、オウラニアさん。ご機嫌よう」


「わざわざ、こんな辺鄙へんぴな国までご足労いただきましてー、申し訳ありませんー」


ドレスにもかかわらず、ミーアの前で片膝を突いて臣下の礼を取るオウラニア。ミーアはその姿に、ガヌドスの属領化という、実に面倒くさい事態を幻視する。







    
  
  




「ああ、ええと、オウラニアさん、そのようにされると困ってしまいますわ。わたくしたちは対等な国の姫同士ですし……」


「いいえー、ミーア師匠は、私の師匠ですからー。このぐらいはしないと、失礼にあたりますー。それに、我が国のために来ていただいたのですからー、礼を尽くすのは当たり前のことですー」


キリリッとした顔で見上げてくるオウラニア。


それを見て、ミーアは一抹の不安を覚える。


先日より、さらに高まるオウラニアの尊敬……。なんとなくだが、これは、忌まわしき黄金のアレが建つという兆候のように感じられて……。


「え、ええと、そろそろ、その師匠というのは……」


「いえー、私はまだまだー、姫道を師匠から教わらなければいけませんからー」


オウラニアは、ものすごーく真面目くさった顔で言った。


「……そ、そう」


思わず、引きつった顔をするミーアであるが、とりあえず、咳払いして……。


「ミーア師匠……ですか？」


っと、声のほうに目を向ければ、ルードヴィッヒが苦笑いで眺めていた。


「あ、ええ。ええと、なにやら、わたくしから学びたいことがあるというので、そのようなことになっておりまして……」


「なるほど。さすがはミーアさまですね」


きらり、っと眼鏡を光らせて、なんだか納得顔のルードヴィッヒである。


──って、なにを納得してますの？　こちらが困っている時に、このクソメガネは……あ、そうですわ！


ミーア、そこで思いつく。それから、澄まし顔でオウラニアに向かって……。


「オウラニアさん、実は、今回はわたくしの大切な忠臣を連れてまいりましたの。こっちの眼鏡をかけているほうがルードヴィッヒ。そして、あちらの剣を持ってる、ちょっぴり……すごく？　怖い感じの方がディオンさん」


「はぁー」


突然のことに、ポカンとした顔をするオウラニアに構わず、ミーアは続ける。


「ルードヴィッヒは、わたくしの頭脳労働の半分ぐらいを担っていただいておりますわ！」


ミーア、思いっきり盛る！　盛る！　盛る！


……もっとも、この場合の『盛る』が、多いのか少ないのかは、議論の余地がありそうなところであるが、それはともかく……。


──オウラニアさんの尊敬を少しでも削そいでおければ、重畳ですわ。


今回のミーアには大きく分けて二つの目的がある。


一つは、言うまでもなくハンネスを捜すこと。


もう一つは、ガヌドス国王の暗殺を防止し、ヴァイサリアンの隔離地区の問題を解決し、それにより、あの忌いまわしき黄金のアレが建つのを事前に防ぐことだ。


特に黄金のアレを防ぐため、あまり目立ちたくないと思うミーアであるのだが……。


──オウラニアさんのこの態度を見るに……今回のことを、オウラニアさんを前面に押し出して解決したとしても、わたくしの功績を讃えるとかなんとか言い出して、アレが建ってしまいそうですわ。


であれば、オウラニアの尊敬の念を少しでも下げておかなければならないわけで……。


「わたくしは、このルードヴィッヒがいなければ、大した働きもできませんわ。ルードヴィッヒやディオンさん、それにアンヌ……大切な臣下たちがいてこそのわたくしなのですわ」


だから、これからこの国ですることも、自分の功績だけじゃないよ？　だから、ワケのワカラン黄金の建造物とか建ててくれるなよ！　と言外に、力強く主張するミーアである。っと、


「えーと、つまりー、私も、ルードヴィッヒさんのような、頭のいい家臣が必要とー、そういうことですかー？」


「え？　あ、うーむ、まぁ、そういうこと……になるかしら？　わたくしたち、上に立つ者が、自分だけでできることなど、ほとんどないというのは事実ですわ」


「なるほど……。そういうことなんですねー」


オウラニアは、神妙な顔で頷き……。一冊の本を取り出した。その表紙には手書きで『ミーア師匠金言録』なる、珍妙なタイトルが書かれていた！


「なっ！　なんですの、その本は……」


「ミーア師匠のお言葉を忘れないようにメモしておこうと思ってー」


などと、筆を動かしつつ、オウラニアは言った。


「よき家臣を得ることこそが、よき姫への第一歩。ミーア師匠、とっても勉強になりますー。さすがは、ミーア師匠ですー」


「ちっ、違いますわ！　ああ、いえ、別に違いはしませんけれど……そうではなく……」


ミーア、思わず舌打ち。


これでは、まるで、ルードヴィッヒを家臣につけたこと自体が、ミーアの功績のようになってしまっている。ルードヴィッヒが優秀であればあるほど、自らの評判が上がる効果が生まれてしまいそうで……。


──ぐぅう、ぎゃ、逆効果ですわ……。なんとかしなければ……。


頭を抱えるミーアなのであった。






こうして、黄金のミーア灯台の建造までの道のりは、着々と舗装されつつあるのだった。







第三十八話　作戦会議


ミーアが、微妙に納得いかない顔をしている中で、オウラニアは、子どもたちのほうに目をやった。


「あらー、ヤナとキリルも来てたのねー」


そうして親しげに、ヴァイサリアンの子どもたちに、歩み寄る。


どうやら、あの釣り大会以降、仲良くなったらしい。いや、仲良くなったというか……どちらかというと、オウラニアのほうがいろいろ会いに行って面倒を見ているらしいが。


自国の民ということで、少し意識が変わったのかもしれない。


それはそれでよい変化といえるのだろうが……。


ヤナとキリルのそばに行くと、躊躇いなく頭を撫でる。嬉しそうにするキリルと、恥ずかしそうに顔をしかめるヤナ。


そして、パティは、我関せず、と、すすっと音もなく引いていた。


……どうやら、馴なれ馴れしくされるのは、あまり好きではないらしい。


「それでは、オウラニア姫殿下。詳しい話をお聞かせ願えますか？」


話を戻すように、ルードヴィッヒが咳払いした。


「ミーア姫殿下に助けを求めた、とお聞きしておりますが……」


「ああー、ええーと」


っと、オウラニアは小首を傾げて……。


「といっても、詳しいことは、そんなには知らないのー」


そう言いつつ、彼女はヴァイサリアン族の現状について、ぽつり、ぽつりと話し始める。


話によると、ガヌドスには、ヴァイサリアンの自由はないのだという。


彼らは、隔離地区に閉じこめられて、そこで、無償で船を造らされている、と。


「ヴァイサリアンだってバレたら、すぐに捕まって隔離地域に送られることになっているわー。だからー……」


っと、オウラニアは手近にいたヤナの頭をわしゃわしゃーっとして、


「こんなふうに、おでこの刺青が見えるようなことされちゃだめよー？」


「あっ、ちょっ、やっ」


などと、散々髪をわっしゃわしゃにされて、ヤナは、唇を尖らせた。むぅっとした顔をオウラニアに向けるが……。それは、他人を寄せつけないような、とげとげしい怒りではなかった。どちらかというと子どもがいじけた時にするような顔に見えて……。


ミーアは、思わず微笑ましくなる。


セントノエルに来たばかりの頃のヤナは、いじけたり、誰かに頭を撫でることを許したり、そんな余裕すら、なかったのだから。


「ごめんねー。ヤナは可愛いから、からかいたくなっちゃってー」


などと、特に悪びれもせず言ってから、オウラニアは続ける。


「まぁ、今は、そこまで厳密に隔離地区に送るわけでもないしー、子どもだったら見逃してもらえるかもしれないけどー」


と言ってから、彼女は、深くため息を吐いた。


「前まではー、ヴァイサリアンは怖い海賊なんだって、ずっとずっと言われてたからー。隔離されてると聞いても、特に不審には思わなかったわー」


──ああ、わかりますわ！　その感じ！　確かに、そうなんですのよね！


ミーア、心の中で、オウラニアに深ーく共感する。


姫というものは、自分に直接関係ない民のことには、そんなに興味はないものなのだ。


ミーアがルールー族のことをまったく知らなかったように、あるいは、民の窮状を知らなかったように……。オウラニアもヴァイサリアンについては、ほとんど知らなかったのだ。


「しかし、恐ろしい海賊……。聞くのも恐ろしい怪談として扱うことで、詳しく知ろうと思わせない……そのやり口は、なんだか、クラウジウス家に似ている気がしますわね」


ふと、ミーアは思い出した。


「クラウジウス家ー？」


首を傾げるオウラニアに、ミーアは呪われたクラウジウス家と、混沌こんとんの蛇のことを教える。


混沌の蛇については、話すか、多少は迷ったものの、結局は話すことにした。


ここまできて、オウラニアが蛇だということはないだろうし、なにより、師として慕ってきてくれている彼女に、あまり隠し事はしたくなかったのだ。


「まぁー、そんな恐ろしい存在がー？」


「ええ。彼らは、国の腐敗に吸い寄せられるようにやってきて、潜在的な憎悪をより巨大なものへと育て上げる。そうして、内乱なり、戦なりを起こさせて、秩序を破壊し、混沌へと導く。実に狡猾で嫌らしい連中ですわ」


言いながら、ミーアは、ふーむ、と考える。


──今回のガヌドス国王の暗殺事件……蛇はどの程度関与しているのかしら？


オウラニアから聞いたのは、あくまでもヴァイサリアンの隔離地区、及び、そこで行われている奴隷労働について、である。おそらく国王暗殺や、その後の内乱に関しては、その辺りに原因があると推測するミーアであったが……。その裏に蛇の暗躍があったかどうかは微妙なところだ。


──蛇がいなくても、もしかしたら、事件が起きていたかもしれない、という絶妙なポイントを狙ってくるのが、連中の嫌らしいところですわね。


「で、まぁ、話を戻しますけれど、基本的な段取りとしては、わたくしかアベルがヴァイサリアンの方たちの窮状を直接見て、それから、ガヌドス国王に談判するというのが、妥当かな、と思うのですけど……」


ちらちらと知恵袋ルードヴィッヒの顔色を窺いつつ、ミーアが言う。


それに気付いたのかルードヴィッヒは、一瞬、オウラニアのほうに視線をやってから、わざとらしく深々と頷いてみせた。


「そうですかー。ヴァイサリアンの隔離地区を、ねー」


ミーアの言葉を受けたオウラニアは、なぜだろう、ちょっぴり浮かない顔をする。


「あら、なにかありますの？」


「それは、少し難しい、と思いましてー」


「あら？　なぜですの？」


オウラニアの言葉を疑うわけではないが、実際に見たほうが確実なのは事実。それに、先ほどのオウラニアの言葉を聞く限り、オウラニア自身もそれほど詳しく事情を知っているのではないようにも思える。


それならば、なおさら、視察に行く必要がありそうなものだが……。


「なぜかというと、隔離地区はー」


オウラニアは、すぅっと窓のほうを指さす。その先には、青々と光る海が見えて……。


「海を渡らないとダメだからー」







第三十九話　ミーア＝オト○○オネーサン・ルーナ・ティアムーン


ヴァイサリアンの隔離地区を見るべく、ミーアたちは、オウラニアの案内で宿屋を出た。


同行者は、アベル、アンヌ、オウラニア、ルードヴィッヒとディオンである。


他のメンバーは宿で休憩することになった。


特に子どもたちは、さすがにここまでの旅で疲れたのか、キリルなどはすでにウトウトし始めていた。


ミーアもウトウトしたかったし、このままベッドに入って寝てしまいたいのは山々だったが、暗殺事件が起こるのが、予定では明日になっているため、あまり余裕がなかったのだ。


──あまり早く現地入りしてしまうと、未来が変化してしまうかと思ってギリギリになってしまいましたけど……。


そのかいあってか、ベルに確認したところ、暗殺事件の日時に変化はなかった。代わりに暗殺事件が暗殺未遂事件になっていた。それはよいのだが……。


──わたくしが、続きを見ようとした途端に、その続きが変化してしまったんですわよね……。


せっかく、これから起こることを盗み見して、できるだけ簡単に、黄金の灯台が立たないルートに入ってやろうと思ったのだが……。


──つまりは、今の状態というのは、非常に変わりやすい状況……ということかしら？　繊細で、少しの行動の違いが大きな変化に繋がる、みたいな……。


以前のミーアがつけていた日記とは大違いである。


おそらく、記述しているのがルードヴィッヒであるから、正確さを大切にしているというのもあると思うのだが、それ以上に、状況が流動的だからなのだろう。


──あるいは……わたくしの行動に重みが出てきた、ということもあるのかしら？


そんなことも思ってしまうミーアである。


そうなのだ……。今やミーアは、本人の資質にかかわらず、相当な影響力の持ち主なのである。


未来に対する影響力どころか、過去に対する影響力とて持ち合わせる、まさに影響力の塊なのだ。巨大な塊なのだ！（物理的な塊ではないので念のため……）


そんなミーアが、これから先に起こることを読んでしまうとどういうことになるのか？


当然、未来はその瞬間に変化する。なぜなら、ミーアの行動が未来に及ぼす影響が大きすぎるからだ。


──ううむ……これはなかなか厄介やっかいな問題ですわ。わたくしがちょっぴりサボろうとするだけでも、大きな変化が出てしまう……。とすると、やはり、当初の予定通り、ベルから事情を聞くことが肝要ですけれど……あの子、サボりがちなんですわよね……いえ、でも、そのぐらい適当じゃないといけないのかしら……ううむ。


などとつぶやきつつ、ミーアはやれやれ、と首を振った。


「楽はできないものですわね。たまにはゴロゴロ、甘いものを食べて生活したいものですけど……」


割とすでに実現できている夢を口にしつつ歩いていると……。不意に建物が途切れ、潮の香りのする風が吹いてきた。


「おお、海ですわ！」


そうつぶやきつつ、ミーアは片手で髪を押さえる。キラキラ輝く海面に瞳を細めつつ、ミーアは隣にいたアベルに微笑みかける。


「うふふ、あの夏が懐かしいですわね」


「ああ。なんだか、ずっと昔のことに感じるが、よくよく考えると二年前のことなんだね」


爽やかな笑みを浮かべるアベルに、ミーアは、うんうん、っと頷く。


「あれは、とても貴重な体験でしたわ。海で泳いだり、巨大な人食い魚を殴ったり、森で食べられるものを探したり。白月宮殿にいてはとても経験できないことばかり」


それからミーアは、両手を後ろ手に組んで、あざとい笑みを浮かべて……。


「そ・れ・に、アベルがとっても頼りになるってこともわかりましたし……」


上目遣いで、からかう気満々のミーア＝オトナノオネーサン・ルーナ・ティアムーンである。実にウザ……見る人が見れば可愛く見えなくもない仕草であったのだが……。


「ははは。今後もそう言ってもらえるよう鋭意努力するよ。君の期待に応えるためにね」


ものすごーく素直に、真摯に返されてしまったので……思わず照れくさくなって、ごふっとむせるミーアである。大人の余裕などどこにもなかった。


ミーア＝オトメナオネーサン・ルーナ・ティアムーンであった。


一方で、イチャイチャを始めるミーアたちを見てオウラニアが……。


「……なるほど。これが、ミーア師匠の恋愛戦略ー。とってもあざといわー！」


などと嬉しそうにメモを取っていたが、まぁ、それはともかく……。


「あっ、ミーア師匠、あそこがそうです」


その声に、ミーアはハッと顔を上げる。


オウラニアが指さす先、見えたのは、海の向こう側にぽっかりと浮かぶ島だった。


セントノエル島よりやや小さいものの、それなりの大きさのある島だった。


「ふむ……あれが……」


ミーアが、そちらに歩いていこうとしたところで……。


「おや？　あの島に興味がおありですか？　お嬢さん」


唐突に声をかけられる。


道の反対側、一人の男が立っていた。年の頃は二十代の半ばといったところだろうか？


頭には洒落しゃれたフェルトの帽子を被り、そこから、白金色の癖っ毛が外に飛び出している。


顔にはいたずらっ子のような笑みを浮かべ、その目は興味深げにミーアたちを眺めていた。


「ふーむ、察するに、ご旅行中の貴族のお嬢さまとか……？」


アベルがさりげなく、ミーアをかばうように身を寄せる。それに、ちょっぴり、ほわぁっとなりつつも、ミーアは、できるだけ平静を装った口調で答えた。







    
  
  




「外はずれですわ。わたくしは、シャローク・コーンローグの商隊の者ですわ」


「ほうほう。あの大商人シャロークの。なるほど、それでは、お嬢さんは商人ということか。あるいは、その娘さんかなにかかな？」


「まぁ、そんなところですわ。そういうあなたは、吟遊ぎんゆう詩人かなにかかしら？」


「ははは。音楽は好きだが、そんな洒落たものじゃなし。ただのしがない探検家さ」


「まぁ、探検家！」


一瞬、ベルを連れてこないでよかった、と思うミーアである。もしも、ベルがいたら、きっとうるさかったことだろう。


「なるほど。探検家の方とお話しするのははじめてですわね」


マジマジと眺めるミーアに、男は、茶目っ気のある笑みを浮かべてから、


「しかし……」


帽子を脱ぎ、手の中でもてあそぶようにしてから、男は言った。


「今は、時期がよくないな。あまり、長居はしないほうがいいだろう。それに、ヴァイサリアン族のことやらなんやらにも、あまり首を突っ込まないほうがいいだろうな」


ふわり、と、男の髪が風に踊る。それを見た瞬間、ミーアは、ふと気付く。


「あら？　あなた、どこかでお会いしたことがあったのではないかしら……」


彼の顔には見覚えがあった。だが……いったいどこで……？


首を傾げるミーアに、青年は、ウインクして。


「失礼、美しいお嬢さん。あいにくと、私には、あなたにお会いした記憶はないが……」


それから、彼は帽子を被り直して、


「まぁ、また縁があったらお会いすることもあるだろう」


それから、気障きざっぽくウインクして、颯爽さっそうと去っていった。


「ミーアさま……い、今の方は、まさか……」


ふと見ると、ルードヴィッヒが……、彼にしては珍しく、ものすごーく驚いた顔をしていた！


それはもう、眼鏡の奥の目を思いっきり見開いて……その口はかすかに震えている。


その様子を見てミーア、若干、焦る。


──あら？　これ、もしかして、今の方に見覚えがあって当然と言うことなのかしら？


などと思ってしまったミーアは、咄嗟とっさに、


「ええ……そうですわね」


ついつい、訳知り顔で頷いてしまったのだ。


ええ、もちろん、わかってますわよ？　という感じで！


──って！　そんな反応してしまったら、今のが誰だか教えてもらえませんわ！


自らの失態に気付いたものの、後の祭りである。


──うう、失敗しましたわ。ルードヴィッヒは、しっかり知っていそうな口調でしたのに……。


「それで、あの……追わなくとも、よろしいのでしょうか？」


さらにルードヴィッヒからの追撃が入る。が、それは、ミーアからしてみれば、小さな波だった。


そう、ミーアの背浮き式思考法は、自分で動くことはできない。誰かが立てた波に、のんびーりと流されていくことこそが、真骨頂なのだ。


ゆえに、ミーアは、その波に乗る！　流されるように、考える！


──追う……つまりは、追うべき人物なわけですわね……？　では、今のところ追うべきは誰かしら？　蛇の関係者という線と、ヴァイサリアンの隔離にまつわる人物……あとは、ハンネス大叔父さま……んっ？


っと、そこで、ミーアは、ポコンッと手を打った。


──ああ！　そうですわ！　今の方、あのクラウジウス邸で見た肖像画にそっくりなんですわ！


大叔父ハンネスとされる肖像画。パティも認めたその容姿に、先ほどの男はそっくりで……。ということは……。


「ハンネス大叔父さま……。まさか、本当に、あの肖像画のように若々しい姿をしているとは思いませんでしたわ……」


パティを連れてこなかったことが悔やまれる。


「申し訳ありません。私も、あまりのことで、止めることができませんでしたが……。今からでも追いかけますか？」


ルードヴィッヒの再度の問いかけ。


「ううむ……まぁ……そうですわね。追いたいのは山々ですけれど……」


ミーアは、チラリとディオンのほうに目を向ける。と、


「やめておいたほうがいいでしょうな。こちらを分断しようという狙いかもしれない」


「そうですわね。先ほどの方が蛇の手の者ということも考えられますし……。仮に大叔父さま本人だったとしても、ご自分で言っておられましたし。あまり首を突っ込まないほうがいい、と。ということは、少なからず、ここには危険があるのかも……」


そう考えれば、ディオン・アライアを追跡に出すわけにもいかず。ルードヴィッヒにお願いするのも危険。帝国の叡智の知恵袋になにかあれば、帝国は大変なことになってしまう。


であれば……。


「大叔父さまらしき方がいるとわかっただけでも収穫ですわ。今は、それで満足することにしますわ」


基本的に、ミーアは無理しないのだ。


明日すべきことまでしようとすれば、今日すべきことが疎おろそかになる。


種を蒔まくに適した時があり、刈り取るに適した時がある。種を蒔く前から刈り取る愚を冒すべきではないのだ。


「今すべきは、どうやって、あの島の様子を見るのか、ですわね。しかし……」


そうして、改めて島を眺めるが……。


「ううむ……結構、距離がありそうですわ。船を手配する必要がありますわね」


そう言うと、オウラニアは眉間に皺を寄せて、難しい顔をする。


「そうなんですけどー、ガヌドスの船であそこに行ってくれる船はないと思いますー」


「まぁ、そうなのでしょうね……。隔離地区なわけですし……」


っと、納得の頷きを見せるミーアに、オウラニアは首を振った。


「もちろん、それもありますけどー、島の近くは岩礁と複雑な海流でー。食料を運んでる船も、腕利きの船員に運ばせているぐらいなんですー」


「ううむ、さすがは隔離地区……ということかしら。これは、とても厄介ですわ」


「それなら、いっそ、泳いでいくってのはどうです？」


ディオンが、冗談とも本気ともつかない口調で言った。


ミーアは、島までの距離をなんとなく眺めて……。


──すごく……遠いですわ。


泳いでいくのは、ちょっと……と思っていると……。


「さっきも言ったとおりー、海流が強いからー、泳いでいくのも危ないかもー」


オウラニアはそう言って渋い顔をする。


「私もー、あっちのほうに海釣りに行こうとした時に、ダメだって止められたわー」


「なるほど。オウラニアさんがそういうのであれば、やめておいたほうがいいですわね。うん、うん……」


ミーア、あっさり頷いて、それから、ううむむっと唸る。


「しかし、そうなってしまうと、これはいよいよ視察に行くのは難しそうですわね。とすると……」


っと、ミーアは静かに頷き……。


「別の手を考えるしかありませんわね」


そうして、ミーアは、自らの知恵袋のほうに目を向けようとして……。


「別の手？　もしかして、ミーア師匠には、なにかお考えがあるんですかー？」


ルードヴィッヒに話を振ろうとした瞬間、弟子であるオウラニアの問いかけが、横から滑り込んできた。


ミーアは、ちぃ！　っと舌打ち……を心の中でやりつつ、表面上は、しかつめらしい顔で腕組みしてみせる。


本当であれば、まず、ルードヴィッヒに聞いて、なにかアイデアをもらいたかったところであるが……。あっさりと、まぁ、仕方ないか、と思い直す。


今回に関して言うと、ミーアにも作戦がないではなかったためだ。


「そうですわね。一つ、あるにはありますけれど……」


そうつぶやきつつも、チラリと見るのは、ディオンのほうである。


──正直なところ、ディオンさんをこのガヌドスに連れてきた時点で、わたくしの仕事は、ほとんど終わっていると言っても過言ではありませんわ。


要するに、ミーアが考えていたのは、暗殺を防いでやった代わりにヴァイサリアン族の境遇を改善することである。


ガヌドス国王に恩を着せてやろうと思っているのだ。


──さすがに、命を救ったわたくしが、あの島が見たいと言えば、断りはしないでしょうし、これぞ一石二鳥ですわ。


なぁんてことを安直に考えているミーアである。


──ただ問題は、それをしてしまうと、すべてがわたくしの功績になりかねないこと……。なんとかオウラニアさんに、功績を擦なすりつけたいところですけど……。ここは、やはり……。


そうして、今度はオウラニアに目をやる。


「んー？」


っと、不思議そうに首を傾げるオウラニア。ミーアの腹案が気になるのか、なにやら考え込んでいる様子。


そんなオウラニアの目をまっすぐに見つめ、ミーアは、そっと問いかける。


「オウラニアさん……わたくし、大切なのは手段よりも、あなたの気持ちだと思っておりますわ」


「え……？」


きょとん、と瞳を瞬かせるオウラニアに、ミーアは続ける。


「あなたが、どうしたいのか……。それ次第ですわ。大切なのは、あなたが、ヴァイサリアン族のことをどうしたいのか、どうするのが正しいと思うのか……。だって、あなたは、ガヌドス港湾国の姫なのですから……」


ルードヴィッヒや、アベルの前できちんと、それを強調しておく。


あくまでもこれはオウラニアの問題で、ガヌドス港湾国の問題なのだ。


ゆえに、オウラニアがどうしたいのか？　が、最重要なことだ、と。


「あなたは、どうしたいのかしら？　オウラニアさん」


「私……？　私、は……」


オウラニアは、うーん、うーん、っと難しい顔で唸ってから……。


「私はー、ヴァイサリアンが迫害されている状況が、よくないって、思ってー。それで、それをなんとかしたくってー」


「ふむ、この国で行われている不正義をなんとかしたい……そういうことですわね？」


確認するように、ミーアは言う。


オウラニア自身の口で、言葉で、それを表明させることが肝要だと考えるからだ。


彼女がそれを公言してくれれば、ミーアは、それを手伝ったという形がとれるからだ。


──わたくしは、オウラニアさんが言ったことの実現のために手助けをしただけ、と言い張る。黄金の灯台を遠ざけるには、これしかありませんわ。


「そうですー。私はー、ヤナやキリルみたいな思いをする子が、出なければいいなって、思ってー。それをなんとかしたくって……だから、ミーア師匠に助けを求めましたー」


そのオウラニアの言葉に満足してから、ミーアは言った。


「なるほど。よくわかりましたわ。わたくしは、あなたのしようとすることを、全面的にお手伝いいたしますわ」


あくまでも、お手伝いですよ！　と強調するミーアである。


「さて……と、それでは、見るべきものは見ましたし、宿に戻りましょうか……」


と、そこで、ミーアは街並みにふと目を転じ……。それから、自らのお腹を、さすりさすりして……。


「ふむ、せっかく、ガヌドスに来たのですから、なにか、お土産を買っていくというのもいいのではないかしら……？　ラフィーナさまも、誕生祭には来てくれるということでしたし、なにかお茶菓子でも……。ねぇ、オウラニアさん、ガヌドスには、なにか美味しいものはないかしら？」


「ありますよー。ガヌドスは特にお魚が美味しいですけどー、例えばー」


ととと、っと歩きだしたオウラニアは、ニッコリ笑みを浮かべて、露店の一角を指さした。


「これなんてどうでしょうー？　これは、女王じょおう烏賊いかの干物なんですけどー」


ミーアは、それを見て、軽く眉をひそめた。


そこにあったのは、なにやら、足が十本ある、不気味なナニカの干物だった。


「ええと……。なんだか、ちょっぴり見た目がグロテスクですけど、これ、食べられるのかしら？」


首を傾げるミーアにオウラニアはニコやかに言った。


「とっても美味しいですよー。噛めば噛むほど旨味が出てくる絶品でー、お土産としては、大変に人気があるみたいですー」


「なるほど。まぁ、よくよく考えれば、ラフィーナさまもヴェールガの民。魚類には親しんでいるでしょうし、こういったものも喜ばれるかもしれませんわね」


ということで、ミーアは、女王烏賊の干物を買って帰ることにするのだが……。


後日、ラフィーナにお土産として出した際、ラフィーナが、なにやら、泣き笑いのような顔をしているのを目の当たりにするミーアであったが……。


今のミーアにそんなこと、知る由もないのであった。






……ちなみに、ミーア自身は噛めば噛むほど味が出る干物をたいそう気に入ることになるのだが、どうでもいい話であった。







第四十話　刻み込まれる鮮烈なイメージ


「なにか、お考えがあるんですかー？」


そう聞いても、ミーアは答えてはくれなかった。


それも当然のことか、とオウラニアは思い直す。


──他人に聞く前に、姫ならば、まずは自分で考えろということねー。


ミーアは、いつもそばにいて答えをくれる、知恵袋のような存在ではない。そもそも、そんなものに頼ろうとするのを、きっと認めはしないだろう。


相手は帝国の叡智。国の危機や問題を、自らの知恵働きで解決してきたスゴイ人なのだ。


──家臣のルードヴィッヒさん……だったかしらー？　彼に頼っている部分が大きいなんて言っていたけれどー、ふふふ、さすがに半分は彼の手柄というのは、盛りすぎじゃないかしら─？


思わず心の中で苦笑いしつつも、オウラニアは思う。


──でも、それはきっとー、ただの謙遜けんそんじゃなくって、家臣に頼る大切さを私に教えるためだったんじゃないかしらー？


誰もがミーア・ルーナ・ティアムーンのように、振る舞えるわけではない。


帝国の叡智のように、どんなことでも自分一人で最善の策を立てられる……そんな稀有な存在が、どこにでも転がっているはずがない。


……まぁ、ミーアは割とベッドの上に転がっていることも多いが、それはともかく。


──むしろ、何でも一人でやる、なんて常人離れした業は真似をしてはいけないということかしらー？　私ごときの力では、一人でなんでもしようとすると失敗するからー、信頼のおける家臣を作るようにって言ってくれてるんだわー。


と、オウラニアは、さらに考える。


──あるいは、自分で思いついたものが最善策だと確信が持てたとしても、きちんと家臣の意見には耳を傾けるように、という警句であった可能性も考えられるわー。


帝国の叡智が叡智たる所以は、自身の考えた良策に満足しないことなのではないか？


良策に、家臣の意見を取り入れて、最良策にするように、と……。他ならぬ、師匠であるミーア自身がそのようにしているよ、と……。


ミーア師匠は教えてくれようとしていたのではないだろうか……？


そのようにして、妄想の波が高まってきたところで……。


「大切なのは、手段よりも、あなたが、ヴァイサリアン族のことをどうしたいのか、どうするのが正しいと思うのか……ですわ。あなたは、ガヌドス港湾国の姫なのですから！」


ざんぶっ！　っと、放り込まれるミーアの言葉。その重み……生まれた波はあまりに高く……、オウラニアの心は、呆気なく呑み込まれる。


──私が、どうしたいのか……。


そうして、オウラニアは考える。自分はどうしたいのか、どうすべきだと思ったのか……。


──ガヌドスの姫として……。


ああ！　これだ！　と、オウラニアは思う。


自分はミーアになにを期待したのか？


答えを教えてもらうことか？　否、違う！


姫としてどう生きればいいのか、その道を教えてほしいと願ったのではなかったか？


だからこそ、ミーアは……お前はガヌドスの姫だから、姫として考えなければならない、と指し示してくれたのだ。


ミーアが来てくれたから安心しかけていた。彼女がなんとかしてくれると期待していた。


だが、違う。違うのだ……。


ガヌドスの姫としてオウラニアが行動する、その手伝いにこそ、ミーアは来たのだ。


「私は、ヴァイサリアンが迫害されている状況が、よくないって思って……」


そうして、オウラニアは自身の心と向き合う。


セントノエルでの出会い、気持ち……姫としての決意を、口にする。


「だから、なんとかしたくって……」


我ながら拙つたない言葉、と思ったところで、ミーアが補足してくれる。


「この国で行われている不正義をなんとかしたい、そういうことですわね？」


しっかりと、オウラニアの目を見つめて、言ってくれた。だから、オウラニアは自然に頷いて、


「そうです。ヤナやキリルみたいな思いをする子が、出なければいいなって、それをなんとかしたくって。だから、ミーア師匠に助けを求めました」


そのオウラニアの答えに、ミーアはとても満足した顔をした。


まるで、不出来な弟子に「よくできました」とでも言わんばかりの顔で、


「わたくしは、あなたのしようとすることを全面的にお手伝いいたしますわ」


そう言ってくれた。


オウラニアの……王女としての初めての決意を支持し、手伝うと言ってくれたのだ。


ミーアの言葉は、オウラニアを導く光のようだった。


──ミーア師匠の言葉って……私の行く道を、光で真っ直ぐに示してくれるみたい……。これって、まるでー。


その瞬間だった。


彼女の脳裏に、あるイメージが浮かぶ。浮かんでしまう！　それは……。


──そうー、まるで、灯台みたいー。


そのイメージは、ことのほかくっきりとオウラニアの頭に浮かび、なおかつ、すとーんと、彼女の腑に落ちてしまう。こう、すっとーん、っと見事に……はまってしまう！


そうなのだ、ミーアの言葉は、船が迷わぬよう、その行く先を照らし続ける、灯台のようなのだ。


──あるいは……そうねー。船乗りは、星々の光を頼りに方向を知るって言うけどー、ミーア師匠は、もっと強い光。まるで太陽か月みたいなー。そうー、月の灯台だわー。


上手いことを思いついた、とばかりに笑ってオウラニアは頷いた。


そのイメージは、オウラニアの深層心理に深々と刻み込まれてしまうのであった。







第四十一話　悲報！　ダレカの春、終わる……


さて、時間は少し遡る。ガヌドス港湾国、王都の一角にて。


蛇導士、火燻狼カ・クンロウは、鼻歌など歌いながら町を闊歩かっぽしていた。


生き生きとした彼の足取りは、すこぶる軽かった。


端的に言って、この国に来てからの燻狼は絶好調であった。


毎日、いろいろな場所に出ていっては、気軽に、気安く、悪意の種をばらまいていた。


人が集まる以上、どこにだって軋轢きれつは生まれる。秩序を破壊し、混沌へと導く、そんな土壌はどこにだってあるものなのだ。


まして、この国は初代皇帝の影響を強く受けた国。混沌の蛇の源流に近いヴァイサリアン族の存在もある。国家構造自体に付け入る隙があり、実になんとも活動しやすい場所だった。


しかも、ここには邪魔者である帝国の叡智も、あの恐ろしいディオン・アライアもいないのだ。


気持ちはとっても朗らかで、充実した毎日である。


一日一悪、日々の積み重ねが大事。燻狼は、非常に勤勉に動き回っていた。


その日、彼が向かったのは、漁師町の一角にある家だった。


特に大きいでもなく、かといって小さくもなく、ありふれたどこにでもある家。


その選び方に、燻狼はニンマリ笑みを浮かべる。


──ふふふ、さすがは鴉からすの生き残り……。町に溶け込む術を持ってますねぇ。


特に躊躇いもなく扉を開けて、中に入る。っと、直後、目の前に刃が突き出される。


「おおっと！　いきなり物騒な」


燻狼は慌てて身を屈めつつ、


「勘弁してくれませんかねぇ。せっかく、ジェムの友人が訪ねてきたっていうのに」


「なんだと……？」


刃を突き出した男は、警戒心を解くことなく、油断なく燻狼を睨みつける。その身のこなしは俊敏だったが……、どちらかというと我流の趣おもむきが強かった。


──おや、鴉の生き残りだと思ってたが、こいつは……。


「どういうことだ？　お前は、風鴉かざがらすの関係者か？　それとも、白き鴉のほうか？」


「どっちでもありませんよ。ああ、蛇のことはご存知ないんですかね？」


「蛇……？」


怪訝けげんそうに眉をひそめる男を見て、燻狼は愛想笑いを浮かべる。


「ああ、いえいえ。なんでもありません。俺はジェムの……まぁ、個人的な友だちでね。いろいろと事情を知ってて、あなたに協力もできるだろうと思ってますが……」


そう言った瞬間、男の緊張感がわずかに薄らいだのを、燻狼は見て取った。


肩をすくめつつ、口も滑らかに続ける。


「いやぁ、しかし……まさか、あの鴉の関係者が、まだこの国に残っていたとは思いませんでしたねぇ」


かつて、各国に張り巡らされていた諜報網ちょうほうもう……。サンクランド王国の特殊部隊「風鴉」によって築かれたそれは、けれど、レムノ王国革命事件以降、サンクランド王国自体によって取り去られていた。


けれど……。


──諜報網なんてものが、そう簡単になくなるわけもないってね。


風鴉の構成員の引き揚あげはできても、現地で築いた協力者の繋がりまで、完全に排除するのは難しいわけで……。


──帝国のほうは、あの帝国の叡智の手の者が根こそぎにしていったが、ガヌドス港湾国程度には、そんなことはできない。ふふふ、読みが当たったねぇ。しかし、ジェムのやつも、意外と優秀だったんですねぇ。小物面してたくせして。おかげで、仕事がやりやすくなる。


燻狼は上機嫌に笑ってから、


「ところで、おたくは、どうして風鴉に協力を？」


その問いに、男は、おもむろに、自らの前髪を上げた。その額には、火傷やけどの痕あとが見えた。


「ヴァイサリアン、か。なるほど。刺青を誤魔化すために焼いたんですか」


「この国では、なにかと生きづらくてな。だが、一族の誇りも、同胞の苦難も思わぬ日はない」


「だから、サンクランドに協力したと？」


「サンクランド国王は、正義と公正を重んじる、だったか？　この国のヴァイサリアン族の扱いを見れば、必ずや助けてくれるだろうと思ってな」


疑う様子を微塵も感じさせない言葉を聞いて、燻狼は小さく頷く。


──なるほど。蛇というよりは風鴉の協力者。それもかなり純粋な協力者らしい。


サンクランドの国粋主義者が訴える正義と公正に、ここまで感銘を受けているとは……っと、まるですれていない子どもを見るような微笑ましい気分で、燻狼は接し方を決める。


「なるほど、その気持ちよくわかりますよ。それじゃあ、その方向で考えていきましょうか。サンクランドが乗り出したくなるような騒動を起こして、ガヌドス王政府を転覆させるとか……ね」


いつもの通り、相手の欲求をくすぐるような物言いを、心おきなく披露する燻狼であった。






男のもとを離れた燻狼は、ルンルン気分で帰途に就く。


「まぁ、帝国やレムノ王国を堕とすよりは、効果は薄いんだろうが……混沌への足掛かりになれば重畳、重畳」


すべての国が、平和で、安定し、幸せを享受する、などということになれば、混沌は遠のくばかり。されど、どこか一つの国でもきな臭い空気を出していれば、秩序と平和は危うくなる。


「こんな小さな国だが、帝国の隣ですしねぇ。治安が悪化すれば、帝国としても見過ごすわけにはいかない。結果として……ふふふ」


とても……とってーも、朗らかな気持ちだった。


我が世の春を謳歌おうかしていた、と言っても過言ではなかったのだ。が……。


ものすごーく楽しげに、ルンルン気分でアジトに帰ってきた彼に、今やすっかり相棒となりつつあるヴァイサリアン族出身の暗殺者（……つい先ごろ名前を知ったがカルテリアというらしい。まぁ、蛇同士なので本名かどうかは知らないが）がなにげない口調で言った。


「聞いたか？　どうやら、連中、今度はこのガヌドスに来るらしいぞ」


「連中……？　はて？　それはいったい全体、誰のことで……」


「決まってるだろ？　帝国の叡智ご一行さまだ」


肩をすくめるカルテリアに、燻狼はかくん、と首を傾げて……。


「んんっ……？」


微妙に笑顔を引きつらせる燻狼であった。







第四十二話　まさか……やっちまったんじゃあ……？


さて……ところ変わって。


シオン・ソール・サンクランドは、二年ぶりにガヌドスの王都にやってきていた。


馬車から降りたところで、思わずため息を一つ吐く。


「しかし、少々、想定外でしたね……」


肩をすくめつつのキースウッドの言葉に、シオンは苦笑いで答える。


「確かにな。まさか図らずも、こうしてガヌドスにまで来ることになるとは、思ってなかった」


エシャールの様子を見るため、グリーンムーン公爵家に行こうと思っていたシオンは、その件をエメラルダに打診した。結果、エメラルダの返答は、極めてシンプルだった。


『その期間は、ガヌドスに行っているため、できればそちらの別邸に来てもらいたい』


とのこと。


「まぁ、グリーンムーン家からガヌドスの情報を得ようと思っていたのだから、間違ってはいないが……、できれば、もう少し距離を置いたところから見ていたかった……」


と、そこで、シオンは腕組みした。


「しかし、逆に言えば……」


「どうかしましたか？」


「いや……。試みに問いたいのだが、エメラルダ嬢は、なぜ、ガヌドスに行ったんだと思う？」


「と言うと……？　いや、そうか……」


すぐに、キースウッドは合点がいったという様子で頷いた。


「我々をガヌドス港湾国まで引っ張ってくる必要があった。つまり、ミーア姫殿下の指示で、ガヌドスに向かったと……、シオン殿下はそうお考えで？」


「そう考えるのが自然ではないだろうか？　さすがにこの時期に海水浴ということはないだろうし……」


そうして、シオンは空を見上げる。曇り空からは、今にも、ちらり、ちらり、と雪が降り始めそうだった。


ガレリア海沿いとはいえ、吹いてくる風は、それなりに冷たい。


「それに、エメラルダ嬢とて、暇ではないだろう。聖夜祭が終われば、ミーアの誕生祭がある。その後で、四大公爵家がそれぞれの威信をかけて、ミーアのために特別のパーティーを開いていると聞いている。そのような多忙な時期に、わざわざガヌドスに来る必要は、どこにもない」


「確かに言われてみれば……。エメラルダ嬢が、ミーア姫殿下の密命を受けて行動していると考えたほうが自然ですね」


ううむ、と唸るキースウッドに頷いてみせてから、シオンは続ける。


「あるいは……俺たちをガヌドスに連れていくことが目的と考えるなら、むしろ、メインで役割を与えられているのは俺たちのほうなのかも……。なにか、俺たちが対処すべき事案が、ガヌドスにあるのかもしれない」


小さく首を振ってから、シオンはグリーンムーン公の別邸を見上げた。


「いずれにせよ、当面は情報収集に努めるとしようか」


「そうですね。まぁ、ミーア姫殿下のことですから、どうしてもこちらに動いてほしい、などと言う時には必ず報しらせが来るはず」


などと、のんきなことを思っていたのだが……。


出迎えに出てきたエメラルダによって、即座に、その甘い考えは、捨てざるを得なくなってしまう。






「シオン殿下！　キースウッドさん、無事に辿り着けてなによりですわ」


大貴族の令嬢に相応しくない慌てようで、パタパタと走ってきたエメラルダ。見れば、不安そうな顔をしたエシャールが、その後をついてくる。


「やぁ、エメラルダ嬢。それに、エシャール、息災なようでなによりだが……なにか、あったのかな？」


怪訝そうに眉をひそめるシオンに、エメラルダが、唐突に言った。


「それが……ガヌドスの国王、ネストリ陛下が……暗殺されかけましたの」


それを聞いた瞬間、シオンが厳しい顔をする。


「暗殺……？」


「ええ……そして、その容疑者として、オウラニアさんが……捕まってしまいましたの」


「なんだって……オウラニア姫殿下が……？　いったい、どういうことなんだ？」


詰め寄ろうとするシオンを、キースウッドが慌てて止める。


「シオン殿下、ここでは、人目につきます。続きは、屋敷の中で聞かせていただいたらいかがでしょうか？」


極めてスマートに、館の中に誘導しようとするキースウッド。であったが……。


「ただ、その前に……。ええと、ちなみに暗殺というのは、毒とか、もっと具体的に言うと毒キノコとか、そういったものでされたとか……そういうことは……？」


暗殺未遂と聞いた瞬間、キースウッドは、咄嗟に思ってしまったのだ。


これはもしや……ミーア姫殿下がやっちまったんじゃあ……？　などと。


もちろん、キースウッドは、ミーアが暗殺を指示するような人物とは思わないし、彼女の周りが、忖度そんたくしてやったとも思わない。


ガヌドスで行われている非道は許されないものかもしれないし、王に責任があるかもしれないが、そのために暗殺という手段をミーアが取るとは思わないのだ。


むしろ、キースウッドが疑ったのは、ミーアが、美味しいものでガヌドス国王を懐柔して、改心させちまおうぜ！　などと考えていたケースである。具体的には、キノコ料理などを、自作して、食べさせたのではないか？　と疑ったのだ。


──これは、大いにあり得るぞ？　ミーア姫殿下ならば嬉々として、善意を持って、やってしまいそうだ。


……ミーアへの信頼は、良い意味でも悪い意味でも揺らがないキースウッドである。が……。


「賊の襲撃があったということですわ。その下手人げしゅにんがどうやら、ヴァイサリアン族の男らしくて……」


話は数日前に遡さかのぼる。







第四十三話　作戦会議は買い食いの後に


大叔父ハンネスらしき男が去った後、ラフィーナへのお土産に干物を買った後のミーアなのだが……。さらに、オウラニア推奨のポヤァなるものを食べることになった。さながら、地獄に生える奇怪きっかいな果実といった見た目ながら、鮮烈な潮の香りと、プリプリッとした歯ごたえが魅力的な珍味ちんみだった。


こちらは、鮮度が大事らしく、お土産には適さないらしい。


──まぁ、見た目がグロテスクですし、どちらかというと珍味好きなクロエ向きかもしれませんわね。今度、誘って一緒に来た時にでも勧めてみようかしら……。それとも、ラフィーナさまも、誘わないと仲間外れにされたと思うかしら……？　どうせなら、みなに声をかけて、来てくれた方にはおススメすることにしましょうか。


ミーアはとても気が利くので、ラフィーナだけ仲間外れになったりしないよう、配慮を欠かさないのだ。


──しかし、思い出してみると、オウラニアさんは甘いものとか好きではなかったのですわね。それは、ちょっぴり計算外でしたわ。


珍味には満足したものの、甘いものがなければ、どうしても口寂しくなってしまうミーアである。


「あ、そうですわ。オウラニアさん、明日は、国王陛下の儀式がございますわよね？」


「ああー、冬漁の無事を祈るための『北網の儀式』ですねー。確かにありますけどー、よくご存じですね、ミーア師匠」


「ふふふ、それほどでもございませんけど……。それで、オウラニアさん、その件でお願いなのですが、わたくしたちも、見学させていただくことは可能かしら？」


「特に、見て楽しいものではないと思いますけどー」


っと、不思議そうな顔をするオウラニアに、ミーアはゆっくり頷いて。


「構いませんわ。ただ、その儀式の後で、お父さまのネストリ国王陛下に紹介していただきたいのですわ」


「ああ、なるほどー。確かに、正規のルートではお父さまはお会いにならないかもしれませんねー。明日の儀式で会ってしまえば、逃げられませんし、ちょうどいいかもー」


なぁんて、納得した様子のオウラニアであった。






「では、オウラニアさん、ここで」


お付きのメイドとともに去っていくオウラニアを見送ってから、ミーアは、ルードヴィッヒらのほうを見て……。


「さて……それでは、宿に帰りがてら、明日の段取りについて話をいたしましょうか」


「段取りということは……明日は儀式の後を狙って、そのまま国王陛下に談判する形をお考えですか？　島への視察をせずに？」


「ええ。そうですわね。それはそうなのですけど……それだけではありませんの」


ミーアはこくり、と頷いてから、


「明日は、特にディオンさんにしていただきたいことがあるのですけど……」


「おや、僕にですか……。それはそれは、そのようなきな臭い事態になるということですか」


ディオンは、自らの首をペシペシ叩きながら笑った。


「まぁ、なんにせよ、きちんと姫さんのことは守って見せますから、ご安心を」


などと気軽に言うディオンに、ミーアもにっこり微笑んで、


「ええ。期待しておりますわ。ですけど……」


と、そこで首を振ってから……。


「残念ながら、今回危険なのはわたくしでは、ございませんわ」


真っ直ぐにディオンを見つめて、かすかに声を潜めて言った。


「危ないのは、この国の国王陛下。明日、暗殺される恐れがございますの」


「暗殺……ですか？」


ルードヴィッヒは眉をひそめつつ、辺りに目をやる。


幸い、道は喧騒けんそうに満ちていた。


多少、漏れ聞こえたとしても、ただの戯言たわごとと聞き流してもらえるかもしれないが……。


「そのようなことを、いったい、どこから……？」


「例のあなたの日記帳から、ですわ、ルードヴィッヒ。ただ、あの日記帳、わたくしが知ってしまった時点で、微妙に記述が変化しますの。だから、あまりアテにしすぎることはできないのですけど……」


「なるほど。ミーアさまの行動とその後の未来を記述したものゆえに、ミーアさまご自身が知った時点で変質してしまう、と、そういうわけですか」


「ええ。そうなんですの。それに、なぜかはわかりませんけど、記述の内容も、今回の件に関しては、あまり幅がないといいますか……夢と現実の記述が入れ替わるみたいなことは少なく、どちらかというと消えたまま文字が現れないということも……」


ルードヴィッヒの手による日記帳は、ミーアのものや、皇女伝とは一味違うものだった。


通常の記述のみならず、消えた時間線の記憶と思しき夢をも書き留めることで、最も到達する可能性が高い未来と、揺らぎの中で生まれた未来をも同時に知ることができる、優れもののはずで。けれど……。


「今回に関しては、いまいちなんですのよね」


しきりに首を傾げるミーアに、ルードヴィッヒは、眉をひそめて……。


「あるいは……可能性としては、私の死というのもあるのかもしれません」


唐突な言葉に、ミーアは思わずハッとする。


「死って……それは、どういうことですの、ルードヴィッヒ？」


「簡単なことです。観察者である私が死んでしまえば、日記の記述は残せない。記憶も残らないから、夢にも残らないわけです」


夢は、消えた時間軸の記憶。なれど、その世界で早々に死んでしまっていれば、記憶が残りようもないわけで……。


「それは……」


ミーア、思わず唸ってしまう。


「確かに、考えられることかもしれませんわ……」


かつてのミーアが書いた日記は、ミーアが革命軍に捕まり、地下牢に幽閉されるという時間があったからこそ、書けた代物だった。


日々、ギロチンがにじり寄ってくるのは恐怖でもあったが、同時に、過去をのんびりと顧みる時間でもあったのだ。


けれど、このガヌドスでの危機は、どうやら、そういった類いのものではないのだろう。おそらくは、もっと直接的な危機なのだ。


なにしろ、国王暗殺にしろ革命にしろ、下手に巻き込まれれば命にかかわるわけで。


「しかし……これは、おいそれと死ねなくなりましたね。せめて、死ぬにしてもミーアさまになにか、ヒントを残すような死にざまを……いや、けれど、それも意味がないのだろうか。今の行動が、どのようにベルさまのお持ちの情報に関係するのか……」


と、難しい顔をするルードヴィッヒに、ミーアは指をふりふり注意する。


「余計なことは考えなくても大丈夫ですわ。あなたに死なれたら困りますから、死なないことをまず考えなさい。あなたには、帝国の重臣として、きっちりと国を支えていただかなければなりませんもの」


「ミーアさま……」


思わず、目を見開くルードヴィッヒに構わず、ミーアはアンヌとアベルに目を向け。


「アンヌも、もちろんアベルも、いいですわね。くれぐれも無理はしない、命を大事に行動すること」


最後にミーアはディオンに目を向ける。


「そういうことですから、ディオンさん、明日は暗殺者への対応、よろしくお願いいたしますわ」


「おや？　僕には、命を大事に行動しろと言っていただけないので？」


おどけた顔をするディオンに、ミーアはニヤリと笑みを浮かべて。


「ええ。わたくしの剣は、暗殺者ごときの前で折れるほど、ヤワではございませんから」


ミーアのディオンへの信頼は、ある意味、とても強いのだった。







第四十四話　ベルのすべきこと、見つか……らず？


さて、ミーアたちが帰ってくる前の宿屋にて。


部屋に残された少女たちは、かしましく話をしていた。


メンバーはベルとシュトリナ、パティとヤナ、キリルの五人だった。


「なるほど。ヤナたちが暮らしていたのは、もっとあっちの、ちょっと寂れたほうなんですね」


手のひらを庇ひさしのように額につけて、窓から身を乗り出すベル。その視線の先には、坂に沿って建ち並ぶ、赤い屋根があった。


「ベルちゃん、あんまり身を乗り出すと危ないわ。それに、ちょっぴりはしたない」


シュトリナの苦言に、素直に耳を傾けて、ベルはベッドの上に、ぴょこん、と跳び乗って。


「ええと、それで？」


足をぴょこぴょこさせながら言った。


「はい。貧民街の教会の神父さまに助けられて……もしも……あの時、助けてもらえなかったら、無事ではいられなかったかもしれない」


ヤナは、窓の外に目を向けながら言った。


「そうなんですね……。キリルくんを守りながら、生きてきたんですね」


しんみりとした口調で言うベル。


かつて、旧市街地に隠れ住んだこともあるベルである。幼い弟を抱えて、自分たちだけで生きていくということが、どれだけ大変なことなのかは、よくわかっているのだ。


──もしかしたら、あの町で遊んだ子どもたちの中に、ヤナやキリルみたいな子たちがいたのかもしれません。すごく苦労してたかも……まぁ、ミーアお祖母さまの治世下の帝国では、そういう人たちも減ったと聞きますし……。ボクは、それを守っていけばいいのですけど。


「それは、大変だったね」


シュトリナの気遣うような言葉に、ヤナは小さく首を振った。


「いいえ。大したことはありません。キリルはいい子だから」


そう言って、彼女はキリルの頭を撫でた。キリルは、ちょっと嬉しそうな顔をしてから、急にハッとした顔をして、


「ヤナお姉ちゃん、あんまり撫でないで」


などと言いだした！


どうやら、お姉ちゃんたちに見られている前だと気づいて、恥ずかしくなってしまったらしい。


「とっ、ところで、ベルお姉ちゃんは、兄弟、いないの？」


誤魔化すように、キリルが声を上げた。


「え？　ボクですか？　うーん、そうですね。今のところ、ボクだけです。お母さまは、お祖母さまを見習って、もう一人ほしいとか言ってましたけど、どうするつもりなのやら……」


小首を傾げつつ、ベルはパティに目を向けた。


「パティのところも、弟さん一人、なんですよね？」


「はい。ハンネスです」


パティは表情一つ変えずに頷き……。


「ハンネスは、少し気が弱いけど、とっても優しい子です」


なにやら……唐突に、弟自慢などを始めた！


どうやら、ヤナのキリル自慢に刺激されたらしい。


「それに、勉強も得意で……顔もよくって……だから、大人になったらきっと、立派な貴族になる……」


一度、言葉を切ってから、パティは言った。


「だから、ハンネスを守るためなら、私は、なんだってする」


その言葉に同意するように、ヤナも小さく頷いていた。一方で、


「ふぅん、そういう、ものなんだ……」


シュトリナは、いまいちしっくりこない顔で首を傾げていた。見れば、ベルも、はぇー、という顔でパティたちのことを見ている。


なんと、お姉ちゃん力で、年下女子に競り負ける、ベルとシュトリナであった。


一人っ子の二人には、弟を守るお姉ちゃんの気持ちは、いまいち理解できないのだ。


「でも、ハンネスくんのために、お薬を探す……か。なるほど……。それが、パティのすべきこと……ですか」


ベルは、ううんっと唸って、パティを見つめる。と、パティは静かに頷いて。


「たぶん、そう。そのために、私はこの未来に来た」


その顔には、常ならぬ決意のような色が見えた。


「必ず……ハンネスを見つけ出して……薬を見つけて、持ち帰る」


それによって、蛇に縛られることなく、ある程度、自由にパティが動くことができるようになる。


そうして〝帝国の叡智ミーアが生まれてもおかしくない状況〟を作り出す。


それこそが、パティの役割。


「ミーアお姉さまが、世界から、歴史の流れから逸脱しないように、その道を整えること……」


しっかりと、自らのすべきことを見定めている、幼きパティを前に、ベルは改めて考える。


自分は……どうだろう？


はたして、自分がすべきことはなんだろうか……？


この時代に、自分が来た意味とはなんなのだろうか……？


別に、最近サボってたとか、全然忘れてシュトリナと遊んでたとか、決してそんなことはないけれど……、ベルは改めて気合を入れ直す。


そうして、思うのだ。


「やっぱり、ボクのすべきことは、未来の知識をミーアお祖母さまに届けること……。これに違いありません」


っと、ちょうどその時だった。


「ただいま戻りましたわ」


ミーアたちが宿に帰ってきたのだ。


「ああ。みなさん、ちょうど集まっておりましたわね。明日は、いろいろあるかと思いますけど、よろしくお願いいたしますわね。後で、ベルとリーナさんは、明日の打ち合わせをしたいので、少し付き合っていただきますわ」


「わかりました。ミーアお姉さま。ボクも全力で、ルードヴィッヒ先生の日記帳を読み込んで……！」


などと気合を入れるベルに、ミーアはスッと手を挙げ……。


「いえ、そこまで気合を入れずとも大丈夫ですわ。昨日見た時点で、暗殺未遂となっておりましたし……そうですわね。できれば、あまりわたくしに事前情報を入れないほうがいいかもしれませんわ。昨日から記述が変わってないかだけ確認してもらえるかしら？」


「え……？　でも……」






ベルのすべきことがそれ……かどうか……甚だ怪しいところであった。







第四十五話　北網の儀の暗殺騒動


北網の儀……。それは、ガヌドス港湾国に伝わる伝承に基づいて行われる儀式であった。


その昔、ガレリア海にて、漁師を束ねていた男がいた。


冬のある日、男は漁師を率いて漁に出る。けれど、夜通し働いても、魚は一匹も捕れなかったという。


意気消沈して帰ってきた漁師たちの前に、突如として現れた客人まれびとが、船の反対側、北側に網を降ろすように助言したという。


漁の熟練者たる漁師たちは、客人の言うことを馬鹿にして聞かなかったが、唯一、漁師たちの長だけが北側に網を降ろした。すると、大量の魚が網にかかり、船が沈みそうになったという。


男たちが浜辺に目をやると、すでに客人の姿はなく……。あれは神の使いだったのではないか？　と考えた彼らは、大漁感謝の祭りをささげることになったという。


経験のみに頼らず、謙虚に神に頼り、その後で、経験と技術を振るえ……というような結論になるのだとか。


「なるほど……その時の伝承に基づいた儀式、と……」


「はいー。冬の大漁を願う儀式ですねー」


ミーアたちは、港の一角で、その儀式を見学していた。


その視線の先、ガレリア海には、何艘もの船が浮かんでいた。


その中の一艘、最も立派な船の船首に立つのが、ガヌドス国王、ネストリ・ペルラ・ガヌドスだった。


「お父さまが乗ってる船が、漁師長の船ですねー」


「なるほど。立派な船ですけれど……実際に漁に赴くには、いささか装飾過多な印象ですわね」


大きさは、ちょうどエメラルドスター号と同じぐらいだろうか。船首に立派な船首像を付けた、漁師の船というには、いささか立派すぎる船だった。


その周囲に無数に浮かんでいる、実際に漁で使っている船と比べてしまうと、なおさら、違和感が際立っているようだった。


「この儀式に参加した漁師は、この冬、大漁にありつけるってー、そんな言い伝えがあるから、国中の漁船が集まってくるんですー」


「ご利益にあやかりたい、ということですわね。なるほど、なかなかに面白い儀式ですわ」


そうこう言っている間にも、国王が船の半ばまで進んできて、網を掴んだ。


「まず、南に落とし、それから、北に落とすんですー」


と、オウラニアが手順を説明してくれた……まさにその時だった。


「あら……あれは？」


ミーアの目が、異様なものを捉えた。


それは、海の上を移動する黒い影だった。


はじめは、目の錯覚かと思った。けれど……違う！


船から船へと飛び移りながら、国王のもとへと駆ける男の姿は、幻ではなかった。






一艘、二艘……。


頭に巻いたバンダナが、潮風になびいていた。






三艘、四艘……。


目を引くような長身を、鞭むちのようにしならせながら、さながら海の上を駆けるかの如く……。






五艘、六艘……。


ただでさえ、海の上。揺れる船上のこと。


並の護衛では見えてはいても反応はできず。そもそも、そのような場所での襲撃は、想定すらしておらず。


儀式であるがゆえ、王の周りに護り手の姿は少なく……。






七艘……八艘！　……跳躍！


空中で思い切り体をしならせ、一本の分厚い曲刀を思い切り振り上げて！






「覚悟しろ、ガヌドス国王！　ネストリっ！」


その声に、顔を向けた国王は……一瞬、呆けたような顔をした。


眼前に迫る凶刃。避けることすらできず、ただただ、その場に立ち尽くす国王。


その光景を見たミーアは、思わず、つぶやいた。


「……こっ、こわぁ」


っと。


ミーアの視線が向かうのは、三日月のごとく仰のけ反り、剣を振り下ろさんとする暗殺者……の、さらに斜め後方だった。そう、そこにいたのは……。


「はたして、どちらが恐ろしいのかしら……。あの速度で暗殺者に迫ってこられるのと……ディオンさんに後ろから追いかけられるのと……」






その声が聞こえたわけではないだろうが、暗殺者は、なにかを察したかのように、体をよじる。っと、そこにいたのは、


「ははは、さすがに気付くか？」


同じように、剣を振り上げたまま、斬りかかってくるディオン・アライアの姿があった。


「貴様っ！　帝国の叡智のっ！」


暗殺者がかろうじて構え直した剣に、ディオンの斬撃が──ぶち当たる！







    
  
  




がいんっと、重たい鋼の音。同時、暗殺者の男が吹き飛ばされる。


船の上、一度、二度、と跳ねながら、暗殺者は体勢を立て直そうとする。が、それを許すまいと、追いかけてきたディオンの蹴りが、暗殺者の肩を打ち抜いた。


「がはっ！」


思い切り、背中からマストに叩きつけられた暗殺者は、苦しげに息を吐き出した。


「おや、見覚えのある顔だな。確か、旧クラウジウス領で会ったことがなかったかな？」


「帝国の叡智の剣に覚えていてもらえたとは、光栄だ、とでも言えばいいのか？」


言いつつ、よろりと立ち上がる暗殺者。


「意外と記憶力がいいんじゃないか？」


煽るような笑いに、ディオンはニヤリと口元を歪めて、


「いやぁ、実際にはギリギリだったよ」


「ギリギリ？」


「そうさ。なにせ、狼も連れていなければ、実力自体もそこそこで、地味なことこの上ない。実に覚えづらかったものでね」


「貴様っ！」


激高する暗殺者に、ディオンは剣の切っ先を突きつける。


「さて、あの時の続きといこうか、蛇の暗殺者。僕に覚えておいてもらえるように、せいぜいあがいてみせろ！」


言葉と同時、ディオンが踏み込む。


高々と振り上げた剣が、暗殺者に向かって振り下ろされた。


されど、その一撃は、蛇の暗殺者の剣に受け止められた。


しかも、さほど苦労した様子もなく、である。


事実、暗殺者は意外そうな顔を一瞬したものの、次の瞬間には勝ち誇った笑い声を上げた。


「はは、どうした？　ディオン・アライア。不安定な足場では、さすがのお前でも剣筋が鈍るか？　この俺を相手に、船上で戦うことを選んだことを後悔するがいい」


鍔迫り合いの刃越し、嘲笑あざわらう暗殺者に、ディオンは、呆れた視線を送る。


「別になる気もないだろうから、どうでもいいだろうが、お前さんでは、うちの姫さんの剣にはなれんな」


「なに……？」


「うちの姫さんは人使いが荒くてな。森に行ったり、海に行ったり、草原に行ったり、廃城で二対一で戦わされたりね。場所などまったく選べないものだから、地の利を得ないと勝てない、だなんて弱気を吐いているような男には、務まらないだろうよ」


そう言って、鍔迫り合いのままディオンは一歩前に出る。剣に体重をかけ、押し込むようにして、前に、前に……。


「なっ！　ぐっ、このっ！」


暗殺者の男の顔に焦りが浮かぶ。


「船の上で、ちょこまかと動き回られては、厄介かと思ってね。いやぁ、早めに捕まえられてよかったよ」


暗殺者が下がれば、ディオンはすぐさま距離を詰める。その距離が開くことはなく、交えた刃は密着したまま、離れない。


「くっ、このっ！」


一転、暗殺者が仕掛ける。力任せに刃を押し込み、次の瞬間、全力で引く。


追いかけるようにしてディオンが放った斬撃が額をかすめるも、構うことなく、男は大きく後方へ。


「強引に距離を取ったか。悪くない判断だが……。しかし、あの蛇の男の相棒にしては、ずいぶんと引き際が悪いな。私怨しえんでもあるのかい？」


ディオンが見つめる先、船の舳先へさきに立つ暗殺者の姿があった。その殺気のこもった視線を、あえてすかすように、ディオンは肩をすくめて……。


「暗殺者ならば、暗殺が失敗した時点で素直に引いておけばいいものを。半端なことをするから、そんなことになる。未熟なことだ」


言葉と同時、男の額から、一筋の血が流れた。頭に巻いていたバンダナがひらり、とその場に落ち……露わになった額には、黒い瞳の刺青があった。


「あれは……まさか……」


後ろから、小さく呻くような声。


ガヌドス国王、ネストリが目を見開き、男のほうを見つめていた。


男は、バンダナを拾い、結びなおすと……。


「なるほど……。確かに、冷静さを失っていたらしい。ここは、ご忠告に従って引くとしよう」


言うが早いか、身をひるがえし、海に飛び込んだ。


その後ろ姿を見てディオンは──追わなかった。


「ここで捕らえられれば楽だったんだが……。さすがに、それは難しいか。泳ぎも達者なようだし……」


船の上、距離を置かれた時点で、すでに、ディオンは追うことを諦めていた。一応、挑発してはみたものの……残念ながら乗ってこなかった。


「意外に冷静だったな……。ムキになって斬りかかってきてくれれば、楽なものを。やれやれ、面倒な……」


敵が一人とも限らない状況。遠距離から、弓でも射られれば防ぐことは難しい以上、護衛対象の国王のそばから離れることはできない。それは、ディオンの数少ない弱点。


彼は、二対一の戦いをまったく苦にしないが、一対一の戦いを同時に二つの場所ですることはできないのだ。


ディオンは、思わず苦笑いを浮かべた。


「いかんな。判断力が鈍ってる気がする。蛇の城で、あのお嬢ちゃんを殺されたことが、我ながらショックだったらしいな」


自嘲じちょうするディオンと国王を乗せた船は、急ぎ港へと向かった。






やがて、船は港へとたどり着いた。


王のもとに、次々に兵が駆け付けるのを見て、ミーアは、ホッと安堵のため息を吐いた。


──ふぅむ、さすがはディオンさん。無事に、暗殺は防げましたわ。ここからは、わたくしの仕事ですわね。


きちんと恩に着せて、ヴァイサリアン族の島を視察できるようにしなければならない。


そのためには、もろもろの説明が必要だ。まず、ディオンが、なぜ、あの場にいたのかなど、文句のつけようもないぐらいにしっかりと説明しなければいけない。


──ガヌドス国王は、なかなかに油断のできぬ人と聞きますわ。下手をすると、こちらが暗殺者を送り込んだ、などと言われかねませんし。きちんと正論で押し込まねば……。


などと思うものの、ミーアには余裕があった。なぜなら、それらはすでに、きちんと考えてあったからだ。昨夜、ベッドの中で、ウトウトしながら考えたのだ。


そうなのだ、今日のミーアは、すべてが計画通りにいったため、余裕があるのだ。


──さて、では、オウラニアさんにお願いして……。


「お父さま！」


などと言い、駆け寄ろうとするオウラニアの後を追って、国王のもとへと急ぐ。


──まずは、挨拶あいさつ、第一印象が大事ですわね。ええと、オウラニアさんの、お友だちということでよろしいのかしら……？


っと、頭の中で確認していた……その時だった。王と兵たちの会話が聞こえてきた。


「今すぐ、追手を出します」


リーダーと思しき兵の言葉に……。


「いや、追うな！」


突如、王が声を荒げた。けれど、彼は、すぐに後悔するように首を振り……。


「追う必要はない」


ゆっくりと、再度、確認するように言った。


「ですが、国王陛下……そういうわけにも……」


「首謀者はわかっている。実行犯など追うだけ無意味だ」


ゆっくりと、厳かな口調で、王は言った。


「首謀者というのは、いったい……」


兵士の問いかけに深々と頷いてから、国王の目が不意にこちらを向き……向き？


「オウラニア、お前だな」







    
  
  








「…………はぇ？」






気の抜けた、なんとも間抜けな声を上げたのは、オウラニア……ではなく、その師、ミーアであった！


最後の最後にやってきた想定外の大波に、ミーアは呆気なく呑み込まれてしまうのだった。










ミーアは、突然の事態に、一瞬、頭が真っ白になる。


瞬きを、一つ……二つ……三つした後、


──ななな、どどど、どういうことですの？　どうなっておりますの？　なぜ、オウラニアさんが、おお、落ち着かなければなりませんわ。ここは、深呼吸、深呼吸。


こひゅー、こひゅーっと深呼吸し、ミーアは、改めて考えようとして……。


──どどど、どうなっておりますのっ!?


まだ、混乱していた！


「おっ、お父さまー？　いったい、なにをー？」


オウラニアも負けず劣らず困惑した様子で、父に歩み寄ろうとする。が、そちらに目を向けることなく、ガヌドス国王が言った。


「お前が、何らかの事情で私を害そうとした……。お前には、私を排してやりたいことがある……そういうことではないか？」


「え……？」


一瞬、言い淀んだオウラニアを見て、ミーアは事態の悪化を予測する。


──ああ、まずいですわ。確かにオウラニアさんはヴァイサリアンの迫害についてなんとかしようとしている……。それをきっかけに、疑惑を強固なものにされてしまうかも……。


ミーアは、再び大きく深呼吸。それから、堂々たる足取りで一歩前に出る。


兵たちの視線が一斉に飛んでくるも、それを涼しい笑みで受け流し、見つめる先はガヌドス国王、ネストリ・ペルラ・ガヌドスだ。


「なんだ、お前は……」


「ミーア師匠ー」


オウラニアの助けを求めるような、ちょっぴり情けない声を聞きつつ、ミーアはスカートの裾すそをちょこんと持ち上げ……。


「お初にお目にかかりますわ。わたくしはミーア……」


落ち着き払った自己紹介を……。


「ミーア・ルーニャ……」


噛んだ。全然、落ち着いてなかった！


「ティアムーン！　ティアムーン帝国皇女、ミーアですわ」


そうして、ニッコリ、何事もなかったかのように微笑んでみせる。


噛んでなどないですよー？　という顔を、よゆーしゃくしゃーくで作れるぐらいには、修羅場を潜り抜けてきたミーアなのである。


「ティアムーン帝国の……ミーア姫だと……？」


ガヌドス国王は、ミーアを見、それから、その後ろに立つルードヴィッヒに目をやってから……。


「これは、ご丁寧なご挨拶痛み入る。けれど、ミーア姫殿下が、このような場所でなにを？」


「ええ。実は、お忍びでガヌドス観光に来ておりましたの。セントノエルでオウラニアさんとお友だちになって、そのご縁で」


「ほう。観光。その一環で今日の儀式も、こっそりと見に来ていたと？」


「ええ。昨日は市場のほうでお買い物も。お土産に女王烏賊を干したものを買わせていただきましたわ。あと、そう、ポヤァ！　あれは、なかなかに奥深いお味でしたわ。プリプリして、潮の香りが癖になりそうで……」


「ほほう、ポヤァを食されたと……それは、なかなかに通つうな……」


「お土産にも干した女王烏賊……それはお目が高い」


辺りが、一瞬、ざわつく！


そうして、ミーアに感心の目を向けてくるのは、どちらかと言うと、やや年配のおじさん兵士や、文官たちであった。


「ええ。ガヌドスグルメを堪能いたしましたわ」


そんなことを言いつつミーアが微笑めば、ざわつきは、若干、好意的な雰囲気を帯びる。


おつまみを通して、ガヌドスの民と心を通わせるミーアである。ミーアは渋しぶい珍味もいける、万能のお姫さまなのだ。


「それはそれは、ガレリア海の幸を堪能いただけたなら重畳なこと。されど……」


っと、ガヌドス国王は鋭い眼光をミーアに向けてくる。


「無関係なことにまで、口を差し挟まないでいただきたいですな」


「あら、無関係とは異なことを。あなたの命をお救いしたのは、他ならぬわたくしの剣。ディオンさんですわ。それに、オウラニアさんは、わたくしの……」


弟子……と言いかけて、ミーアは思わず踏みとどまる。


弟子を守るために、師が一肌脱ぐ……。結果、生まれた功績はミーアに帰されることとなる。それは、よろしくない。功績は、なにか別のものに転嫁する必要がある。


そうして、ミーアが口にしたのは……。


「そう、学友。セントノエルで共に学ぶ学友ですわ。そんな友の困っているのを黙って見過ごすなどできませんわ！　セントノエルで学ぶ者として！」


大陸が誇る学府セントノエル。そこに、これからの功績を擦り付けにいくスタイルである。


「ミーア師匠……」


一方のオウラニアは、ミーアが助けに来てくれたのが嬉しかったのか、瞳をウルウルさせていた。


「学友……ふふふ、学友か。オウラニアになにを吹き込んだのかは知らぬが……」


国王は、一切、オウラニアには目を向けずに、兵たちに言った。


「ガヌドスで起きた騒動は、ガヌドスで解決する。余計な口を出さないでいただこう。お前たち、なにをしている。さっさとオウラニアを捕らえよ」


「なっ……」


ミーアの介入を意にも介さず、王は言った。


「お父さま……どう、して……、そこまで……」


呆然と目を見開くオウラニアの、その細い腕を、兵士が掴もうとして……。


「やめろ！」


その時だった。


兵たちの間に割って入るように、小さな男の子が駆けこんできた。


「オウラニア姫殿下をいじめるな」


両腕を広げ、兵士たちを睨むのは、キリルだった。


「キリル、だめ！」


遅れて、ヤナも弟のもとへと走る。そして、それを止めようとパティも……。


その姿を見て……ミーアは一瞬、違和感を覚える。


弟が危機に陥りそうになっているのだから、ヤナが行くのはわかる。けれど、なぜ、沈着冷静なはずのパティがあんなに焦っているのか……？


ふと見ると、ルードヴィッヒの顔にも焦りの色が見て取れて……。


「あっ……」


遅れて、ミーアは気がついた。


──あ、まずいですわ。あの子たち……ヤナとキリルをオウラニアさんのそばに行かせたら……。


と思うも、後の祭りだった。


「んっ？　お前は……」


っと、走るヤナの腕を、一人の兵士が捕まえる。そのまま、力任せにヤナを振り向かせると、乱暴に髪を掴み……、


「あぅっ！」


苦痛に顔を歪ませるヤナの、その額を見て、兵士が声を上げた。


「陛下、こいつは……」


「ああ……」


国王は、それを見て……一瞬、なんとも言えないような顔をした。怒りとも違う。憎しみとも違う。それは、諦めのような、あるいは……。


「ヴァイサリアンの子ども……か。決まりだな」


吐き出すように言ってから、ガヌドス王は、兵士たちに向けて言った。


「このとおり、今回のことは、我が娘オウラニアのしたことに間違いはない。重ねて言うが、あの下手人を追う必要はない。よいな？」


そう指示を出すと、王は踵きびすを返した。


「お待ちくださいー。お父さま、この子たちは、なんの関係もー」


その声が、聞こえていないのか……国王は振り返ることはない。


兵士たちが乱暴にオウラニアを、そして、さらに手荒にキリルを、ヤナとパティまで拘束こうそくする。


「どうしますか？　姫殿下、今なら力ずくで助け出すこともできますが……」


かたわらの、ディオンに問われ、ミーアはハッとする。それから……。


「乱暴な手段に出れば……むしろ危険な気がしますわね。今は……」


と言ってから、


「ガヌドス国王陛下！」


ミーアの呼びかけ。今度も王が振り返ることはなかったが、兵士たちの視線は一斉にこちらに向く。


「オウラニアさんは、我が友。そして、その子どもたちは、セントノエルの生徒であり、同時に、わたくしの庇護ひご下にある者たちです」


堂々と、その場にいる全員に聞こえるように、高らかに言う。


「疑いがあるというのであれば、拘束するのは仕方ないこととしても、乱暴狼藉ろうぜきは許しませんわ」


ミーアが視線を向ける先、キリルに手を上げようとしていた兵士が、慌てて動きを止める。


「オウラニアさんのことも、わたくしが必ずや疑いを晴らしてご覧に入れますわ」


「ほう……！　帝国の叡智の閃ひらめきを、直接、見せてもらえるとは興味深い」


そこで、初めて国王が振り返る。その顔には、皮肉げな笑みが浮かべられていた。


「ええ。必ずや。ですから、それまでの間……オウラニアさんも、子どもたちも、丁重に扱っていただきたいですわ」






かくて、柔軟かつ柔軟な海月の思考力を持つ、めいたんてい……ミーアは事件解決へと動きだす。







第四十六話　正統派王女と子どもたち、頑張る！


「どうしてー、こんなことにー」


オウラニアたちは、馬車で、造船ギルド長の館に向かっていた。


さすがに、姫であるオウラニアを閉じこめるのに牢屋は使えなかったため、臨時の軟禁場所として選ばれた場所だった。ちなみに、子どもたちに関しても、オウラニアが絶対に一緒に連れていけ、と譲らなかったため、同行している。


そして、向かいの席には、武装した兵士が一人、みなを見張っていた。


「うう、なんで、お父さまは、私をー？」


しょんぼり、と肩を落とすオウラニア。その頭は、未だに混乱の極みにあった。が……。


ふと、その手に、小さな手が重ねられた。


顔を上げれば、こちらを見つめてくるヤナとキリルの顔が見えた。不安げではあっても、オウラニアを励まそうとする、健気な子どもたちの顔が……。


自らの手の上、確かに感じる、幼くか弱い子どもの温もり……、これを守れるのが自分だけという状況に……オウラニアの心が燃え上がる！


「そうだわー。私がー、頑張らなきゃー」


帝国の叡智ミーアの弟子として、うつむいているわけにはいかない。


特に、子どもたちのうち二人はヴァイサリアンだ。温情など決してかけられない立場だ。パティにしたって、どうなるかはわからない。だからこそ……。


「私が、守ってあげないとー」


そうして、オウラニアがゆっくりと前を見た──次の瞬間だった！


馬車の前方で強烈な光が瞬いた！


「きゃっ」


思わず、顔を覆うオウラニア。直後、馬車が急停車する。


「なんだ？　おい、どうした？　なんで、止めた？」


御者に声をかけてから、兵士が外に出ようと扉を開けたところで、


「うぐっ」


突如、中に入ってきた男に、兵士が殴り倒された。


「なっ……」


「やれやれ……。俺は、こういう暴力的なのは好まないんですがねぇ」


自らの額に不器用に巻いてあったバンダナを外しながら、ボヤく男。つるりとした額をペシン、と一度叩いてから、オウラニアのほうに顔を向けて、愛想のよい笑みを浮かべた。


「あ、あなたはー？」


「なに、大したものじゃありません。ただ、あなたさまを救いに来た者ですよ」


それから彼は、おどけた仕草で頭を下げた。親しみの湧く、人懐っこい態度だったが……オウラニアは逆に、不信感を覚える。


「私をー、助けにー？」


「ええ。そうです。さ、どうぞこちらへ。子どもたちも……」


打って変わって紳士的な仕草でオウラニアの手を取ると、そのまま馬車の外へと誘う男。


降りてすぐに見えた光景に、オウラニアは息を呑んだ。御者が地面に倒れていたからだ。


「まさかー、殺したのー？」


硬い口調でオウラニアが問えば、男は楽しげに微笑んで、


「んん？　ああ、ははは。まさか、そんなことするはずがないじゃありませんか？」


御者を軽く蹴る。っと、御者は小さく身じろぎし、呻き声を上げた。


「ちょっと眠ってもらっただけですよ。中の兵士も殺しちゃいません。さ、そんなことより、行きますよ」


「行くって……あ、もしかしてー、あなた、ミーア師匠の」


この国に、オウラニアの味方はいない。サボって毎日、釣りばかりしていたのだから、当然だが……。唯一、助けてくれそうなのは、師匠であるミーアであったが……。


──ミーア師匠なら、子どもたちを拘束されたままにしておかないかもしれないしー。そのついでに、私のことを助けてくれるかもー？


などと思っていると……。


「はい。そのとおりですよ。ミーアさまの命により参上いたしました。ささ、どうぞ、こちらへ。隠れ家へご案内しますんで」


予想通りの答えが返ってきた。


……返ってきてほしいと思った答えが……返ってきた。


そのことが、微妙な引っ掛かりとして、オウラニアの頭の中に残った。


そうこうしている間にも、ひょいひょい歩いていこうとする男。オウラニアは、わずかに躊躇うも……倒れた兵士たちを見て……。


──んー、いつまでもここにはいられないし、それならー。


っと、覚悟を決めて歩きだそうとして──不意に、ドレスが引っ張られるのを感じる。


振り返ると、パティが真剣な顔で見つめていた。


「あらー、パティ……？　どうかしたのー？」


「あの人……ミーアお姉さまの仲間じゃないと思う」


声を潜めて、ささやいた。


オウラニアは少し考えてから、膝を屈めて、パティに顔を寄せて、


「それは、どうしてー？」


小声で問い返す、とパティは、ひそひそ声で言った。


「私が知る限り、ミーアお姉さまの知り合いに、あんな人はいないし、それに……」


「んー？　どうかしましたかー？」


振り向いた男。口元には変わらず笑みが浮かんでいたが……気のせいだろうか、その目は一切笑っていなかった。


そんな男を真っ直ぐ見つめ、一歩前に出て、パティが言った。


「今、ここから逃げたら、余計に疑われちゃう。それに、ミーアお姉さまだって余計に動きづらくなる。ミーアお姉さまのことを信じて動かないのが正解のはずだから、逃げないほうがいい」


「ほう！　なるほど。興味深い意見ですねぇ。それで、あなたは……？」


男は、ひょこひょこ、パティのそばに歩いてきた。


「あなたは……状況をより、混沌に満ちたほうへと向かわせようとしている。あなたは、敵」


物怖じしない真っ直ぐな……そして、幼い指摘にオウラニアは息を呑む。もしも、目の前の男が敵だとしたら……、パティのその態度はどのようにして報われるのか。


男は目を見開き……そして、ニヤリ、と厭いやな笑いを浮かべた。


「ふぅむ、何者でしょうねぇ。実に勘がいい……」


膝に手をつき、男はパティと目線を合わす。


「そう。まさにお嬢ちゃんの言う通り、我々としては、オウラニア姫殿下が捕らえられるのは好ましくないんですよ。なにしろ、オウラニア姫殿下には、ガヌドス国王の暗殺犯になってもらわなきゃならないんだから……」


それから、男はオウラニアのほうを見上げて、ウインクする。


「そのために兵士だって生かしてるんだ。オウラニア姫殿下が逃亡したと、おそらくはヴァイサリアンの手の者によって逃亡した、と、伝えてもらわなきゃならない。そうじゃないと、国王の暗殺がいつまでたってもできやしない」


小さく肩をすくめてから、続ける。


「だから、協力してもらえませんか？　脅して無理やり連れてくってのも、あんまりしたくないもんで……」


「したくない……それは正確じゃない。あなた一人では、私たち全員を見張れないから、そう言ってるだけ」


男の言葉を遮って、パティが言った。


「聞いてはダメです。オウラニア姫殿下」


そうして、振り返ったパティ。その頭に、唐突に、ポンッと男の手が置かれる。


「ははは、なるほどなるほど。まぁ、間違っちゃいない。街中で刃物を突き付けて歩くのは、目立つしね。ガキを人質にってのも同じことだ。全員を見張るのは、ちと骨が折れる。助けを求めに走られるのも厄介。かといって、ヴァイサリアンの連中が助けに来たんなら、この場で、ヴァイサリアンの子どもを殺して数を減らすってわけにもいかない。一緒に連れていかにゃならない。なるほど、無理やりにってのは確かに難しい。合理的に考えれば、そんなところかな……お嬢ちゃん」


優しくパティの髪を撫でた後で……不意に男がパティの首筋を撫でた。


「……え？」


瞳を瞬かせるパティに、男は優しい笑みを浮かべたまま続ける。


「でもねぇ、覚えておいたほうがいい。人間ってのは、合理的な理由がなくっても気分で殺したりもするもんだ。俺が、お嬢ちゃんの小癪こしゃくな態度にイラついて、殺しちまうってこともあるかもしれない。どうする？　お嬢ちゃん、ちょいと力をこめれば、こんな細首、簡単に折れちまうが……」


「その子を殺したら、私も死ぬわよー」


突如の言葉に、男は目を瞬かせる。そんな男の手を、パチンと叩き、それから守るように、パティを自分のほうに抱き寄せるオウラニア。そこで、はじめて気がついた。パティが、小さく震えていることに。


励ますように、ぎゅっと力を入れて、オウラニアは続ける。


「他の子たちを人質にする場合も同じー、死んでやるからー。そして、私自身は人質にはならないわー。だって、私には生きていてもらいたいんでしょうー？」


その言葉に、男は面白そうに頷いた。


「ふむ、なるほど。そいつは困りますねぇ。確かに。じゃあ、どうしますかね？」


「ここから、逃げさせてもらうわー。あなたたちも、私が捕まったままだと、都合が悪いんだしそれが無難な妥協点じゃないかしらー？」


「ほほう。逃亡するが、我々の手には落ちず……。どこかに身を潜めると。まぁ、簡単に捕まらずに逃げ続けてくれるならば、悪くはありませんねぇ。確かに。それはそれで……ふふふ、事態はますます混沌としてきますねぇ」


心の底から楽しげに笑う男に構わず、オウラニアは踵を返した。


「みんな、逃げるわよー」


毅然とした顔でパティの手を掴むと、ヤナとキリルにも声をかけ、走りだした。







第四十七話　混迷する状況


拘束されたオウラニア、キリル、ヤナ、パティの四人が連れていかれた後、ミーアたち一行は、ガヌドス港湾国の王宮に案内されていた。


ミーアにアンヌ、ルードヴィッヒとディオン、それにシュトリナである。


少し広めの部屋に通されたミーアは、ソファに座り、ふーぅ、と深いため息を吐いた。


「ここに案内されたのは、我々が自由に動き回れないように……ということでしょうか」


部屋の中を見回しつつ、ルードヴィッヒが言った。


「おそらくは、部屋の前に見張りも立っているでしょうし……」


「まぁ、仕方ありませんわ。オウラニアさんが暗殺犯と疑われてしまっている状況で、あれだけしっかりと繋がりを強調してしまったのですから」


あれは、ミーア自身にも疑いを向けてしまう行動だった。国王の暗殺犯の一味かもしれない隣国の姫などという存在は、厄介なことこの上ない。部屋にこもって大人しくしていてもらえれば、それに越したことはないわけで……。


「それこそ、国王を弑しいして、属領にしようとしている……などと疑われかねないかもしれませんからな」


からかうような口調で言うディオンだったが、実際のところ、疑われてもしょうがない立場のミーアである。


「それでも、あの場で名乗り出ないということは、あり得ないことですわ。あの場で声を上げていなければ、後で真犯人がわかったといっても門前払いされてしまいそうですし……」


それに、曲がりなりにも、オウラニアに師と呼ばれているミーアである。あの場で無視を決め込むことはできない。さらに、子どもたち、特にパティが巻き込まれた時点で、ミーアに選択肢はなかったのだ。


パティに何かあった時点で、ミーアの存在自体が揺らぐわけで……。だからこそ、仕方のないことで……。


──パティはヤナたちと親しくしていたし、パティが追いかけたことは、教育上は良い変化といえるはず。であれば、あのパティの行動は、許容されるべきものですわ。


加えて、ヤナたちのこともある。


ヴァイサリアンの子どもで、しかもオウラニアをかばったとなれば、あの暗殺者の関係者として尋問される可能性が高い。酷い目に遭わされる可能性も低くはない。


「わたくしの庇護下にあるという宣言はそれなりに子どもたちを守ってくれるはず。その間に、暗殺犯さえ捕らえることができれば……」


しかし、とミーアは、不意に思った。


──わたくしが、仮に犯人を見つけ出したとして……その功績はわたくしのものになってしまわないかしら？　とすると……まぁ、今は国王が健在ですし、功績を認めないと思いますけれど……その後の世代……仮にオウラニアさんが跡を継いだ場合……。


『私がー、お父さまに疑われて、暗殺犯にされそうな時ー、ミーア師匠に助けられましたー。あの時のお礼とー、ミーア師匠の偉大なるその叡智を讃えるために、巨大な黄金ミーア灯台を、国民からー血税を搾り取って作りましたー。ほらー、すごく立派でしょうー？』


などと満面の笑みを浮かべるオウラニアの顔が思い浮かび……ミーアは思わず首を振る。


「……それでは解決にならなりませんわ」


思わずこぼしたつぶやきに、ルードヴィッヒが、我が意を得たりと頷いた！


「やはり、ミーアさまも……そのように思われますか」


「……ん？」


きょっとーん、っと首を傾げるミーアに、意気揚々とルードヴィッヒが言った。


「私も、ちょうど、そのように思っていたところです」


──また、なにか……ルードヴィッヒがわからないことを言っておりますわね。ええと、これは、聞いておいたほうがいいやつかしら？


と、ミーアが口を開こうとしたところで、


「どういうことですか？　ルードヴィッヒさん」


代わりに聞いてくれたのは、アンヌだった。わからないこと（ミーアが）はそのつど、適切に質問してくれる。実によくできたメイドである。


「ああ、あくまでも、これは直感に過ぎないのだが……。あの時、ガヌドス国王は、本気でオウラニア姫殿下を疑っていたのだろうか？　前々から、なにかの疑いを持っていたということならばわからなくもないが、少なくともあの場面に、オウラニア姫殿下を疑う理由はなかった」


「そうか。ヤナちゃんとキリルくんのことがありましたけど……」


「そうなんだ。あの二人がヴァイサリアンの子どもだったことは、ヴァイサリアンの暗殺者とオウラニア姫殿下の関係を印象付けはしたが、そもそもその前から、国王はオウラニア姫を犯人扱いしていた」


ルードヴィッヒは、軽く眼鏡を押し上げて、


「もしも、ガヌドス国王が、なにか別の理由でオウラニア姫殿下を犯人扱いしたのであれば……その場合は、犯人を捕まえ、オウラニア姫殿下の無実を証明したとしても、意味がないのかもしれない。ガヌドス国王の思惑を探る必要がある」


「やれやれ、ガヌドス国王、ネストリ・ペルラ・ガヌドスか。食えない男だと思っていたが……。腹の探り合いとは、肩がこることだ」


ディオンのぼやきに、ルードヴィッヒは苦笑いを浮かべた。


「なに、貴殿にそこまでは求めないさ。貴殿は、ミーアさまの剣だ。面倒な考え事のほうは、こちらに任せてもらおう」


「そうしてもらえると助かるな」


笑い合う二人の男たちに、ミーアは、ちょっぴり心強さを覚えつつ。


「それに、幸いにして、いろいろ動きまわって調べてもらう手段もございますわ」


「グリーンムーン公爵令嬢、エメラルダさまですね」


ルードヴィッヒの指摘に、ミーアは静かに頷き、シュトリナのほうに目を向けた。


実のところ、エメラルダにはすでに協力を求めるべく使者を送っていた。今、この場にいない二人、ベルとアベルを。


あの時……一歩前に進み出て声を上げたミーア。それを見ていたシュトリナは、同時に行動を開始していた。


今後、ミーアがおかれるであろう状況を正確に予測した彼女は、外で動ける人員を確保しておくべきと判断。すでに、ルードヴィッヒのことも視認していそうなガヌドス国王の様子から、消去法で、ベルとアベルとに声をかけたのだ。


アベルは驚いた様子であったが、すぐに事情を理解。対して、ベルは冒険の予感に目を輝かせていたという……。


「これから始まる冒険が、ボクが過去に来た理由になるのかも！」


などと意気込んでいたとか……。それを聞き、そこはかとなく不安を覚えるミーアであった。


ちなみに、シュトリナ自身は、ミーアに同行していた。


王宮の中で、万が一にも毒を盛られた時のために、ミーアのそばにいようと考えたという。


「まぁ、わたくしが毒殺されてしまえば、ベルが生まれてきませんしね」


っと、いかにもベルと一緒に行きたそうな顔をしていたシュトリナに、ミーアは苦笑いを浮かべる。対して、シュトリナは頬を膨らませて、


「もう、ミーアさま、意地悪です。リーナは、イエロームーン家を救い出してくださったミーアさまへの感謝を忘れた日はありませんよ？」


「あら……？　そうでしたの。それは申し訳ないことを言いましたわ。では、本当にわたくしの身を案じて、忠節を尽くすためだけに残ってくれたんですの？」


そう問えば、シュトリナは静かに目を閉じて……。


「人の心は、一つの側面しか持っていないわけではない。いろいろな感情の合わさったものです。だから、ミーアさまへの感謝も、大好きなベルちゃんがきちんと生まれてくるようにミーアさまを守らなければならないという気持ちも、どちらもあるんです。ただ、その大きさが少しだけ違うというだけで……」


「なるほど……うん？　ということは、わたくしへの感謝と忠誠とベルへの友情を比べると……」


っと、首を傾げるミーアに、シュトリナは可憐な笑みを浮かべて……。


「気持ちを比べるなんて、無粋なことですよ？　ミーアさま」


……とまぁ、そんな会話が繰り広げられたわけだが……。ともかく、


「エメラルダさんのところには、シオンもいるはずですわ。アベルもきっと知恵を絞ってくれるはずですし。それに、ベルもいることですし……」


なぜだろう、最後だけ、少々、不安感が増すような気がするが……。


「ところで、リーナさん、あの船の上を渡ってきていた男に、心当たりはありますかしら？　話に出ていた、ヴァイサリアン族の蛇だと思いますけど。直接、見たのは今回が初めてですわよね？」


問われ、シュトリナは小さく首を傾げた。


「リーナは、少なくとも、会ったことないと思います」


「そう。ディオンさんは、以前、戦ったことがあるのでしたわね？」


「ええ。クラウジウス領で。しかし、やはり、船には乗り慣れているようですね。以前よりは、戦いづらかったですよ。多少ですが……」


──そうは見えませんでしたけど……。ていうか、大変、楽しそうに剣を振るっていたような気がいたしますけど……。


ミーアは腕組みしつつ、唸る。


「まぁ、ともかく今回の件に蛇が関わっているのは確実そうですわね……あら？」


そこで、にわかに、外が騒がしくなってきた。


「なにかしら？」


怪訝そうな顔をするミーアの前で、扉を開けたルードヴィッヒが、廊下を忙せわしなく歩く一人を捕まえて、話を聞いてきた。結果……。


「失礼いたします。ミーアさま、実は、オウラニア姫殿下が……」


「オウラニアさんが、どうかなさいましたの？」


嫌な予感に背中を押されるようにして、尋ねると……。


「どうやら、逃亡されたようです。三人の子どもたちも一緒です」


「…………はぇ？」


事態は、混迷を極めつつあった。








    
  
  




帝国の叡智ミーア・ルーナ・ティアムーンが多趣味の人であった、ということは、世に知られたことである。


社交ダンスに乗馬、読書に観劇、作劇、作詞、山菜採り、キノコ狩りに料理と、その多芸多趣味ぶりは、歴代の帝室関係者の中でも群を抜いていた。


一方で、その対極、無趣味の人として知られた人物がいる。


ミーアの祖母、皇妃パトリシアである。


彼女は、決して笑わない人だった。笑わないし、怒らないし、泣かない。感情を表に出すことがとても稀まれな人だった。


そんな彼女だから、ごくごく当たり前のこととして、趣味らしい趣味もなかった。


時折、本は読んでいたようだが、それはあくでも趣味と呼べるようなものではなく、後世の歴史には、パトリシアは無趣味の人だった、という記録が残されることになった。


されど、彼女に近しい従者の中に、こんなことを言う者がいた。


いや、実はパトリシア皇妃殿下には、一つだけ趣味があったのだ……と。


さて、その趣味というのは……。






その日、セントノエルでの授業を終えた後、パティは部屋でぼんやーりとしていた。


セントノエル学園にやってきてから、パティはボーッと何もせずにいることが増えた。


日々、授業で習うのは、他愛もない知識だった。蛇の知識ほど革新的でもないが、毒もない。


子どもたちが、この学園を卒業しても生きていけるように、未来を切り開けるように……という優しい願いのこもった、善良な教育が施されていた。


クラウジウス家の教育を知るパティからすれば、それは心地よく心休まる時間であった。されど、反面、パティはどうしても思ってしまう。


──こんなふうに、ボーッとしてていいのかな？


彼女の胸にこびりついて離れない感覚。いつかは、再び、あの過酷な場所に戻らなければならないという、焦燥しょうそうにも似た想い。


仮に、もう一度、あのクラウジウス家に戻ったとしても、やっていけるのだろうか？


こんな風に腑抜ふぬけたような状態で戻ったら、どんなことになってしまうのか……。そんなことを、どうしても思ってしまう。


この温かで、幸せな世界に、どっぷりと浸かり続けてもよいものか……。と、グルグル悩んでしまって……。


「どうかしましたか？　パティ」


ふと目を開けると、ベルが心配そうにこちらを覗き込んでいた。


自分の孫娘の孫娘……その呼び名を何と呼ぶか、パティは知らない。そして、自分の遥か遠い未来にいるはずの人が目の前にいる。その実感もまた、パティにはない。


だから、パティはベルにも、年上に話すように敬語を使う。


「なんでもありません。ベルお姉さま」


それから、少しだけ考えて……。


「勉強で少しだけ、わからないところがあったので……」


ベルがそれ以上、話を続けたがらないような話題を口にする。正直なところ、今は放っておいてほしかった。一人で考える時間がほしかった……のだが。


「なるほど。ふっふっふ、仕方ないですね。それでは、ボクが勉強の手ほどきをしてあげましょう」


ベルが空気を読まずそんなことを言い出した！


その言葉にパティは──驚愕に、目を見開いた！


胸の中のモヤモヤとか、一瞬にして吹き飛んでしまった！！


なぜなら、パティは知っている。この自らの子孫、ベルは勉強が嫌いだ。かなり嫌いだ。やれと言われなければ、絶対にやらないぐらいには、たぶん嫌いだ。やれと言われても、最後の最後まで逃げようとするぐらいには嫌いだ。たぶん、風呂に入れられるのを懸命に逃げようとする犬ぐらい抵抗する。そのぐらい嫌いなはずだ。


なので、特別初等部の勉強なんか簡単に教えられるから、一緒に勉強しましょう、などということにはならない。絶対ならない。


この自由時間に勉強に関わることなど絶対にしたがらない。それこそが、このミーアベル・ルーナ・ティアムーンという少女なのだ！


「あれ……？　もしかして、パティ、ちょっと失礼なこと、考えてませんか？」


ベルがきょとりん、と首を傾げる。


「……いや、まったく、そんなことない」


図星を突かれ、敬語が飛ぶパティ。そんなパティをムーッと上目遣いに見つめてから、


「やっぱり、少し元気がない気がする……。パティ、ちょっと外に遊びに行きましょう」


「……え？」


あれ？　勉強の話はどこに……などというパティの疑問を先読みしたかのように、ベルは笑みを浮かべる。


「ほら、テスト勉強の前とか、よくやるじゃないですか。嫌な嫌な勉強をするために、気合を入れるために、小説を読んだり、お友だちとまだ見ぬ未開地に冒険に出かけたり……」


「いや、それは、勉強をする時間がなくなってしまうダメなやつじゃ……」


ツッコミを入れるパティの手を引いて、立ち上がらせると、ベルはニヤリと悪戯っ子のような笑みを浮かべる。


「実は、やろうと思ってたことがあったんですけど、リーナちゃん、今日は忙しいみたいで。だから、パティ、一緒に行きましょう」


「……どこへ？」


困惑気味に問えば、ベルは心なしか得意げに、堂々と胸を張って言い放った。


「ノエリージュ湖に、釣りに！」






あれよあれよという間に、ベルと二人で釣りに行くことになってしまったパティ。意気揚々と、釣り竿とバケツを持って歩くベルを眺めながら、いったい、なぜこんなことになったのか……としきりに首を傾げる。


けれど、唐突に気付く。


──あ、もしかしたら、私がモヤモヤしていること、見抜いたのかも……。


そう、なにしろ、目の前のベルは、自らの誇るべき孫娘、ミーアの孫娘なのだ。


それも、結婚相手はあのアベル王子なのだという。実直で、聡明そうなアベル王子とミーアとの間にできた娘の子がベルなのだ。


──私の心の内を読んで、元気づけようとして、強引に外に連れ出そうとしている？


その可能性は否定できない。あるいは、それだけでなく、ほかにも何かしらの思惑があるのかもしれないが……。


いつも能天気な顔をして、ちょっぴり抜けた発言をすることの多いベルだけど、実は、胸の内には深い考えがあってのことなのかもしれない。


──能力の高さをあえて隠して、あえて油断を誘っているのかも……。


っと、その時だった。まるで、自らを観察するパティに気付いていたかのような様子で、ベルが前を見たまま、話しかけてきた。


「もしかして、パティ……、どうして、釣りに行くなんて言い出したのかって、思ってますか？」


パティは瞠目どうもくする。極めて正確に自らの心を読まれたからだ。


パティは蛇の教育により、心理戦に長けている。自らの心を律することも、隠すこともお手のもの。にもかかわらず、目の前のベルは、やすやすと読み取ってみせたのだ。


驚愕きょうがくし、言葉を失うパティを振り返り、ベルは語りだした。


「釣りは言うまでもなく、食料を得るための方法、そうですね？」


当たり前の問いかけ……パティは無言で頷く。それを満足げに眺め、ベルは続ける。


「パティはいずれ過去に戻らなければなりません。そして、一人で蛇たちと戦わなければならない」


「そう……ですね」


奇しくも、自分が悩んでいたのと同じようなことを言われ、パティは驚愕しつつも、頷く。


「つまり、パティはこれから、一人で冒険するようなものなんだと思います」


「なるほど、そうで……そうでしょうか？」


思わず勢いで同意しそうになったパティが、ふと冷静になり疑問を呈する。


冒険……まぁ、蛇との戦いは、冒険といえるのだろうか……？　いや、どうだろうか？


「もしも、一人で冒険するとしたら、どんな状況でも食べ物を得られるよう、いろいろな技術を身につけておくべきなのではないでしょうか。食べることって、物事の基本ですし」


「なるほど、それは、確かに……」


謎の迫力と説得力を持つベルの言葉に、パティはしかつめらしい顔をして頷く。


実際、蛇の訓練の一環と称して、森や山の中に置き去りにされるケースもあるかもしれない。そうなれば、そこで食べ物を得る術が必要だ。


──とても、理に適っている……！


パティは感心した。


ちょっぴり流されやすい子……なのかもしれない。


「それに、ボクも将来的に冒険に出ることを考えると、釣りのスキルはぜひとも身につけておきたいな、と思っているのです。それに、ミーアおば……お姉さまも、食べ物を得るための手段として、注目している節がありますし……」


自らの聡明なる孫娘、ミーアの名前を出され、さらにベルの言葉に説得力が増す。


──釣りの技能……確かに、重要なのかもしれない……。もしかしたら、過去の窮地を切り抜ける一手になるかも……？


なぁんて、若干、目をグルグルさせつつ考えるパティである。


「ということで、ほら、着きました。ここです」


そうして辿り着いたのは、ノエリージュ湖の湖畔だった。途中、若干の獣道を通り抜けて辿り着いたその場所は、草木に隠された穴場のような場所で……。


にもかかわらず、先客がいた！


「あらー、ベルちゃんに、パティ。こんなところにどうしたのー？」


二人に問いかけつつも、その少女は高い身長を一杯に使い、ひょーいっと釣り竿を振るう。さながら、剣術の上段振り下ろしのように、勢いよく振り下ろされた釣り竿。その先端から飛んだ釣り針が、湖の遠くのほうに、ぽちゃんと落ちていった。


それを満足げに眺めながら、少女、オウラニア・ペルラ・ガヌドスは、二人に微笑みかける。


「ご機嫌よう、オウラニア姫殿下」


ベルがちょこん、とスカートを持ち上げて礼をして、パティもそれに倣ならう。


一方のオウラニアは、釣りを中断するつもりはないようで……。こちらに顔だけ向けて言った。


「それでー、改めてなんだけどー、こんなところにどうしたのー？」


「はい。実は、釣りをマスターしようと思いまして」


その言葉を聞き、オウラニアの肩がピクンッと震えた。


「あらー、それってつまりー、これからここで、釣りをするつもりってことかしらー？」


「そうですね。ここが良い釣り場だって、サンテリさんからお聞きして……」


セントノエルの隠れアングラ釣り師アングラー、サンテリ・バンドラーから情報を聞き出していたベルである。


さすがの情報収集力に、パティは再び感心する。


うちの孫娘の孫は、なかなかに、できる子なんじゃないだろうか？　なぁんて思ったりもして。


「ああー、なるほどー。それじゃあ、一緒にしましょうかー」


そう言ってから、不意に、オウラニアは真剣な顔をして、


「でもー、くれぐれも、遊び気分でやったらダメよー？　ここには『湖の真なるヌシ』が棲すんでるって噂があるんだからー」


真なるヌシってなに……？　とは思うものの、あえてツッコミは入れないパティである。大人である。


「おお、真なるヌシ！　望むところです」


意気込むベルに、オウラニアはあくまでも真剣な顔で……。


「言うまでもないことだけどー、真なるヌシを釣り上げるのは、並大抵のことじゃないわー。下手すると、命だって落とすかもしれないわー」


「なるほど、水の中の生き物には危険なものも多いみたいですしね。以前、お聞きした話だと、ミーアおば……お姉さまは、その昔、無人島の近くで人食い巨大魚を殴り倒したことがあった、とか……」


「まあー、さすがはミーア師匠だわー！」


感心した声を上げつつ、ひょーいっと釣り竿を上げるオウラニア。水面から現れた釣り針には、きちんと魚がかかっていた。


「まぁ、ともかく、そういうわけだからー、釣りには命懸けの覚悟をもって臨んでほしいわー。釣りとは、人生を懸けるに値するものですものー」


「なるほど……。そういうものなのですね」


納得の表情で、うんうん、っと頷くベルと……。


──そういうもの、なの……かな？


うん？　っと首を傾げるパティであった。






さて、ベルとパティはオウラニアの隣に陣取って、釣り糸を垂らした。


「ここのお魚は頭がいいみたいだからー、エサは落としっぱなしにしないで、こう、いい感じで動かしてあげるといいわー。っと」


説明の途中でオウラニアが釣り竿を上げた。その釣り針にはなかなかの大きさの、丸いお魚がかかっていた。ぷくーっとボールのように膨らんだお魚だ。


「湖豚プグーンがかかったわー。これ、ちょっとした毒があるから、食べる時は注意が必要よー」


「ほほう、毒があるお魚もいるのですね」


「ええ、お腹が痛くなるぐらいだけどー、避けられるなら避けたほうがいいでしょうー？」


言いながら、オウラニアは、竿を投げ入れ、ひょひょーいっと釣り上げる。


「ああー、ヴェールガバスねー。これは、なかなか、釣り上げるのが大変でー」


と言いつつも、さしたる苦労もなく、どんどん釣り上げていく。


上機嫌で鼻歌交じりにひょーいひょい、順調に魚を釣り上げていく。っと、その目が、パティのほうに向いた。


じっと釣り竿を見つめ、微動だにしないパティ。むぅっと眉間に皺を寄せ、釣り竿をひょこひょこ動かすものの、魚が食いつく様子はない！


「うっふっふー、パティもまだまだねー！」


ふふーんっと鼻を鳴らし、ひょいひょいひょーいっと魚を釣り上げていくオウラニア。


からかうような口調に、パティはちょっぴり、イラァッとする。


それは、そう……大人にからかわれて負けん気を刺激されるような、ムキになってしまうような、極めて普通の子どもらしい反応だった。


きゅっと唇を結んで、ぐい、ぐいっと釣り竿を動かす。


「もっと優しく、丁寧にー。餌が生きてるみたいに見せるのよー？　うふふー、難しいかしらー？」


なぁんて、かるーく煽られつつも、パティは釣り竿に集中する。っと……。


「……あっ」


ぐ、ぐい、っと竿が引かれるのを感じる。ぐい、ぐいっと右に左に、ぎゅぎゅっと引かれ、パティは思わず竿を持つ手に力をこめる。が……。


「慌てないでー。糸が切れないように、逃げられないように、落ち着いてー。深呼吸よー」


オウラニアがすぐ後ろに来て指示してくれる。


「ゆーっくり、ゆーっくりよー？　勝手に暴れて疲れちゃうんだから、我慢、我慢よー」


その声に頷きつつも、パティの視線は真っ直ぐに波立つ湖面へと向かっていた。


ぐ、ぐい、ぐい……じわりじわりと竿を上げていき……そして……。


「わ、ぁ……！」


びょん、っと水面から現れたのは、大きくて太い魚で……。


「あらー、ヴェールガバスねー。私がさっき釣ったやつよりおっきいかもー」


歌うように言って、オウラニアが網で捕まえてくれる。


陸地に揚げられた魚を見て、パティは思わず目をまん丸くする。ヴェールガバスは、パティの腕の長さほども大きさがあったのだ。


「おー、すごいですね、パティ。ボクは全然釣れません」


感心したようなベルの言葉に、思わず、ドヤァッと胸を張るパティであったが……。ベルは、先を越されたことを特に気にするでもなく、さらに……。


「ふっふーん、ベルちゃんは、まだ一匹も釣れてないのねー？　そんなんじゃ、ミーア師匠の妹分として、失格じゃないかしらー？」


ナチュラルに煽ってくるオウラニアにも、困ったような笑みを浮かべて、


「そうですねー。心苦しいばかりです。オウラニア姫殿下はさすがですねぇ。どうすれば、そんなふうに釣れるようになりますか？」


「ふふーん、そうねー。まず、釣り竿をもっとこうー」


「ふんふん、それで……」


自分の目的＝冒険のためには、煽られたって気にしない。むしろ、相手を心地よくさせて、必要な情報を手に入れてしまう。それどころか、オウラニアの釣果の中で、最も美味しいというお魚までゲット。後ほど調理場で料理してもらったものをいただく約束まで取り付けてしまう……その鮮やかな手腕に、パティは思わず瞠目する。


──私は、意地になって魚を一匹釣り上げただけなのに、すごい……。うちの子孫は、もしかしたら、ミーアお姉さまや私より、強したたかなのかも……。


パティは、ベルのことを見直したのだった。






まぁ、そんなこんなで、心から釣りをエンジョイしちゃった後、部屋に戻ってきたパティは……思わず頭を抱える。


──いったい、私は、なにをしてたんだろう……？


なんだか、部屋で真剣に悩んでいたはずなのに、いつの間にやら流されるように、釣りに興じてしまった。そして、とってもとっても楽しかった……！


──もしかして、私は、割と流されやすいのかも……？


自分でもわかっていなかった隠された性質に愕然がくぜんとするパティであったが……。


「パティ、今日は楽しかったですね」


ニッコニコと笑みを浮かべるベルを見て、なんだかどうでもよくなってきてしまって。


「はい……。でも、テスト勉強の前にはこんなことしてたら、ダメだと思います」


苦言を呈ていすることで、なんとか、体面を保たんとするのであった。






その日の夜のことだった。


就寝準備を終え、部屋に戻ってきたミーアは、ベッドの上、丸くなって眠るパティの姿を見つけた。


「あら、パティ、珍しいですわね。こんな時間から寝てるなんて」


小首を傾げつつ、その顔を覗き込み、んっ？　っと首を傾げる。


「……なんだか、嬉しそうな顔してますわ。なにかあったのかしら？」


すーすーと寝息を立てるパティ。その口元には、かすかに笑みが浮かんでいた。


「今日は、一緒に釣りをしに行ったんです。オウラニア姫殿下ともお会いして、うふふ、楽しかったなぁ」


ベッドに腰かけて、足をぴょこぴょこさせながら、ベルが言った。


「まぁ、そうなんですのね。それはよかったですわ」


ミーアは、それから優しい笑みを浮かべて、パティの髪を撫でて。


「ここにいる間に、少しでもたくさん、幸せな時間を過ごせるとよろしいのですけど……」


そうつぶやくのだった。






帝国皇妃パトリシア・ルーナ・ティアムーンは、感情の起伏の薄い人であった、と後世の歴史には記される。笑うことも泣くことも、怒ることもない。趣味もなく、ただただ無個性の人であった、と……。


されど、彼女に近しい従者の中には、こんなことを言う者たちがいた。


いや、パトリシア皇妃殿下は、別に無趣味な人ではなかった。彼女の趣味は釣りだったのだ、と。


皇妃殿下は、公務で、川か海か湖か……とにかく水場の近くに行くと、決まって釣り竿を持ってそこに向かい、時間の許す限り釣りに興じていたと。


そして、釣りをしている時だけは、その表情はどこか穏やかで、柔らかなものであった、と。


その瞳は時に、目の前の釣り竿でも、釣り上げた魚でもなくて……どこか遠くを眺めているようだった、とも……。






彼女の瞳になにが映っていたのか、その答えはない。


あるいは、そう、この帝国の将来に目を向け、自らの子孫たちに想いを馳はせていたのかもしれないが……。


その想いは永久に、彼女の心の中に秘されたものであった。








    
  
  




今回のガヌドス港湾国行きは、急に決まったため、聖夜祭に出ることができなかった。そのため、ヴェールガを軽視していると見なされてしまうかもしれない。ないとは思うが、念のため、ラフィーナさまへのお土産に良いものを用意するのが良いと考える。


あまりありふれたものだと喜んでもらえないかもしれないので、ここでしか手に入らない珍味の類が良いのではないだろうか。ガヌドスで食べた珍味備忘録ちんみびぼうろくとして、日記に記録したいと思う。






エトワールアンコウ


今日のお昼は、エトワールアンコウ。それは、頭に光るランプのついた太った魚だった。大きなお口に、なんとも言えない恐ろしげな表情。これは食べるのに勇気がいりそう。


鍋にして食べると美味しいらしく、お勧めの料理法でいただく。


ぷりぷりとした食感。口に入れるとトロリととけて、じゅじゅわっと旨味がとけだしてくる。絶品。お野菜との相性も抜群で、これは寒い冬には特に美味しい料理なのではないだろうか。骨も気にならなかった。素晴らしい。☆五つ






ガレリア蟹がに


今日、夕食に並んだのは、見た目は巨大な赤いクモだった。これは、なかなかに食べるのに勇気がいりそう。というか、そもそも殻からが堅くて、食べるのにとても根気がいる。しかし、殻の内側から出て来た白い身は絶品。魚の白身とも違った淡泊ながらも味わい深さがあって、大変、美味しかった。あまり日持ちがしなそうなのが難点。ラフィーナさまと一緒にガヌドスに来た折には紹介してみようと思う。　☆四つ（食べやすさに、やや難ありのためマイナス一とする）






ポヤァ


今日のお夕食は、例の奇怪きっかいな見た目のポヤァだった。大変、不気味な見た目で食べるのにとても勇気がいりそう。と思ったが、調理されたものは、そこまでスゴイ見た目でもなく、これならばラフィーナさまも無理なく食べられるのではないかと思った。きっと大丈夫だろう、うん。


調理前の見た目とは裏腹に、非常に高貴なお味。鮮烈な潮の香りとなんとも言えぬ歯応え。まさに、ここでしか食べられない珍味。絶品。ぜひ、ラフィーナさまのお土産としたい。☆五つ






ガヌドスでいくつか珍味を試してみましたけれど、ラフィーナさまのお土産にできそうなものは、なかなかございませんわね。どれも、直接、現地に来てお食べいただくのがよろしいのではないかしら。ラフィーナさまともだいぶ仲良くなれましたし、旅行にお誘いすれば来てくれるかもしれませんわ。


そのためにはヴァイサリアン族のことを、すっかり解決してしまわなければなりませんわね。頑張らなければ……。









あとがき






こんにちは、餅月です。みなさま、いかがお過ごしでしょうか？


突然ですが、最近、健康のためにジョギングしています。ほどよい位置にとある湖があるので、そこを目標に日々距離を伸ばしております。大体往復で一時間ぐらいでしょうか。見慣れぬ風景を眺めつつ走るのは、とても気持ち良いものです。


ところで、長距離走と言えば、このティアムーン帝国物語も今年で出版から五年目を迎えます。


今回の巻は、四巻、五巻で訪れた、懐かしきガヌドス港湾国が登場します。まさか、再びこの国にやってくるとは思ってもいませんでした。


ミーアも頑張って走り続けてくれているなぁ、としみじみ思います。ギロちんに追いかけられているとはいえ……。






ミーア「ふーむ、よくよく考えると、前回、ガヌドス港湾国に来た時には、あまりゆっくりと海の幸を楽しむことが出来ませんでしたし……。今回は、いろいろと美味しい物と出会いたいですわね」






ベル「あっ！　ミーアお祖母さま！　この海鮮丼っていうの、すごく美味しいんですよ。以前、ミーアお祖母さまに連れてきてもらった時に、教えていただきました」






ミーア「あら……？　わたくしが？　しかし、食べたことはありませんけれど……」






ベル「今回の旅でお食べになるのではないでしょうか？」






ミーア「それはそうかもしれませんけれど……いえ、しかし、今回、わたくしが食べるとしたら、それはベルから聞いたからであって……なにやらグルグルしているような」






そんなタイムパラドックスも楽しめる……かもしれないティアムーン帝国物語ですが、引き続きお付き合いいただければ幸いです。






ここからは、謝辞です。


Ｇｉｌｓｅさん、いつも素敵なイラストありがとうございます。今回は一風変わった海賊ファッションで楽しいですね。


担当のＦさん、いつもお世話になっております。家族へ、いつも応援ありがとうございます。


そして、この本を手に取っていただいたすべてのみなさま、ありがとうございます。ミーアの冒険をお楽しみいただけましたなら、幸いです。









    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS


聖女ミーア皇女伝夢典むてん　ガヌドス港湾国、撤退線！







聖女ミーア女帝伝をご存知だろうか？


知らないはずもないだろうか。なにしろ、かの本は言わずと知れたティアムーン帝国の大ベストセラーだ。一家庭に一冊、帝国臣民どころか大陸の民必読の書とも言われている本なのだから。


では、その本について、ある不可思議な噂うわさがまことしやかに囁ささやかれているということは、ご存知だろうか？


目撃者曰いわく、突如として、今まで見たこともないような記述が現れるのだという。


こんな話がある。


ある時、帝都に住む女性が、女帝伝を読んでいたのだという。


彼女は、女帝伝を日頃から愛読していた。女帝ミーアの明るくも凛々りりしく、慈愛に満ち満ちた人物伝に日々の活力をもらっていたのだ。


それこそ、本の隅々まで読みつくしていた、生粋きっすいの女帝伝マニアな彼女であったのだが……。


「おかしいわね……なにかしら、この話……」


その日、彼女の目の前に現れたのは、一度も見たことのないエピソードだったのだ。


変だなぁ、不思議だなぁ……と首を傾かしげつつも、彼女はそのエピソードを読んでみた。


それは、女帝ミーアが若き日に無人島で巻き込まれた事件のお話だった。


帝国の叡智えいちが冴えに冴え、あと一歩で犯人がわかる、というところまで読んで……緊張のあまり、彼女は喉のどの渇きを覚える。


この謎解きパートはじっくり読まなければ、と思ったので、気持ちを落ち着けるため、彼女は紅茶を淹いれることにする。


そうして、改めて読もうとした時、すでに、そのエピソードは消えていたという。かすかな、黄金の輝きを残して。


不可思議な事例は、その一件のみではなかった。この怪談とも言える噂話は、たびたび表れては、民草の口の端はに上った。


いつしか、人々は女帝伝の本体を正典と呼び、それらの噂で語られる記述を「偽典」あるいは、夢のように消えてしまうものとして「夢典」と呼ぶようになった。


これは、ガヌドス港湾国を舞台とした夢典にまつわる物語である。






オウラニア・ペルラ・ガヌドスの要請を受け、ガヌドス港湾国への旅の途上、ミーアたち一行は、街道に馬車を停めて休息を取っていた。


町から町、村から村へ。基本的に旅の予定は、相応の建物の中で夜を明かせるように組まれている。けれど、時に、どうしても計画通りには行かないこともあるわけで。


その日も、馬車の脱輪によって足止めを食った一行は、仕方なしに、馬車の中での一夜を明かすことになっていた。のだが……。


「ううむ……いまいち、眠りが浅い気がしますわね……」


夜、特に理由もなく目覚めたミーアは、ふわわむ、っとあくびを噛かみ殺しながらつぶやいた。


「やはり馬車では、ゆっくり眠れませんわね……」


ちなみに、ミーアが身を横たえているその馬車は、特別製だった。


ゆっくりと睡眠を取れるよう、しっかりと体の疲れが取れるように、と、帝国の職人たちが技術の粋を凝らして作り上げた、寝台馬車なのだ。


基本的に「無駄遣いは断頭台への近道！」をモットーに生きているミーアではあったが、こと睡眠の質に関しては、妥協しない傾向にある。座席が堅い馬車と柔らかい馬車。多少、余分にお金を出せば乗り心地、寝心地が良いものが手に入るというのであれば、ケチることはない。


そして、彼女の家臣たちも文句を言うことはなかった。


「ミーアさまは、ただでさえ各国を動き回られている。しかも、その先々で重要な会談をこなさなければならない。ならば、その体調を万全に保つため、金を使う必要があると言うなら、それはまさに必要経費。むしろ、金で片が付く問題なのが、ありがたいと思うべきだろう」


「そうだね。まぁ、護衛をするこちらとしては、防御力の固さも欲しいところだけど……」


などと言う声を受けて造られた、特別製なのだ。


されど、それでもなお、普通の建物に比べれば寝づらさというのはあるわけで……。


「ふーむ、これは、枕まくらの高さが変わったせいなのかしら……。どうにか、調節するものは……ああ、ちょうどいいものが」


馬車の中をゴソゴソやったミーアは、一冊の分厚い本を手に取った。


なにげなく、それを枕の下に差し込もうとしたところで……ふと、月明かりの中、見えたタイトルが気になった。


「……はて、聖女ミーア……女帝伝!?」


ベルの消失と共に失われた皇女伝。かつて見た衝撃的な内容に、ミーアの顔が、ひくっとひきつる。


「こっ、これ……は、あの時、ベルが持っていたものと同じもの、なのかしら？　しかも、女帝伝ということは、むしろ、前よりアップグレードしているような……」


そうかー、やっぱり女帝にならなきゃいけないのかー、などと遠い目をしつつ、わずかに震える手で、ミーアは本を開いた。まるで、何者かに導かれるように……。


満月だからだろうか。馬車の中に降り注ぐ月明かりの中で本を読むのは、そう難しいことではなかった。


何とはなしに、ページを開き、次の瞬間……。


「……大海戦……？　ガヌドス港湾国……てっ、撤退戦っ!?」


ミーアは、思わず息を呑のんだ。


「なっ、なな、なんですの、これは……」


これから行く先の国、ガヌドス港湾国。そこから撤退する状況とは、いったい……？


「よ、読まざるを得ませんわ……」


眠気など、頭からポーンッと飛んでいった。


本来、ミーアにとって、睡眠時間を削るなど決してあり得ぬこと。あまりにあり得なすぎて、まるで夢でも見ているかのようなそんな心地になってしまうが……、構わずミーアはページをめくっていった。






女帝ミーア陛下……否、その当時は、未だ、皇女であらせられたミーア姫殿下によるガヌドス港湾国急襲事件……。その奇蹟の救出劇は、ミーア姫殿下の親友たるグリーンムーン公爵令嬢エメラルダのお願いに端たんを発したものだった。


※なお、これ以降、ミーア陛下の敬称は当時の「姫殿下」に統一したいと思う。了とされたい。


その日、白月はくげつ宮殿にやって来たエメラルダ・エトワ・グリーンムーンは、とても顔色が悪かった。恐れ多くも光栄な、ミーア姫殿下との楽しいお茶会の時にも、どこか張り詰めた顔をしていた。


それを見たミーア姫殿下は、けれど、あえて尋たずねることなく、ただ黙って、彼女が言い出すのを待っていた。


そうして、ミーア姫殿下が紅茶のお代わりを所望すること三度目に、ようやく、エメラルダ嬢は口を開いた。


「実は、本日はお願いがあってうかがいましたの。私の友人である、ガヌドス港湾国王女、オウラニア・ペルラ・ガヌドスを救出することに、お力添えいただけないでしょうか？」


彼女が語ったのは、驚くべきことであった。






……と、そこまで読んだところで、ミーアは「ふむ……」っと唸うなった。


「エメラルダさんからのお願いで動いた、と。なるほど、リアリティがございますわね。これは、誇張なく、真実な感じがしますけれど……しかし……この三度も紅茶をお代わりしたというのは、エリスの気遣いですわね」


おそらく、紅茶ではなく、お茶菓子を三回お代わりしたということなのだろう。


「エメラルダさんが思い悩んで、しばらく、本題を口にしないということも考えづらい……。言いづらかったとしても、そう長い時間ではないはず」


ミーアは淡々と、その時の状況を推理する。名探偵ミーアの名推理は冴え渡っていた！


「そんな短時間で、紅茶を三度もお代わりすることはないはずですわ。となると、おそらくお茶菓子ですわね。わたくしが食いしん坊と思われないために、エリスが気を遣ってくれたのですわね」


短時間にお茶菓子たるクッキーをペロリゴクリする自分を想像しつつ……、そういうところの記述は気を遣えるのに、どうして、誇張方面では押さえが利かないのか……っとため息を吐ついて、ミーアは続きを開いた。






ガヌドス港湾国で起きた革命騒動。


海洋民族ヴァイサリアン族の反乱に端を発したその混乱は、瞬またたく間に国内を呑み込んでいった。王族はみな捕まり、政まつりごとを司つかさどっていた議会も割れた。半分の議員は処刑され、もう半分は革命側に与した。


ヴァイサリアン族を過酷な環境に閉じこめていたとして、国王への非難の声も上がり、周辺諸国の反応は遅れた。


件くだんのオウラニア姫も、そんな騒動の中で捕まり、今は牢獄ろうごくに収容されているという。


「その、オウラニア姫殿下を助けろ、と……？」


エメラルダのお願いを聞き、ミーア姫殿下は難しい顔で唸った。


「それは、帝国軍を動かせ、ということですの？　ガヌドス港湾国に軍事的な脅おどしをかけ、場合によっては戦端を開け、と……？」


その問いかけに、エメラルダ嬢は首を振った。


「いえ、軍事介入をしろということではありませんわ。ご存知のとおり、我がグリーンムーン家は、ガヌドスとも友好関係にありましたの。国内のことも、ある程度は情報を掴つかめるのですけど……実は、近いうちにオウラニア姫殿下が牢を移されるとの情報を得ましたの。その……処刑場のすぐ近くの場所へと……」


エメラルダ嬢の言葉に、ミーア姫殿下は一つ唸った。


「なるほど、つまり、大規模な軍事介入ではなく、少数精鋭による急襲によって、オウラニア姫殿下を救出すると、そういうことかしら？」


その問いに、エメラルダ嬢は、ごくりと喉を鳴らした。それから、ゆっくりと頷うなずいた。


「はい、お願いいたします。ミーアさま、どうか、オウラニア姫殿下をお助けくださいまし。そうしなければ、姫殿下は断頭台に送られてしまいますわ」


「断頭台……」


言葉を聞いた瞬間、ミーア姫殿下は、ひどく悲しい顔をなされた。


その時のミーア姫殿下のお心はわからない。


ガヌドス港湾国のオウラニア姫と、ミーア姫殿下とに、面識はほとんどなかったはずだ。にもかかわらず、ミーア姫殿下は、確かに悲しんでいた。


おそらくは、オウラニア姫の行く末を、その深い慈愛ゆえに、ミーア姫殿下は憐あわれまれたのだろう。帝国の叡智は、溢れる慈愛の叡智なのだ。


「帝国を無用な戦乱に巻き込むわけにはいきませんし、犠牲はできるだけ出したくありませんわね。関与するのは必要最低限の方に……ディオンさんと、バノスさん。皇女専属近衛隊プリンセスガードの精鋭数人……、それと……」


ここで、ミーア姫殿下はしばし考え込んでから……。


「わたくしも行かざるを得ませんわね。そういうことでしたら……」


勇敢なるミーア姫殿下は、決然とした口調で言って、颯爽さっそうと立ち上がるのだった。






「……いやいやいや、さすがに……。これはあり得ませんわ！」


ミーア、思わず渾身こんしんのツッコミ！　それはもう、心の底からの、全身全霊のツッコミである!!


「これは、さすがに誇張が過ぎますわ。自分からそんな危険地帯に行くとか……あり得ませんわ。まぁ、確かに、隣国の姫君が断頭台にかけられそうになっていて、エメラルダさんから助けを求められたとしたら、手を貸すかもしれませんけど……」


というか、今まさにオウラニアに乞こわれて、ガヌドス港湾国に向かっている最中ではあるのだが……。


「いずれにせよ、この記述もなにかしら脚色をされているのかもしれませんわね。わたくしが自分から赴おもむく理由……。ディオンさんが無茶しないように、とか……そういうことかしら。いえ、しかし……ううむ」


いったい、どんな事情があったのやら……などと首をひねりつつ、ミーアは続きを読み進めていく。






一部の信用のおける家臣たち、皇女専属近衛隊プリンセスガードの精鋭部隊を率いて、ミーア姫殿下はガヌドス港湾国へと乗り込んだ。


表向きは、観光ということにしていたが、ガヌドス港湾国内の混乱を思えば、かなり危険な賭けだっただろう。


「ともあれ、さすがに帝国皇女と近衛隊に攻撃を仕掛けるようなことはしてこないとは思いますが……。しかし、オウラニア姫殿下を救出した後に、帝国に取って返すのは難しいかもしれませんね。亡命させようとしている、と疑われる可能性が高い。なので、ミスリードが必要かと……」


忠臣ルードヴィッヒの進言に一瞬黙り込んだミーア姫殿下であったが、すぐに悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて……。


「なるほど。つまり、わたくしとエメラルダさんは、ただガレリア海に遊びに行けばよい、と……そういうことですわね……？」


冗談めかしたその口調に、ルードヴィッヒは深々と頷いた。


「そのようにミーア姫殿下にご協力いただくのも、誠に恐縮ではございますが……」


彼の答えに、ミーア姫殿下は、たいそう渋い顔をした。


おそらく、この程度の協力など、何ほどのことでもない、と思われたのだろう。


さて、ルードヴィッヒの立てた作戦はこうだった。


まず、オウラニア姫の護送部隊を急襲。救い出したオウラニア姫を連れてガレリア海に逃れる。


そして、先んじて、舟遊びを装って海に出ていたミーア姫殿下は、エメラルダと合流。ミーア姫殿下の一団に紛れたオウラニア姫は、以降は帝国の権威の庇護下に置かれるということだ。


「海の向こう側に逃げたと見せかけつつ、帝国で保護する、と……そういうことですわね」


説明を聞いたミーア姫殿下は、腕組みしつつつぶやいた。


「オウラニア姫殿下が、ただ国内に身を隠した状況であれば、帝国の姫のもとに逃れたことを疑われます。けれど、海に逃れたのであれば、その疑いは薄まる。隣国の姫殿下に喧嘩けんかを売ってまで荷や人員を調べる可能性は低くなる。革命の混乱期に、姫殿下御おん自みずからが行かれるということは、そういう意図であると理解しましたが……」


ミーア姫殿下は、一瞬黙り込んでから、穏やかな笑みを浮かべた。


「いいえ、間違っていませんわ。さすがは、ルードヴィッヒ。理解が早くて助かりますわ」


驚くべき策略を、瞬時に立て上げたミーア姫殿下もさることながら、彼女のもとに集つどった俊英たちもまた見事なものだったと言えるだろう。


されど、この時のミーア姫殿下の示された反応を、後に忠臣ルードヴィッヒはこう振り返っていた。


「あの時のミーア陛下には、あるいは、私が考えたものより、良い腹案がおありであったのかもしれない。だが、私に気を遣われたのではないか、と。私の献策であっても問題なし、と判断してくださったのではないか、と、今にして思っています」


真相は定かではないが、ともかく、ルードヴィッヒの策に従い、精鋭部隊五名は速やかに襲撃の計画を実行へと移すのだった。






「これ……わたくし、完全に冗談で言ってますわね……。いや、もしかすると、本気で海で遊んでいればいい、とか思ってはいないかしら？」


一抹の不安に、ミーアは震える。


いや、さすがに、こんな状況で遊びに行こう、などと空気の読めないことを言うとは思わないが……。


「こう、海で遊ぶ楽しい姿を見せて、ついでに美味おいしい海の幸を振る舞えば、処刑とかする気が起きないだろうとか、そんなことを考えているんじゃあ……？」


そのぐらいなら……あり得てしまうかもしれない。


基本的にミーアは、自分のことを信用していない。未来の自分も過去の自分も、まるで信用に足る存在とは思えないわけで……。


きっとロクでもないことを考えて言ったことが、良いように解釈されただけなんだろうなぁ、なんて、ついつい思ってしまう。


帝国の叡智の心理研究における第一人者のミーアなのであった。


「いえ、しかし、このガヌドス港湾国行きは、どうやら今から数年後のようですし、その頃には、わたくしもかなり頭脳明晰ずのうめいせきに成長している可能性も……？　ううむ……」


首をひねりつつも、ミーアは先を読み進めていく。






ガヌドスの港には、懐かしきエメラルドスター号の姿があった。


あの夏……あの、無人島での記憶が、ミーア姫殿下の脳裏に過よぎったことだろう。


「懐かしいですわ。エメラルドスター号」


「革命軍に押さえられなくって助かりましたわ。念のために、武装蜂起があってすぐにガレリア海に出てもらっておりましたけど……」


「一度落ち着けば、革命勢力側も帝国との関係をこじれさせるわけにはいかなかったのでしょう。グリーンムーン公爵家は、ガヌドスとティアムーンとの窓口ですから」


忠臣ルードヴィッヒの言葉に頷いてみせてから、ミーア姫殿下は厳おごそかな口調で言った。


「この船が無事であったことも、オウラニア姫の護送のタイミングを掴めたことも、すべては天の配剤というもの。であれば、我らはただ、それに従うのみですわ」


それから、静かに瞳を閉じて……。


「仮に、ガヌドス国王に罪があったとしても、その娘であるオウラニア姫殿下にまで、累るいが及ぶと考えるのは大きな誤りである、とわたくしは考えますわ。だからこそ、必ず助け出さなければなりませんわ」


その言葉に、それぞれに頷いて、家臣たちは動き出した。






二日後、作戦は決行された。


処刑場となる議会中央広場、そのそばにある急場の牢獄へと連行されるオウラニア姫。その馬車を、帝国最強の騎士、ディオン・アライアを筆頭とした救出部隊が急襲した！


「それじゃあ、行こうか。くれぐれも言っておくが、無駄な犠牲は出さないように。我々が帝国の叡智の剣だということを忘れないように」


そう念を押してから、ディオン・アライアは覆面をつけた。全員が付けるのを確認してから、彼は剣を抜き、一気に護衛の兵たちとの距離を詰めた。


刹那せつなの襲撃。


一度、剣が閃ひらめくごとに、一人、また一人と兵たちが倒れていく。その洗練された圧倒的な剣術は、帝国最強に相応ふさわしいものだった。


そして、真に驚くべきことは、その場の誰もが、死んではいないことだった！


「やれやれ、この程度なら、僕一人でもよかったな」


そう肩をすくめてから、ディオンは馬車の中を確認する。


「あなたはー？」


「なぁに、名乗るほどの者でもない。名もなき義賊ぎぞくですよ。オウラニア姫殿下で間違いありませんかね？」


ぼんやりと目を瞬かせつつも、中の女性が頷くのを確認して、ディオンたちは馬車に乗り込んだ。


かくて、馬車は港へ向かって走り出す。されど、追手の動きも迅速だった。


すぐさま、追いすがってくる馬の存在を確認したディオンは、素早く車体の上に立つ。直後、飛来するのは無数の火矢。


「はは、そうこなくてはな！」


朗ほがらかに笑うと、剣を抜き放つ。


一閃いっせん！　二閃!!　三閃！！！


白刃が軌跡を描く都度、火矢が斬り飛ばされていく。


「その程度の腕前で、この僕を射殺そうなど、笑止千万！　あと二、三十年鍛練してくることだ」


余裕の態度を示したディオン・アライアであったが……彼は知らなかった。


この後、帝国最強の騎士ですら手を焼く事態が巻き起こることを……。


そして、かの帝国の叡智の想定すら超えた驚愕きょうがくの状況に追い込まれるということを……。






「う、ううむ……。さすがにエリスの書いたものだけあって、なかなかに読ませますわね。手に汗握る展開ですわ。これは、確かにガヌドス港湾国撤退戦ですわね」


ゴクリ、と喉を鳴らしてから、ミーアは唸った。


「これはおそらく、前半の山場といったところではないかしら？　無事に姫君を助け出した直後に起こる急転。そこから畳たたみかけるような、怒涛どとうの展開が待っているのですわね」


だんだんと、楽しくなってきてしまうミーアである。


これが、女帝伝でなければ……自分が経験するかもしれなかったことでなければ、もっと素直に楽しめたのに、とちょっぴーり残念になってしまう。


「とはいえ、先はまだまだ長そうですわ。いったい、どうなるのか……」


ミーアは、ゴクリと喉を鳴らして、続きを開いた。


そして……。






「ん……あ、あら？」


ふと……ミーアは目を開いた。


ぽやーっと白っぽい視界。それが、馬車の窓から差し込む朝日であると気付くまで、しばしの時間が必要だった。


「ここは……馬車の中、ですわよね……。ふわぁ、もう、朝なんですのね」


ううんっと伸びをしてから、ふとミーアは重要なことに気が付いた。


「はて、妙ですわね……わたくし、いつ寝ていたのかしら……？」


確か、眠れないからと、女帝伝を読んでいたはず。


ディオン・アライアの無双があり、そして、その後は……。


「あら？　どうなったんだったかしら？　なにやら、ものすごぅく盛り上がる展開で、これから、というところでしたけど……。読んでいる途中に寝てしまうとは、我ながら迂闊うかつでしたわ」


思い出すと、続きが気になってきた。


ミーアはキョロキョロと、辺りを見回し……。


「あの本は……、あら？　変ですわね……」


どこにも見当たらなかった。


もしや、当初の予定通り枕の高さ調節のために使ったのでは……？　と枕の下を確かめるが、やはりない。


「どこにもありませんわね……。まさか、夢……だったのかしら？　ううむ、しかし、あの文面、実に真に迫っておりましたけど……」


腕組みし、考え込んでいると……。


「失礼いたします。ミーアさま、朝のお食事ができました」


アンヌが馬車の扉を開ける。と同時に、ふんわりと、パンの焼けた、芳こうばしい香りがミーアの鼻をくすぐって……。


「あら、とても良い匂いですわ」


「ルドルフォン辺土伯からいただいた、静海セイレントの森産のハチミツもお持ちしますね」


「まぁ、あの森のハチミツ……。うふふ、それはどんな味なのか、とても楽しみですわ」


ニッコリ、ご機嫌に笑みを浮かべるミーアの脳裏からは、女帝伝のことはポーンッと飛んでいってしまうのだった。






聖女ミーア女帝伝には、夢典と呼ばれる、不可思議なエピソード群が噂されている。


とてもあり得ないような話ながら、どこか、信じたくなってしまうようなそれらのエピソードは、あるいは、人々の希望が形を成した物なのかもしれない。


「あの、帝国の叡智ならば、あらゆる悲劇を覆くつがえしてくれるのではないか……」


そんな人々の願いこそが、あるいは、そのような噂の発端なのかもしれない。


夢典の夢とは、夜に見る夢のことではなく、人々が胸に抱く希望の夢なのではないか、と……筆者にはそう思えてならないのであった。
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